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令和ඖ年(2019年)12᭶、⑓ཎ体が特ᐃࢀࡉていない⫵⅖のⓎ⏕が中ᅜで」ᩘሗ࿌ࢀࡉました。そ

して令和2年(2020年)1᭶、ୡ⏺ಖ೺ᶵ (ɔ㹕㹆㹍)が、⑓ཎ体として新ᆺのࢫࣝ࢖࢘ࢼࣟࢥ(㹁㹍㹔

㹇㹂-19、以ୗࠕ新ᆺࠖࢼࣟࢥとい࠺。)が᳨ฟࢀࡉたことをබ⾲しました。そのᚋ、ឤᰁはᛴ㏿に

ᣑ大し、ྠ年3᭶に㹕㹆㹍は、新ᆺࢼࣟࢥがࢡࢵ࣑ࢹࣥࣃ(ୡ⏺ⓗなὶ行)に⮳ったとのㄆ㆑を⾲᫂

しました。この✺Ⓨⓗ࠿つ㏆年では㢮をぢない஦態にᑐᛂするため、ୡ⏺ྛ地では㒔市ᑒ㙐(ࣟࢡࢵ

࢘ࢲ )ࣥ➼のᨻ⟇がㅮࡌらࢀ、⤒῭ά動が大ࡃࡁไ㝈ࢀࡉました。その⤖ᯝ、令和2年(2020 年)๓

半のୡ⏺⤒῭はᴟめてཝしいものとなりました。ឤᰁ≧ἣがⴠࡁ╔ࡕをぢせ始めると、いࡕ᪩ࡃ⤒

῭ά動が回᚟に㌿ࡌた中ᅜを始め、ྛᅜでᣢࡕ┤しの動ࡁがみらࢀる࠺ࡼになりましたが、ࣝ࢖࢘

 。がやや減㏿していますࡁり、ྠ年ᮎは回᚟の動ࡼឤᰁの新たなἼや新しいኚ␗✀の☜ㄆなどにࢫ

᪥ᮏ⤒῭もまた、このឤᰁ⑕ᣑ大にࡼり⏒大なᡴᧁをཷけました。ᡃがᅜの⤒῭は⦆や࠿な回᚟

を⥆けてࡁましたが、㏆年はᾏ外⤒῭の減㏿や᪥⡿㈠᫆ᦶ᧿のᙳ㡪をཷけ、ᚎࠎにその動ࡁがᙅま

っていました。令和ඖ年(2019 年)には、10 ᭶にᾘ㈝⛯率が10％にᘬࡁ上ࡆらࢀたことや⮬↛⅏ᐖ

が┦次いࡔことにࡼるⴠࡕ㎸みがみらࢀました。そࢀらのᙳ㡪は令和 2 年(2020 年)ึめに࠿けて

ᚎࠎに和らいでいたものの、新ᆺࢼࣟࢥがୡ⏺ⓗにὶ行したことで、まࢻࣥ࢘ࣂࣥ࢖ࡎ㟂せがᾘኻ

し、外ฟ⮬⢔➼にࡼりಶ人ᾘ㈝を中ᚰに内㟂がୗᢲしࡉ、ࢀࡉらには୺せ㈠᫆┦ᡭᅜにࡼる㒔市ᑒ

㙐➼の⤒῭ά動の೵Ṇにࡼり、外㟂も大幅に減少しました。そのᚋ、⤒῭ά動がᚎࠎに෌㛤ࢀࡉ、

ྛ✀ᨻ⟇のຠᯝなどにもࡼり、一᫬のⴠࡕ㎸み࠿らはᛴ㏿にᣢࡕ┤しましたが、ᅜ内ྛ地でឤᰁが

෌ࡧᣑ大したことにࡼり、㊊ඖでは回᚟の動ࡁに一᭹ឤがみらࢀています。 

新ᆺࢼࣟࢥ⚝の⤒῭においては、ᚭᗏしたឤᰁᑐ⟇と⤒῭ά動の୧❧を図っていࡃことが新たに

ồめらࢀる࠺ࡼになりました。᪥ᖖ⏕άにおいてはࠕ新しい⏕άᵝᘧࠖがᥦゝ3ࠕ、ࢀࡉᐦࠖを㑊け

る行動や、ࢡࢫ࣐╔⏝やᡭᣦᾘẘなどが᥎ዡࢀࡉる࠺ࡼになりました。また、௻ᴗά動では࣡ࣞࢸ

ࡼました。このࢀࡉ┤ぢࡃࡁも大ࣝ࢖ࢱࢫ方のࡁ఍㆟がᛴ㏿にᬑཬするなど、ാࣥ࢖ࣛࣥ࢜やࢡ࣮

ኚᐜしまࡃࡁの♫఍⤒῭ά動は幅ᗈいศ㔝で大ࡕのឤᰁᣑ大๓ᚋにおいて、⚾たࢼࣟࢥに、新ᆺ࠺

した。 

この࠺ࡼな内外᝟ໃの中に࠶って、ᮏ県⤒῭の動ྥをᢕᥱするとともに、⌧≧とㄢ㢟を᫂ら࠿に

するため、➨一部では、➨1❶でୡ⏺⤒῭や᪥ᮏ⤒῭の動ྥについてྛ✀⤫ィをもとにゎㄝし、➨

2❶では最㏆のᮏ県の⤒῭動ྥについて、令和ඖ年(2019年)࠿ら令和2年(2020年)に࠿けてのྛ⤒

῭ศ㔝のᣦᶆ࠿らゎㄝしています。そして、今回新たにタけた➨3❶では、新ᆺࢼࣟࢥのឤᰁᣑ大

がᮏ県にもたらしたᙳ㡪について、県内のឤᰁᣑ大の≧ἣや୺な⤒῭ศ㔝の動ྥ、ྛ✀ᨭ᥼⟇のᐇ

⦼などをもとにゎㄝし、ᮏ県がどの࠺ࡼな≧ἣに࠶る࠿を᫂ら࠿にしていࡁます。 
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平成28 年(2016 年)ᚋ半࠿ら࢛ࣥࣇࢺ࣮࣐ࢫのᬑཬᣑ大にࡼる〇㐀ᴗのఙࡧなどを⫼ᬒにᗈࡃዲ

㌿したୡ⏺⤒῭は、⤒῭回᚟にక࠺㈠᫆ᣑ大のὶࢀがྛᅜの⤒῭に成㛗をもたらしたことで、ᗈ⠊

ᅖで成㛗が加㏿していましたが、⡿中㈠᫆ᦶ᧿のᙳ㡪などにࡼり平成30 年(2018 年)ᚋ半には動ࡁ

が㕌化し、令和ඖ年(2019年)も、⡿中㈠᫆ᦶ᧿や中ᅜ⤒῭の減㏿など࠿らୡ⏺⤒῭全体のᣑ大の࣌

ྠ、な中࠺ࡼなっていました。このࡃは㐜ࢫ࣮ 年12᭶に中ᅜでึの新ᆺࢫࣝ࢖࢘ࢼࣟࢥឤᰁ⑕のឤ

ᰁ⪅が☜ㄆࢀࡉ、令和2年(2020年)になるとୡ⏺中にឤᰁがᗈまり、こࢀにࡼりྛᅜの⤒῭は⏒大

なᙳ㡪をཷけることとなりました。ྠ 年3᭶にはୡ⏺ಖ೺ᶵ㛵(㹕㹆㹍)がࢡࢵ࣑ࢹࣥࣃ(ୡ⏺ⓗなὶ

行)とのㄆ㆑を⾲᫂し、その㡭࠿らከࡃのᅜや地域で外ฟไ㝈や㒔市ᑒ㙐(ࣟ࢘ࢲࢡࢵ )ࣥなどのᥐ⨨

がྲྀらࢀる࠺ࡼになり、⤒῭ά動が一᫬ⓗに大ࡃࡁᢚไࢀࡉました。そࢀとྠ᫬に、⤒῭ⓗᙳ㡪を

⦆和するための㈈ᨻᨭ᥼や、⤒῭ά動の෌㛤をᚋᢲしするྛ✀⤒῭ᑐ⟇もྛᅜでㅮࡌらࢀる࠺ࡼに

なりましたが、ឤᰁ⑕のឤᰁᣑ大や⤒῭ά動のᢚไのᙳ㡪は大ࡃࡁ、令和2年(2020年)๓半のྛᅜ

⤒῭は、1930年௦の大ᜍៃや、平成20年(2008年)の࣮ࣜࢡࢵࣙࢩ࣐ࣥといった㐣ཤの大ࡁな⤒῭

༴ᶵと比較ࢀࡉる࠺ࡼな大幅なࢫࢼ࢖࣐成㛗となりました。4 ᭶ୗ᪪にឤᰁ≧ἣがⴠࡁ╔ࡕをぢせ

始め、⤒῭ά動がẁ㝵ⓗに෌㛤ࢀࡉると、ྛᅜ⤒῭にもᣢࡕ┤しの動ࡁがみらࢀましたが、そのᚋ

もୡ⏺ྛ地でឤᰁが෌ᣑ大し、そࢀにకいႠᴗつไや㒔市ᑒ㙐が෌㛤ࢀࡉたことなどにࡼり、ྠ年

ᮎにおいては回᚟にⱝᖸの減㏿がみらࢀています。 

先行ࡁについては、୺せᅜにおける㏣加ⓗなᨻ⟇ᥐ⨨や、࣡ࣥࢳࢡᬑཬにࡼるᬒẼ上ྥ࡬ࡁのᮇ

ᚅ࠿ら、ୡ⏺⤒῭の成㛗は令和3年(2021年)以㝆加㏿していࡃとぢ㎸まࢀていますが、ᬒẼの回᚟

にはྛᅜ間で大ࡁなࡤらつࡁがฟるともண ࢀࡉています。今ᚋのᠱᛕとしては、新たなឤᰁのἼ

や࣡ࣥࢳࢡのὶ通に㛵するၥ㢟などがᣲࡆらࢀており、᱁ᕪのᣑ大や࣡ࣥࢳࢡなどឤᰁ⑕の἞⒪ἲ

てࢀࡉらにᅔ㞴になると༴᝹ࡉᬒẼ回᚟は、ࡤࢀる♫఍୙Ᏻが高まࡼの୙平➼などにࢫࢭࢡ࢔の࡬

います。 

 

 ��� ྛᅜの⤒῭成㛗⋡  

新ᆺࢼࣟࢥのୡ⏺ⓗなὶ行にࡼり、令和2 年(2020 年)๓半のୡ⏺⤒῭はᴟめてཝしい≧ἣに㝗

りました。ྠ年3᭶㡭࠿らឤᰁᣑ大㜵Ṇのために♫఍⤒῭ά動や人の⛣動がไ㝈ࢀࡉ、⤒῭ά動の

ᇶ┙で࠶る人࣭ࣔࢿ࣭࢝ࣀのὶࢀがไ⣙ࢀࡉたためです。ྛᅜともに⤒῭࡬のᡴᧁは⏒大なものと

なり、ከࡃのᅜや地域において、4㹼6᭶ᮇの⤒῭成㛗率は㐣ཤ最大のࢫࢼ࢖࣐成㛗となりました。 

まࡎ、୺せᅜのᐇ㉁ᅜ内⥲⏕⏘(㹅㹂㹎)成㛗率をみると、⡿ᅜでは、ࣜ ᚋの(2009ࢡࢵࣙࢩ࣐࣮ࣥ

年)6᭶をᬒẼの㇂としてᬒẼ回᚟を⥆けてࡁましたが、令和2年(2020年)2᭶にᬒẼの山を㏄えて

➨㸯⠇ ᭱㏆のୡ⏺⤒῭のື  ྥ

 

 
最近のɭမ経済ӏỎଐ本経済の動向 第ᾀ章  㐣ཤ最㛗のᬒẼᣑᙇᒁ㠃が⤊஢することとなり、⤒῭成㛗率もྠ年1㹼3᭶ᮇにおいて24ᮇࡪりに

成㛗(年率᥮⟬)となりまࢫࢼ࢖࣐4㹼6᭶ᮇには๓ᮇ比31.4％減と㐣ཤ最大の、ࡌ成㛗に㌿ࢫࢼ࢖࣐

した。そのᚋ、⤒῭ά動のẁ㝵ⓗな෌㛤にࡼり大幅にᣢࡕ┤しましたが、10㹼12᭶ᮇではឤᰁ෌ᣑ

大にࡼるႠᴗつไなど࠿ら減㏿しています。࣮ࣘࣟᅪでは、成㛗のࢫ࣮࣌が㕌化しつつも平成 25

年(2013年)4㹼6᭶ᮇ以㝆ࢫࣛࣉ成㛗を⥔ᣢしていましたが、令和2年(2020年)1㹼3᭶ᮇは28ᮇࡪ

りにࢫࢼ࢖࣐成㛗となり、4㹼6᭶ᮇにはྠ39.2％減と㐣ཤ最大のࢫࢼ࢖࣐成㛗となりました。7㹼9

᭶ᮇはᣢࡕ┤したものの、ྠ 年ᮎは⤒῭ά動が㕌化し、10㹼12᭶ᮇは෌ࢫࢼ࢖࣐ࡧ成㛗に㌿ࡌてい

ます。ⱥᅜもまた、ྠ年1㹼3᭶ᮇにྠ56.4％減と㐣ཤ最大のⴠࡕ㎸みとなりました。なお、᪥ᮏ

も他の୺せᅜとྠᵝに4㹼6᭶ᮇにおいて㐣ཤ最大のࢫࢼ࢖࣐成㛗となり、そのᚋは⤒῭ά動の෌㛤

など࠿ら7㹼9᭶ᮇ以㝆ࢫࣛࣉ成㛗に㌿ࡌています。(6ࠕࢪ࣮࣌ᐇ㉁⤒῭成㛗率の᥎⛣ࠖཧ↷) 

また、新⯆ᅜについて、㹀㹐㹇㹁㹱1ྛᅜの成㛗率をみると、中ᅜは、最ึにឤᰁᣑ大が⏕ࡌたこ

と࠿らいࡕ᪩ࡃᡴᧁをཷけ、令和2年(2020年)1㹼3᭶ᮇは๓ᮇ比6.8％減とึのࢫࢼ࢖࣐成㛗とな

りました。し࠿しྠ年4㹼6᭶ᮇにはࢫࣛࣉ成㛗にᡠし、他ᅜが大ࡁなࢫࢼ࢖࣐成㛗となる中、ୡ⏺

⤒῭をけࢇᘬする≧ἣとなり、そのᚋもࢫࣛࣉ幅をᣑ大ࡉせています。ࢻࣥ࢖や࢔ࢩࣟ、ࣝࢪࣛࣈ

においては、中ᅜを㝖ࡃ他ᅜとྠᵝ、4㹼6᭶ᮇにおけるᙳ㡪が最も深้なものとなっています。(図

1-1-1) 

図1-1-1㻌ྛᅜのᐇ㉁⤒῭ᡂ㛗率の᥎移㻌
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1 㹀㹐㹇㹁㹱 ͐⤒῭Ⓨᒎが著しい、ࢻࣥ࢖、࢔ࢩࣟ、ࣝࢪࣛࣈ、中ᅜの㢌ᩥᏐ࠿らとった4࢝ᅜの⥲⛠。࣮ࣝࢦ

 。る࠶ᅜをᣦすሙ合も࢝ඹ和ᅜをྵめた5࢝ࣜࣇ࢔がྡ௜けた。南♫ࢫࢡࢵࢧ࣭࣐ࣥࢻ
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㌿したୡ⏺⤒῭は、⤒῭回᚟にక࠺㈠᫆ᣑ大のὶࢀがྛᅜの⤒῭に成㛗をもたらしたことで、ᗈ⠊

ᅖで成㛗が加㏿していましたが、⡿中㈠᫆ᦶ᧿のᙳ㡪などにࡼり平成30 年(2018 年)ᚋ半には動ࡁ

が㕌化し、令和ඖ年(2019年)も、⡿中㈠᫆ᦶ᧿や中ᅜ⤒῭の減㏿など࠿らୡ⏺⤒῭全体のᣑ大の࣌

ྠ、な中࠺ࡼなっていました。このࡃは㐜ࢫ࣮ 年12᭶に中ᅜでึの新ᆺࢫࣝ࢖࢘ࢼࣟࢥឤᰁ⑕のឤ

ᰁ⪅が☜ㄆࢀࡉ、令和2年(2020年)になるとୡ⏺中にឤᰁがᗈまり、こࢀにࡼりྛᅜの⤒῭は⏒大

なᙳ㡪をཷけることとなりました。ྠ 年3᭶にはୡ⏺ಖ೺ᶵ㛵(㹕㹆㹍)がࢡࢵ࣑ࢹࣥࣃ(ୡ⏺ⓗなὶ

行)とのㄆ㆑を⾲᫂し、その㡭࠿らከࡃのᅜや地域で外ฟไ㝈や㒔市ᑒ㙐(ࣟ࢘ࢲࢡࢵ )ࣥなどのᥐ⨨

がྲྀらࢀる࠺ࡼになり、⤒῭ά動が一᫬ⓗに大ࡃࡁᢚไࢀࡉました。そࢀとྠ᫬に、⤒῭ⓗᙳ㡪を

⦆和するための㈈ᨻᨭ᥼や、⤒῭ά動の෌㛤をᚋᢲしするྛ✀⤒῭ᑐ⟇もྛᅜでㅮࡌらࢀる࠺ࡼに

なりましたが、ឤᰁ⑕のឤᰁᣑ大や⤒῭ά動のᢚไのᙳ㡪は大ࡃࡁ、令和2年(2020年)๓半のྛᅜ

⤒῭は、1930年௦の大ᜍៃや、平成20年(2008年)の࣮ࣜࢡࢵࣙࢩ࣐ࣥといった㐣ཤの大ࡁな⤒῭

༴ᶵと比較ࢀࡉる࠺ࡼな大幅なࢫࢼ࢖࣐成㛗となりました。4 ᭶ୗ᪪にឤᰁ≧ἣがⴠࡁ╔ࡕをぢせ

始め、⤒῭ά動がẁ㝵ⓗに෌㛤ࢀࡉると、ྛᅜ⤒῭にもᣢࡕ┤しの動ࡁがみらࢀましたが、そのᚋ

もୡ⏺ྛ地でឤᰁが෌ᣑ大し、そࢀにకいႠᴗつไや㒔市ᑒ㙐が෌㛤ࢀࡉたことなどにࡼり、ྠ年

ᮎにおいては回᚟にⱝᖸの減㏿がみらࢀています。 

先行ࡁについては、୺せᅜにおける㏣加ⓗなᨻ⟇ᥐ⨨や、࣡ࣥࢳࢡᬑཬにࡼるᬒẼ上ྥ࡬ࡁのᮇ

ᚅ࠿ら、ୡ⏺⤒῭の成㛗は令和3年(2021年)以㝆加㏿していࡃとぢ㎸まࢀていますが、ᬒẼの回᚟

にはྛᅜ間で大ࡁなࡤらつࡁがฟるともண ࢀࡉています。今ᚋのᠱᛕとしては、新たなឤᰁのἼ

や࣡ࣥࢳࢡのὶ通に㛵するၥ㢟などがᣲࡆらࢀており、᱁ᕪのᣑ大や࣡ࣥࢳࢡなどឤᰁ⑕の἞⒪ἲ

てࢀࡉらにᅔ㞴になると༴᝹ࡉᬒẼ回᚟は、ࡤࢀる♫఍୙Ᏻが高まࡼの୙平➼などにࢫࢭࢡ࢔の࡬

います。 

 

 ��� ྛᅜの⤒῭成㛗⋡  

新ᆺࢼࣟࢥのୡ⏺ⓗなὶ行にࡼり、令和2 年(2020 年)๓半のୡ⏺⤒῭はᴟめてཝしい≧ἣに㝗

りました。ྠ年3᭶㡭࠿らឤᰁᣑ大㜵Ṇのために♫఍⤒῭ά動や人の⛣動がไ㝈ࢀࡉ、⤒῭ά動の

ᇶ┙で࠶る人࣭ࣔࢿ࣭࢝ࣀのὶࢀがไ⣙ࢀࡉたためです。ྛᅜともに⤒῭࡬のᡴᧁは⏒大なものと

なり、ከࡃのᅜや地域において、4㹼6᭶ᮇの⤒῭成㛗率は㐣ཤ最大のࢫࢼ࢖࣐成㛗となりました。 

まࡎ、୺せᅜのᐇ㉁ᅜ内⥲⏕⏘(㹅㹂㹎)成㛗率をみると、⡿ᅜでは、ࣜ ᚋの(2009ࢡࢵࣙࢩ࣐࣮ࣥ

年)6᭶をᬒẼの㇂としてᬒẼ回᚟を⥆けてࡁましたが、令和2年(2020年)2᭶にᬒẼの山を㏄えて

➨㸯⠇ ᭱㏆のୡ⏺⤒῭のື  ྥ

 

 
最近のɭမ経済ӏỎଐ本経済の動向 第ᾀ章  㐣ཤ最㛗のᬒẼᣑᙇᒁ㠃が⤊஢することとなり、⤒῭成㛗率もྠ年1㹼3᭶ᮇにおいて24ᮇࡪりに

成㛗(年率᥮⟬)となりまࢫࢼ࢖࣐4㹼6᭶ᮇには๓ᮇ比31.4％減と㐣ཤ最大の、ࡌ成㛗に㌿ࢫࢼ࢖࣐

した。そのᚋ、⤒῭ά動のẁ㝵ⓗな෌㛤にࡼり大幅にᣢࡕ┤しましたが、10㹼12᭶ᮇではឤᰁ෌ᣑ

大にࡼるႠᴗつไなど࠿ら減㏿しています。࣮ࣘࣟᅪでは、成㛗のࢫ࣮࣌が㕌化しつつも平成 25

年(2013年)4㹼6᭶ᮇ以㝆ࢫࣛࣉ成㛗を⥔ᣢしていましたが、令和2年(2020年)1㹼3᭶ᮇは28ᮇࡪ

りにࢫࢼ࢖࣐成㛗となり、4㹼6᭶ᮇにはྠ39.2％減と㐣ཤ最大のࢫࢼ࢖࣐成㛗となりました。7㹼9

᭶ᮇはᣢࡕ┤したものの、ྠ 年ᮎは⤒῭ά動が㕌化し、10㹼12᭶ᮇは෌ࢫࢼ࢖࣐ࡧ成㛗に㌿ࡌてい

ます。ⱥᅜもまた、ྠ年1㹼3᭶ᮇにྠ56.4％減と㐣ཤ最大のⴠࡕ㎸みとなりました。なお、᪥ᮏ

も他の୺せᅜとྠᵝに4㹼6᭶ᮇにおいて㐣ཤ最大のࢫࢼ࢖࣐成㛗となり、そのᚋは⤒῭ά動の෌㛤

など࠿ら7㹼9᭶ᮇ以㝆ࢫࣛࣉ成㛗に㌿ࡌています。(6ࠕࢪ࣮࣌ᐇ㉁⤒῭成㛗率の᥎⛣ࠖཧ↷) 

また、新⯆ᅜについて、㹀㹐㹇㹁㹱1ྛᅜの成㛗率をみると、中ᅜは、最ึにឤᰁᣑ大が⏕ࡌたこ

と࠿らいࡕ᪩ࡃᡴᧁをཷけ、令和2年(2020年)1㹼3᭶ᮇは๓ᮇ比6.8％減とึのࢫࢼ࢖࣐成㛗とな

りました。し࠿しྠ年4㹼6᭶ᮇにはࢫࣛࣉ成㛗にᡠし、他ᅜが大ࡁなࢫࢼ࢖࣐成㛗となる中、ୡ⏺

⤒῭をけࢇᘬする≧ἣとなり、そのᚋもࢫࣛࣉ幅をᣑ大ࡉせています。ࢻࣥ࢖や࢔ࢩࣟ、ࣝࢪࣛࣈ

においては、中ᅜを㝖ࡃ他ᅜとྠᵝ、4㹼6᭶ᮇにおけるᙳ㡪が最も深้なものとなっています。(図

1-1-1) 

図1-1-1㻌ྛᅜのᐇ㉁⤒῭ᡂ㛗率の᥎移㻌
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1 㹀㹐㹇㹁㹱 ͐⤒῭Ⓨᒎが著しい、ࢻࣥ࢖、࢔ࢩࣟ、ࣝࢪࣛࣈ、中ᅜの㢌ᩥᏐ࠿らとった4࢝ᅜの⥲⛠。࣮ࣝࢦ

 。る࠶ᅜをᣦすሙ合も࢝ඹ和ᅜをྵめた5࢝ࣜࣇ࢔がྡ௜けた。南♫ࢫࢡࢵࢧ࣭࣐ࣥࢻ
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� ୡ⏺⤒῭のぢ㏻ࡋ 

ᅜ㝿通㈌ᇶ㔠(㹇㹋㹄)が令和3年(2021年)1᭶にබ⾲したࠕୡ⏺⤒῭ぢ通し でࠖは、令和2年(2020

年)のୡ⏺⤒῭全体の成㛗率は、ྠ 年ୗ半ᮇにྛ地域でண᝿を上回る回᚟がみらࢀたこと࠿ら、ྠ 年

10᭶のண を0.9ࢺࣥ࢖࣏上回る3.5ࢫࢼ࢖࣐％と᥎ィࢀࡉています。令和3年(2021年)のぢ通し

についても、᪥⡿などの୺せᅜにおける㏣加ⓗなᨻ⟇ᥐ⨨と、࣡ࣥࢳࢡᬑཬにࡼるᬒẼの上ྥ࡬ࡁ

のᮇᚅ࠿ら、๓回のண を0.3 し、ᬒẼ回᚟に࠿上方ಟṇした5.5％となっています。しࢺࣥ࢖࣏

はྛᅜ間で大ࡁなࡤらつࡁがฟるともみらࢀており、ᙉຊなᨻ⟇ᨭ᥼やᗈい࣡ࣥࢳࢡ฼⏝がྍ⬟で

、る一方で、新⯆ᅜにおいてはࢀࡉ りも┦ᑐⓗに少ないとணࡼる先進ᅜでは㹅㹂㹎のᦆኻが他ᅜ࠶

ຊᙉい回᚟をみせる中ᅜとその他のᅜࠎとの間でᕪが大ࡃࡁᗈがるとண᝿ࢀࡉています。今ᚋのᠱ

ᛕとしては、新たなឤᰁのἼやࢫࣝ࢖࢘の新しいኚ␗✀、࣡ࣥࢳࢡのὶ通に㛵するၥ㢟や᥋✀率を

めࡄる୙☜ᐇᛶなどがᣲࡆらࢀており、᱁ᕪのᣑ大や࣡ࣥࢳࢡなどឤᰁ⑕の἞⒪ἲ࡬のࢫࢭࢡ࢔の

୙平➼などにࡼる♫఍୙Ᏻが高まࡤࢀ、ᬒẼ回᚟はࡉらにᅔ㞴になると༴᝹ࢀࡉています。 

ᅜ別にみると、⡿ᅜについては、令和2年(2020年) 12᭶の㈈ᨻ㏣加ᨭ᥼にࡼり、令和3年(2021

年)は๓回のண を2.0ࢺࣥ࢖࣏上回る5.1％とぢ㎸まࢀています。一方で࣮ࣘࣟᅪでは、令和2年

(2020年)ᮎにឤᰁの෌ᣑ大にࡼり㒔市ᑒ㙐が෌㛤ࢀࡉ、⤒῭ά動の㕌化がみらࢀたこと࠿ら、令和

3年(2021年)のぢ通しは1.0ࢺࣥ࢖࣏ୗ方ಟṇの4.2％となっています。中ᅜについては、いࡕ᪩

。ていますࢀ๓のỈ‽まで回᚟しており、令和3年(2021年)は8.1％の成㛗がぢ㎸まࢼࣟࢥ新ᆺࡃ

また、ࢻࣥ࢖では令和2年(2020年)の㒔市ᑒ㙐⦆和ᚋの回᚟がண᝿ࡼりもຊᙉ࠿ったこと࠿ら、令

和3年(2021年)のぢ通しは๓回のண を2.7ࢺࣥ࢖࣏上回る11.5％となっています。(図1-1-2) 

㹇㹋㹄は、⤒῭ά動がṇᖖ化するまでは、ᨻ⟇にࡼるᐇຠⓗなᨭ᥼がᚲせで࠶るとし、ල体ⓗに

は₯ᅾ㹅㹂㹎2のᘬࡁ上ࡆや㈋ᅔᒙのᩆ῭、ㄡもがᜠᜨをཷけらࢀるཧ加ᆺの成㛗のᐇ⌧、低Ⅳ⣲化

を加㏿するྲྀ⤌などをᣲࡆています。また、࠶らࡺるሙ所でࢡࢵ࣑ࢹࣥࣃをไᚚするためにはᙉຊ

なከᅜ間༠ㄪがᚲせで࠶り、බⓗമົをᣢ⥆でࡁないᅜࠎが࠶るሙ合は、ᅜ㝿♫఍は⥭ᐦに༠ຊし、

合ពのୗでമົを෌⦅すࡃ࡭മᶒ⪅と༠ຊしなけࡤࢀならないとのぢゎを♧しています。 
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資料）䠥䠩䠢「ୡ⏺⤒῭のぢ㏻䛧」（R3年1᭶බ⾲）

䈜㻭㻿㻱㻭㻺-5䛿䜲䞁䝗䝛䝅䜰䚸䝬䝺䞊䝅䜰䚸䝣䜱䝸䝢䞁䚸䝍䜲䚸䝧䝖䝘䝮  

                         
2 ₯ᅾ㹅㹂㹎 ͐㈨ᮏやປാが最大㝈に฼⏝ࢀࡉたሙ合に㐩成でࡁると⪃えらࢀる、㛗ᮇ間⥔ᣢྍ⬟なᐇ㉁ᅜ内⥲

⏕⏘(㹅㹂㹎)の最高Ỉ‽。内㛶ᗓ、᪥ᮏ㖟行、㹇㹋㹄ཬࡧ㹍㹃㹁㹂においては、ࠕ中㛗ᮇⓗにᣢ⥆ྍ⬟な㹅㹂㹎Ỉ

‽  。ているࢀࡉ⩏せない㹅㹂㹎Ỉ‽ࠖといったᴫᛕとしてᐃࡉ㏿を加ࣞࣇࣥ࢖ࠕるいは࠶ࠖ、

 

 

 

� ᪥ᮏ⤒῭のື  ྥ

��� ᴫἣ 

ᡃがᅜの⤒῭は、大⫹な㔠⼥ᨻ⟇などをᰕとするᨻᗓの⤒῭ᨻ⟇(ࢫࢡ࣑ࣀ࣋࢔ࠕ )ࠖのຠᯝなど

にకい、⦆や࠿なᬒẼ回᚟の動ࡁが⥆いてࡁましたが、令和ඖ年(2019年)にධるとᾏ外⤒῭の減㏿

やᾘ㈝⛯率ᘬࡁ上ࡆのᙳ㡪など࠿らᚎࠎにᙅまっていࡁました。令和2年(2020年)は、新ᆺࢼࣟࢥ

のୡ⏺ⓗなὶ行にࡼり、ከࡃのᅜࠎとྠᵝ、ᡃがᅜの⤒῭も⏒大なᙳ㡪をཷけました。ゼ᪥ᐈの⃭

減を始め、⏕⏘ά動の೵⁫や♫఍⤒῭ά動のᢚไ、ࡉらには㍺ฟの大幅な減少など、そのᙳ㡪は幅

ᗈいศ㔝にἼཬしました。こࢀをཷけ、令和2年(2020年)のᐇ㉁成㛗率(஧次㏿ሗ )್は、๓年比࣐

 。成㛗となっていますࢫࢼ࢖࣐りのࡪと11年％4.8ࢫࢼ࢖

 

��� ᬒẼືྥᣦ �ᩘ㹁㹇�の᥎⛣ 

まࡎ、内㛶ᗓがබ⾲している⤫合ⓗなᬒẼᣦᶆで࠶るࠕᬒẼ動ྥᣦᩘࠖの㹁㹇3をみていࡁます。 

ら大幅にୗ㝆した㹁㹇は、平成23年(2011࠿がⓎ⏕した平成20年(2008年)9᭶ࢡࢵࣙࢩ࣐࣮ࣥࣜ

年)3᭶の東᪥ᮏ大㟈⅏にࡼるⴠࡕ㎸みを㝖15➨、ࡁᚠ⎔のᬒẼの山で࠶る平成24年(2012年)3᭶

まで上᪼を⥆けました。ྠ 年4᭶࠿ら11᭶までୗ㝆したᚋは෌ࡧ上᪼に㌿ࡌ、平成26年(2014年)3

᭶にはᾘ㈝⛯率ᘬࡁ上ࡆにక࠺㥑け㎸み㟂せのᙳ㡪で104.8にまで上᪼しましたが、その཯動でྠ

年4᭶にୗ㝆し、しࡤらࡃ㊊㋃み≧態が⥆ࡁました。平成28年(2016年)ᚋ半以㝆は、ୡ⏺⤒῭の

回᚟を⫼ᬒに⦆や࠿に上᪼し、㥑け㎸み㟂せ᫬のỈ‽に㏆࡙いていࡁました。 

平成30年(2018年)にධるとᚎࠎにୗ㝆ഴྥとなり、令和ඖ年(2019年)ᚋ半は、ᾘ㈝⛯率ᘬࡁ上

いとなったࡤました。令和2年(2020年)1㹼2᭶はややᶓࡁ⥆ってᝏ化がࢃやྎ風などのᙳ㡪も加ࡆ

ものの、3 ᭶以㝆は新ᆺࢼࣟࢥがୡ⏺ⓗにὶ行し、⥭ᛴ஦態ᐉゝのⓎฟにࡼり⤒῭ά動が೵⁫した

ことでᬒẼがᛴ㏿࠿つ大幅にᝏ化し、ྠ 年5᭶には71.7までୗ㝆しました。し࠿し、5᭶ୗ᪪に⥭

ᛴ஦態ᐉゝがゎ㝖ࢀࡉ、⤒῭ά動が෌㛤したᙳ㡪で、6 ᭶は大幅に上᪼しました。そのᚋは㍺ฟや

⏕⏘のᣢࡕ┤しなどにࡼり、10᭶には89.4にまで上᪼しましたが、11᭶以㝆は⏕⏘やฟⲴのᨵၿ

に一᭹ឤがみら12、ࢀ᭶は88.3と2࢝᭶㐃⥆でୗ㝆しています。 

なお、内㛶ᗓは令和2年(2020年)7᭶に、平成30年(2018年)10᭶をᬒẼの山とᬻᐃタᐃしまし

た。こࢀにࡼり、平成24年(2012年)12᭶࠿らの回᚟ᒁ㠃は71࢝᭶間となり、ᡓᚋ2␒┠の㛗ࡉと

なっています。(図1-2-1) 

                         
3 㹁㹇 ͐ࢫࢡࢵࢹࣥ࢖࣭ࢺࢵࢪ࣏ࣥࢥ。」ᩘの⤒῭ᣦᶆのኚ化率を合成し、ᣦᩘ化したもので、ᬒẼの山の高ࡉ

や㇂の深ࡉ、ᣑ大やᚋ㏥のໃいなどᬒẼのࠕ㔞ឤࠖを♧すᣦᶆとゝࢀࢃる。 
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� ୡ⏺⤒῭のぢ㏻ࡋ 

ᅜ㝿通㈌ᇶ㔠(㹇㹋㹄)が令和3年(2021年)1᭶にබ⾲したࠕୡ⏺⤒῭ぢ通し でࠖは、令和2年(2020

年)のୡ⏺⤒῭全体の成㛗率は、ྠ 年ୗ半ᮇにྛ地域でண᝿を上回る回᚟がみらࢀたこと࠿ら、ྠ 年

10᭶のண を0.9ࢺࣥ࢖࣏上回る3.5ࢫࢼ࢖࣐％と᥎ィࢀࡉています。令和3年(2021年)のぢ通し

についても、᪥⡿などの୺せᅜにおける㏣加ⓗなᨻ⟇ᥐ⨨と、࣡ࣥࢳࢡᬑཬにࡼるᬒẼの上ྥ࡬ࡁ

のᮇᚅ࠿ら、๓回のண を0.3 し、ᬒẼ回᚟に࠿上方ಟṇした5.5％となっています。しࢺࣥ࢖࣏

はྛᅜ間で大ࡁなࡤらつࡁがฟるともみらࢀており、ᙉຊなᨻ⟇ᨭ᥼やᗈい࣡ࣥࢳࢡ฼⏝がྍ⬟で

、る一方で、新⯆ᅜにおいてはࢀࡉ りも┦ᑐⓗに少ないとணࡼる先進ᅜでは㹅㹂㹎のᦆኻが他ᅜ࠶

ຊᙉい回᚟をみせる中ᅜとその他のᅜࠎとの間でᕪが大ࡃࡁᗈがるとண᝿ࢀࡉています。今ᚋのᠱ

ᛕとしては、新たなឤᰁのἼやࢫࣝ࢖࢘の新しいኚ␗✀、࣡ࣥࢳࢡのὶ通に㛵するၥ㢟や᥋✀率を

めࡄる୙☜ᐇᛶなどがᣲࡆらࢀており、᱁ᕪのᣑ大や࣡ࣥࢳࢡなどឤᰁ⑕の἞⒪ἲ࡬のࢫࢭࢡ࢔の

୙平➼などにࡼる♫఍୙Ᏻが高まࡤࢀ、ᬒẼ回᚟はࡉらにᅔ㞴になると༴᝹ࢀࡉています。 

ᅜ別にみると、⡿ᅜについては、令和2年(2020年) 12᭶の㈈ᨻ㏣加ᨭ᥼にࡼり、令和3年(2021

年)は๓回のண を2.0ࢺࣥ࢖࣏上回る5.1％とぢ㎸まࢀています。一方で࣮ࣘࣟᅪでは、令和2年

(2020年)ᮎにឤᰁの෌ᣑ大にࡼり㒔市ᑒ㙐が෌㛤ࢀࡉ、⤒῭ά動の㕌化がみらࢀたこと࠿ら、令和

3年(2021年)のぢ通しは1.0ࢺࣥ࢖࣏ୗ方ಟṇの4.2％となっています。中ᅜについては、いࡕ᪩

。ていますࢀ๓のỈ‽まで回᚟しており、令和3年(2021年)は8.1％の成㛗がぢ㎸まࢼࣟࢥ新ᆺࡃ

また、ࢻࣥ࢖では令和2年(2020年)の㒔市ᑒ㙐⦆和ᚋの回᚟がண᝿ࡼりもຊᙉ࠿ったこと࠿ら、令

和3年(2021年)のぢ通しは๓回のண を2.7ࢺࣥ࢖࣏上回る11.5％となっています。(図1-1-2) 

㹇㹋㹄は、⤒῭ά動がṇᖖ化するまでは、ᨻ⟇にࡼるᐇຠⓗなᨭ᥼がᚲせで࠶るとし、ල体ⓗに

は₯ᅾ㹅㹂㹎2のᘬࡁ上ࡆや㈋ᅔᒙのᩆ῭、ㄡもがᜠᜨをཷけらࢀるཧ加ᆺの成㛗のᐇ⌧、低Ⅳ⣲化

を加㏿するྲྀ⤌などをᣲࡆています。また、࠶らࡺるሙ所でࢡࢵ࣑ࢹࣥࣃをไᚚするためにはᙉຊ

なከᅜ間༠ㄪがᚲせで࠶り、බⓗമົをᣢ⥆でࡁないᅜࠎが࠶るሙ合は、ᅜ㝿♫఍は⥭ᐦに༠ຊし、

合ពのୗでമົを෌⦅すࡃ࡭മᶒ⪅と༠ຊしなけࡤࢀならないとのぢゎを♧しています。 

2.8 
1.6 

3.6 
2.2 

1.3 0.3 1.4 

4.9 
6.0 

4.2 

1.4 1.3 

-3.5 
-4.9 

-2.4 -3.4 

-7.2 

-5.1 

-10.0 

-3.7 

2.3 

-8.0 

-4.5 
-3.6 

5.5
4.3

6.3
5.1

4.2
3.1

4.5 5.2

8.1

11.5

3.6 3.0

-15

-10

-5

0

5

10

15

ୡ⏺⤒῭ ඛ㐍ᅜ ᪂⯆ᅜ ⡿ᅜ 䝴䞊䝻ᅪ ᪥ᮏ ⱥᅜ ASEAN-5 ୰ᅜ 䜲䞁䝗 䝤䝷䝆䝹 䝻䝅䜰

R1年 R2年 R3年（ぢ㏻䛧）

（䠂） 図1-1-2 ୡ⏺⤒῭のᡂ㛗ண 
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2 ₯ᅾ㹅㹂㹎 ͐㈨ᮏやປാが最大㝈に฼⏝ࢀࡉたሙ合に㐩成でࡁると⪃えらࢀる、㛗ᮇ間⥔ᣢྍ⬟なᐇ㉁ᅜ内⥲

⏕⏘(㹅㹂㹎)の最高Ỉ‽。内㛶ᗓ、᪥ᮏ㖟行、㹇㹋㹄ཬࡧ㹍㹃㹁㹂においては、ࠕ中㛗ᮇⓗにᣢ⥆ྍ⬟な㹅㹂㹎Ỉ

‽  。ているࢀࡉ⩏せない㹅㹂㹎Ỉ‽ࠖといったᴫᛕとしてᐃࡉ㏿を加ࣞࣇࣥ࢖ࠕるいは࠶ࠖ、
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ᡃがᅜの⤒῭は、大⫹な㔠⼥ᨻ⟇などをᰕとするᨻᗓの⤒῭ᨻ⟇(ࢫࢡ࣑ࣀ࣋࢔ࠕ )ࠖのຠᯝなど

にకい、⦆や࠿なᬒẼ回᚟の動ࡁが⥆いてࡁましたが、令和ඖ年(2019年)にධるとᾏ外⤒῭の減㏿

やᾘ㈝⛯率ᘬࡁ上ࡆのᙳ㡪など࠿らᚎࠎにᙅまっていࡁました。令和2年(2020年)は、新ᆺࢼࣟࢥ

のୡ⏺ⓗなὶ行にࡼり、ከࡃのᅜࠎとྠᵝ、ᡃがᅜの⤒῭も⏒大なᙳ㡪をཷけました。ゼ᪥ᐈの⃭

減を始め、⏕⏘ά動の೵⁫や♫఍⤒῭ά動のᢚไ、ࡉらには㍺ฟの大幅な減少など、そのᙳ㡪は幅

ᗈいศ㔝にἼཬしました。こࢀをཷけ、令和2年(2020年)のᐇ㉁成㛗率(஧次㏿ሗ )್は、๓年比࣐

 。成㛗となっていますࢫࢼ࢖࣐りのࡪと11年％4.8ࢫࢼ࢖

 

��� ᬒẼືྥᣦ �ᩘ㹁㹇�の᥎⛣ 

まࡎ、内㛶ᗓがබ⾲している⤫合ⓗなᬒẼᣦᶆで࠶るࠕᬒẼ動ྥᣦᩘࠖの㹁㹇3をみていࡁます。 

ら大幅にୗ㝆した㹁㹇は、平成23年(2011࠿がⓎ⏕した平成20年(2008年)9᭶ࢡࢵࣙࢩ࣐࣮ࣥࣜ

年)3᭶の東᪥ᮏ大㟈⅏にࡼるⴠࡕ㎸みを㝖15➨、ࡁᚠ⎔のᬒẼの山で࠶る平成24年(2012年)3᭶

まで上᪼を⥆けました。ྠ 年4᭶࠿ら11᭶までୗ㝆したᚋは෌ࡧ上᪼に㌿ࡌ、平成26年(2014年)3

᭶にはᾘ㈝⛯率ᘬࡁ上ࡆにక࠺㥑け㎸み㟂せのᙳ㡪で104.8にまで上᪼しましたが、その཯動でྠ

年4᭶にୗ㝆し、しࡤらࡃ㊊㋃み≧態が⥆ࡁました。平成28年(2016年)ᚋ半以㝆は、ୡ⏺⤒῭の

回᚟を⫼ᬒに⦆や࠿に上᪼し、㥑け㎸み㟂せ᫬のỈ‽に㏆࡙いていࡁました。 

平成30年(2018年)にධるとᚎࠎにୗ㝆ഴྥとなり、令和ඖ年(2019年)ᚋ半は、ᾘ㈝⛯率ᘬࡁ上

いとなったࡤました。令和2年(2020年)1㹼2᭶はややᶓࡁ⥆ってᝏ化がࢃやྎ風などのᙳ㡪も加ࡆ

ものの、3 ᭶以㝆は新ᆺࢼࣟࢥがୡ⏺ⓗにὶ行し、⥭ᛴ஦態ᐉゝのⓎฟにࡼり⤒῭ά動が೵⁫した

ことでᬒẼがᛴ㏿࠿つ大幅にᝏ化し、ྠ 年5᭶には71.7までୗ㝆しました。し࠿し、5᭶ୗ᪪に⥭

ᛴ஦態ᐉゝがゎ㝖ࢀࡉ、⤒῭ά動が෌㛤したᙳ㡪で、6 ᭶は大幅に上᪼しました。そのᚋは㍺ฟや

⏕⏘のᣢࡕ┤しなどにࡼり、10᭶には89.4にまで上᪼しましたが、11᭶以㝆は⏕⏘やฟⲴのᨵၿ

に一᭹ឤがみら12、ࢀ᭶は88.3と2࢝᭶㐃⥆でୗ㝆しています。 

なお、内㛶ᗓは令和2年(2020年)7᭶に、平成30年(2018年)10᭶をᬒẼの山とᬻᐃタᐃしまし

た。こࢀにࡼり、平成24年(2012年)12᭶࠿らの回᚟ᒁ㠃は71࢝᭶間となり、ᡓᚋ2␒┠の㛗ࡉと

なっています。(図1-2-1) 

                         
3 㹁㹇 ͐ࢫࢡࢵࢹࣥ࢖࣭ࢺࢵࢪ࣏ࣥࢥ。」ᩘの⤒῭ᣦᶆのኚ化率を合成し、ᣦᩘ化したもので、ᬒẼの山の高ࡉ

や㇂の深ࡉ、ᣑ大やᚋ㏥のໃいなどᬒẼのࠕ㔞ឤࠖを♧すᣦᶆとゝࢀࢃる。 
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�3� ᐇ㉁⤒῭成㛗⋡の᥎⛣ 

次に、㏆年のᐇ㉁⤒῭成㛗率の᥎⛣をみていࡁます。 

平成 30 年(2018 年)は、ಶ人ᾘ㈝やタഛᢞ㈨を中ᚰにẸ㟂の動ࡁにἼが࠶った࠿࡯、㇦㞵や地㟈

などの⮬↛⅏ᐖ、⡿中㈠᫆ᦶ᧿➼にࡼるᾏ外⤒῭の減㏿のᙳ㡪が⏕⏘や㍺ฟධにཬࡔࢇことにࡼり、

 。を⧞り㏉しましたࢫࢼ࢖࣐࣭ࢫࣛࣉ

平成 31 年࣭令和ඖ年(2019 年)は、ᬮ෤のᙳ㡪にࡼる⇞ᩱの㍺ධ減を⫼ᬒとした㈠᫆཰ᨭのᨵၿ

や、ಶ人ᾘ㈝、タഛᢞ㈨などのẸ㟂、බඹ᪋タ➼のබ㟂がሀㄪࡔったこと࠿ら、7㹼9᭶ᮇまではࣉ

ྠ、ましたがࡁ⥆成㛗がࢫࣛ 年10᭶のᾘ㈝⛯率ᘬࡁ上ࡆにక࠺㥑け㎸み㟂せの཯動減やྎ風のᙳ㡪

などにࡼり、Ẹ㟂がࢫࢼ࢖࣐に大ࡃࡁᐤ୚したこと࠿ら、10㹼12᭶ᮇはࢫࢼ࢖࣐成㛗に㌿ࡌました。 

令和2年(2020年)にධると、新ᆺࢼࣟࢥがୡ⏺ⓗにὶ行し、1㹼3᭶ᮇは、ᾏ外⤒῭の೵⁫やࣥ࢖

ࢫࢼ࢖࣐ࡁ⥆ら、๓ᮇに࠿ことࡔࢇ㎸ࡕら㍺ฟが⃭減し、ಶ人ᾘ㈝もⴠ࠿㟂せの減少などࢻࣥ࢘ࣂ

成㛗となりました。ࡉらに4㹼6᭶ᮇは、⥭ᛴ஦態ᐉゝⓎฟにక࠺外ฟ⮬⢔やࢺࣥ࣋࢖中Ṇなどが㡪

いてಶ人ᾘ㈝を中ᚰにẸ㟂が大ࡃࡁୗᢲしࢀࡉたことに加え、ୡ⏺ⓗなࣟ࢘ࢲࢡࢵ (ࣥ㒔市ᑒ㙐)に

成㛗(年率᥮⟬)となりましࢫࢼ࢖࣐ら、ᡓᚋ最大となる29.3％の࠿り㍺ฟも大幅に減少したことࡼ

た。7㹼9᭶ᮇになると、⤒῭ά動の෌㛤やᨻᗓの特別ᐃ㢠⤥௜㔠ຠᯝなど࠿ら大幅なࢫࣛࣉ成㛗に

㌿10、ࡌ㹼12᭶ᮇもᾘ㈝のሀㄪな᥎⛣や㍺ฟの回᚟࠿ら2᱆ྎのࢫࣛࣉ成㛗を⥔ᣢしました。 

なお、令和2年(2020年)のᐇ㉁成㛗率(஧次㏿ሗ )್は、๓年比4.8ࢫࢼ࢖࣐％と࣮ࣜࢵࣙࢩ࣐ࣥ

 成㛗となっています。(図1-2-2)ࢫࢼ࢖࣐りのࡪ᫬以᮶11年ࢡ
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⤒῭のࣝࣂ࣮ࣟࢢ化が進ᒎしていることにࡼり、こࢀまで以上に⤒῭成㛗率に大ࡁなᙳ㡪を୚え

る࠺ࡼになった㍺ฟධの動ྥをみてみます。 

㍺ฟは、ୡ⏺ⓗなᬒẼ回᚟を⫼ᬒに平成29年(2017年)࠿ら増加ഴྥが⥆ࡁ、平成30年(2018年)

も、Ḣᕞྥけの⮬動㌴や⡿ᅜྥけのཎ動ᶵがዲㄪࡔったことにࡼり๓年ྠ᭶比でࢫࣛࣉのഴྥが⥆

いたものの、11᭶以㝆は⡿中㈠᫆ᦶ᧿のᙳ㡪がἼཬしたことでࢫࢼ࢖࣐ഴྥに㌿ࡌました。令和ඖ

年(2019年)も、中ᅜや⡿ᅜྥけの⮬動㌴の部ศရや、ྥ࢔ࢪ࢔けの㕲㗰が減少したことにࡼり、࣐

り⤒῭ά動がࡼのୡ⏺ⓗなὶ行にࢼࣟࢥで᥎⛣しました。令和2年(2020年)にධると、新ᆺࢫࢼ࢖

೵⁫し、3᭶࠿ら⮬動㌴を中ᚰに大ࡃࡁ減少し始め、5 ᭶には๓年ྠ᭶比28.3％減と࣮ࣜࣙࢩ࣐ࣥ

し、6࠿㎸みとなりました。しࡕ以᮶の大幅なⴠࢡࢵ ᭶࠿らは中ᅜྥけを中ᚰに回᚟ഴྥとなり、

ឤᰁが෌ᣑ大した11 ᭶にࢫࢼ࢖࣐幅がややᣑ大したものの、12 ᭶には᫓⠇(ᪧṇ᭶)を᥍えた㥑け

㎸み㟂せで中ᅜྥけがఙࡧたことにࡼり๓年ྠ᭶比2.0％増となり、2年1࢝᭶ࡪりに๓年ྠ᭶比で

 となりました。(図1-2-3)ࢫࣛࣉ

一方の㍺ධは、平成29年(2017年)࠿ら平成30年(2018年)に࠿けて、ཎἜ౯᱁が上᪼し㖔≀ᛶ⇞

ᩱが増加したため㍺ධ⥲㢠が大幅に増加しましたが、令和ඖ年(2019年)は、ཎ⢒Ἔや▼Ἔ〇ရ➼が

減少したためᴫࢫࢼ࢖࣐ࡡで᥎⛣しました。令和2年(2020年)になると、新ᆺࢼࣟࢥのᙳ㡪でࢿ࢚

㟂せ減、࠿࡯Ⅳ➼が減少した▼、(ࢫ࢞↛ᾮ化ኳ)㟂せが減少したことにకい、ཎἜ、㹊㹌㹅࣮ࢠࣝ

少にࡼる⯟✵ᶵ㢮の減少など࠿ら、5 ᭶には๓年ྠ᭶比26.1％減にまでⴠࡕ㎸みました。6 ᭶以㝆

⛣で᥎ࢫࢼ࢖࣐12᭶まで、ࡁ⥆りますが、ཎ⢒Ἔや㹊㹌㹅の減少が࠶幅はやや⦰ᑠഴྥにࢫࢼ࢖࣐

しています。(図1-2-4) 

図1-2-2㻌 ᪥ᮏのᐇ㉁⤒῭ᡂ㛗率（年率᥮⟬）䛻ᑐ䛩䜛ᐤ୚ᗘの᥎移㻌
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�3� ᐇ㉁⤒῭成㛗⋡の᥎⛣ 

次に、㏆年のᐇ㉁⤒῭成㛗率の᥎⛣をみていࡁます。 

平成 30 年(2018 年)は、ಶ人ᾘ㈝やタഛᢞ㈨を中ᚰにẸ㟂の動ࡁにἼが࠶った࠿࡯、㇦㞵や地㟈

などの⮬↛⅏ᐖ、⡿中㈠᫆ᦶ᧿➼にࡼるᾏ外⤒῭の減㏿のᙳ㡪が⏕⏘や㍺ฟධにཬࡔࢇことにࡼり、

 。を⧞り㏉しましたࢫࢼ࢖࣐࣭ࢫࣛࣉ

平成 31 年࣭令和ඖ年(2019 年)は、ᬮ෤のᙳ㡪にࡼる⇞ᩱの㍺ධ減を⫼ᬒとした㈠᫆཰ᨭのᨵၿ

や、ಶ人ᾘ㈝、タഛᢞ㈨などのẸ㟂、බඹ᪋タ➼のබ㟂がሀㄪࡔったこと࠿ら、7㹼9᭶ᮇまではࣉ

ྠ、ましたがࡁ⥆成㛗がࢫࣛ 年10᭶のᾘ㈝⛯率ᘬࡁ上ࡆにక࠺㥑け㎸み㟂せの཯動減やྎ風のᙳ㡪

などにࡼり、Ẹ㟂がࢫࢼ࢖࣐に大ࡃࡁᐤ୚したこと࠿ら、10㹼12᭶ᮇはࢫࢼ࢖࣐成㛗に㌿ࡌました。 

令和2年(2020年)にධると、新ᆺࢼࣟࢥがୡ⏺ⓗにὶ行し、1㹼3᭶ᮇは、ᾏ外⤒῭の೵⁫やࣥ࢖

ࢫࢼ࢖࣐ࡁ⥆ら、๓ᮇに࠿ことࡔࢇ㎸ࡕら㍺ฟが⃭減し、ಶ人ᾘ㈝もⴠ࠿㟂せの減少などࢻࣥ࢘ࣂ

成㛗となりました。ࡉらに4㹼6᭶ᮇは、⥭ᛴ஦態ᐉゝⓎฟにక࠺外ฟ⮬⢔やࢺࣥ࣋࢖中Ṇなどが㡪

いてಶ人ᾘ㈝を中ᚰにẸ㟂が大ࡃࡁୗᢲしࢀࡉたことに加え、ୡ⏺ⓗなࣟ࢘ࢲࢡࢵ (ࣥ㒔市ᑒ㙐)に

成㛗(年率᥮⟬)となりましࢫࢼ࢖࣐ら、ᡓᚋ最大となる29.3％の࠿り㍺ฟも大幅に減少したことࡼ

た。7㹼9᭶ᮇになると、⤒῭ά動の෌㛤やᨻᗓの特別ᐃ㢠⤥௜㔠ຠᯝなど࠿ら大幅なࢫࣛࣉ成㛗に

㌿10、ࡌ㹼12᭶ᮇもᾘ㈝のሀㄪな᥎⛣や㍺ฟの回᚟࠿ら2᱆ྎのࢫࣛࣉ成㛗を⥔ᣢしました。 

なお、令和2年(2020年)のᐇ㉁成㛗率(஧次㏿ሗ )್は、๓年比4.8ࢫࢼ࢖࣐％と࣮ࣜࢵࣙࢩ࣐ࣥ

 成㛗となっています。(図1-2-2)ࢫࢼ࢖࣐りのࡪ᫬以᮶11年ࢡ
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 ��� ㍺ฟධのື  ྥ

⤒῭のࣝࣂ࣮ࣟࢢ化が進ᒎしていることにࡼり、こࢀまで以上に⤒῭成㛗率に大ࡁなᙳ㡪を୚え

る࠺ࡼになった㍺ฟධの動ྥをみてみます。 

㍺ฟは、ୡ⏺ⓗなᬒẼ回᚟を⫼ᬒに平成29年(2017年)࠿ら増加ഴྥが⥆ࡁ、平成30年(2018年)

も、Ḣᕞྥけの⮬動㌴や⡿ᅜྥけのཎ動ᶵがዲㄪࡔったことにࡼり๓年ྠ᭶比でࢫࣛࣉのഴྥが⥆

いたものの、11᭶以㝆は⡿中㈠᫆ᦶ᧿のᙳ㡪がἼཬしたことでࢫࢼ࢖࣐ഴྥに㌿ࡌました。令和ඖ

年(2019年)も、中ᅜや⡿ᅜྥけの⮬動㌴の部ศရや、ྥ࢔ࢪ࢔けの㕲㗰が減少したことにࡼり、࣐

り⤒῭ά動がࡼのୡ⏺ⓗなὶ行にࢼࣟࢥで᥎⛣しました。令和2年(2020年)にධると、新ᆺࢫࢼ࢖

೵⁫し、3᭶࠿ら⮬動㌴を中ᚰに大ࡃࡁ減少し始め、5 ᭶には๓年ྠ᭶比28.3％減と࣮ࣜࣙࢩ࣐ࣥ

し、6࠿㎸みとなりました。しࡕ以᮶の大幅なⴠࢡࢵ ᭶࠿らは中ᅜྥけを中ᚰに回᚟ഴྥとなり、

ឤᰁが෌ᣑ大した11 ᭶にࢫࢼ࢖࣐幅がややᣑ大したものの、12 ᭶には᫓⠇(ᪧṇ᭶)を᥍えた㥑け

㎸み㟂せで中ᅜྥけがఙࡧたことにࡼり๓年ྠ᭶比2.0％増となり、2年1࢝᭶ࡪりに๓年ྠ᭶比で

 となりました。(図1-2-3)ࢫࣛࣉ

一方の㍺ධは、平成29年(2017年)࠿ら平成30年(2018年)に࠿けて、ཎἜ౯᱁が上᪼し㖔≀ᛶ⇞

ᩱが増加したため㍺ධ⥲㢠が大幅に増加しましたが、令和ඖ年(2019年)は、ཎ⢒Ἔや▼Ἔ〇ရ➼が

減少したためᴫࢫࢼ࢖࣐ࡡで᥎⛣しました。令和2年(2020年)になると、新ᆺࢼࣟࢥのᙳ㡪でࢿ࢚

㟂せ減、࠿࡯Ⅳ➼が減少した▼、(ࢫ࢞↛ᾮ化ኳ)㟂せが減少したことにకい、ཎἜ、㹊㹌㹅࣮ࢠࣝ

少にࡼる⯟✵ᶵ㢮の減少など࠿ら、5 ᭶には๓年ྠ᭶比26.1％減にまでⴠࡕ㎸みました。6 ᭶以㝆

⛣で᥎ࢫࢼ࢖࣐12᭶まで、ࡁ⥆りますが、ཎ⢒Ἔや㹊㹌㹅の減少が࠶幅はやや⦰ᑠഴྥにࢫࢼ࢖࣐

しています。(図1-2-4) 
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㍺ධ㢠を大ࡃࡁᕥྑするཎἜཬࡧ㹊㹌㹅の㍺ධ౯᱁は、平成28年(2016年)࠿ら平成30年(2018

年)㡭まで⦆や࠿に上᪼したᚋ、ཎἜは平成30年(2018年)11᭶をࢡ࣮ࣆとして平成31年(2019年)1

᭶に࠿けてᛴ⃭に、㹊㹌㹅は平成30年(2018年)12᭶をࢡ࣮ࣆに⦆や࠿にⴠࡕ㎸み、そのᚋは⦆や

⏺りୡࡼのឤᰁᣑ大にࢼࣟࢥな上᪼とୗ㝆を⧞り㏉しました。令和2年(2020年)にධると、新ᆺ࠿

ⓗに人の⛣動がไ㝈ࢀࡉ、ཎἜの㟂せがᛴ減したこと࠿らཎἜ౯᱁がᛴⴠしました。こࢀをཷけて

ྠ年4᭶には▼Ἔ㍺ฟᅜᶵ (ɔ㹍㹎㹃㹁)加┕ᅜと㠀加┕ᅜにࡼる㐣ཤ最大幅の༠ㄪ減⏘がỴᐃࢀࡉ、

減⏘ຠᯝやそのᚋの㟂せのᣢࡕ┤しなど࠿ら、ཎἜཬࡧ⢒Ἔの㍺ධ౯᱁は6᭶の1୓6�644෇(ࣟ࢟

をᗏに回᚟ഴྥ(ᙜたりࣥࢺ)て9᭶の3୓185෇ࢀ᭶㐜࢝ᙜたり)をᗏに、㹊㹌㹅౯᱁は3ࣝࢺࢵࣜ

に࠶るものの、新ᆺࢼࣟࢥ⚝以๓のỈ‽にはᒆࡎ࠿᥎⛣しています。(図1-2-5) 

令和2年(2020年)の㈠᫆཰ᨭの᥎⛣をみると、中ᅜの⏕⏘ά動೵Ṇのᙳ㡪をཷけた2᭶は中ᅜ࠿

らの㍺ධ㢠が大ࡃࡁ減少し1.1඙෇の㯮Ꮠとなり、平成19年(2007年)9᭶以᮶の㯮Ꮠ幅となりまし

たが、3᭶にはその幅は⦰ᑠし、4᭶にはୡ⏺ⓗな㈠᫆೵⁫にࡼり⮬動㌴などの㍺ฟが大幅に減少し

たこと࠿ら、0.9඙෇の㉥Ꮠに㌿ࡌました。7᭶になると、⤒῭が᚟ㄪし始めた中ᅜྥけの㍺ฟが増

加に㌿ࡌたことなど࠿ら4࢝᭶ࡪりに㯮Ꮠとなり、そのᚋも⡿ᅜや中ᅜの⤒῭ά動の෌㛤にࡼり⮬

動㌴などの㍺ฟがᣢࡕ┤したこと࠿ら㯮Ꮠが⥆ࡁました。(図1-2-6) 

令和2年(2020年)の㈠᫆཰ᨭ(通㛵ࢫ࣮࣋㸸㏿ሗ )್は、㍺ฟ㢠が⮬動㌴や⮬動㌴の部ศရ➼の減

少にࡼり๓年比11.1％減の68඙4�067൨෇、㍺ධ㢠がཎ⢒Ἔ、㹊㹌㹅➼の減少にࡼりྠ13.8％減

の67඙7�320൨෇となったこと࠿ら、6�747൨෇の㯮Ꮠとなり、3年ࡪりの㯮Ꮠとなっています。 
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次に、ᅜ࣭地域別の㍺ฟධ㢠の᥎⛣をみてみます。まࡎ、最大の㈠᫆┦ᡭᅜで࠶る中ᅜについて

みると、౛年 1 ᭶または 2 ᭶に᫓⠇のᙳ㡪で㍺ฟධ㢠ともに減少するഴྥがみらࢀます。平成 30

年(2018 年)はᦠᖏ㟁ヰᬑཬの一ᕠや㈠᫆ᦶ᧿のᙳ㡪などにࡼり㍺ฟ㢠のఙࡧが㕌化し、令和ඖ年

(2019年)は⡿中㈠᫆ᦶ᧿などのᙳ㡪にࡼり、㍺ฟධ㢠ともにᴫࡡ๓年をୗ回って᥎⛣しました。令

和2年(2020年)は、1᭶以㝆、新ᆺࢼࣟࢥのឤᰁᣑ大にࡼる㒔市ᑒ㙐や⏕⏘ά動೵Ṇなどにࡼり㈠

᫆にも᪩࠿ࡃらᙳ㡪が⏕ࡌていましたが、⤒῭ά動の回᚟もまた、他ᅜと比࡭て᪩ᮇにみらࢀまし

た。㍺ฟ㢠は7᭶以㝆๓年を上回り⥆け、年間では㠀㕲㔠ᒓや⮬動㌴などの増加にࡼり๓年比2.7％

増の15඙829൨෇と2年ࡪりの増加となりました。一方、㍺ධ㢠は、2᭶に大ࡃࡁⴠࡕ㎸ࡔࢇのࡕ

4᭶には回᚟したものの、年間では⾰㢮࣭ྠ௜ᒓရなどの減少にࡼり๓年比5.3％減の17඙4�786

൨෇となり、ᑐ中㈠᫆཰ᨭは2年ࡪりに㉥Ꮠ幅が⦰ᑠしています。 

中ᅜに次ࡄ㈠᫆┦ᡭᅜで࠶る⡿ᅜについてみると、令和ඖ年(2019年)は、㍺ฟ㢠が⮬動㌴などの

減少࠿ら๓年に比࡭減少し、㍺ධ㢠もཎ動ᶵや✐≀㢮などの減少にࡼりྠࡃࡌ減少しました。令和

2 年(2020 年)の㍺ฟ㢠は、ྛᕞで行ࢀࢃた㒔市ᑒ㙐や⤒῭ά動の೵⁫などにࡼり、3᭶࠿ら⮬動㌴

などが大ࡃࡁ減少し、5᭶には๓年ྠ᭶の5割࡯どにまでⴠࡕ㎸み、年間でも⮬動㌴やཎ動ᶵの減

少が大ࡃࡁୗᢲしして๓年比17.3％減の12඙6�125 ൨෇となりました。一方の㍺ධ㢠も、㟂せ減

少にࡼる⯟✵ᶵ㢮の減少など࠿ら低㏞し、年間では๓年比14.0％減の7඙4�266൨෇となり、ᑐ⡿

㈠᫆཰ᨭは2年ࡪりに㯮Ꮠ幅が⦰ᑠしています。 

また、令和2年(2020年)の中東࠿らの㍺ධ㢠についてみると、ཎἜ౯᱁が大ࡃࡁⴠࡕ㎸3ࡔࢇ᭶

以㝆ᛴ減し、5᭶には๓年ྠ᭶比⣙7割減となるなど、大幅に減少しています。(図1-2-7) 

 

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10

H30 31 R1 2年

㍺ ฟ

୰ᅜ 㡑ᅜ ASEAN 䜰䝯䝸䜹 EU ୰ᮾ

（඙෇）

資料）㈈ົ┬「㈠᫆統計」

᪂ᆺ䝁䝻䝘ᣑ኱

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10

H30 31 R1 2年

㍺ ධ

୰ᅜ 㡑ᅜ ASEAN 䜰䝯䝸䜹 EU ୰ᮾ

（඙෇）

資料）㈈ົ┬「㈠᫆統計」

᪂ᆺ䝁䝻䝘ᣑ኱
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㍺ධ㢠を大ࡃࡁᕥྑするཎἜཬࡧ㹊㹌㹅の㍺ධ౯᱁は、平成28年(2016年)࠿ら平成30年(2018

年)㡭まで⦆や࠿に上᪼したᚋ、ཎἜは平成30年(2018年)11᭶をࢡ࣮ࣆとして平成31年(2019年)1

᭶に࠿けてᛴ⃭に、㹊㹌㹅は平成30年(2018年)12᭶をࢡ࣮ࣆに⦆や࠿にⴠࡕ㎸み、そのᚋは⦆や

⏺りୡࡼのឤᰁᣑ大にࢼࣟࢥな上᪼とୗ㝆を⧞り㏉しました。令和2年(2020年)にධると、新ᆺ࠿

ⓗに人の⛣動がไ㝈ࢀࡉ、ཎἜの㟂せがᛴ減したこと࠿らཎἜ౯᱁がᛴⴠしました。こࢀをཷけて

ྠ年4᭶には▼Ἔ㍺ฟᅜᶵ (ɔ㹍㹎㹃㹁)加┕ᅜと㠀加┕ᅜにࡼる㐣ཤ最大幅の༠ㄪ減⏘がỴᐃࢀࡉ、

減⏘ຠᯝやそのᚋの㟂せのᣢࡕ┤しなど࠿ら、ཎἜཬࡧ⢒Ἔの㍺ධ౯᱁は6᭶の1୓6�644෇(ࣟ࢟

をᗏに回᚟ഴྥ(ᙜたりࣥࢺ)て9᭶の3୓185෇ࢀ᭶㐜࢝ᙜたり)をᗏに、㹊㹌㹅౯᱁は3ࣝࢺࢵࣜ

に࠶るものの、新ᆺࢼࣟࢥ⚝以๓のỈ‽にはᒆࡎ࠿᥎⛣しています。(図1-2-5) 

令和2年(2020年)の㈠᫆཰ᨭの᥎⛣をみると、中ᅜの⏕⏘ά動೵Ṇのᙳ㡪をཷけた2᭶は中ᅜ࠿

らの㍺ධ㢠が大ࡃࡁ減少し1.1඙෇の㯮Ꮠとなり、平成19年(2007年)9᭶以᮶の㯮Ꮠ幅となりまし

たが、3᭶にはその幅は⦰ᑠし、4᭶にはୡ⏺ⓗな㈠᫆೵⁫にࡼり⮬動㌴などの㍺ฟが大幅に減少し

たこと࠿ら、0.9඙෇の㉥Ꮠに㌿ࡌました。7᭶になると、⤒῭が᚟ㄪし始めた中ᅜྥけの㍺ฟが増

加に㌿ࡌたことなど࠿ら4࢝᭶ࡪりに㯮Ꮠとなり、そのᚋも⡿ᅜや中ᅜの⤒῭ά動の෌㛤にࡼり⮬

動㌴などの㍺ฟがᣢࡕ┤したこと࠿ら㯮Ꮠが⥆ࡁました。(図1-2-6) 

令和2年(2020年)の㈠᫆཰ᨭ(通㛵ࢫ࣮࣋㸸㏿ሗ )್は、㍺ฟ㢠が⮬動㌴や⮬動㌴の部ศရ➼の減

少にࡼり๓年比11.1％減の68඙4�067൨෇、㍺ධ㢠がཎ⢒Ἔ、㹊㹌㹅➼の減少にࡼりྠ13.8％減

の67඙7�320൨෇となったこと࠿ら、6�747൨෇の㯮Ꮠとなり、3年ࡪりの㯮Ꮠとなっています。 

57,993 

16,644 

29,123 

65,386 

30,185 

38,640 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10

H30 31 R1 2年

ཎἜཬ䜃⢒Ἔ（䜻䝻䝸䝑䝖䝹䛒䛯䜚）

ᾮ໬ኳ↛䜺䝇（䝖䞁䛒䛯䜚）

図1-2-5 ཎἜ䞉ᾮ໬ኳ↛䜺䝇㍺ධ౯᱁の᥎移

資料）㈈ົ┬「㈠᫆統計」

（෇）

᪂ᆺ䝁䝻䝘

ᣑ኱
1.1 

-0.9 

-2.0

-1.0

0.0

1.0

2.0

4

5

6

7

8

9

1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10

H30 31 R1 2年

㍺ฟ㢠 ㍺ධ㢠 ཰ᨭ（ྑ┠┒）

図1-2-6 ᪥ᮏの㍺ฟධ㢠の᥎移（㍺ฟධ㢠䠖඙෇） （཰ᨭ䠖඙෇）

資料）㈈ົ┬「㈠᫆統計」

᪂ᆺ䝁䝻䝘

ᣑ኱

 

 

 

次に、ᅜ࣭地域別の㍺ฟධ㢠の᥎⛣をみてみます。まࡎ、最大の㈠᫆┦ᡭᅜで࠶る中ᅜについて

みると、౛年 1 ᭶または 2 ᭶に᫓⠇のᙳ㡪で㍺ฟධ㢠ともに減少するഴྥがみらࢀます。平成 30

年(2018 年)はᦠᖏ㟁ヰᬑཬの一ᕠや㈠᫆ᦶ᧿のᙳ㡪などにࡼり㍺ฟ㢠のఙࡧが㕌化し、令和ඖ年

(2019年)は⡿中㈠᫆ᦶ᧿などのᙳ㡪にࡼり、㍺ฟධ㢠ともにᴫࡡ๓年をୗ回って᥎⛣しました。令

和2年(2020年)は、1᭶以㝆、新ᆺࢼࣟࢥのឤᰁᣑ大にࡼる㒔市ᑒ㙐や⏕⏘ά動೵Ṇなどにࡼり㈠

᫆にも᪩࠿ࡃらᙳ㡪が⏕ࡌていましたが、⤒῭ά動の回᚟もまた、他ᅜと比࡭て᪩ᮇにみらࢀまし

た。㍺ฟ㢠は7᭶以㝆๓年を上回り⥆け、年間では㠀㕲㔠ᒓや⮬動㌴などの増加にࡼり๓年比2.7％

増の15඙829൨෇と2年ࡪりの増加となりました。一方、㍺ධ㢠は、2᭶に大ࡃࡁⴠࡕ㎸ࡔࢇのࡕ

4᭶には回᚟したものの、年間では⾰㢮࣭ྠ௜ᒓရなどの減少にࡼり๓年比5.3％減の17඙4�786

൨෇となり、ᑐ中㈠᫆཰ᨭは2年ࡪりに㉥Ꮠ幅が⦰ᑠしています。 

中ᅜに次ࡄ㈠᫆┦ᡭᅜで࠶る⡿ᅜについてみると、令和ඖ年(2019年)は、㍺ฟ㢠が⮬動㌴などの

減少࠿ら๓年に比࡭減少し、㍺ධ㢠もཎ動ᶵや✐≀㢮などの減少にࡼりྠࡃࡌ減少しました。令和

2 年(2020 年)の㍺ฟ㢠は、ྛᕞで行ࢀࢃた㒔市ᑒ㙐や⤒῭ά動の೵⁫などにࡼり、3᭶࠿ら⮬動㌴

などが大ࡃࡁ減少し、5᭶には๓年ྠ᭶の5割࡯どにまでⴠࡕ㎸み、年間でも⮬動㌴やཎ動ᶵの減

少が大ࡃࡁୗᢲしして๓年比17.3％減の12඙6�125 ൨෇となりました。一方の㍺ධ㢠も、㟂せ減

少にࡼる⯟✵ᶵ㢮の減少など࠿ら低㏞し、年間では๓年比14.0％減の7඙4�266൨෇となり、ᑐ⡿

㈠᫆཰ᨭは2年ࡪりに㯮Ꮠ幅が⦰ᑠしています。 

また、令和2年(2020年)の中東࠿らの㍺ධ㢠についてみると、ཎἜ౯᱁が大ࡃࡁⴠࡕ㎸3ࡔࢇ᭶

以㝆ᛴ減し、5᭶には๓年ྠ᭶比⣙7割減となるなど、大幅に減少しています。(図1-2-7) 
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㯮Ꮠに㌿化したこと➼࠿ら⤒ᖖ཰ᨭの㯮Ꮠ幅がᣑ大し、年間では2年ࡪりに増加しました。 

令和2年(2020年)は、新ᆺࢼࣟࢥのᙳ㡪をཷけ、㈠᫆཰ᨭが⮬動㌴の㍺ฟのⴠࡕ㎸みにࡼり4᭶
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年間を通して㉥Ꮠとなりました。ࡉらに、ᾏ外子఍♫࠿らᚓらࢀる㓄ᙜなどの཰ධを♧す➨一次所

ᚓ཰ᨭも、ᾏ外子఍♫の㈨㔠⧞り≧ἣがᝏ化したことや、ୡ⏺ⓗな低㔠฼でമๆの฼子のཷけྲྀり

が減ったこと࠿ら、㯮Ꮠ幅が⦰ᑠしました。7 ᭶以㝆は中ᅜྥけ㍺ฟの回᚟やཎἜ౯᱁などの౯᱁

ୗⴠにࡼる㍺ධ㢠の減少࠿ら㈠᫆཰ᨭが㯮Ꮠに㌿ࡌ、⤒ᖖ཰ᨭをᢲし上ࡆましたが、年間では、ࢧ

ら㯮Ꮠ幅が⦰ᑠし、๓年比13.8％減の17඙6�976൨෇(㏿ሗ࠿たことなどࡌ཰ᨭが㉥Ꮠに㌿ࢫࣅ࣮

)್となっています。(図1-2-8) 
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��� ᰴ౯࡜Ⅽ᭰の᥎⛣ 

 ᡃがᅜの⤒῭を᥎し㔞る上で㠀ᖖに㔜せなᰴ౯とⅭ᭰の᥎⛣についてみてみます。 

まࡎ、ᰴᘧ市ሙの௦⾲ⓗᣦᶆで࠶る᪥⤒平均ᰴ౯(225 ✀)の᭶ᮎ್の᥎⛣をみると、平成 25 年

(2013年)以㝆、ᨻᗓの⤒῭ᨻ⟇や᪥ᮏ㖟行にࡼる㔠⼥⦆和のỴᐃなどにࡼりᛴ㏿なᰴ高が進み、中

ᅜ⤒῭のኻ㏿ᠱᛕなど࠿らᛴⴠした᫬ᮇも࠶るものの、平成29 年(2017 年)࠿らはୡ⏺⤒῭の回᚟

とዲㄪな௻ᴗᴗ⦼を⫼ᬒにሀㄪに᥎⛣しました。平成30 年(2018 年)も௻ᴗᴗ⦼࡬のᮇᚅឤはᣢ⥆

し、9᭶ᮎにはࣝࣈࣂᔂቯᚋの⤊್最高್を超える2୓4༓෇ྎとなりましたが、そのᚋは⡿中㈠

᫆ᦶ᧿の⃭化やୡ⏺ⓗなᬒẼ減㏿ᠱᛕ࠿らᛴⴠしました。令和ඖ年(2019年)は、⡿中のᑐ❧⃭化࡬

のᠱᛕ࠿らᰴ౯がఙࡧᝎみましたが、୧ᅜの༠㆟が進ᒎしたことや、ⱥᅜのḢᕞ㐃合(㹃㹓)㞳⬺ၥ

㢟に㐨➽がついたこと➼にࡼり、年ᮎ⤊್は平成2年(1990年)以᮶の高Ỉ‽となりました。令和2

年(2020年)は、新ᆺࢼࣟࢥのୡ⏺ⓗなὶ行にࡼり2᭶࠿らᛴⴠし、3᭶には一᫬1୓6༓෇ྎまで

ୗⴠしましたが、そのᚋはྛᅜの⤒῭ᑐ⟇や中ኸ㖟行の㔠⼥⦆和ᨻ⟇にࡼり上᪼を⥆け、年ᮎ⤊್

はࣝࣈࣂ⤒῭ᮇの平成ඖ年(1989年)以᮶31年ࡪりの高್となりました。 

Ⅽ᭰┦ሙは、平成29年(2017年)࠿ら令和ඖ年(2019年)は、⡿ᅜの⤒῭࣭㈠᫆ᨻ⟇にᑐするᠱᛕ

 

いᅪ内でᏳᐃして᥎⛣し、令和ඖ年(2019ࡤ110෇ྎのᶓࡡるものの、ᴫ࠶ら෇高にഴいたことも࠿

年)のࣝࢻ෇┦ሙの年間の್幅は㐣ཤ最少となりました。令和2年(2020 年)は、新ᆺࢼࣟࢥがୡ⏺

ⓗにᗈがった3᭶にᢞ㈨ᐙの୙Ᏻを཯ᫎして෇㈙いが進み、また、年ᚋ半においては⡿大⤫㡿㑅も

┦ሙのኚ動せᅉとなり、⡿の㈈ᨻ㉥Ꮠ࡬の㆙ᡄឤ࠿らࣝࢻが኎らࢀやすࡃなりました。令和 2 年

(2020年)の年間の್幅は⣙10෇58㖹となり、平成28年(2016年)以᮶4年ࡪりに๓年を上回って

います。(図1-2-9) 
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��� ≀౯の᥎⛣ 

ᡃがᅜの࠶らࡺる⤒῭ά動やᅜẸ⤒῭のᇶ┙となる≀౯についてみてみます。 

᪥ᮏ⤒῭の㟂せと₯ᅾⓗな౪⤥ຊのᕪを♧す㟂⤥ࣉࢵࣕࢠのᣑ大などにࡼり、≀౯は㛗らࡃୗⴠ

を⥆けていました。こ࠺した≧ἣを⬺するため、ᨻᗓと᪥ᮏ㖟行は平成25年(2013年)1᭶にࣇࢹࠕ

ࣞ⬺༷4とᣢ⥆ⓗな⤒῭成㛗のᐇ⌧のためのᨻᗓ࣭᪥ᮏ㖟行のᨻ⟇㐃ᦠࠖとい࠺ඹྠኌ᫂をⓎ⾲し、

この中で2％ࠕの≀౯Ᏻᐃの┠ᶆ とࠖい࠺、㔠⼥ᨻ⟇としてᾏ外先進ᅜのከࡃが᥇⏝しているࣇࣥ࢖

ࣞ┠ᶆ್がึめてタᐃࢀࡉました。こࢀにࡼり、࣮ࣝࣟࢺࣥࢥ5࣭ࢫ࣮࣮࣋ࣜࢱࢿ࣐の᥇⏝や㛗ᮇᅜ

മの㈙ධࢀ㢠のᣑ大と年㝈㛗ᮇ化など、┠ᶆ㐩成にྥけた㔞ⓗ࣭㉁ⓗ㔠⼥⦆和がᑟධࢀࡉた࠿࡯、

ᬒẼኚ動などにࡼる≀౯上᪼率のୗ᣺ࢀの㝿には㏣加⟇がㅮࡌらࢀてࡁました。し࠿し、㛗ᮇにࢃ

たる低成㛗やࣞࣇࢹの⤒㦂࠿ら、௻ᴗの㈤㔠࣭౯᱁タᐃࢫࣥࢱࢫやᐙィの್上ࡆにᑐするぢ方がៅ

㔜で࠶り、またぢ通しについてもୗ方ಟṇが⥆ࡁ、┠ᶆの㐩成᫬ᮇは、ᙜึの㐩成┠ᶆで࠶った平

                         
⬺ࣞࣇࢹ 4  ༷ ͐内㛶ᗓは、平成18年(2006年)3᭶、ࣞࣇࢹ⬺༷をࠕ≀౯がᣢ⥆ⓗにୗⴠする≧ἣを⬺し、෌ࡧそ

 。した≧ἣにᡠるぢ㎸みがないことࠖとᐃ⩏している࠺
᪥ᮏ㖟行がⓎ行する通㈌のこと。市中にฟ回るὶ通⌧㔠(᪥ᮏ㖟行ๆⓎ行高㸩㈌ᖯὶ通高)͐ ࢫ࣮࣮࣋ࣜࢱࢿ࣐ 5

と᪥㖟ᙜᗙ㡸㔠の合ィ್。㈨㔠౪⤥㔞。 
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年間を通して㉥Ꮠとなりました。ࡉらに、ᾏ外子఍♫࠿らᚓらࢀる㓄ᙜなどの཰ධを♧す➨一次所

ᚓ཰ᨭも、ᾏ外子఍♫の㈨㔠⧞り≧ἣがᝏ化したことや、ୡ⏺ⓗな低㔠฼でമๆの฼子のཷけྲྀり

が減ったこと࠿ら、㯮Ꮠ幅が⦰ᑠしました。7 ᭶以㝆は中ᅜྥけ㍺ฟの回᚟やཎἜ౯᱁などの౯᱁

ୗⴠにࡼる㍺ධ㢠の減少࠿ら㈠᫆཰ᨭが㯮Ꮠに㌿ࡌ、⤒ᖖ཰ᨭをᢲし上ࡆましたが、年間では、ࢧ

ら㯮Ꮠ幅が⦰ᑠし、๓年比13.8％減の17඙6�976൨෇(㏿ሗ࠿たことなどࡌ཰ᨭが㉥Ꮠに㌿ࢫࣅ࣮

)್となっています。(図1-2-8) 
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��� ᰴ౯࡜Ⅽ᭰の᥎⛣ 

 ᡃがᅜの⤒῭を᥎し㔞る上で㠀ᖖに㔜せなᰴ౯とⅭ᭰の᥎⛣についてみてみます。 

まࡎ、ᰴᘧ市ሙの௦⾲ⓗᣦᶆで࠶る᪥⤒平均ᰴ౯(225 ✀)の᭶ᮎ್の᥎⛣をみると、平成 25 年

(2013年)以㝆、ᨻᗓの⤒῭ᨻ⟇や᪥ᮏ㖟行にࡼる㔠⼥⦆和のỴᐃなどにࡼりᛴ㏿なᰴ高が進み、中

ᅜ⤒῭のኻ㏿ᠱᛕなど࠿らᛴⴠした᫬ᮇも࠶るものの、平成29 年(2017 年)࠿らはୡ⏺⤒῭の回᚟

とዲㄪな௻ᴗᴗ⦼を⫼ᬒにሀㄪに᥎⛣しました。平成30 年(2018 年)も௻ᴗᴗ⦼࡬のᮇᚅឤはᣢ⥆

し、9᭶ᮎにはࣝࣈࣂᔂቯᚋの⤊್最高್を超える2୓4༓෇ྎとなりましたが、そのᚋは⡿中㈠

᫆ᦶ᧿の⃭化やୡ⏺ⓗなᬒẼ減㏿ᠱᛕ࠿らᛴⴠしました。令和ඖ年(2019年)は、⡿中のᑐ❧⃭化࡬

のᠱᛕ࠿らᰴ౯がఙࡧᝎみましたが、୧ᅜの༠㆟が進ᒎしたことや、ⱥᅜのḢᕞ㐃合(㹃㹓)㞳⬺ၥ

㢟に㐨➽がついたこと➼にࡼり、年ᮎ⤊್は平成2年(1990年)以᮶の高Ỉ‽となりました。令和2

年(2020年)は、新ᆺࢼࣟࢥのୡ⏺ⓗなὶ行にࡼり2᭶࠿らᛴⴠし、3᭶には一᫬1୓6༓෇ྎまで

ୗⴠしましたが、そのᚋはྛᅜの⤒῭ᑐ⟇や中ኸ㖟行の㔠⼥⦆和ᨻ⟇にࡼり上᪼を⥆け、年ᮎ⤊್

はࣝࣈࣂ⤒῭ᮇの平成ඖ年(1989年)以᮶31年ࡪりの高್となりました。 

Ⅽ᭰┦ሙは、平成29年(2017年)࠿ら令和ඖ年(2019年)は、⡿ᅜの⤒῭࣭㈠᫆ᨻ⟇にᑐするᠱᛕ

 

いᅪ内でᏳᐃして᥎⛣し、令和ඖ年(2019ࡤ110෇ྎのᶓࡡるものの、ᴫ࠶ら෇高にഴいたことも࠿

年)のࣝࢻ෇┦ሙの年間の್幅は㐣ཤ最少となりました。令和2年(2020 年)は、新ᆺࢼࣟࢥがୡ⏺

ⓗにᗈがった3᭶にᢞ㈨ᐙの୙Ᏻを཯ᫎして෇㈙いが進み、また、年ᚋ半においては⡿大⤫㡿㑅も

┦ሙのኚ動せᅉとなり、⡿の㈈ᨻ㉥Ꮠ࡬の㆙ᡄឤ࠿らࣝࢻが኎らࢀやすࡃなりました。令和 2 年

(2020年)の年間の್幅は⣙10෇58㖹となり、平成28年(2016年)以᮶4年ࡪりに๓年を上回って

います。(図1-2-9) 
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��� ≀౯の᥎⛣ 

ᡃがᅜの࠶らࡺる⤒῭ά動やᅜẸ⤒῭のᇶ┙となる≀౯についてみてみます。 

᪥ᮏ⤒῭の㟂せと₯ᅾⓗな౪⤥ຊのᕪを♧す㟂⤥ࣉࢵࣕࢠのᣑ大などにࡼり、≀౯は㛗らࡃୗⴠ

を⥆けていました。こ࠺した≧ἣを⬺するため、ᨻᗓと᪥ᮏ㖟行は平成25年(2013年)1᭶にࣇࢹࠕ

ࣞ⬺༷4とᣢ⥆ⓗな⤒῭成㛗のᐇ⌧のためのᨻᗓ࣭᪥ᮏ㖟行のᨻ⟇㐃ᦠࠖとい࠺ඹྠኌ᫂をⓎ⾲し、

この中で2％ࠕの≀౯Ᏻᐃの┠ᶆ とࠖい࠺、㔠⼥ᨻ⟇としてᾏ外先進ᅜのከࡃが᥇⏝しているࣇࣥ࢖

ࣞ┠ᶆ್がึめてタᐃࢀࡉました。こࢀにࡼり、࣮ࣝࣟࢺࣥࢥ5࣭ࢫ࣮࣮࣋ࣜࢱࢿ࣐の᥇⏝や㛗ᮇᅜ

മの㈙ධࢀ㢠のᣑ大と年㝈㛗ᮇ化など、┠ᶆ㐩成にྥけた㔞ⓗ࣭㉁ⓗ㔠⼥⦆和がᑟධࢀࡉた࠿࡯、

ᬒẼኚ動などにࡼる≀౯上᪼率のୗ᣺ࢀの㝿には㏣加⟇がㅮࡌらࢀてࡁました。し࠿し、㛗ᮇにࢃ

たる低成㛗やࣞࣇࢹの⤒㦂࠿ら、௻ᴗの㈤㔠࣭౯᱁タᐃࢫࣥࢱࢫやᐙィの್上ࡆにᑐするぢ方がៅ

㔜で࠶り、またぢ通しについてもୗ方ಟṇが⥆ࡁ、┠ᶆの㐩成᫬ᮇは、ᙜึの㐩成┠ᶆで࠶った平

                         
⬺ࣞࣇࢹ 4  ༷ ͐内㛶ᗓは、平成18年(2006年)3᭶、ࣞࣇࢹ⬺༷をࠕ≀౯がᣢ⥆ⓗにୗⴠする≧ἣを⬺し、෌ࡧそ

 。した≧ἣにᡠるぢ㎸みがないことࠖとᐃ⩏している࠺
᪥ᮏ㖟行がⓎ行する通㈌のこと。市中にฟ回るὶ通⌧㔠(᪥ᮏ㖟行ๆⓎ行高㸩㈌ᖯὶ通高)͐ ࢫ࣮࣮࣋ࣜࢱࢿ࣐ 5

と᪥㖟ᙜᗙ㡸㔠の合ィ್。㈨㔠౪⤥㔞。 
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成27年(2015年)࠿ら先㏦りࢀࡉてࡁました。令和2年(2020年)の新ᆺࢼࣟࢥ⚝においては、4᭶

以㝆᪥ᮏ㖟行の✚ᴟⓗな㈨㔠౪⤥にࡼりᙜᗙ㡸㔠がᛴ増し、ࢫ࣮࣮࣋ࣜࢱࢿ࣐が大幅なࢫࣛࣉとな

っている一方で、≀౯はཎἜ౯᱁のୗⴠやᨻᗓの*R 7Rࣝ࣋ࣛࢺ஦ᴗのᙳ㡪などにࡼりࢫࢼ࢖࣐と

なっています。᪥ᮏ㖟行は、今ᚋの≀౯のぢ通しについてᙜ㠃ࢫࢼ࢖࣐で᥎⛣するとしつつ、⤒῭

のᨵၿにకい≀౯࡬のୗᢲしᅽຊが次➨に減⾶していࡃことなど࠿ら、ᚎࠎに上᪼率を高めていࡃ

とのぢゎを♧しています。 

こ࠺した中で、ᾘ㈝⪅≀౯ᣦ (ᩘ⏕㩭㣗ရを㝖ࡃ⥲合)の᥎⛣をみると、平成29 年(2017 年)࠿ら

平成30 年(2018 年)に࠿けてはཎἜ౯᱁の上᪼にࡼり࣮ࢠࣝࢿ࢚౯᱁がࢫࣛࣉにᐤ୚し、⦆や࠿な

上᪼ഴྥとなりましたが、令和ඖ年(2019年)は、࣮ࢠࣝࢿ࢚౯᱁のୗⴠにࡼり上᪼幅が⦰ᑠしまし

た。ྠ 年10᭶にはᾘ㈝⛯率のᘬࡁ上ࡆも࠶りましたが、㍍減⛯率のᑟධやᗂඣᩍ⫱࣭ ಖ⫱の↓ൾ化

のྠ᫬ᐇ᪋➼にࡼり、平成26年(2014年)4᭶のᘬࡁ上ࡆ᫬と比࡭てᑠ幅な上᪼にとどまりました。

令和2年(2020年)は、新ᆺࢼࣟࢥのឤᰁᣑ大以㝆、ཎἜ౯᱁の大幅なୗⴠにࡼりࣥࣜࢯ࢞のᗑ㢌౯

᱁が低ୗഴྥとなって๓年比をୗᢲししている4、࠿࡯᭶の⥭ᛴ஦態ᐉゝⓎฟにࡼるᾘ㈝のᢚไや、

7᭶以㝆の*R 7Rࣝ࣋ࣛࢺ஦ᴗのᙳ㡪、ࡉらには4᭶にᐇ᪋ࢀࡉた高➼ᩍ⫱の↓ൾ化などがୗᢲし

せᅉとなり、๓年ྠ᭶比ࢫࢼ࢖࣐が⥆いています。(図1-2-10) 

令和2年(2020年)のᾘ㈝⪅≀౯の動ྥを㈈࣭ࢫࣅ࣮ࢧ別にみてみると、㈈౯᱁は外ฟ⮬⢔にࡼる

ᾘ㈝のᢚไのᙳ㡪が大࠿ࡁった4᭶๓ᚋにୗⴠし、⤒῭ά動がẁ㝵ⓗに෌㛤ࢀࡉた6᭶㡭࠿ら上᪼

に㌿ࡌ、年ᚋ半はᴫࡡ๓年のỈ‽にⴠࡕ╔いてࡁています。このࡕ࠺⪏ஂᾘ㈝㈈が5᭶࠿ら8᭶㡭

に࠿けて上᪼しているのは、特別ᐃ㢠⤥௜㔠にࡼる所ᚓຠᯝとみらࢀます。ࢫࣅ࣮ࢧ౯᱁も㈈とྠ

ᵝに4᭶にୗⴠしましたが、6᭶以㝆もႠᴗ᫬間▷⦰やႠᴗ⮬⢔を⥆けるᗑ⯒などのᙳ㡪࠿らᡠり

は㈈と比࡭てᑠ8、ࡃࡉ ᭶以㝆においても๓年ྠ᭶比ࢫࢼ࢖࣐ 1％๓ᚋと低㏞しています。(図

1-2-11) 
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(7) 街角景気の動向 

街角の景況感を示すと言われる内閣府の景気ウォッチャー調査における景気の現状判断ＤＩ6は、

緩やかな景気回復により、平成28年(2016年)後半から平成29年(2017年)までは景気の横ばいを示

す50を概ね上回る状況が続きましたが、平成30年(2018年)5月以降は、人手不足やコストの上昇、

通商問題の動向等に対する懸念などから回復に一服感がみられ、50を下回る水準が続きました。 

令和元年(2019年)は、8月から9月にかけて消費税率引き上げ前の駆け込み需要の動きにより上

昇しましたが、消費税率が引き上げられた同年10月には、駆け込み需要の反動や台風の影響などか

ら、家計動向関連を中心に大きく下降しました。 

その後、令和2年(2020年)1月にかけて徐々に回復しましたが、新型コロナの世界的な流行によ

り同年2月から急速に悪化し始め、緊急事態宣言の発出で外出自粛が広がった4月には、過去最悪

の7.9となりました。翌5月は緊急事態宣言の解除を受けて4カ月ぶりに上昇し、6月は経済活動

の再開により過去最大の上昇幅となりました。7月以降は勢いが鈍化したものの上昇を続け、10月

には政府によるGo Toトラベル事業効果などにより54.5となり、2年9カ月ぶりに50を上回りま

した。しかし、11月からは感染の再拡大により下降に転じ、12月はGo Toトラベル事業の停止など

が響いてさらに下降し、35.5と5月以来の低い水準となっています。(図1-2-12) 
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資料）内閣府「景気ウォッチャー調査」

図1-2-12 景気現状判断ＤＩの推移（全国）
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＜参考：景気ウォッチャー調査における調査客体の業種・職種の例＞

区　　　分 業  種　・　職　種　の　例

小売関連

商店街代表者、一般小売店経営者・店員、百貨店売場主任・担当者、
スーパー店長・店員、コンビニエリア担当・店長、衣料品専門店経営
者・店員、家電量販店経営者・店員、乗用車・自動車備品販売店経営
者・店員等

飲食関連 レストラン経営者・スタッフ、スナック経営者等

サービス
関連

ホテル・旅館経営者・スタッフ、旅行代理店経営者・従業員、タクシー運
転手、通信会社社員、観光名所・遊園地・テーマパーク職員、パチンコ
店経営者・従業員、競輪・競馬・競艇場職員、美容室経営者・従業員等

住宅関連 設計事務所所長・職員、住宅販売会社経営者・従業員等

企業動向
関連

雇用関連

家計動向
関連

農林水産業従事者、鉱業経営者・従業員、製造業経営者・従業員、非製造業経営
者・従業員等

人材派遣会社社員・アウトソーシング企業社員、求人情報誌製作会社編集者、新
聞社（求人広告）担当者、職業安定所職員、民間職業紹介機関職員、学校就業担
当者等  

                         
6 現状判断ＤＩ …ＤＩはディフュージョン・インデックスの略。景気の現状に関する街角の実感を反映した指標。

景気ウォッチャー調査では景気の動向を観察できる立場や職業の人々から景況感を聴き取り、結果を指数化してい

る。なお、本文中に使用している数値は季節調整値である。 
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成27年(2015年)࠿ら先㏦りࢀࡉてࡁました。令和2年(2020年)の新ᆺࢼࣟࢥ⚝においては、4᭶

以㝆᪥ᮏ㖟行の✚ᴟⓗな㈨㔠౪⤥にࡼりᙜᗙ㡸㔠がᛴ増し、ࢫ࣮࣮࣋ࣜࢱࢿ࣐が大幅なࢫࣛࣉとな

っている一方で、≀౯はཎἜ౯᱁のୗⴠやᨻᗓの*R 7Rࣝ࣋ࣛࢺ஦ᴗのᙳ㡪などにࡼりࢫࢼ࢖࣐と

なっています。᪥ᮏ㖟行は、今ᚋの≀౯のぢ通しについてᙜ㠃ࢫࢼ࢖࣐で᥎⛣するとしつつ、⤒῭

のᨵၿにకい≀౯࡬のୗᢲしᅽຊが次➨に減⾶していࡃことなど࠿ら、ᚎࠎに上᪼率を高めていࡃ

とのぢゎを♧しています。 

こ࠺した中で、ᾘ㈝⪅≀౯ᣦ (ᩘ⏕㩭㣗ရを㝖ࡃ⥲合)の᥎⛣をみると、平成29 年(2017 年)࠿ら

平成30 年(2018 年)に࠿けてはཎἜ౯᱁の上᪼にࡼり࣮ࢠࣝࢿ࢚౯᱁がࢫࣛࣉにᐤ୚し、⦆や࠿な

上᪼ഴྥとなりましたが、令和ඖ年(2019年)は、࣮ࢠࣝࢿ࢚౯᱁のୗⴠにࡼり上᪼幅が⦰ᑠしまし

た。ྠ 年10᭶にはᾘ㈝⛯率のᘬࡁ上ࡆも࠶りましたが、㍍減⛯率のᑟධやᗂඣᩍ⫱࣭ ಖ⫱の↓ൾ化

のྠ᫬ᐇ᪋➼にࡼり、平成26年(2014年)4᭶のᘬࡁ上ࡆ᫬と比࡭てᑠ幅な上᪼にとどまりました。

令和2年(2020年)は、新ᆺࢼࣟࢥのឤᰁᣑ大以㝆、ཎἜ౯᱁の大幅なୗⴠにࡼりࣥࣜࢯ࢞のᗑ㢌౯

᱁が低ୗഴྥとなって๓年比をୗᢲししている4、࠿࡯᭶の⥭ᛴ஦態ᐉゝⓎฟにࡼるᾘ㈝のᢚไや、

7᭶以㝆の*R 7Rࣝ࣋ࣛࢺ஦ᴗのᙳ㡪、ࡉらには4᭶にᐇ᪋ࢀࡉた高➼ᩍ⫱の↓ൾ化などがୗᢲし

せᅉとなり、๓年ྠ᭶比ࢫࢼ࢖࣐が⥆いています。(図1-2-10) 

令和2年(2020年)のᾘ㈝⪅≀౯の動ྥを㈈࣭ࢫࣅ࣮ࢧ別にみてみると、㈈౯᱁は外ฟ⮬⢔にࡼる

ᾘ㈝のᢚไのᙳ㡪が大࠿ࡁった4᭶๓ᚋにୗⴠし、⤒῭ά動がẁ㝵ⓗに෌㛤ࢀࡉた6᭶㡭࠿ら上᪼

に㌿ࡌ、年ᚋ半はᴫࡡ๓年のỈ‽にⴠࡕ╔いてࡁています。このࡕ࠺⪏ஂᾘ㈝㈈が5᭶࠿ら8᭶㡭

に࠿けて上᪼しているのは、特別ᐃ㢠⤥௜㔠にࡼる所ᚓຠᯝとみらࢀます。ࢫࣅ࣮ࢧ౯᱁も㈈とྠ

ᵝに4᭶にୗⴠしましたが、6᭶以㝆もႠᴗ᫬間▷⦰やႠᴗ⮬⢔を⥆けるᗑ⯒などのᙳ㡪࠿らᡠり

は㈈と比࡭てᑠ8、ࡃࡉ ᭶以㝆においても๓年ྠ᭶比ࢫࢼ࢖࣐ 1％๓ᚋと低㏞しています。(図

1-2-11) 
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(7) 街角景気の動向 

街角の景況感を示すと言われる内閣府の景気ウォッチャー調査における景気の現状判断ＤＩ6は、

緩やかな景気回復により、平成28年(2016年)後半から平成29年(2017年)までは景気の横ばいを示

す50を概ね上回る状況が続きましたが、平成30年(2018年)5月以降は、人手不足やコストの上昇、

通商問題の動向等に対する懸念などから回復に一服感がみられ、50を下回る水準が続きました。 

令和元年(2019年)は、8月から9月にかけて消費税率引き上げ前の駆け込み需要の動きにより上

昇しましたが、消費税率が引き上げられた同年10月には、駆け込み需要の反動や台風の影響などか

ら、家計動向関連を中心に大きく下降しました。 

その後、令和2年(2020年)1月にかけて徐々に回復しましたが、新型コロナの世界的な流行によ

り同年2月から急速に悪化し始め、緊急事態宣言の発出で外出自粛が広がった4月には、過去最悪

の7.9となりました。翌5月は緊急事態宣言の解除を受けて4カ月ぶりに上昇し、6月は経済活動

の再開により過去最大の上昇幅となりました。7月以降は勢いが鈍化したものの上昇を続け、10月

には政府によるGo Toトラベル事業効果などにより54.5となり、2年9カ月ぶりに50を上回りま

した。しかし、11月からは感染の再拡大により下降に転じ、12月はGo Toトラベル事業の停止など

が響いてさらに下降し、35.5と5月以来の低い水準となっています。(図1-2-12) 

 

46.6

36.9

7.9

54.5

35.5

0

50

1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10

H30 31 R1 2年

資料）内閣府「景気ウォッチャー調査」

図1-2-12 景気現状判断ＤＩの推移（全国）

合計

家計動向関連

企業動向関連

雇用関連

消費税率

引き上げ

新型コロナ

拡大

 

＜参考：景気ウォッチャー調査における調査客体の業種・職種の例＞

区　　　分 業  種　・　職　種　の　例

小売関連

商店街代表者、一般小売店経営者・店員、百貨店売場主任・担当者、
スーパー店長・店員、コンビニエリア担当・店長、衣料品専門店経営
者・店員、家電量販店経営者・店員、乗用車・自動車備品販売店経営
者・店員等

飲食関連 レストラン経営者・スタッフ、スナック経営者等

サービス
関連

ホテル・旅館経営者・スタッフ、旅行代理店経営者・従業員、タクシー運
転手、通信会社社員、観光名所・遊園地・テーマパーク職員、パチンコ
店経営者・従業員、競輪・競馬・競艇場職員、美容室経営者・従業員等

住宅関連 設計事務所所長・職員、住宅販売会社経営者・従業員等

企業動向
関連

雇用関連

家計動向
関連

農林水産業従事者、鉱業経営者・従業員、製造業経営者・従業員、非製造業経営
者・従業員等

人材派遣会社社員・アウトソーシング企業社員、求人情報誌製作会社編集者、新
聞社（求人広告）担当者、職業安定所職員、民間職業紹介機関職員、学校就業担
当者等  

                         
6 現状判断ＤＩ …ＤＩはディフュージョン・インデックスの略。景気の現状に関する街角の実感を反映した指標。

景気ウォッチャー調査では景気の動向を観察できる立場や職業の人々から景況感を聴き取り、結果を指数化してい

る。なお、本文中に使用している数値は季節調整値である。 

13



 

� ᪥ᮏ⤒῭のぢ㏻ࡋ 

 ᅜ㝿通㈌ᇶ㔠(㹇㹋㹄)が令和3年(2021年)1᭶にබ⾲したࠕୡ⏺⤒῭ぢ通しࠖにࡼると、令和3

年(2021年)の᪥ᮏ⤒῭の成㛗率は3.1％となっており、令和2年(2020年)12᭶にỴᐃࢀࡉたᕧ㢠の

㈈ᨻᥐ⨨にࡼり、令和3年(2021年)ᚋ半には⤒῭ά動が令和ඖ年(2019年)ᮎのỈ‽まで回᚟すると

ண ࢀࡉています。たࡔし、ࢫࣝ࢖࢘のኚ␗✀をྵࡴ新たなឤᰁのἼや࣡ࣥࢳࢡᬑཬに㛵する୙☜

ᐇᛶなどのୗ᣺ࢡࢫࣜࢀも♧၀ࢀࡉています。 

 また、内㛶ᗓが令和2年(2020年)11᭶にබ⾲したࠕ年次⤒῭㈈ᨻሗ࿌ でࠖは、᪥ᮏ⤒῭を෌ࡧ成

㛗㌶㐨に஌せていࡃためには、ാࡁ方ᨵ㠉やዪᛶのά㌍᥎進といった♫఍ไᗘのኚ㠉と、ࣝࢱࢪࢹ

化にࡼる⏕⏘ᛶのᨵၿを㎿㏿に進めることがᚲ㡲で࠶るとࢀࡉています。今ᚋはឤᰁᑐ⟇と⤒῭ά

動の୧❧を図りつつ内㟂をᣢࡕ上ࡆていࡃことがᚲせで࠶り、㹇㹒ᢞ㈨や人ⓗᢞ㈨にࡼって⏕⏘ᛶ

の高い౪⤥体ไをᵓ⠏するとྠ᫬に、ឤᰁ㜵Ṇ⟇をㅮࡌつつも㟂せを༑ศⓎ⌧ࡉせることがでࢀࡁ

 。ていますࢀるとみらࡁ᚟することがで࡬ᚊᛶの高い⤒῭成㛗㌶㐨⮬ࡧ෌、ࡤ

 

 

 

 

 

 

 

 

�ཧ⪃ᩥ⊩! 

ࠗୡ⏺⤒῭ぢ通し(㹕㹃㹍)࠘ᅜ㝿通㈌ᇶ㔠、2021 

ࠗ令和2年ᗘ年次⤒῭㈈ᨻሗ࿌㸫ࢼࣟࢥ༴ᶵ㸸᪥ᮏ⤒῭ኚ㠉のࣛࢫࣥࣕࢳࢺࢫ㸫(令和2年11᭶6᪥)࠘内㛶ᗓ、

2020 

ࠗୡ⏺⤒῭の₻ὶ 2020年Ϩ(令和2年11᭶18᪥)㸫新ᆺࢫࣝ࢖࢘ࢼࣟࢥឤᰁ⑕ୗのୡ⏺⤒῭㸫 内࠘㛶ᗓ、2020 

ࠗ⤒῭࣭≀౯᝟ໃのᒎᮃ(2021年1᭶)࠘᪥ᮏ㖟行、2021 

 

 

 

 

 

� ᭱㏆のᮏ県⤒῭のື  ྥ

��� ᴫἣ 

最㏆のᮏ県⤒῭をみると、令和ඖ年(2019年)までは⦆や࠿に回᚟してࡁましたが、ᾘ㈝⛯率ᘬࡁ

上ࡆがᐇ᪋ࢀࡉたྠ年10᭶以㝆は、ಶ人ᾘ㈝にややᙅい動ࡁがみらࢀる࠺ࡼになりました。令和2

年(2020年)は、新ᆺࢼࣟࢥのឤᰁᣑ大が幅ᗈいศ㔝にᙳ㡪をཬࡰし、ᮏ県⤒῭はᛴ㏿にᝏ化しまし

た。そのᚋはᅜ内外の⤒῭ά動෌㛤やྛ✀ᨭ᥼⟇などにࡼり、⏕⏘㠃やಶ人ᾘ㈝にᣢࡕ┤しの動ࡁ

がみらࢀるものの、⥲ࡌてཝしい≧ἣが⥆いています。 

୺な⤒῭ᣦᶆの動ྥをみると、まࡎ、〇㐀ᴗの⏕⏘動ྥは、᫬ᮇにࡼるኚ動は࠶るものの令和 2

年(2020年)3᭶まではᴫ࠿100ࡡら120の間で᥎⛣してࡁましたが、ᅜ内外の⤒῭ά動が೵⁫した

ྠ年4᭶以㝆ᛴ㏿にୗ㝆し、6᭶には84.9までⴠࡕ㎸みました。7᭶以㝆は⤒῭ά動の෌㛤にకい

ᚎࠎに回᚟し、新ᆺࢼࣟࢥのឤᰁᣑ大๓のỈ‽にᡠりつつ࠶ります。(図2-1-1-1)(31ࠕࢪ࣮࣌㖔ᕤ

ᴗ⏕⏘ᣦ (ᩘᏘ⠇ㄪᩚ῭ᣦ )ᩘの᥎⛣ࠖཧ↷) 

 㞠⏝᝟ໃについては、᭷ຠồ人ಸ率が、平成30年(2018年)8᭶に㐣ཤ最高の1.33ಸをグ㘓し、

そのᚋも1ಸ以上の高Ỉ‽を⥔ᣢしてࡁましたが、令和2年(2020年)4᭶は᭷ຠồ人ᩘの大幅な減

少などにࡼり1.00ಸとなり、⩣5᭶には4年3࢝᭶ࡪりに1ಸをୗ回り、そのᚋは回᚟ഴྥに࠶る

ものの、1ಸをୗ回る≧ἣが⥆いています。(図2-1-1-2)(42ࠕࢪ࣮࣌ồ人࣭ồ⫋の動ྥࠖཧ↷)   
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ᾘ㈝動ྥについては、ⓒ㈌ᗑ࣭࣮ࣃ࣮ࢫ㈍኎㢠(᪤Ꮡᗑࢫ࣮࣋)は、ⓒ㈌ᗑが๓年をୗ回り⥆ける

一方で、࣮ࣃ࣮ࢫはᴫࡡሀㄪに᥎⛣してࡁました。令和ඖ年(2019年)になると、ྠ年10᭶のᾘ㈝

⛯率ᘬࡁ上ࡆにక࠺㥑け㎸み㟂せにࡼり、ⓒ㈌ᗑも一᫬ⓗに๓年を上回ったものの、10᭶以㝆はそ

の཯動にࡼり、ⓒ㈌ᗑ࣭࣮ࣃ࣮ࢫともに๓年をୗ回りました。令和2年(2020年)は、4᭶の⥭ᛴ஦

態ᐉゝにక࠺ఇᴗや外ฟ⮬⢔のᙳ㡪で๓年を大幅にୗ回り、5᭶以㝆もཝしい≧ἣが⥆いているⓒ

㈌ᗑにᑐし、⾨⏕㛵㐃ၟရやᕢࡈもり㟂せがఙࡧた࣮ࣃ࣮ࢫは๓年を上回る᭶もみらࢀ、ᴫࡡሀㄪ

に᥎⛣しています。(図2-1-1-3)(66ࠕࢪ࣮࣌ⓒ㈌ᗑ࣭࣮ࣃ࣮ࢫ㈍኎㢠の᥎⛣ࠖཧ↷) 
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 㞠⏝᝟ໃについては、᭷ຠồ人ಸ率が、平成30年(2018年)8᭶に㐣ཤ最高の1.33ಸをグ㘓し、

そのᚋも1ಸ以上の高Ỉ‽を⥔ᣢしてࡁましたが、令和2年(2020年)4᭶は᭷ຠồ人ᩘの大幅な減

少などにࡼり1.00ಸとなり、⩣5᭶には4年3࢝᭶ࡪりに1ಸをୗ回り、そのᚋは回᚟ഴྥに࠶る

ものの、1ಸをୗ回る≧ἣが⥆いています。(図2-1-1-2)(42ࠕࢪ࣮࣌ồ人࣭ồ⫋の動ྥࠖཧ↷)   
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 乗用車新車登録・届出台数は、令和元年(2019年)10月の消費税率引き上げに伴う駆け込み需要と

その反動が顕著にみられ、同年10月以降は前年を下回る月が続きました。令和2年(2020年)には

自動車大手メーカーの工場の操業停止や減産が相次ぎ、緊急事態宣言に伴う外出自粛などの影響も

あって、同年 5 月には前年比 39.3％まで落ち込みました。しかしそれを底に徐々に持ち直し、10

月以降は回復基調となっています。(図2-1-1-4)(71ページ「乗用車新車登録・届出台数の推移」参

照) 
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図2-1-1-4 乗用車新車登録・届出台数
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資料）日本自動車販売協会連合会青森県支部「「自動車登録状況 新車月報」、

同連合会「自動車統計データ」
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観光入込客数・宿泊者数は、令和2年(2020年)4月の緊急事態宣言による移動の制限に伴い観光・

宿泊施設の休業が相次いだことから、同年5月には前年を8割近く下回りました。緊急事態宣言の

解除後も、夏祭りや各種イベントの中止などにより低迷が続きましたが、政府による「Go To トラ

ベル」事業や、県を始めとした各自治体による宿泊割引キャンペーンなどの効果から、同年後半に

は減少幅が縮小してきています。(72ページ「宿泊旅行と観光消費の動向」参照) 

建設の動向については、新設住宅着工戸数は、令和元年(2019年)10月の消費税率引き上げによる

大きな影響はみられず、令和2年(2020年)も大きな動きはなく、前年を下回りつつも概ね堅調に推

移しています。 (83ページ「住宅着工の動向」参照) 

 企業倒産の動向については、平成30 年(2018 年)までは、景気の回復基調や各種金融支援策の効

果により倒産件数が減少傾向にありましたが、令和元年(2019 年)は増加に転じました。令和 2 年

(2020年)は、新型コロナの感染拡大の影響による大型倒産などがあったものの、企業を対象とした

各種支援策により倒産件数は抑制され、平成29年(2017年)、平成30年(2018年)と並び過去最少と

なっています。(85ページ「企業倒産の動向」参照) 

 

(2) 本県の景気動向 

 次に、本県経済について、景気動向を示す指数や景況感からみていきます。 

まず、景気動向指数(ＣＩ)の動きから、本県経済をみてみます。一般にＣＩが上昇している時は

景気の拡張局面、低下している時は後退局面であり、ＣＩの動きと景気の転換点は概ね一致する傾

向にあります。 

※令和2 年3 月分からは平成28 年経済センサス－活動調査に基づいた対象事業所の見直し

がなされ、スーパー及び百貨店・スーパー合計額の前年同月比について、そのギャップを調

整するリンク係数で処理された数値となっている。 

資料）経済産業省「商業動態統計」 

 

平成23年(2011年)3᭶の東᪥ᮏ大㟈⅏┤ᚋに大ࡃࡁୗ㝆した㹁㹇は、㟈⅏᚟ᪧやᬒẼᑐ⟇のຠᯝに

ら11᭶まではᚋ㏥ᒁ㠃となったも࠿り、平成24年(2012年)4᭶までᛴ⃭に上᪼しました。ྠ年5᭶ࡼ

のの、そのᚋは平成26年(2014年)4᭶のᾘ㈝⛯率ᘬࡁ上ࡆ᫬に一᫬ⓗに೵⁫しつつも、㛗ᮇ間にࢃた

るᣑᙇᒁ㠃にධり、平成29年(2017年)8᭶には126.4まで上᪼しました。 

そのᚋはୗ㝆に㌿ࡌ、令和2年(2020年)には、新ᆺࢼࣟࢥがୡ⏺ⓗにὶ行し、⤒῭ά動の೵⁫や᭷

ຠồ人ಸ率の低ୗなど࠿ら、ྠ年6᭶には東᪥ᮏ大㟈⅏のỈ‽をୗ回る44.7までୗ㝆しました。7᭶

以㝆はやや上ྥいているものの、ឤᰁᣑ大๓のỈ‽には⮳らないまま᥎⛣しています。(図2-1-1-5) 
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資料）県統計分析課「青森県ᬒẼ動ྥᣦᩘ（䠟䠥∧）」
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⥆いて、ᮏ県がᅄ半ᮇに1回ᐇ᪋している㟷᳃県ᬒẼ࣮ࣕࢳࢵ࢛࢘ㄪᰝをみると、ᬒẼの⌧≧ุ

᩿㹂㹇は、令和ඖ年(2019年)7᭶ᮇまでは、ᴫࡡᬒẼのᶓࡤいを♧す50๓ᚋで᥎⛣してࡁましたが、

ྠ年10᭶ᮇになると、10᭶1᪥࠿らのᾘ㈝⛯率ᘬࡁ上ࡆのᙳ㡪をཷけてୗ㝆しました。 

令和2年(2020年)は、新ᆺࢼࣟࢥのᙳ㡪にࡼり࠶らࡺるᴗ✀でᬒἣឤが大幅にᝏ化し、4᭶ᮇに

㐣ཤ最低の8.8までୗ㝆しました。そのᚋ、ᚎࠎにᾘ㈝ά動が回᚟し始めたことなど࠿ら大幅にᨵ

ၿし、10᭶ᮇには50に㏕る回᚟をぢせています。㸦図2-1-1-6㸧 
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あって、同年 5 月には前年比 39.3％まで落ち込みました。しかしそれを底に徐々に持ち直し、10

月以降は回復基調となっています。(図2-1-1-4)(71ページ「乗用車新車登録・届出台数の推移」参

照) 
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（％） 図2-1-1-3 百貨店・スーパー販売額前年比(既存店)
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図2-1-1-4 乗用車新車登録・届出台数

新車登録・届出台数

前年比（右軸）

（台） （％）

資料）日本自動車販売協会連合会青森県支部「「自動車登録状況 新車月報」、

同連合会「自動車統計データ」
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観光入込客数・宿泊者数は、令和2年(2020年)4月の緊急事態宣言による移動の制限に伴い観光・

宿泊施設の休業が相次いだことから、同年5月には前年を8割近く下回りました。緊急事態宣言の

解除後も、夏祭りや各種イベントの中止などにより低迷が続きましたが、政府による「Go To トラ

ベル」事業や、県を始めとした各自治体による宿泊割引キャンペーンなどの効果から、同年後半に

は減少幅が縮小してきています。(72ページ「宿泊旅行と観光消費の動向」参照) 

建設の動向については、新設住宅着工戸数は、令和元年(2019年)10月の消費税率引き上げによる

大きな影響はみられず、令和2年(2020年)も大きな動きはなく、前年を下回りつつも概ね堅調に推

移しています。 (83ページ「住宅着工の動向」参照) 

 企業倒産の動向については、平成30 年(2018 年)までは、景気の回復基調や各種金融支援策の効

果により倒産件数が減少傾向にありましたが、令和元年(2019 年)は増加に転じました。令和 2 年

(2020年)は、新型コロナの感染拡大の影響による大型倒産などがあったものの、企業を対象とした

各種支援策により倒産件数は抑制され、平成29年(2017年)、平成30年(2018年)と並び過去最少と

なっています。(85ページ「企業倒産の動向」参照) 

 

(2) 本県の景気動向 

 次に、本県経済について、景気動向を示す指数や景況感からみていきます。 

まず、景気動向指数(ＣＩ)の動きから、本県経済をみてみます。一般にＣＩが上昇している時は

景気の拡張局面、低下している時は後退局面であり、ＣＩの動きと景気の転換点は概ね一致する傾

向にあります。 

※令和2 年3 月分からは平成28 年経済センサス－活動調査に基づいた対象事業所の見直し

がなされ、スーパー及び百貨店・スーパー合計額の前年同月比について、そのギャップを調

整するリンク係数で処理された数値となっている。 

資料）経済産業省「商業動態統計」 

 

平成23年(2011年)3᭶の東᪥ᮏ大㟈⅏┤ᚋに大ࡃࡁୗ㝆した㹁㹇は、㟈⅏᚟ᪧやᬒẼᑐ⟇のຠᯝに

ら11᭶まではᚋ㏥ᒁ㠃となったも࠿り、平成24年(2012年)4᭶までᛴ⃭に上᪼しました。ྠ年5᭶ࡼ

のの、そのᚋは平成26年(2014年)4᭶のᾘ㈝⛯率ᘬࡁ上ࡆ᫬に一᫬ⓗに೵⁫しつつも、㛗ᮇ間にࢃた

るᣑᙇᒁ㠃にධり、平成29年(2017年)8᭶には126.4まで上᪼しました。 

そのᚋはୗ㝆に㌿ࡌ、令和2年(2020年)には、新ᆺࢼࣟࢥがୡ⏺ⓗにὶ行し、⤒῭ά動の೵⁫や᭷

ຠồ人ಸ率の低ୗなど࠿ら、ྠ年6᭶には東᪥ᮏ大㟈⅏のỈ‽をୗ回る44.7までୗ㝆しました。7᭶

以㝆はやや上ྥいているものの、ឤᰁᣑ大๓のỈ‽には⮳らないまま᥎⛣しています。(図2-1-1-5) 
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図2-1-1-5 青森県ᬒẼ動ྥᣦᩘ㻯㻵୍⮴ᣦᩘ

資料）県統計分析課「青森県ᬒẼ動ྥᣦᩘ（䠟䠥∧）」

（ᖹᡂ2㻣年䠙1㻜㻜）
ᒣ（,24㻚5） ㇂（,24㻚11）
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⥆いて、ᮏ県がᅄ半ᮇに1回ᐇ᪋している㟷᳃県ᬒẼ࣮ࣕࢳࢵ࢛࢘ㄪᰝをみると、ᬒẼの⌧≧ุ

᩿㹂㹇は、令和ඖ年(2019年)7᭶ᮇまでは、ᴫࡡᬒẼのᶓࡤいを♧す50๓ᚋで᥎⛣してࡁましたが、

ྠ年10᭶ᮇになると、10᭶1᪥࠿らのᾘ㈝⛯率ᘬࡁ上ࡆのᙳ㡪をཷけてୗ㝆しました。 

令和2年(2020年)は、新ᆺࢼࣟࢥのᙳ㡪にࡼり࠶らࡺるᴗ✀でᬒἣឤが大幅にᝏ化し、4᭶ᮇに

㐣ཤ最低の8.8までୗ㝆しました。そのᚋ、ᚎࠎにᾘ㈝ά動が回᚟し始めたことなど࠿ら大幅にᨵ

ၿし、10᭶ᮇには50に㏕る回᚟をぢせています。㸦図2-1-1-6㸧 
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資料）県統計分析課「青森県ᬒẼ䜴䜷䝑䝏䝱䞊調査」

図2-1-1-6 ᬒẼ⌧≧ุ᩿䠠䠥の᥎移（青森県）
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一方、᪥ᮏ㖟行㟷᳃ᨭᗑの県内௻ᴗ▷ᮇ⤒῭ほ ㄪᰝの⤖ᯝ࠿ら、௻ᴗのᬒἣឤをᴗἣุ᩿㹂㹇

(全⏘ᴗ)でみると、平成20年(2008年)9᭶の࣮ࣜࢡࢵࣙࢩ࣐ࣥᚋで࠶る平成21年(2009年)3᭶ᮇ

に37ࢫࢼ࢖࣐と大ࡃࡁୗ㝆したのࢫࢼ࢖࣐、ࡕᅪ内ながら回᚟ഴྥに࠶ったとこࢁ、平成23年(2011

年)3᭶にⓎ⏕した東᪥ᮏ大㟈⅏のᙳ㡪でྠ年6᭶ᮇに18ࢫࢼ࢖࣐と෌ࡧ大ࡃࡁୗ㝆しました。 

そのᚋは、᚟⯆㟂せや〇㐀ᴗにおける⿕⅏地の௦᭰⏕⏘➼にࡼり኎上がఙࡧたことや、東໭新ᖿ

⥺㛤ᴗຠᯝ➼にࡼり㣧㣗࣭ᐟ泊ࢫࣅ࣮ࢧでᬒἣឤのᨵၿがみらࢀたこと࠿ら回᚟ᇶㄪとなり、平成

24年(2012年)6᭶ᮇ以㝆、ᴫࢫࣛࣉࡡᅪ内で᥎⛣しました。平成26年(2014年)6᭶ᮇには、ᾘ㈝

⛯率ᘬࡁ上ࡆ๓の㥑け㎸み㟂せのᙳ㡪をཷけたᑠ኎やᘓタ➼のዲㄪにࡼりࢫࣛࣉ 11 の高Ỉ‽とな

りましたが、ྠ年9᭶ᮇ以㝆は、㥑け㎸み㟂せの཯動減、෇Ᏻにࡼる௙ධ౯᱁の上᪼➼のᙳ㡪࠿ら

ୗ㝆しました。 

平成 27 年(2015 年)6 ᭶ᮇ以㝆は、㐠㍺࣭㒑౽や༺኎などでᨵၿがみらࢀ回᚟ᇶㄪとなり、平成

29年(2017年)6᭶ᮇ࠿らはዲㄪを⥔ᣢしている〇㐀ᴗを中ᚰに高Ỉ‽が⥆ࡁ、平成30年(2018年)6

᭶ᮇには㠀〇㐀ᴗのዲㄪも࠶り9ࢫࣛࣉとなりました。し࠿し、ྠ年9᭶ᮇに㣗ᩱရや⇞ᩱの౯᱁

上᪼のᙳ㡪でややᝏ化したᚋ、ྠ年12᭶ᮇ以㝆は、〇㐀ᴗを中ᚰにୗ㝆ഴྥが⥆ࡁました。 

令和2年(2020年)は、新ᆺࢼࣟࢥがୡ⏺ⓗにὶ行し、ᐟ泊࣭㣧㣗ࢫࣅ࣮ࢧなどの㠀〇㐀ᴗが大ࡁ

6᭶ᮇにはឤᰁᣑ、ࡌに㌿ࢫࢼ࢖࣐りにࡪ8と8年ࢫࢼ࢖࣐りྠ年3᭶ᮇにࡼことにࡔࢇ㎸ࡕⴠࡃ

大のᙳ㡪が㣗ᩱရや㟁ẼᶵᲔなどの〇㐀ᴗにもἼཬしたことでࢫࢼ࢖࣐ 21 とࡉらに大ࡃࡁୗ㝆し

ました。9 ᭶ᮇ以㝆はᅜ内外の⤒῭ά動のᣢࡕ┤しにࡼり〇㐀ᴗ、㠀〇㐀ᴗともにᨵၿの動ࡁがみ

ら12、ࢀ᭶ᮇには6ࢫࢼ࢖࣐となっています。(図2-1-1-7)  
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（䠂䝫䜲䞁䝖） 図2-1-1-㻣 ௻ᴗのᴗἣุ᩿䠠䠥の᥎移（青森県）
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 平成31年࣭ 令和ඖ年(2019年)のᡃがᅜの⤒῭にಀるᬒἣุ᩿をみると、内㛶ᗓは、3᭶࠿ら⏕⏘や

㍺ฟにᙅࡉがみらࢀるとし、᪥ᮏ㖟行も、3᭶以㝆㍺ฟや⏕⏘㠃などにᾏ外⤒῭の減㏿のᙳ㡪がみら

に回᚟またはᣑ大しているとのぢゎを♧し࠿一年を通して、ᬒẼは⦆やࡰ࡯、るとしていますがࢀ

ています。この࠺ࡼな中で、ᮏ県⤒῭にಀるྛᶵ㛵のุ᩿をみると、3᭶࠿ら6᭶に࠿けて一部にᙅ

い動ࡁがみらࢀるとしつつも、⥲ࡌて⦆や࠿に回᚟しているとしています。 
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 令和2年(2020年)のᡃがᅜの⤒῭にಀるᬒἣุ᩿をみると、3᭶には内㛶ᗓ、᪥ᮏ㖟行ともに新ᆺ

回᚟ࠖのᩥゝを6年9ࠕるୗ方ಟṇを行っています。内㛶ᗓは、3᭶にᬒẼุ᩿のࡼのᙳ㡪にࢼࣟࢥ
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一方、᪥ᮏ㖟行㟷᳃ᨭᗑの県内௻ᴗ▷ᮇ⤒῭ほ ㄪᰝの⤖ᯝ࠿ら、௻ᴗのᬒἣឤをᴗἣุ᩿㹂㹇

(全⏘ᴗ)でみると、平成20年(2008年)9᭶の࣮ࣜࢡࢵࣙࢩ࣐ࣥᚋで࠶る平成21年(2009年)3᭶ᮇ

に37ࢫࢼ࢖࣐と大ࡃࡁୗ㝆したのࢫࢼ࢖࣐、ࡕᅪ内ながら回᚟ഴྥに࠶ったとこࢁ、平成23年(2011

年)3᭶にⓎ⏕した東᪥ᮏ大㟈⅏のᙳ㡪でྠ年6᭶ᮇに18ࢫࢼ࢖࣐と෌ࡧ大ࡃࡁୗ㝆しました。 

そのᚋは、᚟⯆㟂せや〇㐀ᴗにおける⿕⅏地の௦᭰⏕⏘➼にࡼり኎上がఙࡧたことや、東໭新ᖿ

⥺㛤ᴗຠᯝ➼にࡼり㣧㣗࣭ᐟ泊ࢫࣅ࣮ࢧでᬒἣឤのᨵၿがみらࢀたこと࠿ら回᚟ᇶㄪとなり、平成

24年(2012年)6᭶ᮇ以㝆、ᴫࢫࣛࣉࡡᅪ内で᥎⛣しました。平成26年(2014年)6᭶ᮇには、ᾘ㈝

⛯率ᘬࡁ上ࡆ๓の㥑け㎸み㟂せのᙳ㡪をཷけたᑠ኎やᘓタ➼のዲㄪにࡼりࢫࣛࣉ 11 の高Ỉ‽とな

りましたが、ྠ年9᭶ᮇ以㝆は、㥑け㎸み㟂せの཯動減、෇Ᏻにࡼる௙ධ౯᱁の上᪼➼のᙳ㡪࠿ら

ୗ㝆しました。 

平成 27 年(2015 年)6 ᭶ᮇ以㝆は、㐠㍺࣭㒑౽や༺኎などでᨵၿがみらࢀ回᚟ᇶㄪとなり、平成

29年(2017年)6᭶ᮇ࠿らはዲㄪを⥔ᣢしている〇㐀ᴗを中ᚰに高Ỉ‽が⥆ࡁ、平成30年(2018年)6

᭶ᮇには㠀〇㐀ᴗのዲㄪも࠶り9ࢫࣛࣉとなりました。し࠿し、ྠ年9᭶ᮇに㣗ᩱရや⇞ᩱの౯᱁

上᪼のᙳ㡪でややᝏ化したᚋ、ྠ年12᭶ᮇ以㝆は、〇㐀ᴗを中ᚰにୗ㝆ഴྥが⥆ࡁました。 

令和2年(2020年)は、新ᆺࢼࣟࢥがୡ⏺ⓗにὶ行し、ᐟ泊࣭㣧㣗ࢫࣅ࣮ࢧなどの㠀〇㐀ᴗが大ࡁ

6᭶ᮇにはឤᰁᣑ、ࡌに㌿ࢫࢼ࢖࣐りにࡪ8と8年ࢫࢼ࢖࣐りྠ年3᭶ᮇにࡼことにࡔࢇ㎸ࡕⴠࡃ

大のᙳ㡪が㣗ᩱရや㟁ẼᶵᲔなどの〇㐀ᴗにもἼཬしたことでࢫࢼ࢖࣐ 21 とࡉらに大ࡃࡁୗ㝆し

ました。9 ᭶ᮇ以㝆はᅜ内外の⤒῭ά動のᣢࡕ┤しにࡼり〇㐀ᴗ、㠀〇㐀ᴗともにᨵၿの動ࡁがみ

ら12、ࢀ᭶ᮇには6ࢫࢼ࢖࣐となっています。(図2-1-1-7)  
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 平成31年࣭ 令和ඖ年(2019年)のᡃがᅜの⤒῭にಀるᬒἣุ᩿をみると、内㛶ᗓは、3᭶࠿ら⏕⏘や

㍺ฟにᙅࡉがみらࢀるとし、᪥ᮏ㖟行も、3᭶以㝆㍺ฟや⏕⏘㠃などにᾏ外⤒῭の減㏿のᙳ㡪がみら

に回᚟またはᣑ大しているとのぢゎを♧し࠿一年を通して、ᬒẼは⦆やࡰ࡯、るとしていますがࢀ

ています。この࠺ࡼな中で、ᮏ県⤒῭にಀるྛᶵ㛵のุ᩿をみると、3᭶࠿ら6᭶に࠿けて一部にᙅ

い動ࡁがみらࢀるとしつつも、⥲ࡌて⦆や࠿に回᚟しているとしています。 

ෆ㛶ᗓ ᪥ᮏ㖟⾜ ᪥ᮏ㖟⾜青森ᨭᗑ 青森㈈ົ஦ົᡤ 青森㖟⾜ 青森県

බ⾲᭶ ᭶౛⤒῭ሗ࿌ࠖࠕ ౯᝟ໃのᒎᮃࠖ≀࣭῭⤒ࠕ 県ෆ㔠⼥⤒῭ᴫἣࠖࠕ
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࡟࠿ࡸ⦅ࠊののࡶࡿ࠸࡚
ᅇ᚟ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

ࡸ㏿ᾏእ⤒῭のῶࠊࡣᅜのᬒẼࡀࢃ
⮬↛⅏ᐖ࡝࡞のᙳ㡪ࡽ࠿㍺ฟ࣭⏕⏘
ࡳࡀࡁのືࡵᙅ࡟㠃ࢻࣥ࢖࣐௻ᴗࡸ
の๓࡬ᨭฟࡽ࠿ᡤᚓࠊののࡶࡿࢀࡽ
࡜ࡶࡃാࡀ࣒ࢬࢽ࣓࢝⎔のᚠࡁྥ
࡚ࡋᣑ኱࡟࠿ࡸ⦅ࡣ࡚ࡋ࡜ᇶㄪࠊ࡛
ࠋࡿ࠸

ۃ 㸫 ۃ ۃ

ࡌྠ࡜๓ᅇࡣࠖۃࠕͤ

ᶵ㛵ྡ
඲ᅜ 県ෆ

 

 

㸺௧࿴�ᖺ�����ᖺ�㸼 

 令和2年(2020年)のᡃがᅜの⤒῭にಀるᬒἣุ᩿をみると、3᭶には内㛶ᗓ、᪥ᮏ㖟行ともに新ᆺ

回᚟ࠖのᩥゝを6年9ࠕるୗ方ಟṇを行っています。内㛶ᗓは、3᭶にᬒẼุ᩿のࡼのᙳ㡪にࢼࣟࢥ
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ᝏ化ࠖࠕりにࡪᚋの平成21年(2009年)5᭶以᮶11年ࢡࢵࣙࢩ࣐࣮ࣥࣜ、りに๐㝖し、4᭶にはࡪ᭶࢝

の⾲⌧を౑⏝しました。6᭶になるとࠕᝏ化ࠖを๐㝖して2年5࢝᭶ࡪりに上方ಟṇを行い、7᭶以㝆

はᣢࡕ┤しの動ࡁがみらࢀるとしています。᪥ᮏ㖟行は、7᭶まではࢃࡁࠕめてཝしい≧態 とࠖして

いましたが、9᭶以㝆は上方ಟṇを行っています。この࠺ࡼな中で、ᮏ県⤒῭にಀるྛᶵ㛵のุ᩿を

みると、3᭶まではࠕ回᚟ のࠖᩥゝが࠶りましたが、4᭶にはいࢀࡎのᶵ㛵もୗ方ಟṇを行い、5᭶に

は᪥ᮏ㖟行㟷᳃ᨭᗑがึめてᬒẼุ᩿にࠕᝏ化 のࠖ⾲⌧を౑⏝しました。7᭶࠿らはᚎࠎに上方ಟṇ

がみら12、ࢀ᭶には、ᬒẼは⦆や࠿にᣢࡕ┤しつつ࠶るとのぢゎがከᩘを༨めています。 

ෆ㛶ᗓ ᪥ᮏ㖟⾜ ᪥ᮏ㖟⾜青森ᨭᗑ 青森㈈ົ஦ົᡤ 青森㖟⾜ 青森県

බ⾲᭶ ᭶౛⤒῭ሗ࿌ࠖࠕ ౯᝟ໃのᒎᮃࠖ≀࣭῭⤒ࠕ 県ෆ㔠⼥⤒῭ᴫἣࠖࠕ
県ෆ⤒῭᝟ໃሗ࿌ࠖࠕ

㸦ᅄ༙ᮇẖ㸧

㏆のᬒẼືྥࠖ᭱ࠕ
青森県⤒῭のᴫἣࠕ

�5���㹼�ࠖ
青森県⤒῭⤫ィሗ࿌ࠖࠕ

5���

ᬒẼࠊࡣ㍺ฟࡀᘬࡁ⥆ࡁ
ᙅྵࠊ࡛࠿࡞ࡴ〇㐀ᴗࢆ
୰ᚰ࡟ᙅ୍ࡀࡉẁ࡜ቑࡋ
࡟࠿ࡸ⦅ࠊののࡶࡿ࠸࡚
ᅇ᚟ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

ࡸ㏿ᾏእ⤒῭のῶࠊࡣᅜのᬒẼࡀࢃ
⮬↛⅏ᐖ࡝࡞のᙳ㡪ࡽ࠿㍺ฟ࣭⏕⏘
ࡳࡀࡁのືࡵᙅ࡟㠃ࢻࣥ࢖࣐௻ᴗࡸ
の๓࡬ᨭฟࡽ࠿ᡤᚓࠊののࡶࡿࢀࡽ
࡜ࡶࡃാࡀ࣒ࢬࢽ࣓࢝⎔のᚠࡁྥ
࡚ࡋᣑ኱࡟࠿ࡸ⦅ࡣ࡚ࡋ࡜ᇶㄪࠊ࡛
ࠋࡿ࠸

㸫
県ෆ⤒῭࡟࠿ࡸ⦅ࠊࡣᣢ
ࠋࡿ࠸࡚ࡋ┤ࡕ

᭱㏆の県ෆ⤒῭ࠊࡣᾘ㈝
ቑ⛯のᙳ㡪ࡀṧࠊ࠿࡞ࡿ
ಶ人ᾘ㈝の୍㒊࡟ᙅࡀࡉ
ᅇ࡞࠿ࡸ⦅ࠊࡀࡿࢀࡽࡳ
᚟ᇶㄪࠋࡿ࠶࡟

ᮏ県⤒῭࡟࠿ࡸ⦅ࠊࡣᅇ
᚟ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

5���

ᬒẼࠊࡣ㍺ฟࡀᙅྵ࡞ࡴ
ᙅ࡟୰ᚰࢆ〇㐀ᴗࠊ࡛࠿
ࡀែ≦ࡓࡋቑ࡜ẁ୍ࡀࡉ
ࡸ⦅ࠊののࡶࡿ࠸࡚࠸⥆
ࠋࡿ࠸࡚ࡋᅇ᚟࡟࠿

㸫

県ෆのᬒẼ୍ࠊࡣ㒊࡟ᙅ
ࠊࡀࡿࢀࡽࡳࡀࡁのືࡵ
࠶࡟ᅇ᚟ᇶㄪ࡞࠿ࡸ⦅
ࠋࡿ

㸫

᭱㏆の県ෆ⤒῭ࠊࡣᾘ㈝
ቑ⛯のᙳ㡪ࡀṧࠊ࠿࡞ࡿ
ಶ人ᾘ㈝࡟ᙅࢀࡽࡳࡀࡉ
ᅇ᚟ᇶㄪ࡞࠿ࡸ⦅ࠊࡀࡿ
ࠋࡿ࠶࡟

ᮏ県⤒῭࡟࠿ࡸ⦅ࠊࡣᅇ
᚟ࠊࡋࡔࡓࠋࡿ࠸࡚ࡋᾘ
㈝のືྥࡣ࡚࠸ࡘ࡟ᘬࡁ
ࡀᚲせࡃ࠸࡚ࡋὀどࡁ⥆
ࠋࡿ࠶

5��3

ᬒẼࠊࡣ᪂ᆺ࢖࢘ࢼࣟࢥ
ࡼ࡟ឤᰁ⑕のᙳ㡪ࢫࣝ
ࡋୗᢲ࡟㊊ୗ࡛኱ᖜࠊࡾ
ἣ≦࠸ࡋཝࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ
ࠋࡿ࠶࡟

ࣝ࢖࢘ࢼࣟࢥ᪂ᆺࠊࡣᅜのᬒẼࡀࢃ
ࠊࡾࡼ࡟のᙳ㡪࡝࡞ឤᰁ⑕のᣑ኱ࢫ
ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜ࡁື࠸ᙅࢁࡇ࡜のࡇ
㏿᫖ᖺ᮶のᾏእ⤒῭のῶࠊࡕࢃ࡞ࡍ
እ㟂のῶࡿࡍ࡜୰ᚰࢆ୰ᅜࠊ࠼ຍ࡟
ᑡࡸ⏕⏘೵Ṇ࡟క࠺ᅜ㝿ⓗࣛࣉࢧ࡞
ᅜࡀᡃࠊࡾࡼ࡟のᙳ㡪࡬࣮࢙ࣥࢳ࢖
の㍺ฟ࣭⏕⏘ࡶῶᑡࠋࡿ࠸࡚ࡋ

県ෆのᬒẼࠊࡣᇶㄪࡋ࡜
࡚ࡁ࡚ࡋᅇ᚟࡟࠿ࡸ⦅࡚
᪂ᆺࡣ࡛࡜ࡶ㊊ࠊࡀࡿ࠸
ឤᰁ⑕のࢫࣝ࢖࢘ࢼࣟࢥ
ᙳ㡪ࡽ࠿ୗᢲࡋᅽຊࡀᙉ
ࠋࡿ࠸࡚ࡗࡲ

㸫

᭱㏆の県ෆ⤒῭ࠊࡣᾘ㈝
ቑ⛯のᙳ㡪ࡀṧࠊ࠿࡞ࡿ
ࡿ࠶࡟ᅇ᚟ᇶㄪ࡞࠿ࡸ⦅
࢖࢘ࢼࣟࢥ᪂ᆺࠊののࡶ
ᝏࡿࡼ࡟のឤᰁᣑ኱ࢫࣝ
ᙳ㡪ࡀᠱᛕࠋࡿࢀࡉ

ۃ

5���

ᬒẼࠊࡣ᪂ᆺ࢖࢘ࢼࣟࢥ
ࡼ࡟ឤᰁ⑕のᙳ㡪ࢫࣝ
࠾࡚ࡋᝏ໬࡟㏿ᛴࠊࡾ
࡟ἣ≦࠸ࡋཝ࡚ࡵᴟࠊࡾ
ࠋࡿ࠶

᪂ᆺࡿࡅ࠾࡟ෆእࠊࡣᅜのᬒẼࡀࢃ
ឤᰁ⑕のᣑ኱のᙳ㡪ࢫࣝ࢖࢘ࢼࣟࢥ
ࠋࡿ࠸࡚ࡋቑࢆࡉࡋཝࠊࡾࡼ࡟

県ෆのᬒẼࠊࡣ᪂ᆺࣟࢥ
ឤᰁ⑕のឤᰁࢫࣝ࢖࢘ࢼ
ᣑ኱のᙳ㡪ࡽ࠿ᙅྵ࡛ࢇ
ࠋࡿ࠸

県ෆ⤒῭ࠊࡣ᪂ᆺࢼࣟࢥ
࡟ឤᰁ⑕のᙳ㡪ࢫࣝ࢖࢘
ࡉᢚไࡀάື῭⤒ࠊࡾࡼ
ࡃࡁ㊊ୗ࡛኱ࠊ࠿࡞ࡿࢀ
ୗᢲࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉࡋཝࡋ
ࠋࡿ࠶࡟ἣ≦࠸

᪂ᆺࢫࣝ࢖࢘ࢼࣟࢥのឤ
ᰁᣑ኱のᙳ㡪ࠊࡅཷࢆᝏ
໬ࠋࡿ࠶ࡘࡘࡋ

ᮏ県⤒῭࡞࠿ࡸ⦅ࠊࡣᅇ
᚟ࠊࡀࡓࡁ࡚࠸⥆ࡀ᪂ᆺ
ឤᰁ⑕のࢫࣝ࢖࢘ࢼࣟࢥ
ᙳ㡪ࠊࡾ࠾࡚ࡌ⏕ࡀᬒẼ
のᝏ໬ࡀᠱᛕࠋࡿࢀࡉ

5���

ᬒẼࠊࡣ᪂ᆺ࢖࢘ࢼࣟࢥ
ࡼ࡟ឤᰁ⑕のᙳ㡪ࢫࣝ
࡚࠸⥆ࡀᝏ໬࡞㏿ᛴࠊࡾ
ἣ≦࠸ࡋཝ࡚ࡵᴟࠊࡾ࠾
ࠋࡿ࠶࡟

㸫

県ෆのᬒẼࠊࡣ᪂ᆺࣟࢥ
ឤᰁ⑕のឤᰁࢫࣝ࢖࢘ࢼ
ᣑ኱のᙳ㡪ࡽ࠿ᝏ໬࡚ࡋ
ࠋࡿ࠸

㸫
᪂ᆺࢫࣝ࢖࢘ࢼࣟࢥឤᰁ
ᣑ኱のᙳ㡪ࠊࡾࡼ࡟ᛴ⃭
ࠋࡿ࠸࡚ࡋᝏ໬࡟

ᮏ県⤒῭ࠊࡣᙅྵ࠸࡛ࢇ
ࠋࡿ

5���

ᬒẼࠊࡣ᪂ᆺ࢖࢘ࢼࣟࢥ
ࡼ࡟ឤᰁ⑕のᙳ㡪ࢫࣝ
࡟ἣ≦࠸ࡋཝ࡚ࡵᴟࠊࡾ
ࡘࡘࡾࡲṆࡆୗࠊࡀࡿ࠶
ࠋࡿ࠶

᪂ᆺࡿࡅ࠾࡟ෆእࠊࡣᅜのᬒẼࡀࢃ
ࡼ࡟ឤᰁ⑕のᙳ㡪ࢫࣝ࢖࢘ࢼࣟࢥ
ࠋࡿ࠶࡟ែ≦࠸ࡋཝ࡚ࡵࢃࡁࠊࡾ

ۃ 㸫 ۃ

ᮏ県⤒῭ࠊࡣ᪂ᆺࢼࣟࢥ
ࡼ࡟のឤᰁᣑ኱ࢫࣝ࢖࢘
࠸࡚ࡋᝏ໬ࠊࡽ࠿ᙳ㡪ࡿ
ࠋࡿ

5���

ᬒẼࠊࡣ᪂ᆺ࢖࢘ࢼࣟࢥ
ࡼ࡟ឤᰁ⑕のᙳ㡪ࢫࣝ
≦࠸ࡋཝ࡚ࡋ࡜↛౫ࠊࡾ
ἣࡇࠊࡀࡿ࠶࡟のࢁࡇ࡜
ᣢࡋ┤ࡕのືࢀࡽࡳࡀࡁ
ࠋࡿ

࡟ࠎᚎࡣάື῭⤒ࠊࡣᅜのᬒẼࡀࢃ
෌㛤ࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋෆእ࡛᪂ᆺࢼࣟࢥ
ࡳࡁ⥆ࡁᘬࡀឤᰁ⑕のᙳ㡪ࢫࣝ࢖࢘
ែ≦࠸ࡋཝ࡚ࡵࢃࡁࠊ࡛࡜ࡶࡿࢀࡽ
ࠋࡿ࠶࡟

᪂ᆺࢫࣝ࢖࢘ࢼࣟࢥឤᰁ
⑕のᙳ㡪࡜ࡶࡿࢀࡽࡳࡀ
㒊୍ࠊࡣ県ෆのᬒẼࠊ࡛
ࡿ࠶ࡀࡁのືࡋ┤ࡕᣢ࡟
⥆ࡀែ≦࠸ࡋཝࠊののࡶ
ࠋࡿ࠸࡚࠸

県ෆ⤒῭ࠊࡣ᪂ᆺࢼࣟࢥ
࡟ឤᰁ⑕のᙳ㡪ࢫࣝ࢖࢘
࠸⥆ࡀἣ≦࠸ࡋཝࠊࡾࡼ
ࠋࡿ࠸࡚

᪂ᆺࢫࣝ࢖࢘ࢼࣟࢥឤᰁ
ᣑ኱のᙳ㡪ࠊࡾࡼ࡟ᝏ໬
ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

ᮏ県⤒῭ࠊࡣ᪂ᆺࢼࣟࢥ
࠿ឤᰁ⑕のᙳ㡪ࢫࣝ࢖࢘
ࠋࡿ࠸࡚ࡋᝏ໬ࠊࡽ

5��� ۃ 㸫 㸫 㸫
᪂ᆺࢫࣝ࢖࢘ࢼࣟࢥឤᰁ
⑕のᙳ㡪ࠊࡾࡼ࡟ᗏ㏺࠸
の≧ἣࠋࡿ࠸࡚࠸⥆ࡀ

ᮏ県⤒῭ࠊࡣ᪂ᆺࢼࣟࢥ
࠿ឤᰁ⑕のᙳ㡪ࢫࣝ࢖࢘
࡚࠸⥆ࡀἣ≦࠸ࡋཝࠊࡽ
ࠋࡿ࠸

5��� ۃ

᪂ᆺࡿࡅ࠾࡟ෆእࠊࡣᅜのᬒẼࡀࢃ
ᘬࡽ࠿ឤᰁ⑕のᙳ㡪ࢫࣝ࢖࢘ࢼࣟࢥ
ά῭⤒ࠊࡀࡿ࠶࡟ែ≦࠸ࡋཝࡁ⥆ࡁ
┤ࡕᣢࠊ࡛࡜ࡶࡿࡍ෌㛤࡟ࠎᚎࡀື
ࠋࡿ࠶ࡘࡘࡋ

᪂ᆺࢫࣝ࢖࢘ࢼࣟࢥឤᰁ
⑕のᙳ㡪࡜ࡶࡿࢀࡽࡳࡀ
㒊୍ࠊࡣ県ෆのᬒẼࠊ࡛
ࡿ࠶ࡀࡁのືࡋ┤ࡕᣢ࡟
⥆ࡀែ≦࠸ࡋཝࠊののࡶ
ࠋࡿ࠸࡚࠸

㸫
୍㒊࡟ᣢࡋ┤ࡕのືࡀࡁ
࠸ᗏ㏺ࠊののࡶࡿࢀࡽࡳ
の≧ែࠋࡿ࠸࡚࠸⥆ࡀ

ۃ

5����

ᬒẼࠊࡣ᪂ᆺ࢖࢘ࢼࣟࢥ
ࡼ࡟ឤᰁ⑕のᙳ㡪ࢫࣝ
≦࠸ࡋཝ࡚ࡋ࡜↛౫ࠊࡾ
ἣࠊࡀࡿ࠶࡟ᣢࡋ┤ࡕの
ࠋࡿࢀࡽࡳࡀࡁື

᪂ᆺࡿࡅ࠾࡟ෆእࠊࡣᅜのᬒẼࡀࢃ
ᘬࡽ࠿ឤᰁ⑕のᙳ㡪ࢫࣝ࢖࢘ࢼࣟࢥ
ά῭⤒ࠊࡀࡿ࠶࡟ែ≦࠸ࡋཝࡁ⥆ࡁ
࠸࡚ࡋ┤ࡕᣢࠊ࡛࡜ࡶࡿࡍ෌㛤ࡀື
ࠋࡿ

県ෆのᬒẼࠊࡣ᪂ᆺࣟࢥ
ឤᰁ⑕のᙳ㡪ࢫࣝ࢖࢘ࢼ
ែ≦࠸ࡋཝࡁ⥆ࡁᘬࡽ࠿
ࡘࡘࡋ┤ࡕᣢࠊࡀࡿ࠶࡟
ࠋࡿ࠶

᪂ᆺࢫࣝ࢖࢘ࢼࣟࢥឤᰁ
⑕のᙳ㡪ࠊࡾࡼ࡟ཝ࠸ࡋ
≧ἣࡶࡿ࠶࡟ののࡸ⦅ࠊ
ࠋࡿ࠶ࡘࡘࡋ┤ࡕᣢ࡟࠿

ۃ

ᮏ県⤒῭୍ࠊࡣ㒊࡟ᣢࡕ
ࡶࡿࢀࡽࡳࡀࡁのືࡋ┤
ののࠊ᪂ᆺࣝ࢖࢘ࢼࣟࢥ
ཝࠊࡽ࠿ឤᰁ⑕のᙳ㡪ࢫ
ࠋࡿ࠸࡚࠸⥆ࡀἣ≦࠸ࡋ

5���� ۃ 㸫

県ෆのᬒẼࠊࡣ᪂ᆺࣟࢥ
ឤᰁ⑕のᙳ㡪ࢫࣝ࢖࢘ࢼ
ែ≦࠸ࡋཝࡁ⥆ࡁᘬࡽ࠿
ࡕᣢࡣ࡛࡜ࡶ㊊ࠊࡾ࠶࡟
ࡀ᭹ឤ୍ࡶ࡟ࡁのືࡋ┤
ࠋࡿࢀࡽࡳ

㸫 ۃ ۃ

5���� ۃ

᪂ᆺࡿࡅ࠾࡟ෆእࠊࡣᅜのᬒẼࡀࢃ
ᘬࡽ࠿ឤᰁ⑕のᙳ㡪ࢫࣝ࢖࢘ࢼࣟࢥ
┤ࡕᣢࠊࡀࡿ࠶࡟ែ≦࠸ࡋཝࡁ⥆ࡁ
ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

県ෆのᬒẼࠊࡣ᪂ᆺࣟࢥ
ឤᰁ⑕のᙳ㡪ࢫࣝ࢖࢘ࢼ
ែ≦࠸ࡋཝࡁ⥆ࡁᘬࡽ࠿
ࡕᣢ࡟࠿ࡸ⦅ࠊࡀࡿ࠶࡟
ࠋࡿ࠶ࡘࡘࡋ┤

㸫
᪂ᆺࢼࣟࢥのᙳ㡪ࡽ࠿ཝ
ࡸ⦅ࠊࡀࡿ࠶࡟ἣ≦࠸ࡋ
ࠋࡿ࠶ࡘࡘࡋ┤ࡕᣢ࡟࠿

ۃ

ࡌྠ࡜๓ᅇࡣࠖۃࠕͤ
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3 県民経済計算からみた本県経済 

(1) 平成30年度(2018年度)の本県経済 

県では、毎年度、企業の生産活動を含む県内及び県民の1年間の経済活動の実態を、総合的・体

系的に把握するため「青森県県民経済計算」を推計しており、令和3年(2021年)1月に最新の平成

30年度分を公表しました。 

平成30年度(2018 年度)の本県経済をみると、県内総生産は名目7で 4兆 3,744 億円、実質 7で4

兆2,374億円となり、経済成長率は名目で1.3％の減少、実質では1.5％の減少と、名目、実質とも

3年連続のマイナス成長となりました。(図2-1-3-1、表2-1-1～2) 
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県内総生産(生産側、名目)4兆3,744億円を産業別にみると、第1次産業では、農業が前年度並

みだったものの、するめいかの漁獲量の大幅な減少やホタテガイの販売価格の低下の影響などによ

り水産業が減少したことなどから、前年度に比べ2.8％減の2,077億円となりました。 

 第2次産業では、公共土木の増加により建設業がやや増加したものの、一次金属が大幅に減少し

たことなどにより製造業が減少したことなどから、前年度に比べ6.2％減の 9,190 億円となりまし

た。 

 第3次産業では、不動産業、卸売・小売業、宿泊・飲食サービス業などが減少した一方、専門・

科学技術、業務支援サービス業、保健衛生・社会事業などが増加したことなどから、前年度に比べ

0.0％増(15億円増)の3兆2,728億円となりました。(表2-1-1) 

 

 

 

 

 

                         
7 名目・実質 …名目値は、その時点の価格で評価した値であり、これを基準年次の価格で評価し直し、価格変動

による増減の影響を除去したものが実質値となる。 

資料) 県統計分析課「平成30 年度県民経済計算」、内閣府「平成30 年度国民経済計算」 

図2-1-3-1 経済成長率の推移（青森県・全国） 
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3 県民経済計算からみた本県経済 

(1) 平成30年度(2018年度)の本県経済 

県では、毎年度、企業の生産活動を含む県内及び県民の1年間の経済活動の実態を、総合的・体

系的に把握するため「青森県県民経済計算」を推計しており、令和3年(2021年)1月に最新の平成

30年度分を公表しました。 

平成30年度(2018 年度)の本県経済をみると、県内総生産は名目7で 4兆 3,744 億円、実質 7で4

兆2,374億円となり、経済成長率は名目で1.3％の減少、実質では1.5％の減少と、名目、実質とも

3年連続のマイナス成長となりました。(図2-1-3-1、表2-1-1～2) 
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県内総生産(生産側、名目)4兆3,744億円を産業別にみると、第1次産業では、農業が前年度並

みだったものの、するめいかの漁獲量の大幅な減少やホタテガイの販売価格の低下の影響などによ

り水産業が減少したことなどから、前年度に比べ2.8％減の2,077億円となりました。 

 第2次産業では、公共土木の増加により建設業がやや増加したものの、一次金属が大幅に減少し

たことなどにより製造業が減少したことなどから、前年度に比べ6.2％減の 9,190 億円となりまし

た。 

 第3次産業では、不動産業、卸売・小売業、宿泊・飲食サービス業などが減少した一方、専門・

科学技術、業務支援サービス業、保健衛生・社会事業などが増加したことなどから、前年度に比べ

0.0％増(15億円増)の3兆2,728億円となりました。(表2-1-1) 

 

 

 

 

 

                         
7 名目・実質 …名目値は、その時点の価格で評価した値であり、これを基準年次の価格で評価し直し、価格変動

による増減の影響を除去したものが実質値となる。 

資料) 県統計分析課「平成30 年度県民経済計算」、内閣府「平成30 年度国民経済計算」 

図2-1-3-1 経済成長率の推移（青森県・全国） 
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経済成長率(名目)を経済活動別増加寄与度でみると、平成30 年度(2018 年度)の名目経済成長率

マイナス1.3％に対してプラスに寄与した経済活動は、プラス0.29ポイントの専門・科学技術、業

務支援サービス業、次いでプラス0.23ポイントの保健衛生・社会事業などとなりました。 

一方、マイナスに寄与した経済活動は、マイナス1.45 ポイントの製造業、次いでマイナス0.43

ポイントの不動産業などとなりました。 (図2-1-3-2) 
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図2-1-3-2 経済活動別総生産増加寄与度（名目）

農林水産業 鉱業
製造業 電気・ガス・水道・廃棄物処理業
建設業 卸売・小売業
運輸・郵便業 宿泊・飲食サービス業
情報通信業 金融・保険業
不動産業 専門・科学技術、業務支援サービス業
公務 教育
保健衛生・社会事業 その他のサービス
税等 合 計

資料）県統計分析課「平成30年度県民経済計算」

（％）

 

 

次に、県民所得についてみると、県民所得は前年度に比べ1.3％減の3兆1,665億円となりまし

た。これを項目別にみると、雇用者報酬は、賃金・俸給が増加したことなどから、前年度に比べ0.5％

増の2兆1,281億円となりました。財産所得は、家計の受取利子が増加したことなどから、前年度

に比べ11.4％増の1,409億円となりました。企業所得は、民間法人企業や個人企業が減少したこと

などから、前年度に比べ7.0％減の8,976億円となりました。(図2-1-3-3、表2-1-3) 

また、県民所得を総人口で除した１人当たり県民所得は、前年度に比べ0.1％減の250万7千円

となり、国民所得を100とした場合の水準は、前年度に比べて0.9ポイント低下の78.4となりまし

た。 

これは、本県の平成30年度(2018年度)の総人口が1.2％の減少となった一方で、県民所得が1.3％

の減少となったためです。(図2-1-3-4) 
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経済成長率(名目)を経済活動別増加寄与度でみると、平成30 年度(2018 年度)の名目経済成長率

マイナス1.3％に対してプラスに寄与した経済活動は、プラス0.29ポイントの専門・科学技術、業

務支援サービス業、次いでプラス0.23ポイントの保健衛生・社会事業などとなりました。 

一方、マイナスに寄与した経済活動は、マイナス1.45 ポイントの製造業、次いでマイナス0.43

ポイントの不動産業などとなりました。 (図2-1-3-2) 
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図2-1-3-2 経済活動別総生産増加寄与度（名目）

農林水産業 鉱業
製造業 電気・ガス・水道・廃棄物処理業
建設業 卸売・小売業
運輸・郵便業 宿泊・飲食サービス業
情報通信業 金融・保険業
不動産業 専門・科学技術、業務支援サービス業
公務 教育
保健衛生・社会事業 その他のサービス
税等 合 計

資料）県統計分析課「平成30年度県民経済計算」

（％）

 

 

次に、県民所得についてみると、県民所得は前年度に比べ1.3％減の3兆1,665億円となりまし

た。これを項目別にみると、雇用者報酬は、賃金・俸給が増加したことなどから、前年度に比べ0.5％

増の2兆1,281億円となりました。財産所得は、家計の受取利子が増加したことなどから、前年度

に比べ11.4％増の1,409億円となりました。企業所得は、民間法人企業や個人企業が減少したこと

などから、前年度に比べ7.0％減の8,976億円となりました。(図2-1-3-3、表2-1-3) 

また、県民所得を総人口で除した１人当たり県民所得は、前年度に比べ0.1％減の250万7千円

となり、国民所得を100とした場合の水準は、前年度に比べて0.9ポイント低下の78.4となりまし

た。 

これは、本県の平成30年度(2018年度)の総人口が1.2％の減少となった一方で、県民所得が1.3％

の減少となったためです。(図2-1-3-4) 
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図2-1-3-3 県民所得の内訳

県民雇用者報酬 財産所得（非企業部門） 企業所得（企業部門の第１次所得バランス）

（億円）

資料）県統計分析課「平成30年度県民経済計算」
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図2-1-3-4 1人当たり県民所得（青森県、全国）の推移

県民所得 国民所得 県民所得水準（右軸）

資料）県統計分析課「平成30年度県民経済計算」、内閣府「平成30年度国民経済計算年報」
 

また、県内総生産(支出側)(名目)の総額4兆3,744億円を項目別にみると、民間最終消費支出は、

その大半を占める家計最終消費支出が、住居・電気・ガス・水道が減少したことなどから、前年度

に比べ1.3％減の2兆7,549 億円となりました。政府最終消費支出は、国(国出先機関)が増加した

ことなどから、前年度に比べ0.8％増の1兆3,153 億円となりました。県内総資本形成は、総固定

資本形成で民間の企業設備が減少したことなどから、前年度に比べ7.6％減の1兆1,714億円とな

りました。(表2-1-4) 
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資料）県統計分析課「平成30年度県民経済計算」、内閣府「平成30年度国民経済計算年報」
 

また、県内総生産(支出側)(名目)の総額4兆3,744億円を項目別にみると、民間最終消費支出は、

その大半を占める家計最終消費支出が、住居・電気・ガス・水道が減少したことなどから、前年度

に比べ1.3％減の2兆7,549 億円となりました。政府最終消費支出は、国(国出先機関)が増加した

ことなどから、前年度に比べ0.8％増の1兆3,153 億円となりました。県内総資本形成は、総固定

資本形成で民間の企業設備が減少したことなどから、前年度に比べ7.6％減の1兆1,714億円とな

りました。(表2-1-4) 
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��� 県ෆ⥲⏕⏘�ྡ┠࣭ᐇ㉁�のᐇ㢠の᥎⛣ 

県内⥲⏕⏘のྡ┠್とᐇ㉁್の᥎⛣をみると、平成26 年ᗘ(2014 年ᗘ)以㝆はྡ┠್がᐇ㉁್を

上回っています。 

平成18年ᗘ(2006年ᗘ)以㝆の8࣮ࢱ࣮ࣞࣇࢹの᥎⛣をみると、平成21年ᗘ(2009年ᗘ)࠿ら平成

25年ᗘ(2013年ᗘ)まではୗ㝆ഴྥに࠶りましたが、平成26年ᗘ(2014年ᗘ)以㝆は上᪼しています。

こࢀは、≀౯のఙࡧが࠿ࢫࢼ࢖࣐らࢫࣛࣉに㌿᥮したためで࠶り、いࡺࢃるࣞࣇࢹ≧ἣ࠿らの⬺༷

の動ࡁにࡼるものと⪃えらࢀます。 

内㛶ᗓの᭶౛⤒῭ሗ࿌においては、平成21年(2009年)11᭶にࣞࣇࢹ≧ἣのㄆ㆑が♧ࢀࡉたもの

の、平成25年(2013年)12᭶にࠖࣞࣇࢹࠕとい࠺⾲⌧は๐㝖ࢀࡉています。(図2-1-3-5) 
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資料）県統計分析課「ᖹᡂ3㻜年ᗘ県Ẹ⤒῭計⟬」 䈜䝕䝣䝺䞊䝍䞊䠙ྡ┠㾂ᐇ㉁㽢1㻜㻜

図2-1-3-5 県ෆ⥲生産のᐇ㢠の᥎移（青森県）
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（ᖹᡂ23年ᬺ年䠙100）

 

 

�3� ᅜẸ⤒῭ィ⟬࡜のẚ㍑ࡿࡼ࡟ᮏ県⤒  ̈̀

平成30年ᗘ(2018年ᗘ)のᮏ県の県内⥲⏕⏘(ྡ┠)について、平成30年(2018年)のᅜ内⥲⏕⏘(ྡ

┠)と比較し、その特ᚩをみてみます。 

まࡎ、⏘ᴗ別(〇㐀ᴗは中ศ㢮別)に⥲⏕⏘の特化ಀᩘ9をみると、1.0を上回っているのは、▼⅊

▼の⏕⏘がከいことにࡼる㖔ᴗ、ᮏ県のᇶᖿ⏘ᴗで࠶る農ᯘỈ⏘ᴗの࠿࡯、ಖ೺⾨⏕࣭♫఍஦ᴗ、

ᘓタᴗなどで、〇㐀ᴗでは࣭ࣉࣝࣃ⣬、⣬加ᕤရ、一次㔠ᒓなどが࠶ります。なお、බົやᩍ⫱が

                         
ࢱ࣮ࣞࣇࢹ 8  ࣮ ͐ྡ┠౯㢠࠿らᐇ㉁౯㢠を⟬ฟするために⏝いらࢀる౯᱁ᣦᩘをい࠺。県Ẹ⤒῭ィ⟬では、ᵓ成

㡯┠ࡈとの࣮ࢱ࣮ࣞࣇࢹにࡼりྡ┠್࠿らᐇ㉁್をồめ、全体としての࣮ࢱ࣮ࣞࣇࢹはྡ┠್をྛᵓ成㡯┠のᐇ㉁

್の合ィで㝖してồめらࢀる。 
9 特化ಀ  ᩘ ͐ᵓ成比率を上఩㞟ᅋのᵓ成比率で割ってᚓたィᩘをいい、ᮏ✏では、ࠕ県の⥲⏕⏘の⏘ᴗ別ᵓ成比㸦年

ᗘ㸧¹全ᅜの⥲⏕⏘の⏘ᴗ別ᵓ成比㸦ᬺ年㸧ࠖ で⟬ฟした。特化ಀᩘが1.0を超えていࡤࢀ、県はその⏘ᴗに特化

しているといえる。なお、ᵓ成比率の比較で࠶ること࠿ら、⏕⏘つᶍそのものの大ࡉࡁを♧すものではない。 

 

高ࡃなっているのは、Ẹ間の⏘ᴗが少ないために、┦ᑐⓗにᵓ成比率が大ࡃࡁなっているためと⪃

えらࢀます。1.0をୗ回っているのは、᝟ሗ通ಙᴗ、ᑓ㛛 ⛉࣭Ꮫᢏ⾡、ᴗົᨭ᥼ࢫࣅ࣮ࢧᴗなどで、

〇㐀ᴗについては࡯とࢇどの中ศ㢮がこࡕらに༊ศࢀࡉています。 

一方、௜加౯್率ᣦᩘ10をみると、1.0を上回る⏘ᴗが比較ⓗከࡃ、特に、〇㐀ᴗの一次㔠ᒓ、▼

Ἔ࣭▼Ⅳ〇ရ、࣭ࣉࣝࣃ⣬࣭⣬加ᕤရ、㍺㏦⏝ᶵᲔ、⧄⥔〇ရなどで1.5を超えています。こࢀら

の⏘ᴗは、全ᅜと比較して௜加౯್の比率が高ࡃなっています。一方、1.0 をୗ回るのは、〇㐀ᴗ

の㟁子部ရ࣭ࢫ࢖ࣂࢹ、㣗ᩱရ、はࢇ⏝࣭⏕⏘⏝࣭ᴗົ⏝ᶵᲔなどが࠶り、こࢀらの⏘ᴗでは、全

ᅜと比較して中間ᢞධ(ཎᮦᩱ㈝➼)の比率が高ࡃなっています。(図2-1-3-6) 
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資料）県統計分析課「ᖹᡂ3㻜年ᗘ県Ẹ⤒῭計⟬」䚸ෆ㛶ᗓ「ᖹᡂ3㻜年ᗘᅜẸ⤒῭計⟬年ሗ」

䈜≉໬ಀᩘ䠙県⥲生産ᵓᡂẚ㾂ᅜ⥲生産ᵓᡂẚ ௜ຍ౯್率ᣦᩘ䠙（県⥲生産㾂県産ฟ㢠）㾂（ᅜ⥲生産㾂ᅜ産ฟ㢠）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         
10 ௜加౯್率ᣦ  ᩘ ͐௜加౯್率は一⯡ⓗには኎上に༨める௜加౯್の比率をい࠺。ᮏ✏ではࠕ㸦県の⥲⏕⏘¹県

の⏘ฟ㢠㸧¹㸦全ᅜの⥲⏕⏘¹全ᅜの⏘ฟ㢠㸧ࠖ を௜加౯್率ᣦᩘとした。 
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��� 県ෆ⥲⏕⏘�ྡ┠࣭ᐇ㉁�のᐇ㢠の᥎⛣ 

県内⥲⏕⏘のྡ┠್とᐇ㉁್の᥎⛣をみると、平成26 年ᗘ(2014 年ᗘ)以㝆はྡ┠್がᐇ㉁್を

上回っています。 

平成18年ᗘ(2006年ᗘ)以㝆の8࣮ࢱ࣮ࣞࣇࢹの᥎⛣をみると、平成21年ᗘ(2009年ᗘ)࠿ら平成

25年ᗘ(2013年ᗘ)まではୗ㝆ഴྥに࠶りましたが、平成26年ᗘ(2014年ᗘ)以㝆は上᪼しています。

こࢀは、≀౯のఙࡧが࠿ࢫࢼ࢖࣐らࢫࣛࣉに㌿᥮したためで࠶り、いࡺࢃるࣞࣇࢹ≧ἣ࠿らの⬺༷

の動ࡁにࡼるものと⪃えらࢀます。 

内㛶ᗓの᭶౛⤒῭ሗ࿌においては、平成21年(2009年)11᭶にࣞࣇࢹ≧ἣのㄆ㆑が♧ࢀࡉたもの

の、平成25年(2013年)12᭶にࠖࣞࣇࢹࠕとい࠺⾲⌧は๐㝖ࢀࡉています。(図2-1-3-5) 
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資料）県統計分析課「ᖹᡂ3㻜年ᗘ県Ẹ⤒῭計⟬」 䈜䝕䝣䝺䞊䝍䞊䠙ྡ┠㾂ᐇ㉁㽢1㻜㻜

図2-1-3-5 県ෆ⥲生産のᐇ㢠の᥎移（青森県）

県ෆ⥲生産（ྡ┠）

県ෆ⥲生産（ᐇ㉁）

䝕䝣䝺䞊䝍䞊（ྑ㍈）
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�3� ᅜẸ⤒῭ィ⟬࡜のẚ㍑ࡿࡼ࡟ᮏ県⤒  ̈̀

平成30年ᗘ(2018年ᗘ)のᮏ県の県内⥲⏕⏘(ྡ┠)について、平成30年(2018年)のᅜ内⥲⏕⏘(ྡ

┠)と比較し、その特ᚩをみてみます。 

まࡎ、⏘ᴗ別(〇㐀ᴗは中ศ㢮別)に⥲⏕⏘の特化ಀᩘ9をみると、1.0を上回っているのは、▼⅊

▼の⏕⏘がከいことにࡼる㖔ᴗ、ᮏ県のᇶᖿ⏘ᴗで࠶る農ᯘỈ⏘ᴗの࠿࡯、ಖ೺⾨⏕࣭♫఍஦ᴗ、

ᘓタᴗなどで、〇㐀ᴗでは࣭ࣉࣝࣃ⣬、⣬加ᕤရ、一次㔠ᒓなどが࠶ります。なお、බົやᩍ⫱が

                         
ࢱ࣮ࣞࣇࢹ 8  ࣮ ͐ྡ┠౯㢠࠿らᐇ㉁౯㢠を⟬ฟするために⏝いらࢀる౯᱁ᣦᩘをい࠺。県Ẹ⤒῭ィ⟬では、ᵓ成

㡯┠ࡈとの࣮ࢱ࣮ࣞࣇࢹにࡼりྡ┠್࠿らᐇ㉁್をồめ、全体としての࣮ࢱ࣮ࣞࣇࢹはྡ┠್をྛᵓ成㡯┠のᐇ㉁

್の合ィで㝖してồめらࢀる。 
9 特化ಀ  ᩘ ͐ᵓ成比率を上఩㞟ᅋのᵓ成比率で割ってᚓたィᩘをいい、ᮏ✏では、ࠕ県の⥲⏕⏘の⏘ᴗ別ᵓ成比㸦年

ᗘ㸧¹全ᅜの⥲⏕⏘の⏘ᴗ別ᵓ成比㸦ᬺ年㸧ࠖ で⟬ฟした。特化ಀᩘが1.0を超えていࡤࢀ、県はその⏘ᴗに特化

しているといえる。なお、ᵓ成比率の比較で࠶ること࠿ら、⏕⏘つᶍそのものの大ࡉࡁを♧すものではない。 

 

高ࡃなっているのは、Ẹ間の⏘ᴗが少ないために、┦ᑐⓗにᵓ成比率が大ࡃࡁなっているためと⪃

えらࢀます。1.0をୗ回っているのは、᝟ሗ通ಙᴗ、ᑓ㛛࣭ ⛉Ꮫᢏ⾡、ᴗົᨭ᥼ࢫࣅ࣮ࢧᴗなどで、

〇㐀ᴗについては࡯とࢇどの中ศ㢮がこࡕらに༊ศࢀࡉています。 

一方、௜加౯್率ᣦᩘ10をみると、1.0を上回る⏘ᴗが比較ⓗከࡃ、特に、〇㐀ᴗの一次㔠ᒓ、▼

Ἔ࣭▼Ⅳ〇ရ、࣭ࣉࣝࣃ⣬࣭⣬加ᕤရ、㍺㏦⏝ᶵᲔ、⧄⥔〇ရなどで1.5を超えています。こࢀら

の⏘ᴗは、全ᅜと比較して௜加౯್の比率が高ࡃなっています。一方、1.0 をୗ回るのは、〇㐀ᴗ

の㟁子部ရ࣭ࢫ࢖ࣂࢹ、㣗ᩱရ、はࢇ⏝࣭⏕⏘⏝࣭ᴗົ⏝ᶵᲔなどが࠶り、こࢀらの⏘ᴗでは、全

ᅜと比較して中間ᢞධ(ཎᮦᩱ㈝➼)の比率が高ࡃなっています。(図2-1-3-6) 
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資料）県統計分析課「ᖹᡂ3㻜年ᗘ県Ẹ⤒῭計⟬」䚸ෆ㛶ᗓ「ᖹᡂ3㻜年ᗘᅜẸ⤒῭計⟬年ሗ」

䈜≉໬ಀᩘ䠙県⥲生産ᵓᡂẚ㾂ᅜ⥲生産ᵓᡂẚ ௜ຍ౯್率ᣦᩘ䠙（県⥲生産㾂県産ฟ㢠）㾂（ᅜ⥲生産㾂ᅜ産ฟ㢠）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         
10 ௜加౯್率ᣦ  ᩘ ͐௜加౯್率は一⯡ⓗには኎上に༨める௜加౯್の比率をい࠺。ᮏ✏ではࠕ㸦県の⥲⏕⏘¹県

の⏘ฟ㢠㸧¹㸦全ᅜの⥲⏕⏘¹全ᅜの⏘ฟ㢠㸧ࠖ を௜加౯್率ᣦᩘとした。 
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�  ⏕⏘のື  ྥ

��� 〇㐀ᴗのື  ྥ

ᮏ県における〇㐀ᴗ⏘ฟ㢠の᥎⛣を県Ẹ⤒῭ィ⟬でみると、平成24 年ᗘ(2012 年ᗘ)࠿ら増加を

⥆け、平成29年ᗘ(2017年ᗘ)は1඙9�183൨෇と⤒῭ά動全体の24.5％を༨める࠺ࡼになりまし

た。し࠿し、平成30年ᗘ(2018年ᗘ)は1඙7�909൨෇で、⤒῭ά動全体に༨める割合は23.0％と

なり、㔠㢠、割合とも7年ࡪりに減少しました。(図2-2-1-1) 

次に、ᚑᴗ⪅が4人以上の஦ᴗ所をᑐ㇟とするᕤᴗ⤫ィでᮏ県における〇㐀ရฟⲴ㢠➼を市町村

別にみると、ඵ戸市が最も高ࡃ、次いでᘯ๓市、六ヶ所村、㟷᳃市の㡰となり、こࢀら4市村が1�000

൨෇を上回っています。一方、半島ἢᓊ部や中山間をᢪえる地域では⥲ࡌて低いഴྥがみらࢀます。

(図2-2-1-2) 

 また、他県と比較してみると、2019年ᕤᴗ⤫ィ (平成30年(2018年)ᐇ⦼)では、ᮏ県は全ᅜで➨

41఩、東໭では➨5఩となっており、㔠㢠としては、1඙7�793൨෇(๓年比6.9％ୗⴠ)となりま

した。(図2-2-1-3㹼4)  
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資料）県統計分析課「ᖹᡂ3㻜年ᗘ県Ẹ⤒῭計⟬」

図2-2-1-1 〇㐀ᴗ産ฟ㢠の᥎移
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資料）⤒̈̀ 産ᴗ┬「2㻜1㻥年ᕤᴗ統計調査㻌 ᆅᇦ別統計⾲」㻌㻌

 

資料）⤒̈̀ 産ᴗ┬「2㻜1㻥年ᕤᴗ統計㻌 ᆅᇦ別統計⾲」㻌㻌

図2-2-1-2㻌 市町村別〇㐀ရฟⲴ㢠➼㻌
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資料）⤒῭産ᴗ┬「2㻜1㻥年ᕤᴗ統計調査 ᆅᇦ別統計⾲」

図2-2-3 ᮾ໭ྛ県の〇㐀ရฟⲴ㢠➼

〇㐀ရฟⲴ㢠➼（ᕥ┠┒）
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図2-2-1-3㻌 ᮾ໭ྛ県の〇㐀ရฟⲴ㢠➼㻌 図2-2-1-4㻌 㒔㐨ᗓ県別〇㐀ရฟⲴ㢠➼㻌

 

ձ ᕤᴗ⤫ィ�ᚑᴗ⪅ࡀ�人௨ୖの஦ᴗᡤ� 

�� ஦ᴗᡤ  ᩘ

ᮏ県の஦ᴗ所ᩘは㛗ᮇⓗな減少ഴྥに࠶り、そࢀにకいᚑᴗ⪅ᩘも減少しています。全ᅜでも᫛

和58 年(1983 年)をࢡ࣮ࣆに஦ᴗ所ᩘは減少していますが、全ᅜに比࡭ると、ඖࠎの஦ᴗ所が少な

いことがᮏ県特᭷のㄢ㢟としてࡆ࠶らࢀます。(図2-2-1-5) 

஦ᴗ所ᩘを㒔㐨ᗓ県別にみると、ᮏ県は全ᅜで➨41఩、東໭では最ୗ఩となっています。また、

人口༓人ᙜたりの஦ᴗ所ᩘについて஦ᴗ所ᩘのୗ఩10県と比較すると、ᮏ県は1.1となり、Ἀ⦖県

の0.8に次いで低いỈ‽に࠶ります。(図2-2-1-6) 
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資料）⤒῭産ᴗ┬「ᕤᴗ統計調査 ᆅᇦ別統計⾲」

⥲ົ┬䞉⤒῭産ᴗ┬「⤒῭䝉䞁䝃䝇䠉ά動調査 産ᴗ別㞟計(〇㐀ᴗ)」

஦ᴗᡤᩘ（ᕥ┠┒）
ᚑᴗ⪅ᩘ（ྑ┠┒）

図2-2-1-5 〇㐀ᴗの஦ᴗᡤᩘ䛸ᚑᴗ⪅ᩘの᥎移
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資料)⤒῭産ᴗ┬「2㻜1㻥年ᕤᴗ統計調査 ᆅᇦ別統計⾲」

⥲ົ┬「2㻜1㻥年1㻜᭶1᪥⌧ᅾ᥎計人口」

図2-2-1-6 㒔㐨ᗓ県別஦ᴗᡤᩘ(ୗ఩1㻜県)
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�� ஦ᴗᡤつᶍ 

 ᮏ県の஦ᴗ所つᶍについて、〇㐀ရฟⲴ㢠➼の上఩10ᴗ✀をみてみると、㠀㕲㔠ᒓ、㟁子部ရ、

㟁ẼᶵᲔ、ᴗົ⏝ᶵᲔを㝖4、ࡁ㹼29 人以ୗのᑠつᶍ஦ᴗ所が㐣半ᩘを༨めています。また、㟁子

部ရ、㟁ẼᶵᲔ、ᴗົ⏝ᶵᲔについてもᑠつᶍ஦ᴗ所が4割⛬ᗘを༨めています。(図2-2-1-7) 

 一方、〇㐀ᴗ全体でみると、஦ᴗ所ᩘは4㹼29人の஦ᴗ所、ᚑᴗ⪅ᩘཬࡧ〇㐀ရฟⲴ㢠➼は30㹼

299人の஦ᴗ所、௜加౯್㢠は300人以上の஦ᴗ所の割合が最も高ࡃなっています。 

こࢀを全ᅜと比較すると、〇㐀ရฟⲴ㢠➼で300人以上の஦ᴗ所の༨める割合が低ࡃなっていま

すが、そࢀࡒࢀのᵓ成にそ࡯ࢀど大ࡁなᕪはみらࢀませࢇ。(図2-2-1-8)  
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�  ⏕⏘のື  ྥ

��� 〇㐀ᴗのື  ྥ

ᮏ県における〇㐀ᴗ⏘ฟ㢠の᥎⛣を県Ẹ⤒῭ィ⟬でみると、平成24 年ᗘ(2012 年ᗘ)࠿ら増加を

⥆け、平成29年ᗘ(2017年ᗘ)は1඙9�183൨෇と⤒῭ά動全体の24.5％を༨める࠺ࡼになりまし

た。し࠿し、平成30年ᗘ(2018年ᗘ)は1඙7�909൨෇で、⤒῭ά動全体に༨める割合は23.0％と

なり、㔠㢠、割合とも7年ࡪりに減少しました。(図2-2-1-1) 

次に、ᚑᴗ⪅が4人以上の஦ᴗ所をᑐ㇟とするᕤᴗ⤫ィでᮏ県における〇㐀ရฟⲴ㢠➼を市町村

別にみると、ඵ戸市が最も高ࡃ、次いでᘯ๓市、六ヶ所村、㟷᳃市の㡰となり、こࢀら4市村が1�000

൨෇を上回っています。一方、半島ἢᓊ部や中山間をᢪえる地域では⥲ࡌて低いഴྥがみらࢀます。

(図2-2-1-2) 

 また、他県と比較してみると、2019年ᕤᴗ⤫ィ (平成30年(2018年)ᐇ⦼)では、ᮏ県は全ᅜで➨

41఩、東໭では➨5఩となっており、㔠㢠としては、1඙7�793൨෇(๓年比6.9％ୗⴠ)となりま

した。(図2-2-1-3㹼4)  
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図2-2-1-1 〇㐀ᴗ産ฟ㢠の᥎移

〇㐀ᴗ産ฟ㢠（ᕥ┠┒）

⤒῭ά動඲య䛻༨䜑䜛割合（ྑ┠┒）

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➨㸰⠇ ୺࡞⤒῭ศ㔝のື  ྥ

資料）⤒̈̀ 産ᴗ┬「2㻜1㻥年ᕤᴗ統計調査㻌 ᆅᇦ別統計⾲」㻌㻌

 

資料）⤒̈̀ 産ᴗ┬「2㻜1㻥年ᕤᴗ統計㻌 ᆅᇦ別統計⾲」㻌㻌
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図2-2-3 ᮾ໭ྛ県の〇㐀ရฟⲴ㢠➼
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�� ஦ᴗᡤ  ᩘ

ᮏ県の஦ᴗ所ᩘは㛗ᮇⓗな減少ഴྥに࠶り、そࢀにకいᚑᴗ⪅ᩘも減少しています。全ᅜでも᫛

和58 年(1983 年)をࢡ࣮ࣆに஦ᴗ所ᩘは減少していますが、全ᅜに比࡭ると、ඖࠎの஦ᴗ所が少な

いことがᮏ県特᭷のㄢ㢟としてࡆ࠶らࢀます。(図2-2-1-5) 

஦ᴗ所ᩘを㒔㐨ᗓ県別にみると、ᮏ県は全ᅜで➨41఩、東໭では最ୗ఩となっています。また、

人口༓人ᙜたりの஦ᴗ所ᩘについて஦ᴗ所ᩘのୗ఩10県と比較すると、ᮏ県は1.1となり、Ἀ⦖県

の0.8に次いで低いỈ‽に࠶ります。(図2-2-1-6) 
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図2-2-1-6 㒔㐨ᗓ県別஦ᴗᡤᩘ(ୗ఩1㻜県)
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�� ஦ᴗᡤつᶍ 

 ᮏ県の஦ᴗ所つᶍについて、〇㐀ရฟⲴ㢠➼の上఩10ᴗ✀をみてみると、㠀㕲㔠ᒓ、㟁子部ရ、

㟁ẼᶵᲔ、ᴗົ⏝ᶵᲔを㝖4、ࡁ㹼29 人以ୗのᑠつᶍ஦ᴗ所が㐣半ᩘを༨めています。また、㟁子

部ရ、㟁ẼᶵᲔ、ᴗົ⏝ᶵᲔについてもᑠつᶍ஦ᴗ所が4割⛬ᗘを༨めています。(図2-2-1-7) 

 一方、〇㐀ᴗ全体でみると、஦ᴗ所ᩘは4㹼29人の஦ᴗ所、ᚑᴗ⪅ᩘཬࡧ〇㐀ရฟⲴ㢠➼は30㹼

299人の஦ᴗ所、௜加౯್㢠は300人以上の஦ᴗ所の割合が最も高ࡃなっています。 

こࢀを全ᅜと比較すると、〇㐀ရฟⲴ㢠➼で300人以上の஦ᴗ所の༨める割合が低ࡃなっていま

すが、そࢀࡒࢀのᵓ成にそ࡯ࢀど大ࡁなᕪはみらࢀませࢇ。(図2-2-1-8)  
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3� ᴗ✀構成 

ᮏ県と全ᅜのᴗ✀ᵓ成を比較すると、஦ᴗ所ᩘについては、ᮏ県で最も高い割合を༨めるᴗ✀は

㣗ᩱရで࠶り、全ᅜとྠ࠺ࡼࡌな≧ἣに࠶りますが、全ᅜの13.2％にᑐしてᮏ県では27.5％と、ɔ

成比が⣙2ಸとなっていることが特ᚩとゝえます。(図2-2-1-9) 

ᚑᴗ⪅ᩘについては、ᮏ県では㣗ᩱရの27.2％、㟁子部ရの11.6％、⧄⥔の8.2％が高い割合と

なっているのにᑐして、全ᅜでは㣗ᩱရ、㍺㏦⏝ᶵᲔ、⏕⏘⏝ᶵᲔが高い割合を༨めています。(図

2-2-1-10)  
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図2-2-1-9 ᴗ✀別の஦ᴗᡤᩘ（ᵓᡂẚ）
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図2-2-1-1㻜 ᴗ✀別のᚑᴗ⪅ᩘ（ᵓᡂẚ）
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〇㐀ရฟⲴ㢠➼については、ᮏ県では㣗ᩱရが21.5％と最も高ࡃ、次いで㟁子部ရ16.7％、㠀㕲

㔠ᒓ13.6％の㡰となっています。全ᅜでは㍺㏦⏝ᶵᲔの割合が21.1％と最も高ࡃ、次いで化Ꮫ9.0％、

㣗ᩱရ9.0％の㡰となっており、全ᅜとᮏ県のᴗ✀ᵓ成に大ࡁな㐪いがみらࢀます。(図2-2-1-11) 

 ௜加౯್㢠については、ᮏ県では、㠀㕲㔠ᒓが22.8％と最も高ࡃ、次いで㣗ᩱရ16.9％、㟁子部

ရ10.3％の㡰となっています。こࢀにᑐして全ᅜでは、㍺㏦⏝ᶵᲔの割合が17.6％と最も高ࡃ、次

いで化Ꮫ11.0％、㣗ᩱရ9.7％の㡰となっており、〇㐀ရฟⲴ㢠➼とྠᵝに、全ᅜとᮏ県のᴗ✀ᵓ

成に大ࡁな㐪いがみらࢀます。(図2-2-1-12)  
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図2-2-1-11 ᴗ✀別の〇㐀ရฟⲴ㢠➼（ᵓᡂẚ）
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図2-2-1-12 ᴗ✀別の௜ຍ౯್㢠（ᵓᡂẚ）
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図2-2-1-㻥㻌 ᴗ✀別の஦ᴗᡤ (ᩘɔ ᡂẚ)㻌
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4) 労働生産性 

 本県の労働生産性(従業者1人当たりの製造品出荷額等)は、全国の70％程度の水準で推移してい

ましたが、平成30年(2018年)は、情報通信、家具・装備品など15業種で増加し、非鉄金属、輸送

用機械など9業種で減少した結果、全国比は前年に比べ下落し、72％の水準となりました。業種別

では、全国の水準を下回っている業種がほとんどですが、パルプ・紙、電子部品など3業種で全国

を上回る水準にあります。(図2-2-1-13～14)  
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総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査 産業別集計(製造業)」
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図2-2-1-14 労働生産性の対全国比(％)
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② 鉱工業生産指数等 

1) 鉱工業生産指数(季節調整済指数)の推移 

 鉱工業生産指数は、鉱工業全体の生産活動の水準や推移を示すもので、国・県が毎月公表してい

ます。平成27年(2015年)以降の本県の鉱工業生産指数(平成27年(2015年)＝100)をみると、平成

28年（2016年）第1四半期に107.5と平成27年(2015年)第4四半期の99.3から上昇して以降、

令和元年(2019年)第3四半期に99.7に低下したものの、令和2年(2020年)第1四半期まで概ね105

を超える水準で増減を繰り返しました。令和2年(2020年)第2四半期には、新型コロナの感染拡大

に伴い、90.5と大きく低下したものの、同年第3四半期には96.7と持ち直しています。(図2-2-1-15) 
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3� ᴗ✀構成 

ᮏ県と全ᅜのᴗ✀ᵓ成を比較すると、஦ᴗ所ᩘについては、ᮏ県で最も高い割合を༨めるᴗ✀は

㣗ᩱရで࠶り、全ᅜとྠ࠺ࡼࡌな≧ἣに࠶りますが、全ᅜの13.2％にᑐしてᮏ県では27.5％と、ɔ

成比が⣙2ಸとなっていることが特ᚩとゝえます。(図2-2-1-9) 

ᚑᴗ⪅ᩘについては、ᮏ県では㣗ᩱရの27.2％、㟁子部ရの11.6％、⧄⥔の8.2％が高い割合と

なっているのにᑐして、全ᅜでは㣗ᩱရ、㍺㏦⏝ᶵᲔ、⏕⏘⏝ᶵᲔが高い割合を༨めています。(図

2-2-1-10)  
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〇㐀ရฟⲴ㢠➼については、ᮏ県では㣗ᩱရが21.5％と最も高ࡃ、次いで㟁子部ရ16.7％、㠀㕲

㔠ᒓ13.6％の㡰となっています。全ᅜでは㍺㏦⏝ᶵᲔの割合が21.1％と最も高ࡃ、次いで化Ꮫ9.0％、

㣗ᩱရ9.0％の㡰となっており、全ᅜとᮏ県のᴗ✀ᵓ成に大ࡁな㐪いがみらࢀます。(図2-2-1-11) 

 ௜加౯್㢠については、ᮏ県では、㠀㕲㔠ᒓが22.8％と最も高ࡃ、次いで㣗ᩱရ16.9％、㟁子部

ရ10.3％の㡰となっています。こࢀにᑐして全ᅜでは、㍺㏦⏝ᶵᲔの割合が17.6％と最も高ࡃ、次

いで化Ꮫ11.0％、㣗ᩱရ9.7％の㡰となっており、〇㐀ရฟⲴ㢠➼とྠᵝに、全ᅜとᮏ県のᴗ✀ᵓ

成に大ࡁな㐪いがみらࢀます。(図2-2-1-12)  

9.0

21.5

4.9

16.7

3.1

13.6

2.1

7.5

2.9

6.1

5.6

5.9

2.3

5.7

21.1

3.1

9.0

2.0

40.0

17.9

඲ᅜ

青森

資料)⤒῭産ᴗ┬「2㻜1㻥年ᕤᴗ統計調査 ᆅᇦ別統計⾲」

図2-2-1-11 ᴗ✀別の〇㐀ရฟⲴ㢠➼（ᵓᡂẚ）

㣗料ရ 㟁Ꮚ㒊ရ 㠀㕲㔠ᒓ ᴗົ⏝ᶵᲔ 㣧料䞉㣫料 㕲㗰 䝟䝹䝥䞉⣬ ㍺㏦⏝ᶵᲔ ໬Ꮫ 䛭の௚

 

2.1

22.8

9.7

16.9

5.8

10.3

2.5

6.8

2.2

6.6

6.3

5.2

17.6

5.2

6.0

3.7

11.0

2.7

36.8

19.8

඲ᅜ

青森

資料)⤒῭産ᴗ┬「2㻜1㻥年ᕤᴗ統計調査 ᆅᇦ別統計⾲」

図2-2-1-12 ᴗ✀別の௜ຍ౯್㢠（ᵓᡂẚ）

㠀㕲㔠ᒓ 㣗料ရ 㟁Ꮚ㒊ရ ᴗົ⏝ᶵᲔ 䝟䝹䝥䞉⣬ 㟁ẼᶵᲔ ㍺㏦⏝ᶵᲔ 㔠ᒓ〇ရ ໬Ꮫ 䛭の௚

 

図2-2-1-㻥㻌 ᴗ✀別の஦ᴗᡤ (ᩘɔ ᡂẚ)㻌

 31 

4) 労働生産性 

 本県の労働生産性(従業者1人当たりの製造品出荷額等)は、全国の70％程度の水準で推移してい

ましたが、平成30年(2018年)は、情報通信、家具・装備品など15業種で増加し、非鉄金属、輸送

用機械など9業種で減少した結果、全国比は前年に比べ下落し、72％の水準となりました。業種別

では、全国の水準を下回っている業種がほとんどですが、パルプ・紙、電子部品など3業種で全国

を上回る水準にあります。(図2-2-1-13～14)  
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総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査 産業別集計(製造業)」

図2-2-1-13 労働生産性の推移（製造業計）
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図2-2-1-14 労働生産性の対全国比(％)
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② 鉱工業生産指数等 

1) 鉱工業生産指数(季節調整済指数)の推移 

 鉱工業生産指数は、鉱工業全体の生産活動の水準や推移を示すもので、国・県が毎月公表してい

ます。平成27年(2015年)以降の本県の鉱工業生産指数(平成27年(2015年)＝100)をみると、平成

28年（2016年）第1四半期に107.5と平成27年(2015年)第4四半期の99.3から上昇して以降、

令和元年(2019年)第3四半期に99.7に低下したものの、令和2年(2020年)第1四半期まで概ね105

を超える水準で増減を繰り返しました。令和2年(2020年)第2四半期には、新型コロナの感染拡大

に伴い、90.5と大きく低下したものの、同年第3四半期には96.7と持ち直しています。(図2-2-1-15) 
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�� 㖔ᕤᴗ⏕⏘ᣦᩘᐤ୚ᗘ�ཎᣦ �ᩘの᥎⛣ 

ᮏ県の㖔ᕤᴗ⏕⏘ᣦᩘのᐤ୚ᗘ(๓年ྠᮇ比)をみると、平成27 年(2015 年)は、୺に㍺㏦ᶵᲔᕤ

ᴗがࢫࣛࣉ、⏕⏘⏝ᶵᲔᕤᴗがࢫࢼ࢖࣐にᐤ୚しながら増減を⧞り㏉しましたが、平成28年(2016

年)➨1ᅄ半ᮇに、⏕⏘⏝ᶵᲔᕤᴗがࢫࣛࣉに㌿ࡌた࠿࡯、㍺㏦ᶵᲔᕤᴗがᘬࢫࣛࣉࡁ⥆ࡁにᐤ୚し

たこと➼࠿ら、ࢫࣛࣉに㌿ࡌ、加えて平成28年(2016年)➨2ᅄ半ᮇには、㟁子部ရ࣭ࢫ࢖ࣂࢹᕤ

ᴗがࢫࣛࣉに㌿ࡌたこと➼࠿ら、ྠ年➨4ᅄ半ᮇまでࢫࣛࣉが⥆ࡁました。 

し࠿し、平成29年(2017 年)➨1ᅄ半ᮇに、⏕⏘⏝ᶵᲔᕤᴗ➼がࢫࢼ࢖࣐に㌿ࡌた࠿࡯、㍺㏦ᶵ

Ეᕤᴗ➼がࢫࢼ࢖࣐にᐤ୚したこと࠿ら、ࢫࢼ࢖࣐に㌿ࡌ、以㝆、平成30年(2018年)➨2ᅄ半ᮇ

までは、୺に㟁子部ရ࣭ࢫ࢖ࣂࢹᕤᴗがࢫࣛࣉ、㣗ᩱရᕤᴗがࢫࢼ࢖࣐にᐤ୚しながら増減を⧞り

㏉しました。 

平成30年(2018 年)➨3ᅄ半ᮇに、⏕⏘⏝ᶵᲔᕤᴗ、㟁子部ရ࣭ࢫ࢖ࣂࢹᕤᴗ➼がࢫࢼ࢖࣐にᐤ

୚したこと࠿ら、ࢫࢼ࢖࣐に㌿ࡌ、以㝆、令和ඖ年(2019年)➨4ᅄ半ᮇまでࢫࢼ࢖࣐が6ᅄ半ᮇ⥆

 。ましたࡁ

令和2年(2020年)➨1ᅄ半ᮇには、ࢫࢼ࢖࣐にᐤ୚するᴗ✀がከい中、㟁子部ရ࣭ࢫ࢖ࣂࢹᕤᴗ

がࢫࣛࣉに㌿ࡌたこと➼࠿ら、ࢫࣛࣉに㌿ࡌましたが、ྠ年➨2ᅄ半ᮇには、新ᆺࢼࣟࢥのឤᰁᣑ

大にకい、㣗ᩱရᕤᴗ、㟁子部ရ࣭ࢫ࢖ࣂࢹᕤᴗはࢫࣛࣉにᐤ୚したものの、⏕⏘⏝ᶵᲔᕤᴗが࣐

➨、ら࠿にᐤ୚したことࢫࢼ࢖࣐ࡃࡁᴗົ⏝ᶵᲔᕤᴗ、㍺㏦ᶵᲔᕤᴗが大、࠿࡯たࡌに㌿ࢫࢼ࢖ 1

ᅄ半ᮇの 3.4࠿ら18.9ࢫࢼ࢖࣐と大ࡃࡁ低ୗしましたが、ྠ年➨3ᅄ半ᮇには、8.3ࢫࢼ࢖࣐と

ᣢࡕ┤しています。 (図2-2-1-16) 

全ᅜでは、平成27年(2015年)以㝆、平成28年(2016年)➨2ᅄ半ᮇまで、㍺㏦ᶵᲔᕤᴗ、㟁Ẽ࣭

通ಙᶵᲔᕤᴗ、ỗ⏝࣭ᴗົ⏝ᶵᲔᕤᴗ➼がࢫࢼ࢖࣐にᐤ୚したこと࠿ら、ࢫࢼ࢖࣐が6ᅄ半ᮇ⥆ࡁ

ましたが、ྠ年➨3ᅄ半ᮇに、㍺㏦ᶵᲔᕤᴗ、㟁Ẽ࣭᝟ሗ通ಙᶵᲔᕤᴗ、ỗ⏝࣭ᴗົ⏝ᶵᲔᕤᴗ➼

がࢫࣛࣉに㌿ࡌたこと࠿ら、平成30年(2018年)➨4ᅄ半ᮇまでࢫࣛࣉが10ᅄ半ᮇ⥆ࡁました。 

平成31年(2019 年)➨1ᅄ半ᮇに、㍺㏦ᶵᲔᕤᴗ、⏕⏘⏝ᶵᲔᕤᴗ、㟁Ẽ࣭᝟ሗ通ಙᶵᲔᕤᴗ➼

がࢫࢼ࢖࣐にᐤ୚したこと࠿ら、ࢫࢼ࢖࣐に㌿ࡌ、以㝆、ࢫࢼ࢖࣐が⥆いています。 

また、令和ඖ年(2019 年)➨ 4 ᅄ半ᮇ以㝆は、全てのᴗ✀がࢫࢼ࢖࣐に㌿ࡌ、令和2年(2020 年)

➨2ᅄ半ᮇには新ᆺࢼࣟࢥのឤᰁᣑ大にకい、㍺㏦ᶵᲔᕤᴗが大ࢫࢼ࢖࣐ࡃࡁにᐤ୚したこと࠿ら、

➨1ᅄ半ᮇの ࠿4.5ࢫࢼ࢖࣐ら19.8ࢫࢼ࢖࣐と大ࡃࡁ低ୗしましたが、ྠ年➨3ᅄ半ᮇには、࣐

 しています。(図2-2-1-17)┤ࡕ12.8とᣢࢫࢼ࢖
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図2-2-1-16 㖔ᕤᴗ生産ᣦᩘᐤ୚ᗘの᥎移（青森県）
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平成30年ᗘ㟷᳃県県Ẹ⤒῭ィ⟬にࡼると、ᮏ県における平成30年ᗘ(2018年ᗘ)の農ᯘỈ⏘ᴗの

⏘ฟ㢠は、農ᴗとᯘᴗが๓年ᗘを上回り、⥲㢠では๓年ᗘを20൨෇上回る4�009൨෇となりました。

⏘ᴗ全体に༨める割合は๓年ᗘを0.1ࢺࣥ࢖࣏上回る5.2％となり、この内ヂをみると、農ᴗが3�389

൨෇で84.5％、ᯘᴗが60൨෇で1.5％、Ỉ⏘ᴗが559൨෇で14.0％となっており、農ᴗが8割以

上を༨めています。(図2-2-1-18) 
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資料）県統計分析課「ᖹᡂ3㻜年ᗘ青森県県Ẹ⤒῭計⟬」

図2-2-1-1㻤㻌㻌㎰ᯘỈ産ᴗ産ฟ㢠の᥎移

㎰ ᴗ ᯘ ᴗ Ỉ産ᴗ 産ᴗ඲య䛻༨䜑䜛割合（ྑ┠┒）

 

農ᯘỈ⏘ᴗについては、ᑵᴗ人口の減少やᢸいᡭの高齢化が全ᅜⓗに大ࡁなㄢ㢟となっています。 

まࡎ農ᴗについてみると、ᮏ県の農ᴗ⤒Ⴀ体ᩘは⤒Ⴀ⪔地㠃✚が5KDᮍ‶のᑠ中つᶍᒙを中ᚰに

減少ഴྥに࠶り、令和2年(2020年)は平成27年(2015年)と比࡭て19.2％減の2୓9�022⤒Ⴀ体と

なりました。また⮬Ⴀ農ᴗを୺な௙஦としてᚑ஦しているᇶᖿⓗ農ᴗᚑᴗ⪅ᩘは、ྠ17.6％減の4

୓8�081人となっています。農ᴗ⤒Ⴀ体については、⤒Ⴀ⪔地㠃✚が5KD以上の大つᶍ⤒Ⴀ体の減

少率がᑠ中つᶍ⤒Ⴀ体に比࡭てᑠࡃࡉ、ἲ人⤒Ⴀ体ᩘが増加していること࠿ら、農ᴗ⤒Ⴀの大つᶍ

化㺃ἲ人化が進ࢇでいると⪃えらࢀます。 
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�� 㖔ᕤᴗ⏕⏘ᣦᩘᐤ୚ᗘ�ཎᣦ �ᩘの᥎⛣ 

ᮏ県の㖔ᕤᴗ⏕⏘ᣦᩘのᐤ୚ᗘ(๓年ྠᮇ比)をみると、平成27 年(2015 年)は、୺に㍺㏦ᶵᲔᕤ

ᴗがࢫࣛࣉ、⏕⏘⏝ᶵᲔᕤᴗがࢫࢼ࢖࣐にᐤ୚しながら増減を⧞り㏉しましたが、平成28年(2016

年)➨1ᅄ半ᮇに、⏕⏘⏝ᶵᲔᕤᴗがࢫࣛࣉに㌿ࡌた࠿࡯、㍺㏦ᶵᲔᕤᴗがᘬࢫࣛࣉࡁ⥆ࡁにᐤ୚し

たこと➼࠿ら、ࢫࣛࣉに㌿ࡌ、加えて平成28年(2016年)➨2ᅄ半ᮇには、㟁子部ရ࣭ࢫ࢖ࣂࢹᕤ

ᴗがࢫࣛࣉに㌿ࡌたこと➼࠿ら、ྠ年➨4ᅄ半ᮇまでࢫࣛࣉが⥆ࡁました。 

し࠿し、平成29年(2017 年)➨1ᅄ半ᮇに、⏕⏘⏝ᶵᲔᕤᴗ➼がࢫࢼ࢖࣐に㌿ࡌた࠿࡯、㍺㏦ᶵ

Ეᕤᴗ➼がࢫࢼ࢖࣐にᐤ୚したこと࠿ら、ࢫࢼ࢖࣐に㌿ࡌ、以㝆、平成30年(2018年)➨2ᅄ半ᮇ

までは、୺に㟁子部ရ࣭ࢫ࢖ࣂࢹᕤᴗがࢫࣛࣉ、㣗ᩱရᕤᴗがࢫࢼ࢖࣐にᐤ୚しながら増減を⧞り

㏉しました。 

平成30年(2018 年)➨3ᅄ半ᮇに、⏕⏘⏝ᶵᲔᕤᴗ、㟁子部ရ࣭ࢫ࢖ࣂࢹᕤᴗ➼がࢫࢼ࢖࣐にᐤ

୚したこと࠿ら、ࢫࢼ࢖࣐に㌿ࡌ、以㝆、令和ඖ年(2019年)➨4ᅄ半ᮇまでࢫࢼ࢖࣐が6ᅄ半ᮇ⥆

 。ましたࡁ

令和2年(2020年)➨1ᅄ半ᮇには、ࢫࢼ࢖࣐にᐤ୚するᴗ✀がከい中、㟁子部ရ࣭ࢫ࢖ࣂࢹᕤᴗ

がࢫࣛࣉに㌿ࡌたこと➼࠿ら、ࢫࣛࣉに㌿ࡌましたが、ྠ年➨2ᅄ半ᮇには、新ᆺࢼࣟࢥのឤᰁᣑ

大にకい、㣗ᩱရᕤᴗ、㟁子部ရ࣭ࢫ࢖ࣂࢹᕤᴗはࢫࣛࣉにᐤ୚したものの、⏕⏘⏝ᶵᲔᕤᴗが࣐

➨、ら࠿にᐤ୚したことࢫࢼ࢖࣐ࡃࡁᴗົ⏝ᶵᲔᕤᴗ、㍺㏦ᶵᲔᕤᴗが大、࠿࡯たࡌに㌿ࢫࢼ࢖ 1

ᅄ半ᮇの 3.4࠿ら18.9ࢫࢼ࢖࣐と大ࡃࡁ低ୗしましたが、ྠ年➨3ᅄ半ᮇには、8.3ࢫࢼ࢖࣐と

ᣢࡕ┤しています。 (図2-2-1-16) 

全ᅜでは、平成27年(2015年)以㝆、平成28年(2016年)➨2ᅄ半ᮇまで、㍺㏦ᶵᲔᕤᴗ、㟁Ẽ࣭

通ಙᶵᲔᕤᴗ、ỗ⏝࣭ᴗົ⏝ᶵᲔᕤᴗ➼がࢫࢼ࢖࣐にᐤ୚したこと࠿ら、ࢫࢼ࢖࣐が6ᅄ半ᮇ⥆ࡁ

ましたが、ྠ年➨3ᅄ半ᮇに、㍺㏦ᶵᲔᕤᴗ、㟁Ẽ࣭᝟ሗ通ಙᶵᲔᕤᴗ、ỗ⏝࣭ᴗົ⏝ᶵᲔᕤᴗ➼

がࢫࣛࣉに㌿ࡌたこと࠿ら、平成30年(2018年)➨4ᅄ半ᮇまでࢫࣛࣉが10ᅄ半ᮇ⥆ࡁました。 

平成31年(2019 年)➨1ᅄ半ᮇに、㍺㏦ᶵᲔᕤᴗ、⏕⏘⏝ᶵᲔᕤᴗ、㟁Ẽ࣭᝟ሗ通ಙᶵᲔᕤᴗ➼

がࢫࢼ࢖࣐にᐤ୚したこと࠿ら、ࢫࢼ࢖࣐に㌿ࡌ、以㝆、ࢫࢼ࢖࣐が⥆いています。 

また、令和ඖ年(2019 年)➨ 4 ᅄ半ᮇ以㝆は、全てのᴗ✀がࢫࢼ࢖࣐に㌿ࡌ、令和2年(2020 年)

➨2ᅄ半ᮇには新ᆺࢼࣟࢥのឤᰁᣑ大にకい、㍺㏦ᶵᲔᕤᴗが大ࢫࢼ࢖࣐ࡃࡁにᐤ୚したこと࠿ら、

➨1ᅄ半ᮇの ࠿4.5ࢫࢼ࢖࣐ら19.8ࢫࢼ࢖࣐と大ࡃࡁ低ୗしましたが、ྠ年➨3ᅄ半ᮇには、࣐

 しています。(図2-2-1-17)┤ࡕ12.8とᣢࢫࢼ࢖
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䈜 ᐤ୚ᗘ䛿ཎᣦᩘ（ᖹᡂ2㻣年㻩1㻜㻜）の๓年ྠᮇẚ䚸௧࿴2年䛿㏿ሗ್

図2-2-1-16 㖔ᕤᴗ生産ᣦᩘᐤ୚ᗘの᥎移（青森県）
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図2-2-1-1㻣 㖔ᕤᴗ生産ᣦᩘᐤ୚ᗘの᥎移（඲ᅜ）
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平成30年ᗘ㟷᳃県県Ẹ⤒῭ィ⟬にࡼると、ᮏ県における平成30年ᗘ(2018年ᗘ)の農ᯘỈ⏘ᴗの

⏘ฟ㢠は、農ᴗとᯘᴗが๓年ᗘを上回り、⥲㢠では๓年ᗘを20൨෇上回る4�009൨෇となりました。

⏘ᴗ全体に༨める割合は๓年ᗘを0.1ࢺࣥ࢖࣏上回る5.2％となり、この内ヂをみると、農ᴗが3�389

൨෇で84.5％、ᯘᴗが60൨෇で1.5％、Ỉ⏘ᴗが559൨෇で14.0％となっており、農ᴗが8割以

上を༨めています。(図2-2-1-18) 
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資料）県統計分析課「ᖹᡂ3㻜年ᗘ青森県県Ẹ⤒῭計⟬」

図2-2-1-1㻤㻌㻌㎰ᯘỈ産ᴗ産ฟ㢠の᥎移
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農ᯘỈ⏘ᴗについては、ᑵᴗ人口の減少やᢸいᡭの高齢化が全ᅜⓗに大ࡁなㄢ㢟となっています。 

まࡎ農ᴗについてみると、ᮏ県の農ᴗ⤒Ⴀ体ᩘは⤒Ⴀ⪔地㠃✚が5KDᮍ‶のᑠ中つᶍᒙを中ᚰに

減少ഴྥに࠶り、令和2年(2020年)は平成27年(2015年)と比࡭て19.2％減の2୓9�022⤒Ⴀ体と

なりました。また⮬Ⴀ農ᴗを୺な௙஦としてᚑ஦しているᇶᖿⓗ農ᴗᚑᴗ⪅ᩘは、ྠ17.6％減の4

୓8�081人となっています。農ᴗ⤒Ⴀ体については、⤒Ⴀ⪔地㠃✚が5KD以上の大つᶍ⤒Ⴀ体の減

少率がᑠ中つᶍ⤒Ⴀ体に比࡭てᑠࡃࡉ、ἲ人⤒Ⴀ体ᩘが増加していること࠿ら、農ᴗ⤒Ⴀの大つᶍ

化㺃ἲ人化が進ࢇでいると⪃えらࢀます。 
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また、農業就業人口における65歳以上の割合は、増加傾向で推移しているものの、全国の水準を

下回っており、平均年齢は65.4歳と、北海道(58.5歳)に次ぐ全国第2位の低さとなっています。(図

2-2-1-19～20) 

本県は、「攻めの農林水産業」の浸透等により、他県と比較して農業が稼げる産業として認知され

ていること等から、第2部でみるとおり、新規就農者数が高水準にあることなど、若い農業者も多

いことが理由として考えられます。 
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図2-2-1-19 農業経営体数の推移
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図2-2-1-20 基幹的農業従業者数(個人経営体)の推移
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次に、水産業についてみると、高齢化等により個人経営体を中心に減少が続いており、平成 30

年(2018年)の本県の漁業経営体数は、平成25年(2013年)と比べ17.8％減の3,702経営体となって

います。また、漁業就業者数は15.0％減の8,395人となっています。一方、その他（共同経営、会

社など）の漁業経営体数は平成25年(2013年)と比べて5経営体増の135経営体となっており、経

営体の団体化が進んでいると考えられます。(図2-2-1-21) 
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① 農業の動向 

本県農業の主要品目の生産動向についてみてみます。 

令和2年(2020年)産水稲は、概ね天候に恵まれ、作付面積が前年産比0.4％増の4万5,200ha、

収穫量が前年産比0.6％増の28万3,900トンとなりました。(図2-2-1-22) 

米の相対取引価格をみると、青森県産米の価格は全国の全銘柄平均価格を下回りながら推移して

きましたが、近年は全国との差を縮めながら、安定的に推移しています。(図2-2-1-23) 

米の産出額は平成27年以降増加傾向にあり、平成30年は前年を40億円上回る553億円となりま
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令和元年(2019年)産野菜は、作付面積が前年産比2.8％増の1万5,726ha、収穫量が前年産比2.5％

増の40万1,190トンとなりました。(図2-2-1-25) 

全国の収穫量に占める割合が高い野菜を前年産と比べると、ながいもは作付面積は横ばいだった

ものの収穫量がわずかに減少、にんにくは作付面積・収穫量が共に増加しました。野菜の産出額は

平成 25 年以降、増加傾向にあり、平成 30 年は前年を 56 億円上回る 836 億円となりました。(図

2-2-1-26) 
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令和元年(2019 年)の花きは、作付面積が前年比 1.1％減の 93ha、生産数量が前年比 13.6％減の

1,720 万本・鉢となりました。作付面積、生産数量とも減少傾向にあり、その要因としては、生産

者の高齢化や労働力不足のほか、野菜への作付転換などが考えられます。(図2-2-1-27)  
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います。また、漁業就業者数は15.0％減の8,395人となっています。一方、その他（共同経営、会

社など）の漁業経営体数は平成25年(2013年)と比べて5経営体増の135経営体となっており、経

営体の団体化が進んでいると考えられます。(図2-2-1-21) 
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令和元年(2019年)産野菜は、作付面積が前年産比2.8％増の1万5,726ha、収穫量が前年産比2.5％

増の40万1,190トンとなりました。(図2-2-1-25) 

全国の収穫量に占める割合が高い野菜を前年産と比べると、ながいもは作付面積は横ばいだった

ものの収穫量がわずかに減少、にんにくは作付面積・収穫量が共に増加しました。野菜の産出額は

平成 25 年以降、増加傾向にあり、平成 30 年は前年を 56 億円上回る 836 億円となりました。(図
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令和元年(2019 年)の花きは、作付面積が前年比 1.1％減の 93ha、生産数量が前年比 13.6％減の

1,720 万本・鉢となりました。作付面積、生産数量とも減少傾向にあり、その要因としては、生産

者の高齢化や労働力不足のほか、野菜への作付転換などが考えられます。(図2-2-1-27)  
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令和ඖ年(2019年)⏘りࡈࢇは、᱂ᇵ㠃✚が๓年⏘比0.5％減の2୓476KD、཰✭㔞が๓年⏘比8.0％

減の40୓9�800ࣥࢺとなりました。཰✭㔞については、全ᅜ(令和ඖ年(2019年)㸸70୓1�600ࢺ )ࣥ

の⣙58.4％を༨めています。なお、令和2年(2020年)⏘については、స௜㠃✚が๓年⏘比0.2％減

の2୓431KD、ண᝿཰✭㔞が๓年比10.1％増の45୓1�100ࣥࢺとなっています。(図2-2-1-28) 

᱂ᇵ㠃✚、཰✭㔞とも全ᅜࣉࢵࢺとなっているりࡈࢇですが、᱂ᇵ㠃✚は減少ഴྥに࠶り、その

せᅉとしては、ᯝᐇᾘ㈝の低㏞や㍺ධᯝᐇ➼との➇合など、りࡈࢇをྲྀりᕳࡃ⎔ቃがཝしࡃなって

いることが⪃えらࢀます。また、↓⿄᱂ᇵに比࡭ᡭ間の࠿࠿る᭷⿄᱂ᇵの㠃✚も減少ഴྥに࠶り、

りࡈࢇ農ᐙの高齢化の進行にక࠺ປാຊ୙㊊などが一ᅉと⪃えらࢀます。(図2-2-1-29) 
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次に、りࡈࢇのὶ通≧ἣをみると、令和ඖ年⏘りࡈࢇの㈍኎ᩘ㔞は、ኟሙの高 ࣭ᖸࡤつのᙳ㡪

でᑠ⋢ഴྥとなったこと࠿ら、๓年⏘比11.6％減の35୓8�992ࣥࢺとなりました。 

 ⏘地市ሙ౯᱁は、ධⲴ㔞が少ないことに加え、他県の➇合ᯝᐇがኳೃ➼のᙳ㡪にࡼりရ㉁の低ୗ

がみらࢀたこと࠿ら、ရ㉁のⰋいᮏ県⏘りࡈࢇのᘬࡁ合いがᙉまり、12᭶以㝆は高್で᥎⛣しまし

た。このため、⣼ィ平均౯᱁は、1NJᙜたり233෇となり、๓年比8.4％増となりました。 

 また、ᾘ㈝地市ሙ౯᱁は、ᾘ㈝地市ሙ࡬のฟⲴ㔞が令和ඖ年内はࡰ࡯平年୪みで᥎⛣したものの、

12᭶ᮎの⏘地ᅾᗜ㔞が少なࡃ、年᫂け以㝆は๓年ཬࡧ平年に比࡭て大幅に少なࡃなったことに加え、

上㏙の⌮⏤にࡼりᮏ県⏘りࡈࢇのᘬࡁ合いがᙉまったこと、ࡉらには新ᆺࢼࣟࢥのᙳ㡪でᐙᗞྥけ

㟂せのᘬࡁ合いがᙉまったことにࡼり、大幅な高್で᥎⛣しました。このため、⣼ィ平均౯᱁は1NJ

ᙜたり386෇となり、๓年比24.5％増となりました。(図2-2-1-30) 

こࢀらのこと࠿ら㈍኎㔠㢠では、๓年⏘比9.0％増の1�098൨෇となり、6年㐃⥆で1�000൨෇を
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上回りました。(図2-2-1-31) 
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図2-2-1-31  本県産りんごの販売金額と販売数量
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次に畜産についてみると、本県の家畜飼養頭羽数は、平成20年(2008年)を100とした水準でみ

ると、ブロイラーと採卵鶏が高い水準で推移している一方、乳用牛と肉用牛、豚は100を下回る水

準で推移しており、特に乳用牛は20ポイント程度下回っています。同様に、畜産の卸売価格等につ

いてみると、鶏卵以外は、概ね家畜飼養頭羽数の減少に伴い高値で推移しています。(図 2-2-1-32

～33) 
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資料)農林水産省「畜産統計」
※各年2月1日時点の数値。ブロイラーはH22～24年で都道府県別調査休止

H22、27年は農林業センサス実施年のため、一部調査は休止
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資料)東北生乳販売農業協同組合連合会事業概要、農林水産省食肉流通統計、食肉市況情報、

全農畜産販売部情報、食鳥市況情報、ブロイラー卸売販売価格  

 

また、畜産産出額は、平成25年(2013年)以降、増加傾向で推移してきました。平成30年(2018

年)は、前年を10億円下回る905億円、対前年産比1.1％の減少となりました。畜種別では、鶏が

424億円(構成比46.9％)、豚が216億円(同23.9％)、肉用牛は164億円(同18.1％)、乳用牛86億

円(同9.5％)となっています。(図2-2-1-34) 
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令和ඖ年(2019年)⏘りࡈࢇは、᱂ᇵ㠃✚が๓年⏘比0.5％減の2୓476KD、཰✭㔞が๓年⏘比8.0％

減の40୓9�800ࣥࢺとなりました。཰✭㔞については、全ᅜ(令和ඖ年(2019年)㸸70୓1�600ࢺ )ࣥ

の⣙58.4％を༨めています。なお、令和2年(2020年)⏘については、స௜㠃✚が๓年⏘比0.2％減

の2୓431KD、ண᝿཰✭㔞が๓年比10.1％増の45୓1�100ࣥࢺとなっています。(図2-2-1-28) 

᱂ᇵ㠃✚、཰✭㔞とも全ᅜࣉࢵࢺとなっているりࡈࢇですが、᱂ᇵ㠃✚は減少ഴྥに࠶り、その

せᅉとしては、ᯝᐇᾘ㈝の低㏞や㍺ධᯝᐇ➼との➇合など、りࡈࢇをྲྀりᕳࡃ⎔ቃがཝしࡃなって

いることが⪃えらࢀます。また、↓⿄᱂ᇵに比࡭ᡭ間の࠿࠿る᭷⿄᱂ᇵの㠃✚も減少ഴྥに࠶り、

りࡈࢇ農ᐙの高齢化の進行にక࠺ປാຊ୙㊊などが一ᅉと⪃えらࢀます。(図2-2-1-29) 
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次に、りࡈࢇのὶ通≧ἣをみると、令和ඖ年⏘りࡈࢇの㈍኎ᩘ㔞は、ኟሙの高 ࣭ᖸࡤつのᙳ㡪

でᑠ⋢ഴྥとなったこと࠿ら、๓年⏘比11.6％減の35୓8�992ࣥࢺとなりました。 

 ⏘地市ሙ౯᱁は、ධⲴ㔞が少ないことに加え、他県の➇合ᯝᐇがኳೃ➼のᙳ㡪にࡼりရ㉁の低ୗ

がみらࢀたこと࠿ら、ရ㉁のⰋいᮏ県⏘りࡈࢇのᘬࡁ合いがᙉまり、12᭶以㝆は高್で᥎⛣しまし

た。このため、⣼ィ平均౯᱁は、1NJᙜたり233෇となり、๓年比8.4％増となりました。 

 また、ᾘ㈝地市ሙ౯᱁は、ᾘ㈝地市ሙ࡬のฟⲴ㔞が令和ඖ年内はࡰ࡯平年୪みで᥎⛣したものの、

12᭶ᮎの⏘地ᅾᗜ㔞が少なࡃ、年᫂け以㝆は๓年ཬࡧ平年に比࡭て大幅に少なࡃなったことに加え、

上㏙の⌮⏤にࡼりᮏ県⏘りࡈࢇのᘬࡁ合いがᙉまったこと、ࡉらには新ᆺࢼࣟࢥのᙳ㡪でᐙᗞྥけ

㟂せのᘬࡁ合いがᙉまったことにࡼり、大幅な高್で᥎⛣しました。このため、⣼ィ平均౯᱁は1NJ

ᙜたり386෇となり、๓年比24.5％増となりました。(図2-2-1-30) 

こࢀらのこと࠿ら㈍኎㔠㢠では、๓年⏘比9.0％増の1�098൨෇となり、6年㐃⥆で1�000൨෇を
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上回りました。(図2-2-1-31) 
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図2-2-1-31  本県産りんごの販売金額と販売数量

産

 

  

次に畜産についてみると、本県の家畜飼養頭羽数は、平成20年(2008年)を100とした水準でみ

ると、ブロイラーと採卵鶏が高い水準で推移している一方、乳用牛と肉用牛、豚は100を下回る水

準で推移しており、特に乳用牛は20ポイント程度下回っています。同様に、畜産の卸売価格等につ

いてみると、鶏卵以外は、概ね家畜飼養頭羽数の減少に伴い高値で推移しています。(図 2-2-1-32

～33) 

 

60

70

80

90

100

110

120

130

140

H20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 2年

図2-2-1-32 家畜飼養頭羽数の推移

乳用牛 肉用牛 豚 採卵鶏 ブロイラー

(平成20年=100)

資料)農林水産省「畜産統計」
※各年2月1日時点の数値。ブロイラーはH22～24年で都道府県別調査休止

H22、27年は農林業センサス実施年のため、一部調査は休止
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全農畜産販売部情報、食鳥市況情報、ブロイラー卸売販売価格  

 

また、畜産産出額は、平成25年(2013年)以降、増加傾向で推移してきました。平成30年(2018

年)は、前年を10億円下回る905億円、対前年産比1.1％の減少となりました。畜種別では、鶏が

424億円(構成比46.9％)、豚が216億円(同23.9％)、肉用牛は164億円(同18.1％)、乳用牛86億

円(同9.5％)となっています。(図2-2-1-34) 
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図2-2-1-34 畜産産出額の推移
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以上の⤖ᯝ、農ᯘỈ⏘┬の⏕⏘農ᴗ所ᚓ⤫ィにࡼると、ᮏ県における平成30 年(2018 年)の農ᴗ

⏘ฟ㢠は๓年を119൨෇上回る3�222൨෇となっており、4年㐃⥆で3�000൨෇を✺◚し、15年㐃

⥆で東໭ࣉࢵࢺとなっています。なお、全ᅜの農ᴗ⥲⏘ฟ㢠は9඙1�283൨෇となっており、㒔㐨

ᗓ県別でᮏ県は➨7఩となっています。 

また、こࢀらをᵓ成比でみると、最も高いのは␆⏘で全体の28.1％を༨めており、次いで㔝⳯が

25.9％、ᯝᐇが25.7％、⡿が17.2％となっています。 (図2-2-1-35) 
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資料）㎰ᯘỈ産┬「生産㎰ᴗᡤᚓ統計」  

 

ղ ᯘᴗのື  ྥ

ᮏ県のᯘᴗについて、⣲ᮦ⏕⏘㔞でみていࡃと、平成22 年(2010 年)以㝆、増加ഴྥで᥎⛣して

います。平成30 年(2018 年)の⣲ᮦ⏕⏘㔞は、全体に༨める割合が最も高いࢠࢫの⏕⏘㔞が๓年比

で 10.9％増となったこと࠿ら、๓年比 8.7％増の 89 ୓ 9�000 ❧方࣓࣮ࣝࢺとなりました。(図

2-2-1-36) 

また、ᶞ✀別㠃✚は、ࢠࢫが全体の32.3％と最も高ࡃなっています。こࢀは、成㛗の᪩いࢠࢫを

中ᚰとした人ᕤ㐀ᯘが進めらࢀたことなどにࡼるものです。(図2-2-1-37) 

平成30年(2018年)のᯘᴗ⏘ฟ㢠は、全ᅜⓗなᅜ⏘ᮦの㟂せがሀㄪなこと➼࠿ら、๓年比26.6％

増の83൨3�000୓෇となりました。内ヂをみると、大半を༨めるᮌᮦ⏕⏘が78൨5�000୓෇、᱂

ᇵࡁのこ㢮⏕⏘が3൨4�000୓෇などとなっています。 
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ճ Ỉ⏘ᴗのື  ྥ

ᮏ県のỈ⏘ᴗは、令和ඖ年(2019 年)の漁ᴗ⏕⏘㔞(ᒓ人ࢫ࣮࣋)は、ᾏ㠃漁ᴗが減少したものの、

 

ᾏ㠃㣴Ṫᴗが増加したこと࠿ら、๓年比5.0％増の18୓8�000ࣥࢺとなりました。(図2-2-1-38) 
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資料）㎰ᯘỈ産┬「⁺ᴗ䞉㣴Ṫᴗ生産統計」

図2-2-1-3㻤㻌㻌⁺ᴗ生産㔞の᥎移（ᒓ人）
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次に⏕⏘㢠についてみると、平成30 年(2018 年)のᾏ㠃漁ᴗ࣭㣴Ṫᴗ⏕⏘㢠(ᒓ人ࢫ࣮࣋)は㨶✀

別に๓年と比࡭ると、ᾏ㠃漁ᴗのまࢁࡄ㢮は๓年比44.2％増の103൨෇と大ࡃࡁఙࡧたものの、ࢫ

㢮が๓年比31.2％減の࠿の漁⋓㔞が減少したことにకい、い࢝࢖࣓ࣝ 105 ൨෇とⴠࡕ㎸みました。

また、㣴Ṫ漁ᴗのࡰ࡯全ての割合を༨める࡯たてがいについて、Ỉᥭࡆの減少が⥆いていた໭ᾏ㐨

⏘のỈᥭࡆが回᚟し、県⏘のᘬࡁ合いがᙅまったことにࡼり、⏕⏘㢠が๓年比35.2％減の136൨෇

と大ࡃࡁⴠࡕ㎸みました。以上の⤖ᯝ、ᾏ㠃漁ᴗが๓年比4.3％減の412 ൨෇、ᾏ㠃㣴Ṫᴗが๓年

比34.8％減の137൨෇となり、全体では๓年比14.3％減の549൨෇となりました。(図2-2-1-39㹼

40)   
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資料）㎰ᯘỈ産┬「⁺ᴗ産ฟ㢠」

図2-2-1-3㻥㻌㻌ᾏ㠃⁺ᴗ䞉㣴Ṫᴗ生産㢠（ᒓ人）
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資料）㎰ᯘỈ産┬「⁺ᴗ産ฟ㢠」  

 

�3� ㍺ฟධのື  ྥ

 ᮏ県の㍺ฟධに㛵する⤫ィとしては、県内の ‴࣭✵ で⏦࿌ࢀࡉたศの㈠᫆に㛵する㈈ົ┬の

⤫ィで࠶るࠕ㈠᫆⤫ィࠖと、ၟ♫を⤒⏤するなどして、県外の ‴࣭✵ で⏦࿌ࢀࡉた㈠᫆もྵめ

たࢺ࣮ࢣࣥ࢔ㄪᰝの⤖ᯝをまとめたࠕ㟷᳃県の㈠᫆ࠖの2つが࠶ります。 

 まࠕ、ࡎ㈠᫆⤫ィ のࠖ⤖ᯝについてみると、ᮏ県における㍺ฟධの動ྥとして、୺せな㈠᫆ で࠶

る㟷᳃ とඵ戸 で⏦࿌ࢀࡉた㈠᫆㢠は、㍺ฟ㢠が平成26 年(2014 年)をࢡ࣮ࣆとして減少ഴྥが

⥆いている一方、㍺ධ㢠は令和ඖ年(2019年)に⡿ᅜ࠿ら三沢ᇶ地࡬⯟✵ᶵがᑟධࢀࡉ㍺ධ㢠がఙࡧ

る➼の特Ṧ஦᝟が࠶ったものの、ᴫࡡ増減を⧞り㏉しており、㈠᫆㢠全体でみても㍺ධ㢠の動ࡁと

合ࢃせて増減を⧞り㏉しています。 
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以上の⤖ᯝ、農ᯘỈ⏘┬の⏕⏘農ᴗ所ᚓ⤫ィにࡼると、ᮏ県における平成30 年(2018 年)の農ᴗ

⏘ฟ㢠は๓年を119൨෇上回る3�222൨෇となっており、4年㐃⥆で3�000൨෇を✺◚し、15年㐃

⥆で東໭ࣉࢵࢺとなっています。なお、全ᅜの農ᴗ⥲⏘ฟ㢠は9඙1�283൨෇となっており、㒔㐨

ᗓ県別でᮏ県は➨7఩となっています。 

また、こࢀらをᵓ成比でみると、最も高いのは␆⏘で全体の28.1％を༨めており、次いで㔝⳯が

25.9％、ᯝᐇが25.7％、⡿が17.2％となっています。 (図2-2-1-35) 
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資料）㎰ᯘỈ産┬「生産㎰ᴗᡤᚓ統計」  

 

ղ ᯘᴗのື  ྥ

ᮏ県のᯘᴗについて、⣲ᮦ⏕⏘㔞でみていࡃと、平成22 年(2010 年)以㝆、増加ഴྥで᥎⛣して

います。平成30 年(2018 年)の⣲ᮦ⏕⏘㔞は、全体に༨める割合が最も高いࢠࢫの⏕⏘㔞が๓年比

で 10.9％増となったこと࠿ら、๓年比 8.7％増の 89 ୓ 9�000 ❧方࣓࣮ࣝࢺとなりました。(図

2-2-1-36) 

また、ð ✀別㠃✚は、ࢠࢫが全体の32.3％と最も高ࡃなっています。こࢀは、成㛗の᪩いࢠࢫを

中ᚰとした人ᕤ㐀ᯘが進めらࢀたことなどにࡼるものです。(図2-2-1-37) 

平成30年(2018年)のᯘᴗ⏘ฟ㢠は、全ᅜⓗなᅜ⏘ᮦの㟂せがሀㄪなこと➼࠿ら、๓年比26.6％

増の83൨3�000୓෇となりました。内ヂをみると、大半を༨めるᮌᮦ⏕⏘が78൨5�000୓෇、᱂

ᇵࡁのこ㢮⏕⏘が3൨4�000୓෇などとなっています。 
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資料）㎰ᯘỈ産┬「ᯘᴗ産ฟ㢠」䚸「ᮌᮦ統計調査」

図2-2-1-36㻌㻌⣲ᮦ生産㔞䞉ᯘᴗ産ฟ㢠の᥎移
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ճ Ỉ⏘ᴗのື  ྥ

ᮏ県のỈ⏘ᴗは、令和ඖ年(2019 年)の漁ᴗ⏕⏘㔞(ᒓ人ࢫ࣮࣋)は、ᾏ㠃漁ᴗが減少したものの、

 

ᾏ㠃㣴Ṫᴗが増加したこと࠿ら、๓年比5.0％増の18୓8�000ࣥࢺとなりました。(図2-2-1-38) 
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資料）㎰ᯘỈ産┬「⁺ᴗ䞉㣴Ṫᴗ生産統計」

図2-2-1-3㻤㻌㻌⁺ᴗ生産㔞の᥎移（ᒓ人）

ᾏ㠃⁺ᴗ ᾏ㠃㣴Ṫᴗ ෆỈ㠃⁺ᴗ䞉㣴Ṫᴗ

 

 

次に⏕⏘㢠についてみると、平成30 年(2018 年)のᾏ㠃漁ᴗ࣭㣴Ṫᴗ⏕⏘㢠(ᒓ人ࢫ࣮࣋)は㨶✀

別に๓年と比࡭ると、ᾏ㠃漁ᴗのまࢁࡄ㢮は๓年比44.2％増の103൨෇と大ࡃࡁఙࡧたものの、ࢫ

㢮が๓年比31.2％減の࠿の漁⋓㔞が減少したことにకい、い࢝࢖࣓ࣝ 105 ൨෇とⴠࡕ㎸みました。

また、㣴Ṫ漁ᴗのࡰ࡯全ての割合を༨める࡯たてがいについて、Ỉᥭࡆの減少が⥆いていた໭ᾏ㐨

⏘のỈᥭࡆが回᚟し、県⏘のᘬࡁ合いがᙅまったことにࡼり、⏕⏘㢠が๓年比35.2％減の136൨෇

と大ࡃࡁⴠࡕ㎸みました。以上の⤖ᯝ、ᾏ㠃漁ᴗが๓年比4.3％減の412 ൨෇、ᾏ㠃㣴Ṫᴗが๓年

比34.8％減の137൨෇となり、全体では๓年比14.3％減の549൨෇となりました。(図2-2-1-39㹼

40)   
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資料）㎰ᯘỈ産┬「⁺ᴗ産ฟ㢠」

図2-2-1-3㻥㻌㻌ᾏ㠃⁺ᴗ䞉㣴Ṫᴗ生産㢠（ᒓ人）

ᾏ㠃⁺ᴗ ᾏ㠃㣴Ṫᴗ
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資料）㎰ᯘỈ産┬「⁺ᴗ産ฟ㢠」  

 

�3� ㍺ฟධのື  ྥ

 ᮏ県の㍺ฟධに㛵する⤫ィとしては、県内の ‴࣭✵ で⏦࿌ࢀࡉたศの㈠᫆に㛵する㈈ົ┬の

⤫ィで࠶るࠕ㈠᫆⤫ィࠖと、ၟ♫を⤒⏤するなどして、県外の ‴࣭✵ で⏦࿌ࢀࡉた㈠᫆もྵめ

たࢺ࣮ࢣࣥ࢔ㄪᰝの⤖ᯝをまとめたࠕ㟷᳃県の㈠᫆ࠖの2つが࠶ります。 

 まࠕ、ࡎ㈠᫆⤫ィ のࠖ⤖ᯝについてみると、ᮏ県における㍺ฟධの動ྥとして、୺せな㈠᫆ で࠶

る㟷᳃ とඵ戸 で⏦࿌ࢀࡉた㈠᫆㢠は、㍺ฟ㢠が平成26 年(2014 年)をࢡ࣮ࣆとして減少ഴྥが

⥆いている一方、㍺ධ㢠は令和ඖ年(2019年)に⡿ᅜ࠿ら三沢ᇶ地࡬⯟✵ᶵがᑟධࢀࡉ㍺ධ㢠がఙࡧ

る➼の特Ṧ஦᝟が࠶ったものの、ᴫࡡ増減を⧞り㏉しており、㈠᫆㢠全体でみても㍺ධ㢠の動ࡁと

合ࢃせて増減を⧞り㏉しています。 
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令和2年(2020年)の㈠᫆㢠(㏿ሗ )್は、新ᆺࢼࣟࢥのᙳ㡪にࡼるᅜ内外のᬒẼ減㏥をཷけ、㍺ฟ

㢠が๓年比17.0％減の1�040൨෇、㍺ධ㢠は๓年比26.8％減の1�577൨෇となり、㍺ฟධ㢠は๓年

比で23.2％減の2�617൨෇と๓年を789൨෇ୗ回っています。(図2-2-1-41)  

こࢀを㈠᫆ 別にみると、㟷᳃ の㈠᫆㢠は令和2年(2020年)には242൨෇と๓年比で48.5％減、

ඵ戸 は、2�375൨෇と๓年比で19.1％減となり、いࢀࡎも๓年࠿ら大幅に減少しています。 

(図2-2-1-42) 
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なお、令和ඖ年(2019年)の㍺ฟ㢠の内ヂをみると、⯪⯧30.5％、㕲㗰26.3％、一⯡ᶵᲔ24.0％

の㡰となっています。一方、㍺ධ㢠の内ヂでは、▼Ἔࢫ࢞㢮19.9％、㠀㕲㔠ᒓ㖔14.7％、と࠺もࢁ

こし11.1％の㡰となっています。(図2-2-1-43) 

19.9%

14.7%

11.1%
9.7%

8.9%

7.5%

4.4%

4.4%

3.1%

2.7%
13.6%

▼Ἔ䜺䝇㢮

㠀㕲㔠ᒓ㖔

䛸䛖䜒䜝䛣䛧

㟁Ẽᶵჾ

䜴䝑䝗䝏䝑䝥

㣫料

▼Ⅳ

㨶௓㢮䞉ྠ調〇ရ

໬Ꮫ〇ရ

୍⯡ᶵᲔ

䛭の௚

௧࿴ඖ年

㍺ ධ 㢠

2㻘154൨෇

30.5%

26.3%

24.0%

4.6%
4.4%

3.6%
0.9%0.8%

0.6%
0.4%

3.9%

⯪⯧

㕲㗰

୍⯡ᶵᲔ

㨶௓㢮䞉ྠ調〇ရ

⣬䞉ᯈ⣬

㕲㗰䛟䛪

⢭ᐦᶵჾ㢮

㟁Ẽᶵჾ

᭷ᶵ໬合≀

䝟䝹䝥䞉ྂ⣬

䛭の௚

௧࿴ඖ年

㍺ ฟ 㢠

1㻘253൨෇

資料）ภ㤋⛯㛵「ภ㤋⛯㛵㈠᫆㏿ሗ」

図2-2-1-43 ㍺ฟධ㢠のෆヂ

 

 

次にࠕ㟷᳃県の㈠᫆ࠖの⤖ᯝについてみてみると、令和ඖ年(2019 年)の㍺ฟ㢠は 1�644 ൨෇と  

๓年比 7.3％減となっています。そのࡕ࠺、୺ຊ⏘ရで࠶る農ᯘỈ⏘ရの㍺ฟ㢠は、東᪥ᮏ大㟈⅏

ᚋの平成24年(2012年)をᗏとして増加ഴྥで᥎⛣しており、令和ඖ年(2019年)は231൨෇と๓年

比3.4％増となっています。内ヂは、農⏘ရが56.8％、Ỉ⏘ရが42.4％、ᯘ⏘ရが0.9％で、こࢀ

を✀㢮別にみると、農⏘ရではりࡈࢇが全体の大半を༨めている࠿࡯、りࢫ࣮ࣗࢪࡈࢇやながいも

などが㍺ฟࢀࡉています。Ỉ⏘ရでは࡯たてが全体の半ศ㏆ࡃを༨めている࠿࡯、その他Ỉ⏘ရ、

㨶(⏕㩭、෭ⶶ、෭෾)などが㍺ฟࢀࡉています。(図2-2-1-44㹼45) 

なお、ࠕ㈠᫆⤫ィ にࠖࡼる令和ඖ年⏘のりࡈࢇ㍺ฟ㔞(県外⏘もྵࡴ㸧は๓年比4.3％減の3୓1�772

を超え、㍺ฟ㢠は๓年比5.8％減の128൨෇となり、6年㐃⥆で100ࣥࢺとなり3年㐃⥆で3୓ࣥࢺ

 

൨෇を超えました。ᾏ外࠿らရ㉁のホ౯をཷけた࠿࡯、新ᆺࢼࣟࢥのᙳ㡪にࡼるᐙᗞᾘ㈝のᘬࡁ合い

がᾏ外においてもᙉまったことがせᅉと⪃えらࢀます。(図2-2-1-46) 

74 
55 69 62 63 

86 76 
98 

140 
103 107 98 

9 

3 
17 

6 2 

21 28 
3 

1 

2 1 2 
68 

52 

65 
70 

37 

69 80 
97 

100 

79 116 

131 
-3.2 

-27.1 

37.4 

-8.9 

-25.9 

71.4 

5.0 7.2 
22.1 

-24.0 

22.3 

3.4 

-100

-50

0

50

100

0

50

100

150

200

250

300

350

H20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1年

図2-2-1-44 ㎰ᯘỈ産ရ㍺ฟ㢠の᥎移

㎰産ရ（ᕥ┠┒） ᯘ産ရ（ᕥ┠┒） Ỉ産ရ（ᕥ┠┒） ๓年ẚ（ྑ┠┒）

資料）㻶㻱㼀R㻻「青森県の㈠᫆」

（൨෇） （䠂）

䈜ᖹᡂ2㻣年್䛛䜙ᯘ産≀のᐃ⩏䛜ኚ᭦䛸䛺䛳䛯䚹

56.8%

42.4%

0.9%

50.8%

1.8%

1.3%
2.9%

20.9%

4.4%

4.9%
1.0%

11.1%
0.9%

図2-2-1-45 ㎰ᯘỈ産ရ㍺ฟ㢠のෆヂ

䜚䜣䛤

䜚䜣䛤䝆䝳䞊䝇

䛺䛜䛔䜒

䛭の௚㎰産ရ

䜋䛯䛶

䛺䜎䛣

㨶（生㩭䚸෭ⶶ䚸෭෾）

䛔䛛

䛭の௚Ỉ産ရ

ᮌᮦཬ䜃䛭の〇ရ

௧࿴ඖ年

㍺ ฟ 㢠

231൨෇

㎰産ရ
Ỉ産ရ

ᯘ産ရ

資料）㻶㻱㼀R㻻「青森県の㈠᫆」  

    

22,256 

23,867 

17,940 

9,867 

14,898 

19,886 

30,115 

36,304 

27,558 

33,150 33,194 
31,772 

60 
66 

57 

43 

51 

76 

110 

143 

112 

128 
136 

128 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

H20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1年産

図2-2-1-46 䜚䜣䛤の㍺ฟ㔞䞉㍺ฟ㢠

㍺ฟ㔞（ᕥ┠┒）

㍺ฟ㢠（ྑ┠┒）

(䝖䞁)

資料)㈈ົ┬「㈠᫆統計」

䈜年産䛸䛿ᙜヱ年の㻥᭶䛛䜙⩣年の㻤᭶䜎䛷䛷䛒䜛䚹

(൨෇)

 

 

 

 

40



 

令和2年(2020年)の㈠᫆㢠(㏿ሗ )್は、新ᆺࢼࣟࢥのᙳ㡪にࡼるᅜ内外のᬒẼ減㏥をཷけ、㍺ฟ

㢠が๓年比17.0％減の1�040൨෇、㍺ධ㢠は๓年比26.8％減の1�577൨෇となり、㍺ฟධ㢠は๓年

比で23.2％減の2�617൨෇と๓年を789൨෇ୗ回っています。(図2-2-1-41)  

こࢀを㈠᫆ 別にみると、㟷᳃ の㈠᫆㢠は令和2年(2020年)には242൨෇と๓年比で48.5％減、

ඵ戸 は、2�375൨෇と๓年比で19.1％減となり、いࢀࡎも๓年࠿ら大幅に減少しています。 

(図2-2-1-42) 
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なお、令和ඖ年(2019年)の㍺ฟ㢠の内ヂをみると、⯪⯧30.5％、㕲㗰26.3％、一⯡ᶵᲔ24.0％

の㡰となっています。一方、㍺ධ㢠の内ヂでは、▼Ἔࢫ࢞㢮19.9％、㠀㕲㔠ᒓ㖔14.7％、と࠺もࢁ

こし11.1％の㡰となっています。(図2-2-1-43) 
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次にࠕ㟷᳃県の㈠᫆ࠖの⤖ᯝについてみてみると、令和ඖ年(2019 年)の㍺ฟ㢠は 1�644 ൨෇と  

๓年比 7.3％減となっています。そのࡕ࠺、୺ຊ⏘ရで࠶る農ᯘỈ⏘ရの㍺ฟ㢠は、東᪥ᮏ大㟈⅏

ᚋの平成24年(2012年)をᗏとして増加ഴྥで᥎⛣しており、令和ඖ年(2019年)は231൨෇と๓年

比3.4％増となっています。内ヂは、農⏘ရが56.8％、Ỉ⏘ရが42.4％、ᯘ⏘ရが0.9％で、こࢀ

を✀㢮別にみると、農⏘ရではりࡈࢇが全体の大半を༨めている࠿࡯、りࢫ࣮ࣗࢪࡈࢇやながいも

などが㍺ฟࢀࡉています。Ỉ⏘ရでは࡯たてが全体の半ศ㏆ࡃを༨めている࠿࡯、その他Ỉ⏘ရ、

㨶(⏕㩭、෭ⶶ、෭෾)などが㍺ฟࢀࡉています。(図2-2-1-44㹼45) 

なお、ࠕ㈠᫆⤫ィ にࠖࡼる令和ඖ年⏘のりࡈࢇ㍺ฟ㔞(県外⏘もྵࡴ㸧は๓年比4.3％減の3୓1�772

を超え、㍺ฟ㢠は๓年比5.8％減の128൨෇となり、6年㐃⥆で100ࣥࢺとなり3年㐃⥆で3୓ࣥࢺ

 

൨෇を超えました。ᾏ外࠿らရ㉁のホ౯をཷけた࠿࡯、新ᆺࢼࣟࢥのᙳ㡪にࡼるᐙᗞᾘ㈝のᘬࡁ合い

がᾏ外においてもᙉまったことがせᅉと⪃えらࢀます。(図2-2-1-46) 
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� 㞠⏝᝟ໃ 

��� ồ人࣭ồ⫋のື  ྥ

ձ  ᭷ຠồ人ಸ⋡の᥎⛣ 

᭷ຠồ人ಸ率について、全ᅜとᮏ県の≧ἣを比較してみると、࣮ࣜࢡࢵࣙࢩ࣐ࣥの㡭までは、全

ᅜでは、ᬒẼの動ࡁと㐃動して1ಸをはࢇࡉで大ࡃࡁ上᪼、ୗ㝆を⧞り㏉してࡁたのにᑐし、ᮏ県

においては、ࣝࣈࣂᮇに一᫬0.5ಸを超えた以外はᴫ0.5ࡡಸ以ୗでኚ動もᑠࡉいまま᥎⛣してࡁ

ました。 

し࠿し、ࣜ 、ᚋのᬒẼ回᚟ᮇにධり、௻ᴗά動の高まりや東᪥ᮏ大㟈⅏の᚟⯆㟂せࢡࢵࣙࢩ࣐࣮ࣥ

り人ᡭ୙㊊ឤは高まり、᭷ຠồ人ಸࡼもᙉまったことにࢳࢵ࣐ࢫ࣑、らには➨2部でみるとおりࡉ

率は上᪼を⥆けました。全ᅜでは平成30年(2018年)8᭶に1.64ಸまで上᪼し、ᮏ県においても平

成28年(2016年)3᭶に᫛和38年(1963年)の⤫ィ㛤始以᮶ึめて 1ಸを超え、平成30年(2018年)8

᭶と11᭶には㐣ཤ最高の1.33ಸまで上᪼しました。令和ඖ年(2019年)は、全ᅜもᮏ県もやや低ୗ

したものの高いỈ‽を⥔ᣢしていましたが、令和2年(2020年)にධり、新ᆺࢼࣟࢥのᙳ㡪➼にࡼり

ᛴ⃭に低ୗし、ྠ年12᭶᫬Ⅼで、全ᅜは1.05ಸとなりました。ᮏ県では、ྠ年5᭶以㝆、1ಸを

ୗ回り、12᭶には0.99ಸと、8࠿᭶㐃⥆で1ಸをୗ回りました。(図2-2-2-1) 
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ղ  ᪂つồ人ᩘ࣭᪂つồ⫋⏦㎸௳ᩘの᥎⛣ 

新つồ人ᩘ࣭新つồ⫋⏦㎸௳ᩘの᥎⛣について、全ᅜとᮏ県を比較してみると、まࡎ新つồ人ᩘ

では、࣮ࣜࢡࢵࣙࢩ࣐ࣥᚋのᬒẼ回᚟ᮇに全ᅜ、ᮏ県とも増加を⥆けました。ᮏ県では、平成 27

年(2015年)4᭶に⤫ィ㛤始以᮶ึめて1୓人を超え、平成29年(2017年)7᭶には㐣ཤ最高の1୓

2�057人まで増加しました。そのᚋ令和ඖ年(2019 年)12᭶まで1୓人以上を⥔ᣢしていましたが、

 

令和2年(2020年)にධると新ᆺࢼࣟࢥのᙳ㡪などにࡼりᛴ⃭に減少し、4᭶には7�691人まで減少

しました。5᭶以㝆は෌ࡧ増加ഴྥに㌿ࡌていますが、1୓人をୗ回るỈ‽にとどまっています。な

お、新つồ人ᩘがྠ年1᭶に大ࡃࡁ減少しているのは、ồ人⚊のグ㍕内ᐜがᣑ඘ࢀࡉたことにࡼり

ồ人がぢ㏦らࢀたこともᙳ㡪しています。(図2-2-2-2) 

一方、新つồ⫋⏦㎸௳ᩘでは、࣮ࣜࢡࢵࣙࢩ࣐ࣥᚋのᬒẼ回᚟ᮇにおいて、㞠⏝⎔ቃのᨵၿにక

いᑵᴗ⪅ᩘが増加したことなどにࡼり、全ᅜ、ᮏ県とも一㈏して減少ഴྥが⥆いています。ᮏ県で

は平成24年(2012年)5᭶以㝆は1୓௳をୗ回り、令和2年(2020年)12᭶は、㐣ཤ最少の5�267௳

となっています。 (図2-2-2-3) 
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次に、新つồ人ᩘの⏘ᴗ別ᵓ成比をみると、全ᅜ、ᮏ県とも、་⒪、⚟♴、༺኎࣭ᑠ኎ᴗ、࣮ࢧ

་⒪、⚟♴は増加ഴྥ、༺኎࣭ᑠ኎ᴗは減少ഴྥ、ࡃないもの㸧の割合が高ࢀࡉᴗ㸦他にศ㢮ࢫࣅ

に࠶ります。 

一方、ᮏ県の特ᚩとしては、全ᅜと比較すると、ᘓタᴗの割合が高いことがᣲࡆらࢀます。(図

2-2-2-4㹼5) 
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ձ  ᭷ຠồ人ಸ⋡の᥎⛣ 

᭷ຠồ人ಸ率について、全ᅜとᮏ県の≧ἣを比較してみると、࣮ࣜࢡࢵࣙࢩ࣐ࣥの㡭までは、全

ᅜでは、ᬒẼの動ࡁと㐃動して1ಸをはࢇࡉで大ࡃࡁ上᪼、ୗ㝆を⧞り㏉してࡁたのにᑐし、ᮏ県

においては、ࣝࣈࣂᮇに一᫬0.5ಸを超えた以外はᴫ0.5ࡡಸ以ୗでኚ動もᑠࡉいまま᥎⛣してࡁ

ました。 

し࠿し、ࣜ 、ᚋのᬒẼ回᚟ᮇにධり、௻ᴗά動の高まりや東᪥ᮏ大㟈⅏の᚟⯆㟂せࢡࢵࣙࢩ࣐࣮ࣥ

り人ᡭ୙㊊ឤは高まり、᭷ຠồ人ಸࡼもᙉまったことにࢳࢵ࣐ࢫ࣑、らには➨2部でみるとおりࡉ

率は上᪼を⥆けました。全ᅜでは平成30年(2018年)8᭶に1.64ಸまで上᪼し、ᮏ県においても平

成28年(2016年)3᭶に᫛和38年(1963年)の⤫ィ㛤始以᮶ึめて 1ಸを超え、平成30年(2018年)8

᭶と11᭶には㐣ཤ最高の1.33ಸまで上᪼しました。令和ඖ年(2019年)は、全ᅜもᮏ県もやや低ୗ

したものの高いỈ‽を⥔ᣢしていましたが、令和2年(2020年)にධり、新ᆺࢼࣟࢥのᙳ㡪➼にࡼり

ᛴ⃭に低ୗし、ྠ年12᭶᫬Ⅼで、全ᅜは1.05ಸとなりました。ᮏ県では、ྠ年5᭶以㝆、1ಸを

ୗ回り、12᭶には0.99ಸと、8࠿᭶㐃⥆で1ಸをୗ回りました。(図2-2-2-1) 
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新つồ人ᩘ࣭新つồ⫋⏦㎸௳ᩘの᥎⛣について、全ᅜとᮏ県を比較してみると、まࡎ新つồ人ᩘ
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年(2015年)4᭶に⤫ィ㛤始以᮶ึめて1୓人を超え、平成29年(2017年)7᭶には㐣ཤ最高の1୓

2�057人まで増加しました。そのᚋ令和ඖ年(2019 年)12᭶まで1୓人以上を⥔ᣢしていましたが、
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ồ人がぢ㏦らࢀたこともᙳ㡪しています。(図2-2-2-2) 
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は平成24年(2012年)5᭶以㝆は1୓௳をୗ回り、令和2年(2020年)12᭶は、㐣ཤ最少の5�267௳

となっています。 (図2-2-2-3) 

 

493 

1,009 

643 

5,379 

12,057 

7,691 

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

300

400

500

600

700

800

900

1,000

1,100

1,200

1,300

H20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 2年

（人）（༓人）

資料）ཌ生ປാ┬「⫋ᴗᏳᐃᴗົ統計」 䈜Ꮨ⠇調ᩚ್

図2-2-2-2 ᪂つồ人ᩘの᥎移

඲ᅜ（ᕥ┠┒） 青森県（ྑ┠┒）

䝸䞊䝬䞁

䝅䝵䝑䜽

ᮾ᪥ᮏ

኱㟈⅏

 

690 

355 

12,518 

5,267 

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

300

400

500

600

700

800

900

1,000

1,100

1,200

1,300

H20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 2年

（௳）（༓௳）

資料）ཌ生ປാ┬「⫋ᴗᏳᐃᴗົ統計」 䈜Ꮨ⠇調ᩚ್

図2-2-2-3 ᪂つồ⫋⏦㎸௳ᩘの᥎移

඲ᅜ（ᕥ┠┒） 青森県（ྑ┠┒）
䝸䞊䝬䞁 ᮾ᪥ᮏ

኱㟈⅏䝅䝵䝑䜽

 

 

ճ  ⏘ᴗู᪂つồ人のື  ྥ

次に、新つồ人ᩘの⏘ᴗ別ᵓ成比をみると、全ᅜ、ᮏ県とも、་⒪、⚟♴、༺኎࣭ᑠ኎ᴗ、࣮ࢧ

་⒪、⚟♴は増加ഴྥ、༺኎࣭ᑠ኎ᴗは減少ഴྥ、ࡃないもの㸧の割合が高ࢀࡉᴗ㸦他にศ㢮ࢫࣅ

に࠶ります。 

一方、ᮏ県の特ᚩとしては、全ᅜと比較すると、ᘓタᴗの割合が高いことがᣲࡆらࢀます。(図

2-2-2-4㹼5) 
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新つồ人ᩘの増減を๓年ᗘ比でみると、全ᅜでは、平成27年ᗘ(2015年ᗘ)以㝆、平成30年ᗘ(2018

年ᗘ)までは増加していましたが、令和ඖ年ᗘ(2019年ᗘ)に減少に㌿5.4ࢫࢼ࢖࣐、ࡌ％となりまし
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一方、ᮏ県の新つồ人ᩘは、平成29年ᗘ(2017年ᗘ)まで増加していましたが、平成30年ᗘ(2018

 

年ᗘ)以㝆減少に㌿ࡌ、令和ඖ年ᗘ(2019年ᗘ)は10.2ࢫࢼ࢖࣐％となりました。新つồ人ᩘの増減

にᑐする⏘ᴗ別ᐤ୚ᗘをみると、令和ඖ年ᗘ(2019年ᗘ)は、༺኎࣭ᑠ኎ᴗ、ᘓタᴗ、ᐟ泊࣭㣧㣗ࢧ
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また、新つồ人ᩘのኚ化には、ཷධࢀ௻ᴗの動ྥや新つㄏ⮴௻ᴗの増減➼もᙳ㡪してࡃると⪃え

らࢀます。県内の௻ᴗㄏ⮴௳ᩘの᥎⛣をみると、平成21 年ᗘ(2009 年ᗘ)以㝆、増減を⧞り㏉しな

がらも、⦆や࠿な増加ഴྥに࠶ります。令和ඖ年ᗘ(2019年ᗘ)は12௳と๓年ᗘ࠿ら6௳減少して

おり、内ヂをみると、〇㐀ᴗが2௳、㠀〇㐀ᴗが10௳となり、特に、大㔞の新つồ人がぢ㎸まࢀる

 りました。 (図2-2-2-8)࠶ࡃのㄏ⮴がከ࣮ࢱࣥࢭ࣮ࣝࢥ
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に࠿けてᛴ⃭に㐣๫ឤがᙉまりました。平成21 年(2009 年)ᚋ半࠿らは㍺ฟや⏕⏘の回᚟が㞠⏝᝟

ໃのᨵၿにもἼཬし、㐣๫超幅に⦰ᑠの動ࡁがみらࢀ、平成23年(2011年)12᭶ᮇにはᮏ県が、平

成24年(2012年)3᭶ᮇには東໭が、平成25年(2013年)3᭶ᮇには全ᅜが、そࢀࡒࢀ୙㊊超に㌿ࡌ

ました。 

そのᚋは、全ᅜ、東໭ཬࡧᮏ県のいࢀࡎも、୙㊊超幅がᣑ大ഴྥに࠶りましたが、平成30年(2018

年)㡭࠿らはᴫࡡᶓࡤいとなり、令和ඖ年(2019年)12᭶ᮇ以㝆は⦰ᑠഴྥとなっています。新ᆺࢥ

て୙࡭のᙳ㡪が深้化した令和2年(2020年)6᭶ᮇは、3᭶ᮇと比࡬῭⤒るࡼのୡ⏺ⓗᣑ大にࢼࣟ

㊊超幅が大幅に⦰ᑠしました。 (図2-2-2-11) 
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��� ᪂つᏛᰯ༞ᴗ⪅のᑵ⫋≧ἣ 

ձ  㧗➼Ꮫᰯ༞ᴗ⪅の県ෆồ人ಸ⋡の᥎⛣ 

ᮏ県の新つ高➼Ꮫᰯ༞ᴗ⪅をᑐ㇟とした県内ồ人ಸ率の᥎⛣をみると、平成20 年(2008 年)のࣜ

り低ୗしたものの、平成25年(2013ࡼや平成23年(2011年)の東᪥ᮏ大㟈⅏のᙳ㡪にࢡࢵࣙࢩ࣐࣮ࣥ

年)以㝆は௻ᴗの人ᡭ୙㊊ឤを⫼ᬒに上᪼ഴྥに࠶り、令和2年(2020年)3᭶༞ᴗ⪅の県内ồ人ಸ率

は、㐣ཤ最高の3.18ಸとなっています。(図2-2-2-12) 
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② 就職状況 

令和2年(2020年)3月に県内の高等学校を卒業して就職した生徒(進入学し、かつ就職した者を含

む)は、卒業者の30.1％にあたる3,400 人となっています。また、全国では17.4％にあたる18 万

560人となっています。(図2-2-2-13-1) 

都道府県別にみると、就職した生徒の割合は全国で4番目に高くなっています。(図2-2-2-13-2) 
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全国の大学卒業者における就職者数は、全体の77.7％にあたる44万6,082 人となっており、都

道府県別にみると、就職した学生の割合は全国で3番目に高くなっていますが、高等学校卒業者の

就職率に比べると全国平均との間に大きな差はありません。(図2-2-2-14-1～2) 
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図2-2-2-13-2 高等学校卒業者の就職率
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そのᚋは、全ᅜ、東໭ཬࡧᮏ県のいࢀࡎも、୙㊊超幅がᣑ大ഴྥに࠶りましたが、平成30年(2018

年)㡭࠿らはᴫࡡᶓࡤいとなり、令和ඖ年(2019年)12᭶ᮇ以㝆は⦰ᑠഴྥとなっています。新ᆺࢥ

て୙࡭のᙳ㡪が深้化した令和2年(2020年)6᭶ᮇは、3᭶ᮇと比࡬῭⤒るࡼのୡ⏺ⓗᣑ大にࢼࣟ

㊊超幅が大幅に⦰ᑠしました。 (図2-2-2-11) 
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図2-2-2-11 㞠⏝人ဨุ᩿㻰㻵の᥎移
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（「㐣๫」䠉「୙㊊」䞉䠂䝫䜲䞁䝖）

資料）᪥ᮏ㖟⾜「඲ᅜ௻ᴗ▷ᮇ⤒῭ほ 調査」䚸᪥ᮏ㖟⾜௝ྎᨭᗑ「඲ᅜ௻ᴗ▷ᮇ⤒῭ほ 調査⤖ᯝ䠉ᮾ໭ᆅ༊6県

䠉」䚸᪥ᮏ㖟⾜青森ᨭᗑ「県ෆ௻ᴗ▷ᮇ⤒῭ほ 調査⤖ᯝ」䚸᪥ᮏ㖟⾜青森ᨭᗑ「県ෆ௻ᴗ▷ᮇ⤒῭ほ 調査⤖ᯝ」

䝸䞊䝬䞁䝅䝵䝑䜽 ᮾ᪥ᮏ኱㟈⅏

 

 

��� ᪂つᏛᰯ༞ᴗ⪅のᑵ⫋≧ἣ 

ձ  㧗➼Ꮫᰯ༞ᴗ⪅の県ෆồ人ಸ⋡の᥎⛣ 

ᮏ県の新つ高➼Ꮫᰯ༞ᴗ⪅をᑐ㇟とした県内ồ人ಸ率の᥎⛣をみると、平成20 年(2008 年)のࣜ

り低ୗしたものの、平成25年(2013ࡼや平成23年(2011年)の東᪥ᮏ大㟈⅏のᙳ㡪にࢡࢵࣙࢩ࣐࣮ࣥ

年)以㝆は௻ᴗの人ᡭ୙㊊ឤを⫼ᬒに上᪼ഴྥに࠶り、令和2年(2020年)3᭶༞ᴗ⪅の県内ồ人ಸ率

は、㐣ཤ最高の3.18ಸとなっています。(図2-2-2-12) 
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資料）青森労働局「新規高等学校卒業者職業紹介状況」 ※各年3月卒業者についての最終状況

※県内求人倍率＝県内求人数/県内就職希望者

東日本

大震災

リーマン

ショック

 

 

② 就職状況 

令和2年(2020年)3月に県内の高等学校を卒業して就職した生徒(進入学し、かつ就職した者を含

む)は、卒業者の30.1％にあたる3,400 人となっています。また、全国では17.4％にあたる18 万

560人となっています。(図2-2-2-13-1) 

都道府県別にみると、就職した生徒の割合は全国で4番目に高くなっています。(図2-2-2-13-2) 

同様に、県内大学を卒業して就職した学生は、卒業者の82.4％にあたる2,826人となっています。 

全国の大学卒業者における就職者数は、全体の77.7％にあたる44万6,082 人となっており、都

道府県別にみると、就職した学生の割合は全国で3番目に高くなっていますが、高等学校卒業者の

就職率に比べると全国平均との間に大きな差はありません。(図2-2-2-14-1～2) 
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資料）文部科学省「令和２年度学校基本調査」

※大学等進学者には専修学校、公共職業能力開発施設等進（入）学者を含む。
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資料）文部科学省「令和２年度学校基本調査」

図2-2-2-13-2 高等学校卒業者の就職率

※ 就職者には大学等進学後の就職者数を含む。

(R2年3月卒業)

全国平均
17.4%

(R2年3月卒業)

図2-2-2-13-1 高等学校卒業者の進路

 

49



 50 

82.4

0

20

40

60

80

100

埼

玉

愛

知

青

森

兵

庫

群

馬

広

島

福

島

大

阪

静

岡

奈

良

栃

木

東

京

三

重

千

葉

神
奈
川

山

梨

香

川

宮

城

愛

媛

京

都

岐

阜

岡

山

福

岡

福

井

北
海
道

熊

本

滋

賀

長

崎

島

根

山

口

秋

田

宮

崎

和
歌
山

石

川

新

潟

高

知

山

形

大

分

岩

手

鹿
児
島

富

山

佐

賀

長

野

鳥

取

茨

城

徳

島

沖

縄

（％）

資料）文部科学省「令和２年度学校基本調査」

図2-2-2-14-2 大学卒業者の就職率

※ 就職者には大学進学後の就職者数を含む。
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資料）文部科学省「令和２年度学校基本調査」
※就職者には大学進学後の就職者を含まない。
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全国平均
77.7%(R2年3月卒業)

 

令和2年(2020年)3月に高等学校を卒業した生徒の就職先を県内、県外別にみると、県外就職率

は45.0％に達し、全国平均の19.2％を大きく上回っており、その就職先を地域別にみると、東京都

を中心とした関東地方が全体の約7割を占めています。 (図2-2-2-15-1～2) 

また、令和2年(2020年)3月に県内大学を卒業した学生のうち県内企業等への就職が内定した学

生の数は、前年を5名上回る826名となり、就職内定者に占める県内割合は、前年比1.1ポイント

減の31.3％となりました。なお、県内割合は、平成22年(2010年)以降30％台を維持しているもの

の、平成 23 年(2011 年)の 37.7％をピークに、このところ緩やかな低下傾向にあります。 (図

2-2-2-16) 
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資料）文部科学省「令和２年度学校基本調査」
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資料）文部科学省「令和２年度学校基本調査」

図2-2-2-15-1 高等学校卒業者の県外就職率
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(R2年3月卒業)
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資料)青森労働局「新規大学等卒業予定者職業紹介状況（各年3月末現在）」

図2-2-2-16 県内大学卒業者の就職内定者数の推移
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次に、令和2年(2020年)3᭶の県内高➼Ꮫᰯ༞ᴗ⪅のᑵ⫋≧ἣについて、⫋ᴗ別にみると、ᑵ⫋

⪅ (進ධᏛし、࠿つᑵ⫋した⪅をྵࡴ)3�400 人のࡕ࠺、⏕⏘ᕤ⛬ᚑ஦⪅࡬のᑵ⫋が704 人(全体の

20.7％)と最もከࡃ、次いでࢫࣅ࣮ࢧ⫋ᴗᚑ஦⪅が626 人(ྠ 18.4％)、ᑓ㛛ⓗ࣭ᢏ⾡ⓗ⫋ᴗᚑ஦⪅

が421人(ྠ12.4％)の㡰となっています。 

こࢀを⏨ዪ別にみると、⏨子では⏕⏘ᕤ⛬、ᑓ㛛ⓗ࣭ᢏ⾡ⓗ⫋ᴗ、ಖᏳ⫋ᴗのᚑ஦⪅࡬のᑵ⫋が

ከいのにᑐし、ዪ子ではࢫࣅ࣮ࢧ⫋ᴗ、஦ົ、㈍኎のᚑ஦⪅࡬のᑵ⫋がከࡃなっています。(図

2-2-2-17-1) 
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資料）県ᩍ⫱ጤဨ఍「㧗➼Ꮫᰯ➼༞ᴗ⪅の㐍㊰≧ἣ」（௧࿴2年5᭶1᪥⌧ᅾ）

図2-2-2-1㻣-1 㧗➼Ꮫᰯ༞ᴗ⪅の⫋ᴗ別ᑵ⫋⪅ᩘ(人）
生産ᕤ⛬ 䝃䞊䝡䝇 ᑓ㛛䞉ᢏ⾡ ஦ົ ㈍኎ ಖᏳ ᘓタ䞉᥇᥀ ㍺㏦䞉ᶵᲔ 㐠ᦙ䞉Ύᤲ ㎰ᯘ⁺ᴗ 䛭の௚

(R2年3᭶༞ᴗ)

 

 

また、⏘ᴗ別にみると、〇㐀ᴗ࡬のᑵ⫋が778人(全体の22.9％)と最もከࡃ、次いでබົが424

人(ྠ12.5％)、༺኎࣭ᑠ኎ᴗが422人(ྠ12.4％)の㡰となっています。 

こࢀを県内、県外別にみると、県内では、県外ᑵ⫋のሙ合に比࡭て〇㐀ᴗ、༺኎࣭ᑠ኎ᴗ࡬のᑵ

⫋がከいのにᑐし、県外では、県内ᑵ⫋のሙ合に比࡭てබົ、ᐟ泊ᴗ࣭㣧㣗ࢫࣅ࣮ࢧᴗ、㐠㍺ᴗ࣭

㒑౽ᴗ࡬のᑵ⫋がከࡃなっています。(図2-2-2-17-2) 
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資料）県ᩍ⫱ጤဨ఍「㧗➼Ꮫᰯ➼༞ᴗ⪅の㐍㊰≧ἣ」（௧࿴2年5᭶1᪥⌧ᅾ）

図2-2-2-1㻣-2 㧗➼Ꮫᰯ༞ᴗ⪅の産ᴗ別ᑵ⫋⪅ᩘ(人）
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一方、県内ᑵ⫋した新つᏛ༞⪅の㞳⫋≧ἣをみると、平成31年(2019年)3᭶༞ᴗ⪅のᑵ⫋㸯年ᚋ

までの㞳⫋率は、高➼Ꮫᰯ༞ᴗ⪅が18.9％、▷大➼༞ᴗ⪅が18.3％、大Ꮫ➼༞ᴗ⪅が13.9％とな

っています。ᑵ⫋2年ᚋ、3年ᚋはࡉらに高ࡃなり、平成29年(2018年)3᭶༞ᴗ⪅のᑵ⫋3年ᚋま

での㞳⫋率は、高➼Ꮫᰯ༞ᴗ⪅が41.6％、▷大➼༞ᴗ⪅が45.3％、大Ꮫ➼༞ᴗ⪅が37.4％となっ

ており、いࢀࡎも全ᅜ平均を上回っています。(⾲2-2-1) 
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資料)青森ປാᒁ「᪂つᏛᰯ༞ᴗ⪅の㞳⫋≧ἣ」

⾲2-2-1䚷䚷᪂つᏛᰯ༞ᴗ⪅の㞳⫋≧ἣ
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資料）文部科学省「令和２年度学校基本調査」

図2-2-2-14-2 大学卒業者の就職率

※ 就職者には大学進学後の就職者数を含む。

(R2年3月卒業)
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図2-2-2-14-1 大学卒業者の進路
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資料）文部科学省「令和２年度学校基本調査」
※就職者には大学進学後の就職者を含まない。

青森県
全国

全国平均
77.7%(R2年3月卒業)

 

令和2年(2020年)3月に高等学校を卒業した生徒の就職先を県内、県外別にみると、県外就職率

は45.0％に達し、全国平均の19.2％を大きく上回っており、その就職先を地域別にみると、東京都

を中心とした関東地方が全体の約7割を占めています。 (図2-2-2-15-1～2) 

また、令和2年(2020年)3月に県内大学を卒業した学生のうち県内企業等への就職が内定した学

生の数は、前年を5名上回る826名となり、就職内定者に占める県内割合は、前年比1.1ポイント

減の31.3％となりました。なお、県内割合は、平成22年(2010年)以降30％台を維持しているもの

の、平成 23 年(2011 年)の 37.7％をピークに、このところ緩やかな低下傾向にあります。 (図

2-2-2-16) 
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図2-2-2-15-2 青森県の県外就職者の就職先
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資料）文部科学省「令和２年度学校基本調査」
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図2-2-2-15-1 高等学校卒業者の県外就職率

全国平均
19.2%

(R2年3月卒業)
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資料)青森労働局「新規大学等卒業予定者職業紹介状況（各年3月末現在）」

図2-2-2-16 県内大学卒業者の就職内定者数の推移

就職未内定者数（左目盛） 県外就職内定者数（左目盛）

県内就職内定者数（左目盛） 就職内定者に占める県内割合（右目盛）

（％）

 

 

次に、令和2年(2020年)3᭶の県内高➼Ꮫᰯ༞ᴗ⪅のᑵ⫋≧ἣについて、⫋ᴗ別にみると、ᑵ⫋

⪅ (進ධᏛし、࠿つᑵ⫋した⪅をྵࡴ)3�400 人のࡕ࠺、⏕⏘ᕤ⛬ᚑ஦⪅࡬のᑵ⫋が704 人(全体の

20.7％)と最もከࡃ、次いでࢫࣅ࣮ࢧ⫋ᴗᚑ஦⪅が626 人(ྠ 18.4％)、ᑓ㛛ⓗ࣭ᢏ⾡ⓗ⫋ᴗᚑ஦⪅

が421人(ྠ12.4％)の㡰となっています。 

こࢀを⏨ዪ別にみると、⏨子では⏕⏘ᕤ⛬、ᑓ㛛ⓗ࣭ᢏ⾡ⓗ⫋ᴗ、ಖᏳ⫋ᴗのᚑ஦⪅࡬のᑵ⫋が

ከいのにᑐし、ዪ子ではࢫࣅ࣮ࢧ⫋ᴗ、஦ົ、㈍኎のᚑ஦⪅࡬のᑵ⫋がከࡃなっています。(図

2-2-2-17-1) 
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資料）県ᩍ⫱ጤဨ఍「㧗➼Ꮫᰯ➼༞ᴗ⪅の㐍㊰≧ἣ」（௧࿴2年5᭶1᪥⌧ᅾ）

図2-2-2-1㻣-1 㧗➼Ꮫᰯ༞ᴗ⪅の⫋ᴗ別ᑵ⫋⪅ᩘ(人）
生産ᕤ⛬ 䝃䞊䝡䝇 ᑓ㛛䞉ᢏ⾡ ஦ົ ㈍኎ ಖᏳ ᘓタ䞉᥇᥀ ㍺㏦䞉ᶵᲔ 㐠ᦙ䞉Ύᤲ ㎰ᯘ⁺ᴗ 䛭の௚

(R2年3᭶༞ᴗ)

 

 

また、⏘ᴗ別にみると、〇㐀ᴗ࡬のᑵ⫋が778人(全体の22.9％)と最もከࡃ、次いでබົが424

人(ྠ12.5％)、༺኎࣭ᑠ኎ᴗが422人(ྠ12.4％)の㡰となっています。 

こࢀを県内、県外別にみると、県内では、県外ᑵ⫋のሙ合に比࡭て〇㐀ᴗ、༺኎࣭ᑠ኎ᴗ࡬のᑵ

⫋がከいのにᑐし、県外では、県内ᑵ⫋のሙ合に比࡭てබົ、ᐟ泊ᴗ࣭㣧㣗ࢫࣅ࣮ࢧᴗ、㐠㍺ᴗ࣭

㒑౽ᴗ࡬のᑵ⫋がከࡃなっています。(図2-2-2-17-2) 
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資料）県ᩍ⫱ጤဨ఍「㧗➼Ꮫᰯ➼༞ᴗ⪅の㐍㊰≧ἣ」（௧࿴2年5᭶1᪥⌧ᅾ）

図2-2-2-1㻣-2 㧗➼Ꮫᰯ༞ᴗ⪅の産ᴗ別ᑵ⫋⪅ᩘ(人）

〇㐀 බົ ༺኎䞉ᑠ኎ ᘓタ ᐟἩ䞉㣧㣗䝃䞊䝡䝇 ་⒪䞉⚟♴ 䛭の௚䝃䞊䝡䝇 㐠㍺䞉㒑౽ 生ά㛵㐃 」合䝃䞊䝡䝇 䛭の௚

(R2年3᭶༞ᴗ)

 

 

一方、県内ᑵ⫋した新つᏛ༞⪅の㞳⫋≧ἣをみると、平成31年(2019年)3᭶༞ᴗ⪅のᑵ⫋㸯年ᚋ

までの㞳⫋率は、高➼Ꮫᰯ༞ᴗ⪅が18.9％、▷大➼༞ᴗ⪅が18.3％、大Ꮫ➼༞ᴗ⪅が13.9％とな

っています。ᑵ⫋2年ᚋ、3年ᚋはࡉらに高ࡃなり、平成29年(2018年)3᭶༞ᴗ⪅のᑵ⫋3年ᚋま

での㞳⫋率は、高➼Ꮫᰯ༞ᴗ⪅が41.6％、▷大➼༞ᴗ⪅が45.3％、大Ꮫ➼༞ᴗ⪅が37.4％となっ

ており、いࢀࡎも全ᅜ平均を上回っています。(⾲2-2-1) 

(༢఩䠖㻑) (༢఩䠖㻑) (༢఩䠖㻑)

青森県 青森県 青森県

඲䚷ᅜ ඲䚷ᅜ ඲䚷ᅜ

資料)青森ປാᒁ「᪂つᏛᰯ༞ᴗ⪅の㞳⫋≧ἣ」

⾲2-2-1䚷䚷᪂つᏛᰯ༞ᴗ⪅の㞳⫋≧ἣ

㧗➼Ꮫᰯ ▷኱➼ ኱Ꮫ➼

ᖹᡂ2㻥年3᭶༞

（3年ᚋ）

ᖹᡂ3㻜年3᭶༞

（2年ᚋ）

ᖹᡂ31年3᭶༞

（1年ᚋ）

ᖹᡂ2㻥年3᭶༞

（3年ᚋ）

ᖹᡂ3㻜年3᭶༞

（2年ᚋ）

ᖹᡂ31年3᭶༞

（1年ᚋ）

ᖹᡂ2㻥年3᭶༞

（3年ᚋ）

ᖹᡂ3㻜年3᭶༞

（2年ᚋ）

ᖹᡂ31年3᭶༞

（1年ᚋ）

41.6 32.1 18.9 45.3 32.7 18.3 37.4 28.1 13.9

39.5 28.7 16.2 43.0 30.8 17.7 32.8 22.8 11.7
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�3� ᑵᴗ⪅の⏘ᴗูෆヂ 

平成27 年(2015 年)ᅜໃㄪᰝ⤖ᯝ࠿ら、ᮏ県のᑵᴗ⪅(62 ୓ 5�970 人)の⏘ᴗ別ᵓ成比をみると、

、農ᴗࠕ、་⒪、⚟♴ࠖが13.4％ࠕ次いで、ࡃ኎ᴗ࣭ᑠ኎ᴗࠖの༨める割合が15.5％と最も高༻ࠕ

ᯘᴗ、漁ᴗࠖが12.0％などとなっています。 

平成22年(2010年)ᅜໃㄪᰝ⤖ᯝ(ᑵᴗ⪅63୓9�584人)と比較すると、ࠕ་⒪、⚟♴ࠖが1.7࣏

の上᪼などとࢺࣥ࢖࣏が0.3ࠖ(ないものࢀࡉ他にศ㢮)ᴗࢫࣅ࣮ࢧࠕ上᪼しており、次いでࢺࣥ࢖

なっています。一方、ࠕ༺኎ᴗ、ᑠ኎ᴗ がࠖ0.8ࢺࣥ࢖࣏低ୗしており、次いでࠕ農ᴗ、ᯘᴗ、漁ᴗࠖ

が0.7ࢺࣥ࢖࣏の低ୗなどとなっています。(図2-2-2-18) 

また、全ᅜのᑵᴗ⪅(5�891୓9�036人)の、⏘ᴗ別ᵓ成比をみると、ࠕ〇㐀ᴗ のࠖ༨める割合が16.2％

と最も高ࡃ、次いでࠕ༺኎ᴗ、ᑠ኎ᴗࠖが15.3％、ࠕ་⒪、⚟♴ࠖが11.9％などとなっています。 

平成22年(2010年)⤖ᯝ(ᑵᴗ⪅5�961୓1�311人)と比較すると、ࠕ་⒪、⚟♴ がࠖ1.6ࢺࣥ࢖࣏

上᪼しており、次いでࢫࣅ࣮ࢧࠕᴗ(他にศ㢮ࢀࡉないもの)ࠖが0.3ࢺࣥ࢖࣏の上᪼などとなって

います。一方、ࠕ༺኎ᴗ、ᑠ኎ᴗࠖが1.2ࢺࣥ࢖࣏低ୗしており、次いでࠕ農ᴗ、ᯘᴗ、漁ᴗ 㐠ࠕࠖ、

㍺ᴗ、㒑౽ᴗ ᴗࢫࣅ࣮ࢧᐟ泊ᴗ、㣧㣗ࠕࠖ、 がࠖ0.2ࢺࣥ࢖࣏の低ୗなどとなっています。(図2-2-2-19) 
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ᮏ県のᑵᴗ⪅の割合を⏨ዪ別に平成22年(2010年)と平成27年(2015年)を比࡭ると、ᑵᴗ⪅のᵓ

成比が最も上᪼したࠕ་⒪、⚟♴ でࠖは、⏨ᛶが4.8％࠿ら5.7％࡬と0.9ࢺࣥ࢖࣏の上᪼、ዪᛶが

 の上᪼となっています。(図2-2-2-20㹼21)ࢺࣥ࢖࣏と2.2࡬ら22.4％࠿20.2％

་⒪、⚟♴ࠖのᑵᴗ⪅ᵓࠕ་⒪、⚟♴ࠖにおけるዪᛶのᑵᴗ⪅ᵓ成比の上᪼が、全体に༨めるࠕ

成比の上᪼に㛵ಀしているとᛮࢀࢃます。 
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��� ປാຊ人口࣭ኻᴗ⋡のື  ྥ

ձ ປാຊ人口の᥎⛣ 

全ᅜのປാຊ人口11は、平成25年(2013年)以㝆増加ഴྥに࠶り、令和ඖ年(2019年)は๓年比0.8％増

の6�886୓人となりました。 

こࢀにᑐしᮏ県のປാຊ人口は一㈏して減少ഴྥに࠶り、令和ඖ年(2019年)は67୓1༓人と๓年に

比࡭て0.1％減少しています。こࢀは人口の減少や高齢化の進行のᙳ㡪にࡼるものと⪃えらࢀます。 

(図2-2-2-22) 
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資料）⥲ົ┬「ປാຊ調査」
䈜青森県のᩘ್䛿年ᖹᆒ（䝰䝕䝹᥎計್）䚹
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䛥䜜䛶䛔䜛䚹  

 

ղ ᏶඲ኻᴗ⋡ࠊ㞠⏝ಖ㝤ཷ⤥⪅ᐇ人ဨの᥎⛣ 

᏶全ኻᴗ率12は、全ᅜでは、平成21年(2009年)に5.1％に㐩したᚋ、東᪥ᮏ大㟈⅏の᚟⯆㟂せや

 。り、令和ඖ年(2019年)は2.4％まで低ୗしていますࡼのຠᯝ➼にࢫࢡ࣑ࣀ࣋࢔

ᮏ県の᏶全ኻᴗ率は、平成21年(2009年)の6.8％࠿ら、令和ඖ年(2019年)は2.7％まで低ୗして

います。౫↛として全ᅜと比࡭て高いỈ‽に࠶るものの、全ᅜとのᕪはᑠࡃࡉなってࡁています。(図

2-2-2-23) 

                         
11 ປാຊ人口 1͐5歳以上の人口のࡕ࠺、ᑵᴗ⪅と᏶全ኻᴗ⪅の合ィ。Ꮫ⏕、ᑓᴗ୺፬、高齢⪅など㠀ປാຊ人口

をᕪしᘬいた人口。 
12 ᏶全ኻᴗ率 ͐ປാຊ人口のࡕ࠺、⫋がなࡃồ⫋ά動をしている⪅(᏶全ኻᴗ⪅)の割合。 
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�3� ᑵᴗ⪅の⏘ᴗูෆヂ 

平成27 年(2015 年)ᅜໃㄪᰝ⤖ᯝ࠿ら、ᮏ県のᑵᴗ⪅(62 ୓ 5�970 人)の⏘ᴗ別ᵓ成比をみると、

、農ᴗࠕ、་⒪、⚟♴ࠖが13.4％ࠕ次いで、ࡃ኎ᴗ࣭ᑠ኎ᴗࠖの༨める割合が15.5％と最も高༻ࠕ

ᯘᴗ、漁ᴗࠖが12.0％などとなっています。 

平成22年(2010年)ᅜໃㄪᰝ⤖ᯝ(ᑵᴗ⪅63୓9�584人)と比較すると、ࠕ་⒪、⚟♴ࠖが1.7࣏

の上᪼などとࢺࣥ࢖࣏が0.3ࠖ(ないものࢀࡉ他にศ㢮)ᴗࢫࣅ࣮ࢧࠕ上᪼しており、次いでࢺࣥ࢖

なっています。一方、ࠕ༺኎ᴗ、ᑠ኎ᴗ がࠖ0.8ࢺࣥ࢖࣏低ୗしており、次いでࠕ農ᴗ、ᯘᴗ、漁ᴗࠖ

が0.7ࢺࣥ࢖࣏の低ୗなどとなっています。(図2-2-2-18) 

また、全ᅜのᑵᴗ⪅(5�891୓9�036人)の、⏘ᴗ別ᵓ成比をみると、ࠕ〇㐀ᴗ のࠖ༨める割合が16.2％

と最も高ࡃ、次いでࠕ༺኎ᴗ、ᑠ኎ᴗࠖが15.3％、ࠕ་⒪、⚟♴ࠖが11.9％などとなっています。 

平成22年(2010年)⤖ᯝ(ᑵᴗ⪅5�961୓1�311人)と比較すると、ࠕ་⒪、⚟♴ がࠖ1.6ࢺࣥ࢖࣏

上᪼しており、次いでࢫࣅ࣮ࢧࠕᴗ(他にศ㢮ࢀࡉないもの)ࠖが0.3ࢺࣥ࢖࣏の上᪼などとなって

います。一方、ࠕ༺኎ᴗ、ᑠ኎ᴗࠖが1.2ࢺࣥ࢖࣏低ୗしており、次いでࠕ農ᴗ、ᯘᴗ、漁ᴗ 㐠ࠕࠖ、

㍺ᴗ、㒑౽ᴗ ᴗࢫࣅ࣮ࢧᐟ泊ᴗ、㣧㣗ࠕࠖ、 がࠖ0.2ࢺࣥ࢖࣏の低ୗなどとなっています。(図2-2-2-19) 
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資料）⥲ົ┬「ᅜໃ調査」
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බົ（௚䛻分㢮䛥䜜䜛䜒の䜢㝖䛟） 䛭の௚

(%)

資料）⥲ົ┬「ᅜໃ調査」  

 

ᮏ県のᑵᴗ⪅の割合を⏨ዪ別に平成22年(2010年)と平成27年(2015年)を比࡭ると、ᑵᴗ⪅のᵓ

成比が最も上᪼したࠕ་⒪、⚟♴ でࠖは、⏨ᛶが4.8％࠿ら5.7％࡬と0.9ࢺࣥ࢖࣏の上᪼、ዪᛶが

 の上᪼となっています。(図2-2-2-20㹼21)ࢺࣥ࢖࣏と2.2࡬ら22.4％࠿20.2％

་⒪、⚟♴ࠖのᑵᴗ⪅ᵓࠕ་⒪、⚟♴ࠖにおけるዪᛶのᑵᴗ⪅ᵓ成比の上᪼が、全体に༨めるࠕ

成比の上᪼に㛵ಀしているとᛮࢀࢃます。 
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බົ（௚䛻分㢮䛥䜜䜛䜒の䜢㝖䛟） 䛭の௚

(%)

資料）⥲ົ┬「ᅜໃ調査」
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(%)

資料）⥲ົ┬「ᅜໃ調査」  

 

��� ປാຊ人口࣭ኻᴗ⋡のື  ྥ

ձ ປാຊ人口の᥎⛣ 

全ᅜのປാຊ人口11は、平成25年(2013年)以㝆増加ഴྥに࠶り、令和ඖ年(2019年)は๓年比0.8％増

の6�886୓人となりました。 

こࢀにᑐしᮏ県のປാຊ人口は一㈏して減少ഴྥに࠶り、令和ඖ年(2019年)は67୓1༓人と๓年に

比࡭て0.1％減少しています。こࢀは人口の減少や高齢化の進行のᙳ㡪にࡼるものと⪃えらࢀます。 

(図2-2-2-22) 
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（୓人）（୓人） 図2-2-2-22 ປാຊ人口の᥎移

青森県（ᕥ┠┒） ඲ᅜ（ྑ┠┒）

資料）⥲ົ┬「ປാຊ調査」
䈜青森県のᩘ್䛿年ᖹᆒ（䝰䝕䝹᥎計್）䚹
ປാຊ調査䛿䚸㒔㐨ᗓ県のᶆᮏつᶍ䛜ᑠ䛥䛔䛣䛸䛛䜙䚸඲ᅜ⤖ᯝ䛻ẚ䜉䚸⢭ᗘ䛜༑分䛻☜ಖ䛷䛝䛺䛔䛣䛸䛻ὀព
䜢せ䛩䜛䚹

䈜䝧䞁䝏䝬䞊䜽人口（ẖ᭶の⤖ᯝ䜢⟬ฟ䛩䜛䛯䜑のᇶ♏䛸䛺䜛人口）のษ᭰䛘➼䛻ᇶ䛵䛝䚸⤖ᯝの୍㒊䛜㐳ཬᨵᐃ
䛥䜜䛶䛔䜛䚹  

 

ղ ᏶඲ኻᴗ⋡ࠊ㞠⏝ಖ㝤ཷ⤥⪅ᐇ人ဨの᥎⛣ 

᏶全ኻᴗ率12は、全ᅜでは、平成21年(2009年)に5.1％に㐩したᚋ、東᪥ᮏ大㟈⅏の᚟⯆㟂せや

 。り、令和ඖ年(2019年)は2.4％まで低ୗしていますࡼのຠᯝ➼にࢫࢡ࣑ࣀ࣋࢔

ᮏ県の᏶全ኻᴗ率は、平成21年(2009年)の6.8％࠿ら、令和ඖ年(2019年)は2.7％まで低ୗして

います。౫↛として全ᅜと比࡭て高いỈ‽に࠶るものの、全ᅜとのᕪはᑠࡃࡉなってࡁています。(図

2-2-2-23) 

                         
11 ປാຊ人口 1͐5歳以上の人口のࡕ࠺、ᑵᴗ⪅と᏶全ኻᴗ⪅の合ィ。Ꮫ⏕、ᑓᴗ୺፬、高齢⪅など㠀ປാຊ人口

をᕪしᘬいた人口。 
12 ᏶全ኻᴗ率 ͐ປാຊ人口のࡕ࠺、⫋がなࡃồ⫋ά動をしている⪅(᏶全ኻᴗ⪅)の割合。 
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図2-2-2-23 ᏶඲ኻᴗ率の᥎移

青森県 ඲ᅜ

資料）⥲ົ┬「ປാຊ調査」
䈜青森県のᩘ್䛿年ᖹᆒ（䝰䝕䝹᥎計್）䚹
ປാຊ調査䛿䚸㒔㐨ᗓ県のᶆᮏつᶍ䛜ᑠ䛥䛔䛣䛸䛛䜙䚸඲ᅜ⤖ᯝ䛻ẚ䜉䚸⢭ᗘ䛜༑分䛻☜ಖ䛷䛝䛺䛔䛣䛸䛻ὀព
䜢せ䛩䜛䚹

䈜䝧䞁䝏䝬䞊䜽人口（ẖ᭶の⤖ᯝ䜢⟬ฟ䛩䜛䛯䜑のᇶ♏䛸䛺䜛人口）のษ᭰䛘➼䛻ᇶ䛵䛝䚸⤖ᯝの୍㒊䛜㐳ཬᨵᐃ
䛥䜜䛶䛔䜛䚹

䝸䞊䝬䞁䝅䝵䝑䜽 ᮾ᪥ᮏ኱㟈⅏

 

 また、ኻᴗの動ྥと㛵㐃するᣦᶆで࠶る㞠⏝ಖ㝤ཷ⤥⪅ᐇ人ဨ13をみると、ẖ年1㹼2᭶に増加し、10

㹼11᭶に減少するഴྥが࠶ります。令和2年(2020年)1᭶のཷ⤥⪅は๓年ྠ᭶比3.1％減の7�935人と

なりましたが、6᭶以㝆は๓年ྠ᭶比の増加幅が大ࡃࡁなっています。こࢀは、新ᆺࢼࣟࢥのᙳ㡪にࡼ

り、㞳⫋⪅が増加したことも一ᅉと⪃えらࢀます。(図2-2-2-24) 
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資料）ཌ生ປാ┬「⫋ᴗᏳᐃᴗົ統計」

㸦人㸧 㸦㸣㸧図2-2-2-24 㞠⏝ಖ㝤ཷ⤥⪅ᐇ人ဨの᥎移

 

 

 

                         
13 㞠⏝ಖ㝤ཷ⤥⪅ᐇ人ဨ ͐௻ᴗの㞠⏝ㄪᩚ➼にࡼる㞳⫋などにࡼって㞠⏝ಖ㝤のồ⫋⪅⤥௜をཷ⤥している人

 ᩘ

 

��� ㈤㔠࣭ປാ᫬㛫のື  ྥ

ձ ⌧㔠⤥୚⥲㢠の᥎⛣ 

令和2年(2020年)のᮏ県における஦ᴗ所つᶍ5人以上の஦ᴗ所でാいている㞠⏝⪅1人ᙜたりの᭶間

⌧㔠⤥୚⥲㢠(ᇶᮏ⤥をᰕとする所ᐃ内⤥୚、ṧᴗ௦などの超㐣ປാ⤥୚、ࢫࢼ࣮࣎などの特別⤥୚の合

ィ)は26୓1༓෇で、๓年(令和ඖ年(2019年))の26୓෇ࡼり1༓෇増となり、全ᅜを100とした⌧㔠

⤥୚Ỉ‽も82.1と、๓年の80.5ࡼり1.6ࢺࣥ࢖࣏上᪼しました。 

⌧㔠⤥୚⥲㢠の᥎⛣をみると、ᮏ県では、ࣜ り⤒῭᝟ໃがᛴ⃭にᝏ化した平成21ࡼにࢡࢵࣙࢩ࣐࣮ࣥ

年(2009年)に1୓6༓෇ⴠࡕ㎸ࡔࢇᚋ、平成29年(2017年)以㝆は26୓෇๓ᚋで᥎⛣しています。(図

2-2-2-25) 

270 

254 
259 254 253 257 254 251 252 

263 258 260 261 

315 316 319 316 318 319 324 323 318 

80.2 
81.3 

79.7 79.5 79.4 

82.2 

79.8 80.5 
82.1 

50

60

70

80

90

100

200

300

400

500

H20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 2年

（䠂）（༓෇）

資料）県統計分析課「ẖ᭶໅ປ統計調査ᆅ᪉調査⤖ᯝ」

図2-2-2-25 ⌧㔠⤥୚⥲㢠の᥎移（青森県䚸඲ᅜ）

⌧㔠⤥୚⥲㢠（青森県）（ᕥ┠┒） ⌧㔠⤥୚⥲㢠（඲ᅜ）（ᕥ┠┒）

⌧㔠⤥୚Ỉ‽（ᅜ䠙䠍䠌䠌）（ྑ┠┒）

ͤ ᖖ⏝ປാ⪅䠑人以上の஦ᴗᡤᑐ㇟䚹ᩘ್䛿年ᖹᆒ᭶㢠䚹
 

ὀ㸧全ᅜのᩘ್については、平成30年11᭶ศ☜ሗ࠿ら、ᥖ㍕するᩘ್を、ᚑ᮶බ⾲してࡁた್࠿ら、平成24年以㝆
において東ி㒔の500ࠕ人以上つᶍの஦ᴗ所ࠖについても᚟ඖして෌㞟ィした್㸦෌㞟ィ್㸧にኚ᭦しており、ᚑ
᮶のබ⾲್とは᥋⥆しないことにὀពする。また令和ඖ年6᭶ศ㏿ሗ࠿ら500ࠕ人以上つᶍの஦ᴗ所ࠖについて全ᩘ
ㄪᰝにࡼる್にኚ᭦していることにὀពする。  

 

次に、平成27年(2015年)の⌧㔠⤥୚⥲㢠、ᐃᮇ⤥୚(ᇶᮏ⤥をᰕとする所ᐃ内⤥୚、ṧᴗ௦など

の超㐣ປാ⤥୚の合ィ㸧を100としたᣦᩘでその動ྥをみると、令和2年(2020年)は、全ᅜが⌧㔠

⤥୚⥲㢠ᣦᩘ、ᐃᮇ⤥୚ᣦᩘともに減少し、ᮏ県は⌧㔠⤥୚⥲㢠ᣦᩘが104.3、ᐃᮇ⤥୚ᣦᩘが103.0

と、そࢀࡒࢀ๓年の103.5、102.6࠿ら上᪼しました。 (図2-2-2-26㹼27) 
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図2-2-2-23 ᏶඲ኻᴗ率の᥎移

青森県 ඲ᅜ

資料）⥲ົ┬「ປാຊ調査」
䈜青森県のᩘ್䛿年ᖹᆒ（䝰䝕䝹᥎計್）䚹
ປാຊ調査䛿䚸㒔㐨ᗓ県のᶆᮏつᶍ䛜ᑠ䛥䛔䛣䛸䛛䜙䚸඲ᅜ⤖ᯝ䛻ẚ䜉䚸⢭ᗘ䛜༑分䛻☜ಖ䛷䛝䛺䛔䛣䛸䛻ὀព
䜢せ䛩䜛䚹

䈜䝧䞁䝏䝬䞊䜽人口（ẖ᭶の⤖ᯝ䜢⟬ฟ䛩䜛䛯䜑のᇶ♏䛸䛺䜛人口）のษ᭰䛘➼䛻ᇶ䛵䛝䚸⤖ᯝの୍㒊䛜㐳ཬᨵᐃ
䛥䜜䛶䛔䜛䚹

䝸䞊䝬䞁䝅䝵䝑䜽 ᮾ᪥ᮏ኱㟈⅏

 

 また、ኻᴗの動ྥと㛵㐃するᣦᶆで࠶る㞠⏝ಖ㝤ཷ⤥⪅ᐇ人ဨ13をみると、ẖ年1㹼2᭶に増加し、10

㹼11᭶に減少するഴྥが࠶ります。令和2年(2020年)1᭶のཷ⤥⪅は๓年ྠ᭶比3.1％減の7�935人と

なりましたが、6᭶以㝆は๓年ྠ᭶比の増加幅が大ࡃࡁなっています。こࢀは、新ᆺࢼࣟࢥのᙳ㡪にࡼ

り、㞳⫋⪅が増加したことも一ᅉと⪃えらࢀます。(図2-2-2-24) 
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資料）ཌ生ປാ┬「⫋ᴗᏳᐃᴗົ統計」

㸦人㸧 㸦㸣㸧図2-2-2-24 㞠⏝ಖ㝤ཷ⤥⪅ᐇ人ဨの᥎移

 

 

 

                         
13 㞠⏝ಖ㝤ཷ⤥⪅ᐇ人ဨ ͐௻ᴗの㞠⏝ㄪᩚ➼にࡼる㞳⫋などにࡼって㞠⏝ಖ㝤のồ⫋⪅⤥௜をཷ⤥している人

 ᩘ

 

��� ㈤㔠࣭ປാ᫬㛫のື  ྥ

ձ ⌧㔠⤥୚⥲㢠の᥎⛣ 

令和2年(2020年)のᮏ県における஦ᴗ所つᶍ5人以上の஦ᴗ所でാいている㞠⏝⪅1人ᙜたりの᭶間

⌧㔠⤥୚⥲㢠(ᇶᮏ⤥をᰕとする所ᐃ内⤥୚、ṧᴗ௦などの超㐣ປാ⤥୚、ࢫࢼ࣮࣎などの特別⤥୚の合

ィ)は26୓1༓෇で、๓年(令和ඖ年(2019年))の26୓෇ࡼり1༓෇増となり、全ᅜを100とした⌧㔠

⤥୚Ỉ‽も82.1と、๓年の80.5ࡼり1.6ࢺࣥ࢖࣏上᪼しました。 

⌧㔠⤥୚⥲㢠の᥎⛣をみると、ᮏ県では、ࣜ り⤒῭᝟ໃがᛴ⃭にᝏ化した平成21ࡼにࢡࢵࣙࢩ࣐࣮ࣥ

年(2009年)に1୓6༓෇ⴠࡕ㎸ࡔࢇᚋ、平成29年(2017年)以㝆は26୓෇๓ᚋで᥎⛣しています。(図

2-2-2-25) 
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資料）県統計分析課「ẖ᭶໅ປ統計調査ᆅ᪉調査⤖ᯝ」

図2-2-2-25 ⌧㔠⤥୚⥲㢠の᥎移（青森県䚸඲ᅜ）

⌧㔠⤥୚⥲㢠（青森県）（ᕥ┠┒） ⌧㔠⤥୚⥲㢠（඲ᅜ）（ᕥ┠┒）

⌧㔠⤥୚Ỉ‽（ᅜ䠙䠍䠌䠌）（ྑ┠┒）

ͤ ᖖ⏝ປാ⪅䠑人以上の஦ᴗᡤᑐ㇟䚹ᩘ್䛿年ᖹᆒ᭶㢠䚹
 

ὀ㸧全ᅜのᩘ್については、平成30年11᭶ศ☜ሗ࠿ら、ᥖ㍕するᩘ್を、ᚑ᮶බ⾲してࡁた್࠿ら、平成24年以㝆
において東ி㒔の500ࠕ人以上つᶍの஦ᴗ所ࠖについても᚟ඖして෌㞟ィした್㸦෌㞟ィ್㸧にኚ᭦しており、ᚑ
᮶のබ⾲್とは᥋⥆しないことにὀពする。また令和ඖ年6᭶ศ㏿ሗ࠿ら500ࠕ人以上つᶍの஦ᴗ所ࠖについて全ᩘ
ㄪᰝにࡼる್にኚ᭦していることにὀពする。  

 

次に、平成27年(2015年)の⌧㔠⤥୚⥲㢠、ᐃᮇ⤥୚(ᇶᮏ⤥をᰕとする所ᐃ内⤥୚、ṧᴗ௦など

の超㐣ປാ⤥୚の合ィ㸧を100としたᣦᩘでその動ྥをみると、令和2年(2020年)は、全ᅜが⌧㔠

⤥୚⥲㢠ᣦᩘ、ᐃᮇ⤥୚ᣦᩘともに減少し、ᮏ県は⌧㔠⤥୚⥲㢠ᣦᩘが104.3、ᐃᮇ⤥୚ᣦᩘが103.0

と、そࢀࡒࢀ๓年の103.5、102.6࠿ら上᪼しました。 (図2-2-2-26㹼27) 
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資料）ཌ生ປാ┬「ẖ᭶໅ປ統計調査」

図2-2-2-26 ㈤㔠ᣦᩘの᥎移（඲ᅜ）

⌧㔠⤥୚⥲㢠 ᐃᮇ⤥୚

䈜 ᖖ⏝ປാ⪅5人以上の஦ᴗᡤᑐ㇟  
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資料）県統計分析課「ẖ᭶໅ປ統計調査ᆅ᪉調査⤖ᯝ」

図2-2-2-2㻣 ㈤㔠ᣦᩘの᥎移（青森県）
⌧㔠⤥୚⥲㢠 ᐃᮇ⤥୚

䈜 ᖖ⏝ປാ⪅5人以上の஦ᴗᡤᑐ㇟  

 ὀ㸧全ᅜのᩘ್については、平成30年11᭶ศ☜ሗ࠿ら、ᥖ㍕するᩘ್を、ᚑ᮶බ⾲してࡁた್࠿ら、平成24年以㝆
において東ி㒔の500ࠕ人以上つᶍの஦ᴗ所ࠖについても᚟ඖして෌㞟ィした್㸦෌㞟ィ್㸧にኚ᭦しており、ᚑ
᮶のබ⾲್とは᥋⥆しないことにὀពする。また令和ඖ年6᭶ศ㏿ሗ࠿ら500ࠕ人以上つᶍの஦ᴗ所ࠖについて全ᩘ
ㄪᰝにࡼる್にኚ᭦していることにὀពする。  

 

ղ ⥲ᐇປാ᫬㛫の᥎⛣ 

令和2年(2020年)のᮏ県における஦ᴗ所つᶍ5人以上の஦ᴗ所でാいている㞠⏝⪅1人ᙜたりの1࢝

᭶の⥲ᐇປാ᫬間は147.4᫬間で、๓年の150.0᫬間ࡼり2.6᫬間減少しました。 

⥲ᐇປാ᫬間の᥎⛣をみると、全ᅜではẖ年減少ഴྥに࠶るのにᑐし、ᮏ県では、平成20年(2008年)

り令和2年(2020࠶のᙳ㡪もࢼࣟࢥら令和ඖ年(2019年)までは、150᫬間ྎで᥎⛣していましたが、新ᆺ࠿

年)にึめて140᫬間ྎに減少しています。(図2-2-2-28) 
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図2-2-2-2㻤 1䜹᭶の⥲ᐇປാ᫬㛫の᥎移

青森県 ඲ᅜ

ͤ ᖖ⏝ປാ⪅䠑人以上の஦ᴗᡤᑐ㇟

 

  ὀ㸧全ᅜのᩘ್については、平成30年11᭶ศ☜ሗ࠿ら、ᥖ㍕するᩘ್を、ᚑ᮶බ⾲してࡁた್࠿ら、平成24年以㝆
において東ி㒔の500ࠕ人以上つᶍの஦ᴗ所ࠖについても᚟ඖして෌㞟ィした್㸦෌㞟ィ್㸧にኚ᭦しており、ᚑ
᮶のබ⾲್とは᥋⥆しないことにὀពする。また令和ඖ年6᭶ศ㏿ሗ࠿ら500ࠕ人以上つᶍの஦ᴗ所ࠖについて全ᩘ
ㄪᰝにࡼる್にኚ᭦していることにὀពする。  

 

 

3 ᾘ㈝のື  ྥ

��� ᾘ㈝⪅≀౯のື  ྥ

ᾘ㈝⪅≀౯ᣦᩘは、ᾘ㈝⪅が平均ⓗに㉎ධするၟရやࢫࣅ࣮ࢧの౯᱁がどの࠺ࡼにኚ化している

、について、ᇶ‽年を100としてᣦᩘ化したものです。市ሙにおける㟂せと౪⤥の㛵ಀを཯ᫎして࠿

⤒῭ά動がάⓎになると上᪼し、೵⁫すると低ୗするഴྥが࠶ること࠿ら、ࠕ⤒῭の体 ィ とࠖも࿧

 。ていますࢀࡤ

 

ձ ᾘ㈝⪅≀౯ᣦ �ᩘ⥲ྜᣦ �ᩘの᥎⛣ 

㟷᳃市の⥲合ᣦ (ᩘ平成27年(2015年)㸻100)は、ᣦᩘがస成ࢀࡉた᫛和45年(1970年)以㝆、࢚

ࡡᴫ、ࡁりᛴ⃭にኚ化したሙ合を㝖ࡼのᙳ㡪にࡆ上ࡁ౯᱁の上᪼やᾘ㈝⛯のᑟධ࣭⛯率ᘬ࣮ࢠࣝࢿ

⦆や࠿な動ࡁとなっています。この࠺ࡼな中、平成28年(2016年)9᭶20、21᪥に᪥ᮏ㖟行が㛗▷

㔠฼᧯స௜ࡁ㔞ⓗ࣭ ㉁ⓗ㔠⼥⦆和をᑟධしたຠᯝにࡼり令和ඖ年(2019年)ᮎ㡭までは上᪼ഴྥが⥆

➼⁫ά動の೵῭⤒࠺のୡ⏺ⓗなឤᰁᣑ大にకࢼࣟࢥし、令和2年(2020年)には新ᆺ࠿ました。しࡁ

にࡼるཎἜ౯᱁のୗⴠ➼࠿ら๓年比0.6％ୗⴠの101.9となっています。 

また、全ᅜの⥲合ᣦᩘも、ᮏ県とࡌྠࡰ࡯動ࡁになっており、令和2年(2020年)は๓年とྠỈ‽

の101.8となっています。(図2-2-3-1) 

次に、㟷᳃市の㏆年の≧ἣを᭶ࡈとにみると、平成27年(2015年)10᭶以㝆、ཎἜ౯᱁の動ࡁに

࿧ᛂして上ୗしており、平成28年(2016年)に࠿けて100をୗ回りましたが、ྠ年12᭶以㝆は100

を上回りました。そのᚋは上᪼ഴྥが⥆ࡁ、令和2年(2020年)1᭶には103.1となったものの、ྠ

年2᭶以㝆は๓㏙の⌮⏤にࡼりୗⴠഴྥとなりました。ྠ年5᭶には㟷᳃市内全ୡᖏで上ୗỈ㐨ᩱ

㔠がච㝖ࢀࡉたこと14にࡼりᛴⴠしましたが、ྠ年 9 ᭶には⏕㩭㣗ရの౯᱁上᪼➼にࡼり 102.3 に

上᪼したものの、そのᚋは෌ࡧୗⴠഴྥとなり、ྠ 年12᭶には101.6となりました。また、⏕㩭㣗

ရཬ࣮ࢠࣝࢿ࢚ࡧを㝖ࡃ⥲合ᣦᩘ15をみると、平成27年(2015年)2᭶以㝆は上᪼ഴྥとなり、令和

ඖ年(2019年)11᭶に102.9となったものの、ྠ 年12᭶࠿らはୗⴠഴྥとなりました。令和2年(2020

年)は5᭶に一᫬ⓗな⌮⏤にࡼりᛴⴠしたᚋ、ྠ 年6᭶には102.7に上᪼し、そのᚋはᑠ幅な上ୗを

⤒て、ྠ年12᭶には102.8となりました。(図2-2-3-2) 

 

 

 

                         
14 新ᆺࢫࣝ࢖࢘ࢼࣟࢥឤᰁ⑕に㛵するᨭ᥼⟇として㟷᳃市内全ୡᖏの令和2年(2020年)5᭶ศの上ୗỈ㐨ᩱ㔠がච

㝖ࢀࡉたこと。 
15 ᾘ㈝⪅≀౯のᇶㄪをみるために、⏕㩭㣗ရを㝖ࡃ⥲合ᣦᩘや⏕㩭㣗ရཬ࣮ࢠࣝࢿ࢚ࡧを㝖ࡃ⥲合ᣦᩘが⏝いらࢀ

ることが࠶る。⏕㩭㣗ရはኳೃせᅉで್動ࡁが⃭しいこと、࣮ࢠࣝࢿ࢚㸦ࣥࣜࢯ࢞、㟁Ẽ௦➼㸧はᾏ外せᅉでኚ動

するཎἜ౯᱁のᙳ㡪を┤᥋ཷけること࠿ら、こࢀらの一᫬ⓗなせᅉや外部せᅉを㝖ࡃことがᾘ㈝⪅≀౯のᇶㄪをᢕ

ᥱする上で᭷⏝とࢀࡉている。 
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資料）ཌ生ປാ┬「ẖ᭶໅ປ統計調査」

図2-2-2-26 ㈤㔠ᣦᩘの᥎移（඲ᅜ）
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資料）県統計分析課「ẖ᭶໅ປ統計調査ᆅ᪉調査⤖ᯝ」

図2-2-2-2㻣 ㈤㔠ᣦᩘの᥎移（青森県）
⌧㔠⤥୚⥲㢠 ᐃᮇ⤥୚

䈜 ᖖ⏝ປാ⪅5人以上の஦ᴗᡤᑐ㇟  

 ὀ㸧全ᅜのᩘ್については、平成30年11᭶ศ☜ሗ࠿ら、ᥖ㍕するᩘ್を、ᚑ᮶බ⾲してࡁた್࠿ら、平成24年以㝆
において東ி㒔の500ࠕ人以上つᶍの஦ᴗ所ࠖについても᚟ඖして෌㞟ィした್㸦෌㞟ィ್㸧にኚ᭦しており、ᚑ
᮶のබ⾲್とは᥋⥆しないことにὀពする。また令和ඖ年6᭶ศ㏿ሗ࠿ら500ࠕ人以上つᶍの஦ᴗ所ࠖについて全ᩘ
ㄪᰝにࡼる್にኚ᭦していることにὀពする。  

 

ղ ⥲ᐇປാ᫬㛫の᥎⛣ 

令和2年(2020年)のᮏ県における஦ᴗ所つᶍ5人以上の஦ᴗ所でാいている㞠⏝⪅1人ᙜたりの1࢝

᭶の⥲ᐇປാ᫬間は147.4᫬間で、๓年の150.0᫬間ࡼり2.6᫬間減少しました。 

⥲ᐇປാ᫬間の᥎⛣をみると、全ᅜではẖ年減少ഴྥに࠶るのにᑐし、ᮏ県では、平成20年(2008年)

り令和2年(2020࠶のᙳ㡪もࢼࣟࢥら令和ඖ年(2019年)までは、150᫬間ྎで᥎⛣していましたが、新ᆺ࠿

年)にึめて140᫬間ྎに減少しています。(図2-2-2-28) 
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  ὀ㸧全ᅜのᩘ್については、平成30年11᭶ศ☜ሗ࠿ら、ᥖ㍕するᩘ್を、ᚑ᮶බ⾲してࡁた್࠿ら、平成24年以㝆
において東ி㒔の500ࠕ人以上つᶍの஦ᴗ所ࠖについても᚟ඖして෌㞟ィした್㸦෌㞟ィ್㸧にኚ᭦しており、ᚑ
᮶のබ⾲್とは᥋⥆しないことにὀពする。また令和ඖ年6᭶ศ㏿ሗ࠿ら500ࠕ人以上つᶍの஦ᴗ所ࠖについて全ᩘ
ㄪᰝにࡼる್にኚ᭦していることにὀពする。  

 

 

3 ᾘ㈝のື  ྥ

��� ᾘ㈝⪅≀౯のື  ྥ

ᾘ㈝⪅≀౯ᣦᩘは、ᾘ㈝⪅が平均ⓗに㉎ධするၟရやࢫࣅ࣮ࢧの౯᱁がどの࠺ࡼにኚ化している

、について、ᇶ‽年を100としてᣦᩘ化したものです。市ሙにおける㟂せと౪⤥の㛵ಀを཯ᫎして࠿

⤒῭ά動がάⓎになると上᪼し、೵⁫すると低ୗするഴྥが࠶ること࠿ら、ࠕ⤒῭の体 ィ とࠖも࿧

 。ていますࢀࡤ

 

ձ ᾘ㈝⪅≀౯ᣦ �ᩘ⥲ྜᣦ �ᩘの᥎⛣ 

㟷᳃市の⥲合ᣦ (ᩘ平成27年(2015年)㸻100)は、ᣦᩘがస成ࢀࡉた᫛和45年(1970年)以㝆、࢚

ࡡᴫ、ࡁりᛴ⃭にኚ化したሙ合を㝖ࡼのᙳ㡪にࡆ上ࡁ౯᱁の上᪼やᾘ㈝⛯のᑟධ࣭⛯率ᘬ࣮ࢠࣝࢿ

⦆や࠿な動ࡁとなっています。この࠺ࡼな中、平成28年(2016年)9᭶20、21᪥に᪥ᮏ㖟行が㛗▷

㔠฼᧯స௜ࡁ㔞ⓗ࣭ ㉁ⓗ㔠⼥⦆和をᑟධしたຠᯝにࡼり令和ඖ年(2019年)ᮎ㡭までは上᪼ഴྥが⥆

➼⁫ά動の೵῭⤒࠺のୡ⏺ⓗなឤᰁᣑ大にకࢼࣟࢥし、令和2年(2020年)には新ᆺ࠿ました。しࡁ

にࡼるཎἜ౯᱁のୗⴠ➼࠿ら๓年比0.6％ୗⴠの101.9となっています。 

また、全ᅜの⥲合ᣦᩘも、ᮏ県とࡌྠࡰ࡯動ࡁになっており、令和2年(2020年)は๓年とྠỈ‽

の101.8となっています。(図2-2-3-1) 

次に、㟷᳃市の㏆年の≧ἣを᭶ࡈとにみると、平成27年(2015年)10᭶以㝆、ཎἜ౯᱁の動ࡁに

࿧ᛂして上ୗしており、平成28年(2016年)に࠿けて100をୗ回りましたが、ྠ年12᭶以㝆は100

を上回りました。そのᚋは上᪼ഴྥが⥆ࡁ、令和2年(2020年)1᭶には103.1となったものの、ྠ

年2᭶以㝆は๓㏙の⌮⏤にࡼりୗⴠഴྥとなりました。ྠ年5᭶には㟷᳃市内全ୡᖏで上ୗỈ㐨ᩱ

㔠がච㝖ࢀࡉたこと14にࡼりᛴⴠしましたが、ྠ年 9 ᭶には⏕㩭㣗ရの౯᱁上᪼➼にࡼり 102.3 に

上᪼したものの、そのᚋは෌ࡧୗⴠഴྥとなり、ྠ 年12᭶には101.6となりました。また、⏕㩭㣗

ရཬ࣮ࢠࣝࢿ࢚ࡧを㝖ࡃ⥲合ᣦᩘ15をみると、平成27年(2015年)2᭶以㝆は上᪼ഴྥとなり、令和

ඖ年(2019年)11᭶に102.9となったものの、ྠ 年12᭶࠿らはୗⴠഴྥとなりました。令和2年(2020

年)は5᭶に一᫬ⓗな⌮⏤にࡼりᛴⴠしたᚋ、ྠ 年6᭶には102.7に上᪼し、そのᚋはᑠ幅な上ୗを

⤒て、ྠ年12᭶には102.8となりました。(図2-2-3-2) 

 

 

 

                         
14 新ᆺࢫࣝ࢖࢘ࢼࣟࢥឤᰁ⑕に㛵するᨭ᥼⟇として㟷᳃市内全ୡᖏの令和2年(2020年)5᭶ศの上ୗỈ㐨ᩱ㔠がච

㝖ࢀࡉたこと。 
15 ᾘ㈝⪅≀౯のᇶㄪをみるために、⏕㩭㣗ရを㝖ࡃ⥲合ᣦᩘや⏕㩭㣗ရཬ࣮ࢠࣝࢿ࢚ࡧを㝖ࡃ⥲合ᣦᩘが⏝いらࢀ

ることが࠶る。⏕㩭㣗ရはኳೃせᅉで್動ࡁが⃭しいこと、࣮ࢠࣝࢿ࢚㸦ࣥࣜࢯ࢞、㟁Ẽ௦➼㸧はᾏ外せᅉでኚ動

するཎἜ౯᱁のᙳ㡪を┤᥋ཷけること࠿ら、こࢀらの一᫬ⓗなせᅉや外部せᅉを㝖ࡃことがᾘ㈝⪅≀౯のᇶㄪをᢕ

ᥱする上で᭷⏝とࢀࡉている。 
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② 費目別にみた消費者物価指数の推移 

青森市の生鮮食品を除く総合指数について、増減率(前年同期比)及び費目別の寄与度の推移をみ

ると、平成27 年(2015 年)は、円安等の影響により、食料(生鮮食品を除く)等の費目がプラスに寄

与したものの、前年夏以降からの原油価格の大幅な下落により、光熱・水道と交通・通信が大きく

マイナスに寄与したことから、第2四半期以降は増減率がマイナスに転じました。平成28年(2016

年)第1四半期以降は、原油価格が上昇に転じたことから、光熱・水道のマイナスへの寄与度が徐々

に縮小したものの、増減率は引き続きマイナスとなりました。 

しかし、平成29 年(2017 年)は、前年から続く原油価格の上昇により光熱・水道がプラスに寄与

するとともに、穀類、肉類、酒類等の値上がり等により食料(生鮮食品を除く)が引き続きプラスに

寄与したこと等から、第1四半期以降は増減率がプラスに転じ、平成30年(2018年)においても、

世界情勢を背景にした需給引き締まりが進んだことに伴う原油価格の上昇幅の拡大により、光熱・

水道と交通・通信が大きくプラスに寄与したこと等から、増減率もプラスが続きました。令和元年

(2019年)は、原油価格の高騰に伴うエネルギー価格の上昇が落ち着くとともに、携帯電話の通信料

が下落したほか、同年10月の消費税率の改定や幼児教育・保育の無償化等を背景に、増減率の上昇

幅は縮小しました。(図2-2-3-3) 

令和2年(2020年)は、新型コロナの世界的な感染拡大に伴う経済活動の停滞等により、原油価格

が急落しました。新型コロナ禍の深刻化により、長期にわたり需要は回復せず、価格の上昇が非常

に緩やかとなったため、光熱・水道や交通・通信が大きくマイナスに寄与したこと等から、第2四

半期以降は増減率がマイナスに転じました。なお、第2四半期の増減率の大幅な下落は、前述の上

下水道料金免除の影響です。 

また、令和2年(2020年)の青森市の総合指数が前年比0.6％の下落となった内訳を費目別にみる

と、光熱・水道や交通・通信のほか、令和元年(2019年)10月からの幼児教育・保育の無償化による

諸雑費に加え、令和2年(2020年)4月からの私立高等学校や高等教育の就学に対する支援の拡充に

より教育が下落に大きく寄与しました。 

全国も、本県と同様の傾向にありますが、これらの費目に加え、新型コロナの感染拡大を受けた

政府の観光支援事業「Go To トラベル」による宿泊料の下落が大きな影響を与え、教養娯楽が下落

となっています。 (表2-2-2) 
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��� ᐙィᾘ㈝のື  ྥ

 ಶ人ᾘ㈝はᅜ内⥲⏕⏘(ᨭฟഃ)の⣙6割を༨めること࠿ら、ᬒẼ動ྥに大ࡁなᙳ㡪をཬࡰしてい

ます。ここでは、そのಶ人ᾘ㈝の動ྥについて、ᐙィㄪᰝの⤖ᯝ࠿らみていࡁます。ᐙィㄪᰝはୡ

ᖏの཰ධやᨭฟ、㈓⵳࣭㈇മを全ᅜⓗにㄪᰝしているもので、ᅜẸ⏕άのᐇ態とそのኚ化をᐙィ㠃

 。ますࡁらᢕᥱすることがで࠿

 

 

⥲合 㣗料 ఫᒃ
ග⇕䞉

Ỉ㐨

ᐙල䡡

ᐙ஦⏝ရ

⿕᭹ཬ䜃
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ಖ೺
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஺㏻䞉
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ᩍ㣴

ፗᴦ
ㅖ㞧㈝

⥲合ᣦᩘ 1㻜1㻚㻥 1㻜6㻚4 1㻜1㻚4 㻥㻤㻚2 1㻜3㻚4 1㻜4㻚6 1㻜2㻚3 㻥㻣㻚6 㻥6㻚㻜 1㻜3㻚3 㻥㻣㻚6

๓年ẚ（㻑） 䕦㻌㻜㻚6 1㻚4 㻜㻚㻤 䕦㻌5㻚㻣 㻜㻚4 㻜㻚㻣 䕦㻌㻜㻚1 䕦㻌1㻚2 䕦㻌5㻚6 㻜㻚3 䕦㻌4㻚2

ᐤ୚ᗘ 㻜㻚4㻜 㻜㻚16 䕦㻌㻜㻚64 㻜㻚㻜2 㻜㻚㻜2 䕦㻌㻜㻚㻜1 䕦㻌㻜㻚16 䕦㻌㻜㻚14 㻜㻚㻜2 䕦㻌㻜㻚25

⥲合ᣦᩘ 1㻜1㻚㻤 1㻜5㻚㻤 1㻜㻜㻚4 㻥㻤㻚㻤 1㻜2㻚5 1㻜3㻚㻣 1㻜4㻚3 㻥㻤㻚㻤 㻥3㻚2 1㻜3㻚1 㻥㻥㻚3

๓年ẚ（㻑） 㻜㻚㻜 1㻚4 㻜㻚6 䕦㻌2㻚4 2㻚3 1㻚1 㻜㻚3 䕦㻌㻜㻚2 䕦㻌㻣㻚㻤 䕦㻌㻜㻚6 䕦㻌2㻚㻜

ᐤ୚ᗘ 㻜㻚3㻣 㻜㻚12 䕦㻌㻜㻚1㻤 㻜㻚㻜㻤 㻜㻚㻜5 㻜㻚㻜1 䕦㻌㻜㻚㻜3 䕦㻌㻜㻚24 䕦㻌㻜㻚㻜6 䕦㻌㻜㻚12

㻌䈜ᅄᤞ஬ධの㛵ಀ上䚸ྛ㈝┠のᐤ୚ᗘの合計䛿⥲合䛻୍⮴䛧䛺䛔䚹

資料)⥲ົ┬「ᾘ㈝⪅≀౯ᣦᩘ」䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷
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年)第1四半期以降は、原油価格が上昇に転じたことから、光熱・水道のマイナスへの寄与度が徐々

に縮小したものの、増減率は引き続きマイナスとなりました。 
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(2019年)は、原油価格の高騰に伴うエネルギー価格の上昇が落ち着くとともに、携帯電話の通信料

が下落したほか、同年10月の消費税率の改定や幼児教育・保育の無償化等を背景に、増減率の上昇

幅は縮小しました。(図2-2-3-3) 

令和2年(2020年)は、新型コロナの世界的な感染拡大に伴う経済活動の停滞等により、原油価格

が急落しました。新型コロナ禍の深刻化により、長期にわたり需要は回復せず、価格の上昇が非常

に緩やかとなったため、光熱・水道や交通・通信が大きくマイナスに寄与したこと等から、第2四
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また、令和2年(2020年)の青森市の総合指数が前年比0.6％の下落となった内訳を費目別にみる
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より教育が下落に大きく寄与しました。 

全国も、本県と同様の傾向にありますが、これらの費目に加え、新型コロナの感染拡大を受けた

政府の観光支援事業「Go To トラベル」による宿泊料の下落が大きな影響を与え、教養娯楽が下落
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① 勤労者世帯の実収入16の推移 

勤労者世帯の1カ月の実収入(年平均)は、青森市、全国、東北ともに、近年、増加傾向となって

います。 

青森市の実収入は、増減を繰り返しながらやや下向きに推移していましたが、平成29年(2017年)

以降は増加に転じ、令和2年(2020年)には前年を6万8,492円上回る54万5,914円と非常に大き

く伸び、3 年連続で増加しました。この大幅な伸びは、政府により新型コロナウイルス感染症緊急

経済対策として実施された特別定額給付金(1人当たり一律10万円)の支給等が影響しています。 

全国の実収入はほぼ横ばいで推移していましたが、平成29年(2017年)以降増加しており、令和2

年(2020年)は上述と同様の理由等により、前年を2万3,386円上回る60万9,535円となり、3年連

続で大きな伸びをみせています。 

東北の実収入も増減を繰り返していましたが、平成 28 年(2016 年)を底に増加しており、令和 2

年(2020年)は上述と同様の理由等により、前年を1万475円上回る55万3,162円となり、4年連

続で増加しました。(図2-2-3-4)  
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② 勤労者世帯の実収入の内訳の推移 

青森市の勤労者世帯の実収入について内訳をみると、世帯主収入は平成21年(2009年)以降40万

円を下回って推移していますが、令和2年(2020年)は前年を3,645円上回る36万1,302円となり

ました。また、配偶者の収入は、前年を1万7,371円上回る8万3,166円となりました。 

実収入全体に占める世帯主収入の割合は、ピークだった平成20年(2008年)には85.3％の水準に

あり、その後は概ね75％から80％の間で推移していましたが、令和2年(2020年)は特別定額給付

                         
16 勤労者世帯の実収入 …勤労者世帯とは「二人以上の世帯のうち勤労者世帯」をいう。実収入は、世帯主を含む

世帯員全員の現金収入(税込み)を合計したもので、住居手当や扶養手当などの各種手当や賞与を含む。 

 

㔠のᙳ㡪も࠶り、その他の཰ධが๓年を4୓5�423෇上回る8୓9�352෇となったこと࠿ら、ྠ年

のᐇ཰ධ全体に༨めるୡᖏ୺཰ධの割合は๓年比8.7 。低ୗしましたࡃࡁ減の66.2％と大ࢺࣥ࢖࣏

(図2-2-3-5) 
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ճ ໅ປ⪅ୡᖏのᾘ㈝ᨭฟの᥎⛣ 

㟷᳃市の໅ປ⪅ୡᖏの 1 ᭶のᾘ㈝ᨭฟ(年平均)は減少ഴྥで᥎⛣していましたが、平成࢝ 27 年

(2015年)をᗏに増加に㌿ࡌ、令和ඖ年(2019年)までは、増加ഴྥで᥎⛣していました。し࠿し、令

和2年(2020年)は新ᆺࢼࣟࢥのឤᰁᣑ大にక࠺外ฟ⮬⢔などのᙳ㡪にࡼり、ᾘ㈝がⴠࡕ㎸み、๓年

を5�869෇ୗ回る27୓8�356෇となりました。 

全ᅜのᾘ㈝ᨭฟは⦆や࠿な減少ഴྥで᥎⛣したᚋ、平成28 年(2016 年)࠿ら⦆や࠿に増加し、令

和ඖ年(2019年)には32୓3�853෇となったものの、令和2年(2020年)は上㏙とྠᵝの⌮⏤にࡼり、

๓年を1୓8�042෇ୗ回る30୓5�811෇となりました。 

東໭のᾘ㈝ᨭฟはᴫࡡ㟷᳃市と全ᅜの間でࡰ࡯ᶓࡤいで᥎⛣していましたが、令和2年(2020年)

は上㏙とྠᵝの⌮⏤にࡼり、๓年を2୓363෇ୗ回る29୓42෇となりました。(図2-2-3-6) 
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㟷᳃市の໅ປ⪅ୡᖏのྍฎศ所ᚓ(ᐇ཰ධ࠿ら┤᥋⛯、♫఍ಖ㝤ᩱなどの㠀ᾘ㈝ᨭฟをᕪしᘬいた

㢠)は、ᐇ཰ධの増減にకって上ୗしながら᥎⛣しており、令和2 年(2020 年)は๓年を5୓ 8�540

෇上回る45୓4�159෇となりました。また、ୡᖏのᾘ㈝ពḧを♧すともゝࢀࢃる平均ᾘ㈝ᛶ (ྥྍ

ฎศ所ᚓにᑐするᾘ㈝ᨭฟの割合)は、ྍฎศ所ᚓの増減に㐃動してᴫ࠿％70ࡡら75％の間で᥎⛣

していましたが、令和2年(2020年)は๓年比10.5ࢺࣥ࢖࣏減の61.3％となりました。 

全ᅜのഴྥをみると、ྍฎศ所ᚓはࡰ࡯ᶓࡤいで᥎⛣していましたが、平成29 年(2017 年)࠿ら

増加ഴྥとなり、令和2年(2020年)は๓年を2୓1�994෇上回る49୓8�639෇となりました。ま

た、平均ᾘ㈝ᛶྥはᶓࡤい࠿ら減少ഴྥで᥎⛣しており、令和2年(2020年)は๓年比6.6ࢺࣥ࢖࣏

減の61.3％となりました。 

令和2年(2020年)におけるᐙィの㈓⵳で࠶る㯮Ꮠは、㟷᳃市、全ᅜとも増加しました。(図2-2-3-7) 

一⯡ⓗに、所ᚓが増加しても、ᾘ㈝⪅はこࢀまでの⏕ά⩦័をᛴにኚえることはなࡃ、所ᚓのఙ

る㯮Ꮠの㢠が増加するഴ࠶ら、平均ᾘ㈝ᛶྥが低ୗし、ᐙィの㈓⵳で࠿ないことࡧどᾘ㈝がఙ࡯ࡧ

ྥが࠶るといࢀࢃます。また、ᑗ᮶にᑐする୙Ᏻឤ➼࠿ら㈓⵳を増やすと、平均ᾘ㈝ᛶྥがࡼり低

ୗするഴྥとなります。 
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④ 家計消費支出の用途別分類内訳 

令和2年(2020年)の勤労者世帯の消費支出について用途分類別にみると、青森市、全国とも支出

額が最も高いのは食料費となっています。金額では青森市が全国を2,279円下回る7万7,217円と

なっていますが、消費支出に占める割合(エンゲル係数)では青森市が全国を 1.7 ポイント上回る

27.7％となっています。 

食料費に次いで支出額が高いのは青森市、全国ともに交通・通信費であり、その内訳をみると、

通信費は両者に差がないものの、これまで青森市が全国に比べ支出が多かった自動車等関係費は、

外出自粛やガソリン価格の下落により、令和2年(2020年)は全国を下回っています。(図2-2-3-8) 
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また、青森市の勤労者世帯の消費支出について、用途分類別に平成22年(2010年)を100とした

指数でみると、全体では概ね100前後で推移していますが、通信費がやや上昇傾向にある一方で、

教育や教養娯楽、被服及び履物が下降傾向となっています。これは、実収入や可処分所得が伸びて

図2-2-3-7 勤労者世帯の平均消費性向の推移 
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いる中に࠶っても、୙ᛴな㈙い≀➼⤒ᖖⓗなᨭฟ以外のᨭฟをᢚไしていることにࡼるものと᥎ 

  ます。(図2-2-3-9)ࢀࡉ
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次に、ᐙィㄪᰝ⤖ᯝとは別に、5年に1ᗘᐇ᪋ࢀࡉる全ᅜᐙィᵓ㐀ㄪᰝ17㸦ᪧ全ᅜᾘ㈝ᐇ態ㄪᰝ㸧

の⤖ᯝ࠿らᾘ㈝動ྥをみると、令和ඖ年(2019年)におけるᮏ県の஧人以上のୡᖏの平均ᾘ㈝ᨭฟ㢠

は25୓262෇となっており、平成26年(2014年)と比較すると2.9％、7�121෇の増加となってい

ます。こࢀをୡᖏ୺の年齢㝵⣭別にみると、平成26年(2014年)、令和ඖ年(2019年)ともに、45㹼

54 歳でᾘ㈝ᨭฟ㢠が最もከ75、ࡃ 歳以上で最も少なࡃなっています。また、令和ඖ年(2019 年)の

ᾘ㈝ᨭฟ㢠を平成26年(2014年)と比較すると、35歳ᮍ‶ཬ35ࡧ㹼44歳で減少した一方で、45㹼54

歳、55㹼64歳、65㹼74歳ཬ75ࡧ歳以上では増加しました。(図2-2-3-10) 

 

                         
17 ᫛和34年(1959年)以᮶、5年ࡈとにᐇ᪋ࢀࡉてࡁたࠕ全ᅜᾘ㈝ᐇ態ㄪᰝࠖが令和ඖ年(2019年)ㄪᰝ࠿らࠕ全ᅜ

ᐙィᵓ㐀ㄪᰝࠖにぢ┤ࢀࡉた。 
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ὀ㸯㸧令和ඖ年(2019年)ㄪᰝと平成26年(2014年)ㄪᰝの⤖ᯝの比較に࠶たっては、᫬⣔ิ比較に㐺する࠺ࡼ෌

㞟ィしたࠕ平成26年全ᅜᾘ㈝ᐇ態ㄪᰝ 2019年ㄪᰝの㞟ィ方ἲにࡼる㐳ཬ㞟ィࠖを฼⏝した。 

㸰㸧ᾘ㈝⛯率に㛵し、平成20年(2014年)4᭶1᪥に5％࠿ら8％࡬のᨵᐃ、令和ඖ年(2019年)10᭶1᪥に8％

 。たࢀࢃのᨵᐃが行࡬ら10％࠿

 

 次に、㡯┠別ᨭฟ㢠の割合をみると、全体の平均ではࠕ㣗ᩱ ஺通࣭通ಙࠕࠖ、 ⇕ගࠕࠖ、 Ỉ࣭㐨 ᩍࠕࠖ、

㣴࣭ፗᴦ をୡᖏ୺の年齢㝵⣭別にみると、全ての年齢㝵ࢀなっています。こࡃఫᒃࠖの㡰に高ࠕࠖ、

⣭で最も高い割合を༨めるࠕ㣗ᩱࠖを㝖ࡃと、35歳ᮍ‶では他の年齢㝵⣭と比較してࠕఫᒃࠖが高

ᩍ㣴࣭ፗᴦࠕ、35㹼44歳は、ࡃ なっています。また、45㹼54歳、55㹼64ࡃᒚ≀ࠖが高ࡧ᭹ཬ⿕ࠕࠖ、

歳は他の年齢㝵⣭と比較してࠕ஺通࣭通ಙࠖが高い45、࠿࡯㹼54歳ではࠕᩍ⫱ࠖも高ࡃなっていま

す。65㹼74歳、75歳以上は他の年齢㝵⣭と比較してࠕග⇕࣭Ỉ㐨 ಖ೺་⒪ࠕࠖ、 がࠖ高ࡃなっている

一方で、ࠕᩍ⫱ࠖが低ࡃなっています。(図2-2-3-11) 
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㣴࣭ፗᴦ をୡᖏ୺の年齢㝵⣭別にみると、全ての年齢㝵ࢀなっています。こࡃఫᒃࠖの㡰に高ࠕࠖ、

⣭で最も高い割合を༨めるࠕ㣗ᩱࠖを㝖ࡃと、35歳ᮍ‶では他の年齢㝵⣭と比較してࠕఫᒃࠖが高

ᩍ㣴࣭ፗᴦࠕ、35㹼44歳は、ࡃ なっています。また、45㹼54歳、55㹼64ࡃᒚ≀ࠖが高ࡧ᭹ཬ⿕ࠕࠖ、

歳は他の年齢㝵⣭と比較してࠕ஺通࣭通ಙࠖが高い45、࠿࡯㹼54歳ではࠕᩍ⫱ࠖも高ࡃなっていま

す。65㹼74歳、75歳以上は他の年齢㝵⣭と比較してࠕග⇕࣭Ỉ㐨 ಖ೺་⒪ࠕࠖ、 がࠖ高ࡃなっている

一方で、ࠕᩍ⫱ࠖが低ࡃなっています。(図2-2-3-11) 
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�3� ᑠ኎ᴗのື  ྥ

ձ ⓒ㈌ᗑ࣭࣮ࣃ࣮ࢫ��㈍኎㢠の᥎⛣ 

ᮏ県のⓒ㈌ᗑ࣭࣮ࣃ࣮ࢫ㈍኎㢠(全ᗑ⯒19ࢫ࣮࣋)をみると、ⓒ㈌ᗑの㈍኎㢠は、ᾘ㈝⪅の低౯᱁

ᚿྥやᑓ㛛ᗑとの➇த⃭化、ࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥ࢖通㈍のᬑཬなどにࡼり、一㈏して減少ഴྥが⥆いてい

ます。ࡉらに、令和2年(2020年)は、新ᆺࢼࣟࢥのᙳ㡪にࡼる外ฟ⮬⢔やゼ᪥ᐈの減少、⮫᫬ఇᴗ࣭

᫬▷Ⴀᴗ➼にࡼって、๓年比17.9％減の271൨෇までⴠࡕ㎸みました。 

一方、࣮ࣃ࣮ࢫの㈍኎㢠は、平成22年(2010年)࠿ら3年㐃⥆で増加し、そのᚋやや減少したᚋ

はᴫࡡᶓࡤいで᥎⛣しています。令和2年(2020年)は、新ᆺࢼࣟࢥにࡼるࢫࢼ࢖࣐のᙳ㡪も࠶った

ものの、内㣗㟂せが高まったために、๓年比1.9％増20の1�506൨෇となっています。 

こࢀらの⤖ᯝ、ⓒ㈌ᗑ࣭࣮ࣃ࣮ࢫ全体では、ⓒ㈌ᗑ㈍኎㢠のᙳ㡪にࡼり平成21 年(2009 年)まで

減少したᚋ、࣮ࣃ࣮ࢫ㈍኎㢠の増加にࡼりややᣢࡕ┤したものの、平成25 年(2013 年)以㝆、෌ࡧ

減少ഴྥとなっています。令和2年(2020年)は、ⓒ㈌ᗑ㈍኎㢠が大幅に減少したことにࡼり、๓年

比1.7％減の 1�777 ൨෇となりました。なお、全体に༨めるⓒ㈌ᗑの㈍኎㢠の割合は年ࠎ低ୗして

おり、令和2年(2020年)には15.2％となりました。(図2-2-3-12) 

                         
18 ⓒ㈌ᗑ࣭ࣃ࣮ࢫ  ࣮ ͐ᚑᴗဨ50人以上で኎ሙ㠃✚が1�500੍以上のᑠ኎஦ᴗ所。 
19 全ᗑ⯒ࢫ࣮࣋ ͐全஦ᴗ所がᑐ㇟。ᾘ㈝の全体ⓗな㔞ឤをᢕᥱすることがでࡁる。こࢀにᑐし、ࠕ᪤Ꮡᗑࠖࢫ࣮࣋

は๓年ྠ᭶もㄪᰝを行っている஦ᴗ所がᑐ㇟で、新つ㛤ᗑやᗫᴗしたၟᗑの㈍኎㢠を㝖ྠࡃ一᮲௳ୗでのၟရの㈍

኎≧ἣを比較することがでࡁる。 
20 平成27年࠿ら大ᆺᐙ㟁ᑓ㛛ᗑ、࣮ࢱࣥࢭ࣒࣮࣍、࢔ࢺࢫࢢࢵࣛࢻとの㔜」᫝ṇ、令和2年3᭶࠿ら࣮ࣃ࣮ࢫの

ㄪᰝᑐ㇟஦ᴗ所のぢ┤しを行ったことにࡼり、ྛ年で㈍኎㢠に୙㐃⥆が⏕ࡌたため、ኚ᭦以๓の㈍኎㢠にࣜࣥࢡィ

ᩘを஌ࡌたものがኚ᭦ᚋの㈍኎㢠と᥋⥆し、そࢀをもって๓年比をィ⟬する。 
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ղ ᑐ๓ᖺྠᮇቑῶ⋡のືࡁ 

 また、㐣ཤ3年間におけるᅄ半ᮇࡈとの๓年ྠᮇ比をみると、ᮏ県は平成30年(2018年)4㹼6᭶

ᮇにࢫࢼ࢖࣐に㌿ࡌたᚋ、3ᮇ㐃⥆でࢫࢼ࢖࣐となりましたが、平成31年(2019年)1㹼3᭶ᮇにࣉ

ྠ。となりましたࢫࣛࣉると、そのまま3ᮇ㐃⥆でࡌに㌿ࢫࣛ 年10㹼12᭶ᮇはᾘ㈝⛯率ᘬࡁ上ࡆ๓

の㥑け㎸み㟂せの཯動にࡼり3.5％の大幅な減少となりました。  

令和2年(2020年)1㹼3᭶ᮇに減少幅は⦰ᑠしましたが、ྠ年4㹼6᭶ᮇは⥭ᛴ஦態ᐉゝのⓎฟに

క࠺⮫᫬ఇᴗやႠᴗ᫬間▷⦰➼にࡼり、ⓒ㈌ᗑの㈍኎㢠減少が全体をᢲしୗࡆ、෌ࡧ減少幅がᣑ大

しました。そのᚋは࣮ࣃ࣮ࢫの㈍኎㢠の増加にࡼり、ྠ 年10㹼12᭶ᮇは1.8％増とࢫࣛࣉに㌿ࡌま

した。 

こࢀらを全ᅜや東໭の動ࡁと比較してみると、ᾘ㈝⛯率ᘬࡁ上ࡆの๓ᚋや新ᆺࢼࣟࢥのឤᰁᣑ大

᫬の動ࡁはᮏ県とఝていますが、全ᅜはኚ化の幅が大ࡃࡁ、特に令和 2 年(2020 年)4㹼6 ᭶ᮇは

11.4％減とᮏ県や東໭ࡼりも大幅な減少となりました。(図2-2-3-13) 
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�3� ᑠ኎ᴗのື  ྥ

ձ ⓒ㈌ᗑ࣭࣮ࣃ࣮ࢫ��㈍኎㢠の᥎⛣ 

ᮏ県のⓒ㈌ᗑ࣭࣮ࣃ࣮ࢫ㈍኎㢠(全ᗑ⯒19ࢫ࣮࣋)をみると、ⓒ㈌ᗑの㈍኎㢠は、ᾘ㈝⪅の低౯᱁

ᚿྥやᑓ㛛ᗑとの➇த⃭化、ࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥ࢖通㈍のᬑཬなどにࡼり、一㈏して減少ഴྥが⥆いてい

ます。ࡉらに、令和2年(2020年)は、新ᆺࢼࣟࢥのᙳ㡪にࡼる外ฟ⮬⢔やゼ᪥ᐈの減少、⮫᫬ఇᴗ࣭

᫬▷Ⴀᴗ➼にࡼって、๓年比17.9％減の271൨෇までⴠࡕ㎸みました。 

一方、࣮ࣃ࣮ࢫの㈍኎㢠は、平成22年(2010年)࠿ら3年㐃⥆で増加し、そのᚋやや減少したᚋ

はᴫࡡᶓࡤいで᥎⛣しています。令和2年(2020年)は、新ᆺࢼࣟࢥにࡼるࢫࢼ࢖࣐のᙳ㡪も࠶った

ものの、内㣗㟂せが高まったために、๓年比1.9％増20の1�506൨෇となっています。 

こࢀらの⤖ᯝ、ⓒ㈌ᗑ࣭࣮ࣃ࣮ࢫ全体では、ⓒ㈌ᗑ㈍኎㢠のᙳ㡪にࡼり平成21 年(2009 年)まで

減少したᚋ、࣮ࣃ࣮ࢫ㈍኎㢠の増加にࡼりややᣢࡕ┤したものの、平成25 年(2013 年)以㝆、෌ࡧ

減少ഴྥとなっています。令和2年(2020年)は、ⓒ㈌ᗑ㈍኎㢠が大幅に減少したことにࡼり、๓年

比1.7％減の 1�777 ൨෇となりました。なお、全体に༨めるⓒ㈌ᗑの㈍኎㢠の割合は年ࠎ低ୗして

おり、令和2年(2020年)には15.2％となりました。(図2-2-3-12) 

                         
18 ⓒ㈌ᗑ࣭ࣃ࣮ࢫ  ࣮ ͐ᚑᴗဨ50人以上で኎ሙ㠃✚が1�500੍以上のᑠ኎஦ᴗ所。 
19 全ᗑ⯒ࢫ࣮࣋ ͐全஦ᴗ所がᑐ㇟。ᾘ㈝の全体ⓗな㔞ឤをᢕᥱすることがでࡁる。こࢀにᑐし、ࠕ᪤Ꮡᗑࠖࢫ࣮࣋

は๓年ྠ᭶もㄪᰝを行っている஦ᴗ所がᑐ㇟で、新つ㛤ᗑやᗫᴗしたၟᗑの㈍኎㢠を㝖ྠࡃ一᮲௳ୗでのၟရの㈍

኎≧ἣを比較することがでࡁる。 
20 平成27年࠿ら大ᆺᐙ㟁ᑓ㛛ᗑ、࣮ࢱࣥࢭ࣒࣮࣍、࢔ࢺࢫࢢࢵࣛࢻとの㔜」᫝ṇ、令和2年3᭶࠿ら࣮ࣃ࣮ࢫの

ㄪᰝᑐ㇟஦ᴗ所のぢ┤しを行ったことにࡼり、ྛ年で㈍኎㢠に୙㐃⥆が⏕ࡌたため、ኚ᭦以๓の㈍኎㢠にࣜࣥࢡィ

ᩘを஌ࡌたものがኚ᭦ᚋの㈍኎㢠と᥋⥆し、そࢀをもって๓年比をィ⟬する。 
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 また、㐣ཤ3年間におけるᅄ半ᮇࡈとの๓年ྠᮇ比をみると、ᮏ県は平成30年(2018年)4㹼6᭶

ᮇにࢫࢼ࢖࣐に㌿ࡌたᚋ、3ᮇ㐃⥆でࢫࢼ࢖࣐となりましたが、平成31年(2019年)1㹼3᭶ᮇにࣉ

ྠ。となりましたࢫࣛࣉると、そのまま3ᮇ㐃⥆でࡌに㌿ࢫࣛ 年10㹼12᭶ᮇはᾘ㈝⛯率ᘬࡁ上ࡆ๓

の㥑け㎸み㟂せの཯動にࡼり3.5％の大幅な減少となりました。  

令和2年(2020年)1㹼3᭶ᮇに減少幅は⦰ᑠしましたが、ྠ年4㹼6᭶ᮇは⥭ᛴ஦態ᐉゝのⓎฟに

క࠺⮫᫬ఇᴗやႠᴗ᫬間▷⦰➼にࡼり、ⓒ㈌ᗑの㈍኎㢠減少が全体をᢲしୗࡆ、෌ࡧ減少幅がᣑ大

しました。そのᚋは࣮ࣃ࣮ࢫの㈍኎㢠の増加にࡼり、ྠ 年10㹼12᭶ᮇは1.8％増とࢫࣛࣉに㌿ࡌま

した。 

こࢀらを全ᅜや東໭の動ࡁと比較してみると、ᾘ㈝⛯率ᘬࡁ上ࡆの๓ᚋや新ᆺࢼࣟࢥのឤᰁᣑ大

᫬の動ࡁはᮏ県とఝていますが、全ᅜはኚ化の幅が大ࡃࡁ、特に令和 2 年(2020 年)4㹼6 ᭶ᮇは

11.4％減とᮏ県や東໭ࡼりも大幅な減少となりました。(図2-2-3-13) 
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ճ ၟရู㈍኎㢠のື  ྥ

 次に、ၟရ別にみると、࣮ࣃ࣮ࢫでは୺に㣧㣗ᩱရが増加しており、平成 22 年(2010 年)の 943

൨෇が、令和ඖ年(2019年)には15.9％増の1�091൨෇となっています。令和2年(2020年)には、

新ᆺࢼࣟࢥのឤᰁᣑ大㜵Ṇのため外ฟ⮬⢔や㣧㣗ᗑの᫬▷せㄳなどにࡼってもたらࢀࡉた内㣗㟂せ

増のᙳ㡪も࠶り、㣧㣗ᩱရが๓年比4.0％増の1�256൨෇となりました。 

 一方、ⓒ㈌ᗑでは、୺ຊの⾰ᩱရが減少しており、平成22年(2010年)の167൨෇が、令和ඖ年

(2019年)には43.1％減の95൨෇となっています。令和2年(2020年)には、新ᆺࢼࣟࢥのឤᰁᣑ大

にࡼり、༞ᴗᘧ࣭ධᏛᘧの中Ṇや、ࢡ࣮࣡ࣞࢸのᑟධでࢶ࣮ࢫを㈙い᥍える動ࡁなども࠶り、⾰ᩱ

ရが๓年比26.3％減の70൨෇となりました。 (図2-2-3-14) 

 

図2-2-3-14㻌 ⓒ㈌ᗑ䞉䝇䞊䝟䞊ၟရ別年㛫㈍኎㢠の᥎移(青森県)㻌
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䐢ⓒ㈌ᗑ䞉䝇䞊䝟䞊ၟရ別㈍኎㢠ᐤ୚ᗘ㻌

 ⓒ㈌ᗑ࣭ 、にᐤ୚している一方ࢫࣛࣉࡡのၟရ別㈍኎㢠のᐤ୚ᗘをみると、㣧㣗ᩱရはᴫ࣮ࣃ࣮ࢫ

⾰ᩱရは全てࢫࢼ࢖࣐にᐤ୚しています。また、ⴠࡕ㎸み幅が大ࡁい年は、その他のၟရが大ࡃࡁ

 。ります࠶にᐤ୚しているഴྥがࢫࢼ࢖࣐

 令和2年(2020年)をみると、内㣗㟂せの増加にࡼり㣧㣗ᩱရがࢫࣛࣉにᐤ୚しているものの、そ

の他のၟရや⾰ᩱရが大ࢫࢼ࢖࣐ࡃࡁにᐤ୚したことなどにࡼり、㈍኎㢠は๓年比 1.7％の減とな

りました。 (図2-2-3-15) 
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資料）⤒῭産ᴗ┬「ၟᴗ動態統計」
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䐣ᑓ㛛㔞㈍ᗑཬ䜃䝁䞁䝡䝙䜶䞁䝇䝇䝖䜰の㈍኎㢠の動 㻌ྥ

ᮏ県の令和2年(2020年)ᑓ㛛㔞㈍ᗑ㈍኎㢠は、๓年と比࡭て8.2％増の1�471൨෇となりました。

その内ヂをみると、ᐙ㟁大ᆺᑓ㛛ᗑが๓年比7.6％増の298൨෇、࢔ࢺࢫࢢࢵࣛࢻがྠ11.2％増の

651൨෇、࣮ࢱࣥࢭ࣒࣮࣍がྠ5.0％増の522൨෇となっています。 

また、ᅄ半ᮇࡈとの๓年比をみると、࢔ࢺࢫࢢࢵࣛࢻではឤᰁ㜵Ṇのためにࢡࢫ࣐やᾘẘᾮなど

の⾨⏕⏝ရの㟂せが高まった࠿࡯、内㣗㟂せにࡼり㣗ရがఙࡧたためྛᮇともࢫࣛࣉとなっていま

す。ᐙ㟁大ᆺᑓ㛛ᗑは、ఇᴗやႠᴗ᫬間▷⦰➼のᙳ㡪をཷけたものの、特別ᐃ㢠⤥௜㔠がᨭ⤥ࢀࡉ

たことやࢡ࣮࣡ࣞࢸのᬑཬにకい、ⓑ≀ᐙ㟁やࣥࢥࢯࣃ࿘㎶ᶵჾを中ᚰに኎上がఙࡧたことで、4

㹼6᭶ᮇに大ࡃࡁ増加しています。なお、7㹼9᭶ᮇは、ᾘ㈝⛯率ᘬࡁ上ࡆ๓の㥑け㎸み㟂せの࠶っ

た๓年との比較となるために๓年比減、10㹼12᭶はその཯動減との比較となるために๓年比増とな

っています。࣮ࢱࣥࢭ࣒࣮࣍も4㹼6 ᭶ᮇに10.2％増となっており、せᅉとしては新ᆺࢼࣟࢥឤᰁ

ᣑ大にࡼるᕢࡈもり㟂せやࢡ࣮࣡ࣞࢸのᬑཬにక࠺ᐙල➼の㈍኎のዲㄪがᙳ㡪しています。(図

2-2-3-16) 
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ճ ၟရู㈍኎㢠のື  ྥ

 次に、ၟရ別にみると、࣮ࣃ࣮ࢫでは୺に㣧㣗ᩱရが増加しており、平成 22 年(2010 年)の 943

൨෇が、令和ඖ年(2019年)には15.9％増の1�091൨෇となっています。令和2年(2020年)には、

新ᆺࢼࣟࢥのឤᰁᣑ大㜵Ṇのため外ฟ⮬⢔や㣧㣗ᗑの᫬▷せㄳなどにࡼってもたらࢀࡉた内㣗㟂せ

増のᙳ㡪も࠶り、㣧㣗ᩱရが๓年比4.0％増の1�256൨෇となりました。 

 一方、ⓒ㈌ᗑでは、୺ຊの⾰ᩱရが減少しており、平成22年(2010年)の167൨෇が、令和ඖ年

(2019年)には43.1％減の95൨෇となっています。令和2年(2020年)には、新ᆺࢼࣟࢥのឤᰁᣑ大

にࡼり、༞ᴗᘧ࣭ධᏛᘧの中Ṇや、ࢡ࣮࣡ࣞࢸのᑟධでࢶ࣮ࢫを㈙い᥍える動ࡁなども࠶り、⾰ᩱ

ရが๓年比26.3％減の70൨෇となりました。 (図2-2-3-14) 

 

図2-2-3-14㻌 ⓒ㈌ᗑ䞉䝇䞊䝟䞊ၟရ別年㛫㈍኎㢠の᥎移(青森県)㻌
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䐢ⓒ㈌ᗑ䞉䝇䞊䝟䞊ၟရ別㈍኎㢠ᐤ୚ᗘ㻌

 ⓒ㈌ᗑ࣭ 、にᐤ୚している一方ࢫࣛࣉࡡのၟရ別㈍኎㢠のᐤ୚ᗘをみると、㣧㣗ᩱရはᴫ࣮ࣃ࣮ࢫ

⾰ᩱရは全てࢫࢼ࢖࣐にᐤ୚しています。また、ⴠࡕ㎸み幅が大ࡁい年は、その他のၟရが大ࡃࡁ

 。ります࠶にᐤ୚しているഴྥがࢫࢼ࢖࣐

 令和2年(2020年)をみると、内㣗㟂せの増加にࡼり㣧㣗ᩱရがࢫࣛࣉにᐤ୚しているものの、そ

の他のၟရや⾰ᩱရが大ࢫࢼ࢖࣐ࡃࡁにᐤ୚したことなどにࡼり、㈍኎㢠は๓年比 1.7％の減とな

りました。 (図2-2-3-15) 

-2㻚2㻌

-㻜㻚3㻌

2㻚1㻌

-㻜㻚2㻌 -1㻚㻜㻌

-㻜㻚1㻌

-1㻚㻣㻌

-5

-4

-3

-2

-1

0

1

2

3

4

5

6

H22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 2年

図2-2-3-15 ⓒ㈌ᗑ䞉䝇䞊䝟䞊ၟရ別㈍኎㢠ᐤ୚ᗘ（青森県）

⾰料ရ ㌟のᅇ䜚ရ

㣧㣗料ရ ᐙල䞉ᐙ㟁䞉ᐙᗞ⏝ရ

䛭の௚のၟရ 㣗ᇽ䞉ႚⲔ

๓年ẚ(ᐤ୚ᗘ合計)

(䠂)
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䐣ᑓ㛛㔞㈍ᗑཬ䜃䝁䞁䝡䝙䜶䞁䝇䝇䝖䜰の㈍኎㢠の動 㻌ྥ

ᮏ県の令和2年(2020年)ᑓ㛛㔞㈍ᗑ㈍኎㢠は、๓年と比࡭て8.2％増の1�471൨෇となりました。

その内ヂをみると、ᐙ㟁大ᆺᑓ㛛ᗑが๓年比7.6％増の298൨෇、࢔ࢺࢫࢢࢵࣛࢻがྠ11.2％増の

651൨෇、࣮ࢱࣥࢭ࣒࣮࣍がྠ5.0％増の522൨෇となっています。 

また、ᅄ半ᮇࡈとの๓年比をみると、࢔ࢺࢫࢢࢵࣛࢻではឤᰁ㜵Ṇのためにࢡࢫ࣐やᾘẘᾮなど

の⾨⏕⏝ရの㟂せが高まった࠿࡯、内㣗㟂せにࡼり㣗ရがఙࡧたためྛᮇともࢫࣛࣉとなっていま

す。ᐙ㟁大ᆺᑓ㛛ᗑは、ఇᴗやႠᴗ᫬間▷⦰➼のᙳ㡪をཷけたものの、特別ᐃ㢠⤥௜㔠がᨭ⤥ࢀࡉ

たことやࢡ࣮࣡ࣞࢸのᬑཬにకい、ⓑ≀ᐙ㟁やࣥࢥࢯࣃ࿘㎶ᶵჾを中ᚰに኎上がఙࡧたことで、4

㹼6᭶ᮇに大ࡃࡁ増加しています。なお、7㹼9᭶ᮇは、ᾘ㈝⛯率ᘬࡁ上ࡆ๓の㥑け㎸み㟂せの࠶っ

た๓年との比較となるために๓年比減、10㹼12᭶はその཯動減との比較となるために๓年比増とな

っています。࣮ࢱࣥࢭ࣒࣮࣍も4㹼6 ᭶ᮇに10.2％増となっており、せᅉとしては新ᆺࢼࣟࢥឤᰁ

ᣑ大にࡼるᕢࡈもり㟂せやࢡ࣮࣡ࣞࢸのᬑཬにక࠺ᐙල➼の㈍኎のዲㄪがᙳ㡪しています。(図

2-2-3-16) 
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 次に、ᮏ県の令和2年(2020年)࢔ࢺࢫࢫ࢚ࣥࢽࣅࣥࢥ㈍኎㢠は、๓年と比࡭て3.5％減の997൨

෇となりました。 

㐣ཤ3年間におけるᅄ半ᮇࡈとの๓年比をみると、令和ඖ年(2019年)4㹼6᭶ᮇ以㝆ࢫࣛࣉ幅は⦰

ᑠഴྥに࠶り、令和2年(2020年)࠿らは๓年比ࢫࢼ࢖࣐に㌿ࡌました。特に4㹼6᭶ᮇは๓年比6.6％

減の241൨෇となっていますが、こࢀは新ᆺࢼࣟࢥのឤᰁᣑ大にࡼる外ฟ⮬⢔やほගᐈの減少➼の

ᙳ㡪にࡼるものと⪃えらࢀます。 (図2-2-3-17) 
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��� ஌⏝㌴᪂㌴Ⓩ㘓࣭ᒆฟྎᩘのື  ྥ  

⪏ஂᾘ㈝㈈の㈍኎動ྥとして、஌⏝㌴(新㌴)の㉎ධにࡼり㐠㍺ᨭᒁや㍍⮬動㌴᳨ᰝ༠఍にⓏ㘓࣭

ᒆฟࢀࡉたྎᩘをみてみます。஌⏝㌴は、ᐙィにおいてはఫᏯに次ࡄฟ㈝となり、一⯡ⓗにᬒẼが

上ྥࡃと㈍኎ྎᩘも上᪼するといࢀࢃています。また、⮬動㌴の⏕⏘は、ࢫࣛ࢞、ࣥࢥ࢔࢚、㟁子

ᶵჾなどのከࡃのᶵჾ、部ရをᚲせとすること࠿ら、〇㐀ᴗの⏕⏘動ྥとも㛵㐃が深ࡃ、今ᚋのᬒ

Ẽの先行ࡁをุ᩿するᬒẼ動ྥᣦᩘの先行⣔ิのᣦᶆとしても᥇⏝ࢀࡉています。 

 

ձ ஌⏝㌴᪂㌴Ⓩ㘓࣭ᒆฟྎᩘの᥎⛣ 

஌⏝㌴新㌴Ⓩ㘓࣭ᒆฟྎᩘの᥎⛣をみると、࣮࢝ࢥ࢚⿵ຓ㔠の⤊஢や東᪥ᮏ大㟈⅏の⿕ᐖでࣉࢧ

り、平成23ࡼ㎸みなどにࡕる஌⏝㌴⏕⏘ྎᩘのⴠࡼたことにࢀࡉがᑍ᩿࣮࢙ࣥࢳ࢖ࣛ 年(2011 年)

に全ᅜ、ᮏ県とも大ࡃࡁ減少したものの、ྠ年12᭶࠿ら෌࣮࢝ࢥ࢚ࡧ⿵ຓ㔠がᐇ᪋ࢀࡉたことで、

平成24年(2012年)࠿ら平成26年(2014年)まで高いỈ‽が⥆ࡁました。 

平成 27 年(2015 年)は、ᾘ㈝⛯率ᘬࡁ上ࡆ๓の㥑け㎸み㟂せの཯動減にࡼり全ᅜ、ᮏ県ともに大

ࡼ減⛯のຠᯝに࣮࢝ࢥ࢚ら始まった新⛯ไでの࠿㎸み、平成29年(2017年)は、ྠ年4᭶ࡕⴠࡃࡁ

りややᣢࡕ┤したものの、以㝆、全ᅜはᶓࡤい、ᮏ県は減少ഴྥで᥎⛣しています。 

令和2年(2020年)は、๓年10᭶のᾘ㈝⛯率ᘬࡁ上ࡆのᙳ㡪や新ᆺࢼࣟࢥのឤᰁᣑ大にࡼり全ᅜ、

ᮏ県ともⴠࡕ㎸み、全ᅜでは๓年を11.4％ୗ回る380୓9�981ྎ、ᮏ県では๓年を12.0％ୗ回る3

୓9�560ྎとなりました。なお、平成26年(2014年)4᭶のᾘ㈝⛯率ᘬࡁ上ࡆ᫬には半年⛬๓࠿ら大

ませࢀな㥑け㎸み㟂せはぢらࡁましたが、今回の増⛯ではそこまでの大ࢀな㥑け㎸み㟂せがぢらࡁ

  でした。(図2-2-3-18)ࢇ
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資料)㻌(୍♫)᪥ᮏ⮬動㌴㈍኎༠఍㐃合఍䚸ྠ青森県ᨭ㒊

1㻜䠂増⛯㻤䠂増⛯ᮾ᪥ᮏ኱㟈⅏䝸䞊䝬䞁䝅䝵䝑䜽

 

ղ ㌴✀ู஌⏝㌴Ⓩ㘓࣭ᒆฟྎᩘの᥎⛣ 

次に、㌴✀別にみると、平成24 年(2012 年)以㝆、ᬑ通㌴が⦆や࠿な増加ഴྥに࠶るものの、ᑠ
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 次に、ᮏ県の令和2年(2020年)࢔ࢺࢫࢫ࢚ࣥࢽࣅࣥࢥ㈍኎㢠は、๓年と比࡭て3.5％減の997൨

෇となりました。 

㐣ཤ3年間におけるᅄ半ᮇࡈとの๓年比をみると、令和ඖ年(2019年)4㹼6᭶ᮇ以㝆ࢫࣛࣉ幅は⦰

ᑠഴྥに࠶り、令和2年(2020年)࠿らは๓年比ࢫࢼ࢖࣐に㌿ࡌました。特に4㹼6᭶ᮇは๓年比6.6％

減の241൨෇となっていますが、こࢀは新ᆺࢼࣟࢥのឤᰁᣑ大にࡼる外ฟ⮬⢔やほගᐈの減少➼の

ᙳ㡪にࡼるものと⪃えらࢀます。 (図2-2-3-17) 
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��� ஌⏝㌴᪂㌴Ⓩ㘓࣭ᒆฟྎᩘのື  ྥ  

⪏ஂᾘ㈝㈈の㈍኎動ྥとして、஌⏝㌴(新㌴)の㉎ධにࡼり㐠㍺ᨭᒁや㍍⮬動㌴᳨ᰝ༠఍にⓏ㘓࣭

ᒆฟࢀࡉたྎᩘをみてみます。஌⏝㌴は、ᐙィにおいてはఫᏯに次ࡄฟ㈝となり、一⯡ⓗにᬒẼが

上ྥࡃと㈍኎ྎᩘも上᪼するといࢀࢃています。また、⮬動㌴の⏕⏘は、ࢫࣛ࢞、ࣥࢥ࢔࢚、㟁子

ᶵჾなどのከࡃのᶵჾ、部ရをᚲせとすること࠿ら、〇㐀ᴗの⏕⏘動ྥとも㛵㐃が深ࡃ、今ᚋのᬒ

Ẽの先行ࡁをุ᩿するᬒẼ動ྥᣦᩘの先行⣔ิのᣦᶆとしても᥇⏝ࢀࡉています。 

 

ձ ஌⏝㌴᪂㌴Ⓩ㘓࣭ᒆฟྎᩘの᥎⛣ 

஌⏝㌴新㌴Ⓩ㘓࣭ᒆฟྎᩘの᥎⛣をみると、࣮࢝ࢥ࢚⿵ຓ㔠の⤊஢や東᪥ᮏ大㟈⅏の⿕ᐖでࣉࢧ

り、平成23ࡼ㎸みなどにࡕる஌⏝㌴⏕⏘ྎᩘのⴠࡼたことにࢀࡉがᑍ᩿࣮࢙ࣥࢳ࢖ࣛ 年(2011 年)

に全ᅜ、ᮏ県とも大ࡃࡁ減少したものの、ྠ年12᭶࠿ら෌࣮࢝ࢥ࢚ࡧ⿵ຓ㔠がᐇ᪋ࢀࡉたことで、

平成24年(2012年)࠿ら平成26年(2014年)まで高いỈ‽が⥆ࡁました。 

平成 27 年(2015 年)は、ᾘ㈝⛯率ᘬࡁ上ࡆ๓の㥑け㎸み㟂せの཯動減にࡼり全ᅜ、ᮏ県ともに大

ࡼ減⛯のຠᯝに࣮࢝ࢥ࢚ら始まった新⛯ไでの࠿㎸み、平成29年(2017年)は、ྠ年4᭶ࡕⴠࡃࡁ

りややᣢࡕ┤したものの、以㝆、全ᅜはᶓࡤい、ᮏ県は減少ഴྥで᥎⛣しています。 

令和2年(2020年)は、๓年10᭶のᾘ㈝⛯率ᘬࡁ上ࡆのᙳ㡪や新ᆺࢼࣟࢥのឤᰁᣑ大にࡼり全ᅜ、

ᮏ県ともⴠࡕ㎸み、全ᅜでは๓年を11.4％ୗ回る380୓9�981ྎ、ᮏ県では๓年を12.0％ୗ回る3

୓9�560ྎとなりました。なお、平成26年(2014年)4᭶のᾘ㈝⛯率ᘬࡁ上ࡆ᫬には半年⛬๓࠿ら大

ませࢀな㥑け㎸み㟂せはぢらࡁましたが、今回の増⛯ではそこまでの大ࢀな㥑け㎸み㟂せがぢらࡁ

  でした。(図2-2-3-18)ࢇ
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1㻜䠂増⛯㻤䠂増⛯ᮾ᪥ᮏ኱㟈⅏䝸䞊䝬䞁䝅䝵䝑䜽

 

ղ ㌴✀ู஌⏝㌴Ⓩ㘓࣭ᒆฟྎᩘの᥎⛣ 

次に、㌴✀別にみると、平成24 年(2012 年)以㝆、ᬑ通㌴が⦆や࠿な増加ഴྥに࠶るものの、ᑠ
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ᆺ㌴はᶓࡤいないし⦆や࠿な減少ഴྥとなっています。また、㍍⮬動㌴は全体に༨める割合は4割

๓ᚋと最も高い㌴✀ですが、平成27年(2015年)以㝆減少ഴྥとなっています。 

令和2年(2020年)は、新ᆺࢼࣟࢥのឤᰁᣑ大にࡼり、4᭶࠿ら5᭶に࠿けて外ฟ⮬⢔の動ࡁがᗈ

がったことや、大ᡭ⮬動㌴࣓࣮࣮࢝のᕤሙが᧯ᴗ೵Ṇとなったことにకい౪⤥が減少したなどのᙳ

㡪にࡼり、஌⏝㌴全体で๓年比12.0％減の3୓9�560ྎとなりました。内ヂをみると、ᬑ通㌴が๓

年比14.9％減の1୓467ྎ、ᑠᆺ㌴が๓年比11.7％減の1୓3�331ྎ、㍍⮬動㌴が๓年比10.2％

減の1୓5�762ྎとなり、全ての㌴✀で減少しています。(図2-2-3-19) 

また、ᑐ๓年ྠ᭶増減率の動ࡁをみると、全㌴✀ともᾘ㈝⛯率ᘬࡁ上ࡆ๓の㥑け㎸み㟂せとその

཯動にࡼる減少が⥆いたものの、令和2年(2020年)ᮎに࠿けてᣢࡕ┤しの動ࡁがみらࢀる࠺ࡼにな

りました。(図2-2-3-20) 
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資料）(୍♫)᪥ᮏ⮬動㌴㈍኎༠఍㐃合఍䚸ྠ青森県ᨭ㒊

図2-2-3-1㻥 ஌⏝㌴（㍍䜢ྵ䜐）᪂㌴Ⓩ㘓䞉ᒆฟྎᩘの᥎移（青森県）
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ճ ḟୡ௦⮬ື㌴のᬑཬ≧ἣ 

今ᚋ、ࡉらに㟂せがఙࡧることがᮇᚅࢀࡉている㟁Ẽ⮬動㌴やࢻࢵࣜࣈ࢖ࣁ㌴など、次ୡ௦⮬動

㌴のᬑཬྎᩘをみると、ᮏ県では令和ඖ年ᗘ(2019年ᗘ)ᮎで8୓1�266ྎとなっており、㌴✀別で

はࢻࢵࣜࣈ࢖ࣁ㌴がその࡯とࢇどを༨めています。 

全Ⓩ㘓㌴に༨める次ୡ௦⮬動㌴の割合(ᬑཬ率)は、全ᅜが22.1％、東໭全体が20.7％で࠶るのに

ᑐし、ᮏ県は15.9％と低いỈ‽にとどまっています。(⾲2-2-3) 
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ḟୡ௦⮬動㌴
ᬑཬ率

青森県 㻣2㻘53㻥 1㻘14㻣 740 6,838 0 2 81,266 511,584 15.9%

ᮾ໭ 㻣22㻘5㻣㻥 1㻜㻘623 1㻜㻘4㻤㻥 56㻘㻣5㻣 58 120 800,626 3,867,131 20.7%
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⾲2-2-3䚷ḟୡ௦⮬動㌴ᬑཬ≧ἣ(௧࿴ඖ年ᗘ）

 

 

��� ᐟἩ᪑⾜࡜ほගᾘ㈝のື  ྥ

ᡃがᅜ全体が人口減少ᒁ㠃にධった中で、今ᚋも地域άຊを⥔ᣢ࣭ྥ上ࡉせていࡃためには、ほ

ග࣭ࢫࢿࢪࣅ㠃での人やࣔࣀの஺ὶをࡼり一ᒙᣑ大ࡉせることがᚲせです。平成 28 年(2016 年)3

᭶に໭ᾏ㐨新ᖿ⥺が㛤ᴗし、令和2年(2020年)12᭶には東໭新ᖿ⥺全⥺㛤ᴗ10࿘年を㏄えました。
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航空路線では、令和元年(2019年)7月に青森・台北線の国際定期便が、令和2年(2020年)3月には

青森・神戸線が新規就航したほか、令和元年(2019年)7月には青森空港ターミナルビルがリニュー

アルし、国内線ロビーの拡充や国際線の旅客搭乗橋(ＰＢＢ)の増設、フードコートの新設など、サ

ービスと利便性が向上しました。また、平成31年(2019年)4月には青森港国際クルーズターミナル

が供用を開始し、豪華客船「クイーン・エリザベス」が初寄港するなど、陸・海・空の交通機関を

組み合わせて広域的に周遊する「立体観光」の基盤が一層強化されました。 

しかし、新型コロナの世界的拡大により、緊急事態宣言が発出され移動の制限が課せられたこと

や多くの祭り・イベントが中止されたことなどで、本県の観光産業は非常に厳しい状況下に置かれ

ています。観光産業は裾野が広く、経済波及効果も大きいため、運輸業や宿泊業、土産物販売等の

商業や観光施設のサービス業などへの直接的な影響だけではなく、農業や漁業、土産物等の製造な

どの幅広い産業にも間接的な影響が及んでいます。 
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令和元年(2019年)の延べ宿泊者数を都道府県別にみると、東京都が7,898万人と最も多く、次い

で大阪府が4,743万人となっています。東京都は延べ宿泊者総数(5億9,592万人)の13.3％を占め

ており、東京都、大阪府、北海道、沖縄県、京都府の上位5都道府県で全体の38.1％を占めていま

す。本県は、461万人で全国第35位となっています。(図2-2-3-22) 
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ճ ḟୡ௦⮬ື㌴のᬑཬ≧ἣ 
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��� ᐟἩ᪑⾜࡜ほගᾘ㈝のື  ྥ

ᡃがᅜ全体が人口減少ᒁ㠃にධった中で、今ᚋも地域άຊを⥔ᣢ࣭ྥ上ࡉせていࡃためには、ほ

ග࣭ࢫࢿࢪࣅ㠃での人やࣔࣀの஺ὶをࡼり一ᒙᣑ大ࡉせることがᚲせです。平成 28 年(2016 年)3

᭶に໭ᾏ㐨新ᖿ⥺が㛤ᴗし、令和2年(2020年)12᭶には東໭新ᖿ⥺全⥺㛤ᴗ10࿘年を㏄えました。
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や多くの祭り・イベントが中止されたことなどで、本県の観光産業は非常に厳しい状況下に置かれ

ています。観光産業は裾野が広く、経済波及効果も大きいため、運輸業や宿泊業、土産物販売等の

商業や観光施設のサービス業などへの直接的な影響だけではなく、農業や漁業、土産物等の製造な

どの幅広い産業にも間接的な影響が及んでいます。 
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万7,630人となりました。延べ宿泊者数を宿泊目的別にみると、ビジネス目的は前年比10.6％増の

235万5,100人、観光目的は1.6％減の154万2,530人となりました。本県の宿泊客はビジネス目的
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令和2年(2020年)の延べ宿泊者数(速報)は、新型コロナの影響により全国的に大きく落ち込んで

おり、本県は前年比35.3％減の252万人、全国は48.4％減の2億5,862万人となっています。 (図
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令和元年(2019年)の延べ宿泊者数を都道府県別にみると、東京都が7,898万人と最も多く、次い
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また、令和ඖ年(2019年)の฼⏝ᐈᐊᩘは全ᅜで3൨7�341୓ᐊとなっており、㒔㐨ᗓ県別にみる

と、東ி㒔が5�422୓ᐊと最もከࡃ、次いで大㜰ᗓが3�042୓ᐊ、໭ᾏ㐨が2�242୓ᐊ、Ἀ⦖県が

1�785୓ᐊ、ி㒔ᗓが1�664୓ᐊと、上఩5㒔㐨ᗓ県で全体の37.9％を༨めています。ᮏ県は、338

୓ᐊで全ᅜ➨32఩となっています。 

ᐟ泊᪋タのࣉ࢖ࢱ別でみると、東ி㒔ではࢸ࣍ࢫࢿࢪࣅ (ࣝ62.8％)やࢸ࣍࢕ࢸࢩ (ࣝ28.2％)の༨

める割合が高い一方、ᮏ県ではࢸ࣍ࢫࢿࢪࣅ (ࣝ67.1％)に次いで、᪑㤋(17.5％)の༨める割合が高

いഴྥに࠶ります。(図2-2-3-23)  
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資料)ほගᗇ「ᐟἩ᪑⾜統計調査」 䈜඲ᐟἩ᪋タ（ᚑᴗ⪅ᩘ1㻜人未満の᪋タ䜢ྵ䜐）

（୓ᐊ)

 

 

 

ղ እᅜ人ᐟἩ⪅ᩘのື  ྥ

ᮏ県の令和ඖ年(2019年)の外ᅜ人ᐟ泊⪅ᩘは、๓年比14.0％増の33୓7�620人となり、㐣ཤ最

ከをグ㘓しました。ᘏ࡭ᐟ泊⪅ᩘに༨める外ᅜ人ᐟ泊⪅ᩘの割合も年ࠎ上᪼しており、令和ඖ年

(2019年)は8.7％と㐣ཤ最高をグ㘓しています。令和2年(2020年)の外ᅜ人ᐟ泊⪅ (ᩘ㏿ሗ )್は、

新ᆺࢼࣟࢥのᙳ㡪にࡼり大ࡃࡁ減少し、๓年比79.9％減の6୓8�030人、ᘏ࡭ᐟ泊⪅ᩘに༨める割

合は2.7％となっています。 (図2-2-3-24) 
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（䠂）図2-2-3-24 ᘏ䜉ᐟἩ⪅ᩘの᥎移(青森県)
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資料）ほගᗇ「ᐟἩ᪑⾜統計調査」

䈜ᚑᴗ⪅ᩘ1㻜人以上の᪋タ䚸௧࿴2年䛿㏿ሗ್

 

外ᅜ人ᐟ泊⪅ᩘについてᅜ⡠(ฟ㌟地)別にみると、令和ඖ年(2019年)はྎ‴࠿らのᐟ泊⪅が最も

ከࡃ、次いで、中ᅜ、㤶 、㡑ᅜ、⡿ᅜの㡰となっています。全体の3割超を༨めるྎ‴は、県⏘

りࡈࢇの最大の㍺ฟ先としてᮏ県のㄆ▱ᗘが高いことや、令和ඖ年(2019年)7᭶にᐃᮇ౽がᑵ⯟し

たことがせᅉと⪃えらࢀます。 

令和2年(2020年)は、新ᆺࢼࣟࢥのୡ⏺ⓗᣑ大とそࢀにక࠺ᅜ㝿ᐃᮇ౽の㐠ఇなどにࡼり、いࡎ

 のᅜ࣭地域においても大幅に減少しています。 (図2-2-3-25)ࢀ
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資料)ほගᗇ「ᐟἩ᪑⾜統計調査」 䈜඲ᐟἩ᪋タ（ᚑᴗ⪅ᩘ1㻜人未満の᪋タ䜢ྵ䜐）
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ղ እᅜ人ᐟἩ⪅ᩘのື  ྥ

ᮏ県の令和ඖ年(2019年)の外ᅜ人ᐟ泊⪅ᩘは、๓年比14.0％増の33୓7�620人となり、㐣ཤ最
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合は2.7％となっています。 (図2-2-3-24) 
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りࡈࢇの最大の㍺ฟ先としてᮏ県のㄆ▱ᗘが高いことや、令和ඖ年(2019年)7᭶にᐃᮇ౽がᑵ⯟し

たことがせᅉと⪃えらࢀます。 

令和2年(2020年)は、新ᆺࢼࣟࢥのୡ⏺ⓗᣑ大とそࢀにక࠺ᅜ㝿ᐃᮇ౽の㐠ఇなどにࡼり、いࡎ
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ճ ᘏ࡭ᐟἩ⪅ᩘの᭶ู᥎⛣ 

次に、ᮏ県のᘏ࡭ᐟ泊⪅を᭶別にみると、ほග┠ⓗ、ࢫࢿࢪࣅ┠ⓗとも、ࡃࡉらまつりが㛤ദࡉ

ഴࡴ㎸ࡕ12㹼3᭶にはⴠ、ࡃの8㹼10᭶が特にከࣥࢬ࣮ࢩら増加し始め、ኟ⚍りや⣚ⴥ࠿る4᭶ࢀ

ྥが࠶りますが、㏆年は෤Ꮨのほගㄏᐈのྲྀ⤌➼にࡼり12㹼3᭶のᘏ࡭ᐟ泊⪅ᩘも年ࠎ増加ഴྥで

᥎⛣していました。し࠿し、令和2年(2020年)は新ᆺࢼࣟࢥのᙳ㡪にࡼり特にほග┠ⓗのⴠࡕ㎸み

が㠀ᖖに大ࡃࡁ、⥭ᛴ஦態ᐉゝゎ㝖ᚋはᚎࠎに回᚟ᇶㄪとなりましたが、⛅以㝆のឤᰁ෌ᣑ大のᙳ

㡪で෌ࡧⴠࡕ㎸ࢇでおり、先行ࡁがᠱᛕࢀࡉます。(図2-2-3-26) 
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䈜ᚑᴗ⪅ᩘ1㻜人以上の᪋タ䚹௧࿴2年䛿㏿ሗ್䚹

（人） （䠂）
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④ 地域別観光客数 

本県の主な観光施設の入込客数と宿泊施設の宿泊者数の推移を四半期別にみると、令和2年(2020

年)はいずれも前年を大きく下回っており、緊急事態宣言下の4～6月期の落ち込みが特に大きくな

っています。7～9月期は大きな祭りやイベントが中止となったものの、県の「あおもり宿泊キャン

ペーン」や国の「Go To トラベルキャンペーン」のほか、修学旅行の受入れも始まり、回復基調と

なりましたが、観光施設の入込客数、宿泊者数とも12月時点でいずれも感染拡大前の水準には戻っ

ていません。(図2-2-3-27～29) 
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図2-2-3-27   主な観光施設の入込客数の推移
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資料）県観光企画課 「月例観光統計」 ※令和3年1月時点

注）平成28年、平成29年は34施設、平成30年以降は35施設

（千人）
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図2-2-3-28   主な宿泊施設の宿泊者数の推移

（青森市、弘前市）
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資料）県観光企画課 「月例観光統計」 ※令和3年1月時点

（人）
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図2-2-3-29  主な宿泊施設の宿泊者数の推移

（八戸市、むつ市）
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資料）県観光企画課 「月例観光統計」 ※令和3年1月時点

（人）

八戸市 むつ市

 

 

⑤ 観光消費額 

本県の県内観光消費額は増加傾向で推移しています。令和元年(2019年)の観光消費額は1,910

億円で、現在の基準で統計を取り始めた平成22 年(2010 年)以降で最高となりました。外国人に

よる観光消費額も年々増加しており、令和元年(2019 年)の外国人による観光消費額は前年比

26.1％増の203億円となり、観光消費額全体の10.6％を占めています。(図2-2-3-30) 

注）宿泊施設54施設(対象施設入替あり) 
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が㠀ᖖに大ࡃࡁ、⥭ᛴ஦態ᐉゝゎ㝖ᚋはᚎࠎに回᚟ᇶㄪとなりましたが、⛅以㝆のឤᰁ෌ᣑ大のᙳ

㡪で෌ࡧⴠࡕ㎸ࢇでおり、先行ࡁがᠱᛕࢀࡉます。(図2-2-3-26) 

-1㻜㻜

-㻤㻜

-6㻜

-4㻜

-2㻜

0

20

40

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

1 5 9 1 5 9 1 5 9 1 5 9 1 5 9

H28 29 30 31 R1 2年

図2-2-3-26㻌㻌青森県 ᘏ䜉ᐟἩ⪅ᩘの᭶別᥎移（ᖹᡂ2㻤年～௧࿴2年）

ほග┠ⓗ 䝡䝆䝛䝇┠ⓗ

ほග┠ⓗ(๓年ྠ᭶ẚ)(ྑ┠┒) 䝡䝆䝛䝇┠ⓗ(๓年ྠ᭶ẚ)(ྑ┠┒)

資料）ほගᗇ「ᐟἩ᪑⾜統計調査」

䈜ᚑᴗ⪅ᩘ1㻜人以上の᪋タ䚹௧࿴2年䛿㏿ሗ್䚹

（人） （䠂）

 

 77 

④ 地域別観光客数 

本県の主な観光施設の入込客数と宿泊施設の宿泊者数の推移を四半期別にみると、令和2年(2020

年)はいずれも前年を大きく下回っており、緊急事態宣言下の4～6月期の落ち込みが特に大きくな

っています。7～9月期は大きな祭りやイベントが中止となったものの、県の「あおもり宿泊キャン
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図2-2-3-27   主な観光施設の入込客数の推移
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資料）県観光企画課 「月例観光統計」 ※令和3年1月時点

注）平成28年、平成29年は34施設、平成30年以降は35施設

（千人）
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図2-2-3-28   主な宿泊施設の宿泊者数の推移
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資料）県観光企画課 「月例観光統計」 ※令和3年1月時点
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図2-2-3-29  主な宿泊施設の宿泊者数の推移

（八戸市、むつ市）
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資料）県観光企画課 「月例観光統計」 ※令和3年1月時点

（人）

八戸市 むつ市

 

 

⑤ 観光消費額 

本県の県内観光消費額は増加傾向で推移しています。令和元年(2019年)の観光消費額は1,910

億円で、現在の基準で統計を取り始めた平成22 年(2010 年)以降で最高となりました。外国人に

よる観光消費額も年々増加しており、令和元年(2019 年)の外国人による観光消費額は前年比

26.1％増の203億円となり、観光消費額全体の10.6％を占めています。(図2-2-3-30) 

注）宿泊施設54施設(対象施設入替あり) 
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（䠂）図2-2-3-3㻜 ほගᾘ㈝㢠の᥎移(青森県)
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資料）県ほග௻⏬課「青森県ほගධ㎸ᐈ統計」  

 

令和ඖ年(2019年)のほගᾘ㈝㢠1�910൨෇の内ヂをみると、ᐟ泊㈝が33.8％の646൨෇となって

おり、次いでᅵ⏘௦が24.5％の468൨෇、஺通㈝が14.5％の277൨෇となっています。(図2-2-3-31) 
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資料)県ほග௻⏬課「௧࿴ඖ年青森県ほගධ㎸ᐈ統計」
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の合計್
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ほගᾘ㈝㢠をᒃఫ地別にみると、ᒃఫ地がᮏ県࠿ら㐲い࡯どほගᾘ㈝㢠༢౯が高ࡃなるഴྥがみ

てとࢀます。こࢀは、㐲方࠿らのほගᐈ࡯ど஺通㈝が高ࡃなる࠿࡯、⁫ᅾ᪥ᩘも㛗ࡃなりᐟ泊㈝や

㣧㣗㈝も高ࡃなるためと⪃えらࢀます。また、㏆␥地方、中ᅜ࣭ᅄᅜ地方のᒃఫ⪅のᾘ㈝㢠がᾏ外

 

ᒃఫ⪅に次いで高ࡃなっており、特に㏆␥地方の㣧㣗㈝はᾏ外を上回って最も高ࡃなっています。

令和2年(2020年)3᭶にᑵ⯟した㟷᳃㸫⚄戸⥺にࡼり、㛵すᅪとの஺ὶがᣑ大することで、ᮏ県⤒

 ます。(図2-2-3-32)ࢀࡉの᭦なるዲᚠ⎔がᮇᚅ࡬῭
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資料）県ほග௻⏬課「青森県ほගධ㎸ᐈ統計」  

 

令和ඖ年(2019年)のほගᾘ㈝㢠1�910൨෇の内ヂをみると、ᐟ泊㈝が33.8％の646൨෇となって

おり、次いでᅵ⏘௦が24.5％の468൨෇、஺通㈝が14.5％の277൨෇となっています。(図2-2-3-31) 
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ほගᾘ㈝㢠をᒃఫ地別にみると、ᒃఫ地がᮏ県࠿ら㐲い࡯どほගᾘ㈝㢠༢౯が高ࡃなるഴྥがみ

てとࢀます。こࢀは、㐲方࠿らのほගᐈ࡯ど஺通㈝が高ࡃなる࠿࡯、⁫ᅾ᪥ᩘも㛗ࡃなりᐟ泊㈝や

㣧㣗㈝も高ࡃなるためと⪃えらࢀます。また、㏆␥地方、中ᅜ࣭ᅄᅜ地方のᒃఫ⪅のᾘ㈝㢠がᾏ外

 

ᒃఫ⪅に次いで高ࡃなっており、特に㏆␥地方の㣧㣗㈝はᾏ外を上回って最も高ࡃなっています。

令和2年(2020年)3᭶にᑵ⯟した㟷᳃㸫⚄戸⥺にࡼり、㛵すᅪとの஺ὶがᣑ大することで、ᮏ県⤒

 ます。(図2-2-3-32)ࢀࡉの᭦なるዲᚠ⎔がᮇᚅ࡬῭
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� ᘓタᢞ㈨࣭Ẹ㛫タഛᢞ㈨のື  ྥ

��� ᘓタᢞ㈨�ฟ᮶㧗ࢫ࣮࣋�のື  ྥ

ձ  ᘓタᢞ㈨㢠の᥎⛣ 

ᮏ県のᘓタᢞ㈨㢠は、減少ഴྥが⥆いていたとこࢁ、平成23 年ᗘ(2011 年ᗘ)に東᪥ᮏ大㟈⅏࠿

らの᚟ᪧ࣭᚟⯆➼にྥけた㈈ᨻᥐ⨨がㅮࡌらࢀたことにࡼり増加となりました。そのᚋ෌ࡧ減少ഴ

ྥが⥆ࡁましたが、令和ඖ年ᗘ(2019年ᗘ)はබඹᕤ஦のᘓタᢞ㈨㢠が増加したことにࡼり、๓年ᗘ

比14.2％増の5�870൨෇となっています。なお、令和2年ᗘ(2020年ᗘ)上ᮇは、๓年ྠᮇ比3.7％

減の2�847൨෇となっています。 

また、全ᅜのᘓタᢞ㈨㢠も、㛗ᮇにࢃたり減少が⥆いていましたが、平成24 年ᗘ(2012 年ᗘ)以

㝆増加に㌿ࡌ、そのᚋは東ிࢡࢵࣆࣥࣜ࢜㛤ദにࡼるᘓタ㟂せ࠿ら高Ỉ‽で᥎⛣しており、令和ඖ

年ᗘ(2019年ᗘ)は๓年ᗘ比2.3％増の53඙1�420൨෇となっています。 

なお、令和 2 年ᗘ(2020 年ᗘ)上ᮇは๓年ྠᮇ比 2.5％減の 24 ඙ 932 ൨෇となっています。(図

2-2-4-1) 
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図2-2-4-1 ᘓタᢞ資㢠の᥎移（ฟ᮶㧗䝧䞊䝇）

඲ᅜ 青森県

（඲ᅜ㻦඙෇） （青森県㻦൨෇）

資料）ᅜᅵ஺㏻┬「ᘓタ⥲合統計年ᗘሗ」

ᮾ᪥ᮏ኱㟈⅏

 

 

ᮏ県のᘓタᢞ㈨㢠をẸ間࣭බඹの別にみると、Ẹ間ᕤ஦については、平成 26 年ᗘ(2014 年ᗘ)以

㝆減少ഴྥが⥆いていましたが、令和ඖ年ᗘ(2019年ᗘ)は๓年ᗘ比2.6％増の2�562൨෇となって

います。 

一方、බඹᕤ஦については、東᪥ᮏ大㟈⅏࠿らの᚟ᪧ࣭᚟⯆にక࠺ᅵᮌᕤ஦などが増加した平成

24 年ᗘ(2012 年ᗘ)をࢡ࣮ࣆとして減少ഴྥが⥆いていましたが、令和ඖ年ᗘ(2019 年ᗘ)は、大つ

ᶍなࢶ࣮࣏ࢫ᪋タや㥐のᩚഛ஦ᴗなどが増加にᐤ୚し、๓年ᗘ比25.2％増の3�308൨෇となってい

ます。(図2-2-4-2) 

 

 

図2-2-4-2㻌 ᘓタᢞ資㢠の᥎移(青森県)㻌
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ղ ᘓタᢞ㈨㢠のෆヂ 

令和ඖ年ᗘ(2019 年ᗘ)のᮏ県のᘓタᢞ㈨㢠について、✀㢮別に๓年ᗘと比࡭ると、Ẹ間ᕤ஦は、

りᘓ⠏ᕤ஦が๓年ᗘ比ࡼ減少したことなどにࡃࡁ㖔ᴗ、ᘓタᴗ、〇㐀ᴗ⏝ࠖが大ࠕ 1.9％減となっ

たものの、ᅵᮌᕤ஦はྠ16.4％増となっています。 

一方、බඹᕤ஦はᘓ⠏ᕤ஦が๓年ᗘ比73.6％増と大幅に増加した࠿࡯、ᅵᮌᕤ஦もྠ8.6％増と

なっています。(⾲2-2-4) 

(༢఩㻦ⓒ୓෇) ᵓᡂẚ(㻑) ๓年ᗘẚ(㻑) (༢఩㻦ⓒ୓෇) ᵓᡂẚ(㻑) ๓年ᗘẚ(㻑)

⥲䚷計 5㻤㻣㻘㻜㻜㻥㻌 1㻜㻜㻚㻜 14㻚2 53㻘142㻘㻜43㻌 1㻜㻜㻚㻜 2㻚3

Ẹ䚷㛫 256㻘164㻌 43㻚6 2㻚6 31㻘4㻥6㻘3㻣㻥㻌 5㻥㻚3 䕦㻌㻜㻚㻤

ᘓ䚷⠏ 1㻤4㻘3㻣3㻌 31㻚4 䕦㻌1㻚㻥 26㻘4㻤1㻘㻥35㻌 4㻥㻚㻤 䕦㻌1㻚2

㻌㻌㻌 ᒃఫ⏝ 11㻣㻘㻣24㻌 2㻜㻚1 䕦㻌1㻚1 15㻘㻤㻤㻤㻘31㻣㻌 2㻥㻚㻥 䕦㻌2㻚3

䚷䚷㖔ᴗ䡠ᘓタᴗ䡠〇㐀ᴗ⏝ 12㻘6㻤4㻌 2㻚2 䕦㻌1㻤㻚㻣 2㻘2㻤1㻘11㻤㻌 4㻚3 䕦㻌2㻚㻥

䚷䚷ၟ ᴗ䡠䡷䡬䢇䢚䡹ᴗ⏝ 43㻘164㻌 㻣㻚4 4㻚5 㻣㻘㻣5㻥㻘611㻌 14㻚6 1㻚㻥

䚷䚷䛭の௚ 1㻜㻘㻤㻜1㻌 1㻚㻤 䕦㻌11㻚㻜 552㻘㻤㻤㻥㻌 1㻚㻜 䕦㻌4㻚㻜

ᅵ䚷ᮌ 㻣1㻘㻣㻥1㻌 12㻚2 16㻚4 5㻘㻜14㻘444㻌 㻥㻚4 1㻚1

බ䚷ඹ 33㻜㻘㻤45㻌 56㻚4 25㻚2 21㻘645㻘663㻌 4㻜㻚㻣 㻣㻚3

ᘓ䚷⠏ 116㻘㻤㻣㻥㻌 1㻥㻚㻥 㻣3㻚6 4㻘16㻥㻘㻜1㻤㻌 㻣㻚㻤 4㻚2

䚷䚷ᒃఫ⏝ 16㻘6㻤㻜㻌 2㻚㻤 16㻥㻚5 544㻘42㻤㻌 1㻚㻜 1㻚㻜

䚷䚷䛭の௚ 1㻜㻜㻘1㻥㻤㻌 1㻣㻚1 63㻚㻥 3㻘624㻘5㻥1㻌 6㻚㻤 4㻚㻣

ᅵ䚷ᮌ 213㻘㻥66㻌 36㻚5 㻤㻚6 1㻣㻘4㻣6㻘645㻌 32㻚㻥 㻤㻚㻜

䚷䚷୍ 䚷⯡ 1㻤㻤㻘2㻣3㻌 32㻚1 4㻚4 13㻘㻜56㻘16㻤㻌 24㻚6 1㻜㻚3

䚷䚷௻䚷ᴗ 25㻘6㻥3㻌 4㻚4 54㻚4 4㻘42㻜㻘4㻣㻣㻌 㻤㻚3 1㻚㻣

（෌ᥖ）ᘓ㻌㻌⠏㻌㻌計 3㻜1㻘252㻌 51㻚3 1㻤㻚㻜 3㻜㻘65㻜㻘㻥53㻌 5㻣㻚㻣 䕦㻌㻜㻚5

（෌ᥖ）ᅵ㻌㻌ᮌ㻌㻌計 2㻤5㻘㻣5㻣㻌 4㻤㻚㻣 1㻜㻚5 22㻘4㻥1㻘㻜㻤㻥㻌 42㻚3 6㻚4

資料）ᅜᅵ஺㏻┬「ᘓタ⥲合統計年ᗘሗ」

⾲2-2-4䚷✀㢮別ᘓタᢞ資㢠（௧࿴ඖ年ᗘ）

青森県 ඲䚷䚷ᅜ

 

  

බඹᕤ஦をᕤ஦✀㢮別にみると、全体の74.0％を༨めるᅵᮌᕤ஦では、ࠕ㐨㊰ࠖの割合が31.3％

と最も高ࡃ、次いでࠕ἞山࣭἞Ỉ࣭⅏ᐖ᚟ᪧࠖが13.0％となっており、この2✀㢮でᅵᮌᕤ஦全体

の5割を超えています。 

また、全体の 26.0％を༨めるᘓ⠏ᕤ஦では、㠀ఫᏯやそのタഛᕤ஦で࠶るࠕその他ࠖの割合が

24.4％とᘓ⠏ᕤ஦全体の9割以上となっています。(図2-2-4-3) 
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� ᘓタᢞ㈨࣭Ẹ㛫タഛᢞ㈨のື  ྥ

��� ᘓタᢞ㈨�ฟ᮶㧗ࢫ࣮࣋�のື  ྥ

ձ  ᘓタᢞ㈨㢠の᥎⛣ 

ᮏ県のᘓタᢞ㈨㢠は、減少ഴྥが⥆いていたとこࢁ、平成23 年ᗘ(2011 年ᗘ)に東᪥ᮏ大㟈⅏࠿

らの᚟ᪧ࣭᚟⯆➼にྥけた㈈ᨻᥐ⨨がㅮࡌらࢀたことにࡼり増加となりました。そのᚋ෌ࡧ減少ഴ

ྥが⥆ࡁましたが、令和ඖ年ᗘ(2019年ᗘ)はබඹᕤ஦のᘓタᢞ㈨㢠が増加したことにࡼり、๓年ᗘ

比14.2％増の5�870൨෇となっています。なお、令和2年ᗘ(2020年ᗘ)上ᮇは、๓年ྠᮇ比3.7％

減の2�847൨෇となっています。 

また、全ᅜのᘓタᢞ㈨㢠も、㛗ᮇにࢃたり減少が⥆いていましたが、平成24 年ᗘ(2012 年ᗘ)以

㝆増加に㌿ࡌ、そのᚋは東ிࢡࢵࣆࣥࣜ࢜㛤ദにࡼるᘓタ㟂せ࠿ら高Ỉ‽で᥎⛣しており、令和ඖ

年ᗘ(2019年ᗘ)は๓年ᗘ比2.3％増の53඙1�420൨෇となっています。 

なお、令和 2 年ᗘ(2020 年ᗘ)上ᮇは๓年ྠᮇ比 2.5％減の 24 ඙ 932 ൨෇となっています。(図

2-2-4-1) 
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図2-2-4-1 ᘓタᢞ資㢠の᥎移（ฟ᮶㧗䝧䞊䝇）

඲ᅜ 青森県

（඲ᅜ㻦඙෇） （青森県㻦൨෇）

資料）ᅜᅵ஺㏻┬「ᘓタ⥲合統計年ᗘሗ」

ᮾ᪥ᮏ኱㟈⅏

 

 

ᮏ県のᘓタᢞ㈨㢠をẸ間࣭බඹの別にみると、Ẹ間ᕤ஦については、平成 26 年ᗘ(2014 年ᗘ)以

㝆減少ഴྥが⥆いていましたが、令和ඖ年ᗘ(2019年ᗘ)は๓年ᗘ比2.6％増の2�562൨෇となって

います。 

一方、බඹᕤ஦については、東᪥ᮏ大㟈⅏࠿らの᚟ᪧ࣭᚟⯆にక࠺ᅵᮌᕤ஦などが増加した平成

24 年ᗘ(2012 年ᗘ)をࢡ࣮ࣆとして減少ഴྥが⥆いていましたが、令和ඖ年ᗘ(2019 年ᗘ)は、大つ

ᶍなࢶ࣮࣏ࢫ᪋タや㥐のᩚഛ஦ᴗなどが増加にᐤ୚し、๓年ᗘ比25.2％増の3�308൨෇となってい

ます。(図2-2-4-2) 
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ղ ᘓタᢞ㈨㢠のෆヂ 

令和ඖ年ᗘ(2019 年ᗘ)のᮏ県のᘓタᢞ㈨㢠について、✀㢮別に๓年ᗘと比࡭ると、Ẹ間ᕤ஦は、

りᘓ⠏ᕤ஦が๓年ᗘ比ࡼ減少したことなどにࡃࡁ㖔ᴗ、ᘓタᴗ、〇㐀ᴗ⏝ࠖが大ࠕ 1.9％減となっ

たものの、ᅵᮌᕤ஦はྠ16.4％増となっています。 

一方、බඹᕤ஦はᘓ⠏ᕤ஦が๓年ᗘ比73.6％増と大幅に増加した࠿࡯、ᅵᮌᕤ஦もྠ8.6％増と

なっています。(⾲2-2-4) 

(༢఩㻦ⓒ୓෇) ᵓᡂẚ(㻑) ๓年ᗘẚ(㻑) (༢఩㻦ⓒ୓෇) ᵓᡂẚ(㻑) ๓年ᗘẚ(㻑)

⥲䚷計 5㻤㻣㻘㻜㻜㻥㻌 1㻜㻜㻚㻜 14㻚2 53㻘142㻘㻜43㻌 1㻜㻜㻚㻜 2㻚3

Ẹ䚷㛫 256㻘164㻌 43㻚6 2㻚6 31㻘4㻥6㻘3㻣㻥㻌 5㻥㻚3 䕦㻌㻜㻚㻤

ᘓ䚷⠏ 1㻤4㻘3㻣3㻌 31㻚4 䕦㻌1㻚㻥 26㻘4㻤1㻘㻥35㻌 4㻥㻚㻤 䕦㻌1㻚2

㻌㻌㻌 ᒃఫ⏝ 11㻣㻘㻣24㻌 2㻜㻚1 䕦㻌1㻚1 15㻘㻤㻤㻤㻘31㻣㻌 2㻥㻚㻥 䕦㻌2㻚3

䚷䚷㖔ᴗ䡠ᘓタᴗ䡠〇㐀ᴗ⏝ 12㻘6㻤4㻌 2㻚2 䕦㻌1㻤㻚㻣 2㻘2㻤1㻘11㻤㻌 4㻚3 䕦㻌2㻚㻥

䚷䚷ၟ ᴗ䡠䡷䡬䢇䢚䡹ᴗ⏝ 43㻘164㻌 㻣㻚4 4㻚5 㻣㻘㻣5㻥㻘611㻌 14㻚6 1㻚㻥

䚷䚷䛭の௚ 1㻜㻘㻤㻜1㻌 1㻚㻤 䕦㻌11㻚㻜 552㻘㻤㻤㻥㻌 1㻚㻜 䕦㻌4㻚㻜

ᅵ䚷ᮌ 㻣1㻘㻣㻥1㻌 12㻚2 16㻚4 5㻘㻜14㻘444㻌 㻥㻚4 1㻚1

බ䚷ඹ 33㻜㻘㻤45㻌 56㻚4 25㻚2 21㻘645㻘663㻌 4㻜㻚㻣 㻣㻚3

ᘓ䚷⠏ 116㻘㻤㻣㻥㻌 1㻥㻚㻥 㻣3㻚6 4㻘16㻥㻘㻜1㻤㻌 㻣㻚㻤 4㻚2

䚷䚷ᒃఫ⏝ 16㻘6㻤㻜㻌 2㻚㻤 16㻥㻚5 544㻘42㻤㻌 1㻚㻜 1㻚㻜

䚷䚷䛭の௚ 1㻜㻜㻘1㻥㻤㻌 1㻣㻚1 63㻚㻥 3㻘624㻘5㻥1㻌 6㻚㻤 4㻚㻣

ᅵ䚷ᮌ 213㻘㻥66㻌 36㻚5 㻤㻚6 1㻣㻘4㻣6㻘645㻌 32㻚㻥 㻤㻚㻜

䚷䚷୍ 䚷⯡ 1㻤㻤㻘2㻣3㻌 32㻚1 4㻚4 13㻘㻜56㻘16㻤㻌 24㻚6 1㻜㻚3

䚷䚷௻䚷ᴗ 25㻘6㻥3㻌 4㻚4 54㻚4 4㻘42㻜㻘4㻣㻣㻌 㻤㻚3 1㻚㻣

（෌ᥖ）ᘓ㻌㻌⠏㻌㻌計 3㻜1㻘252㻌 51㻚3 1㻤㻚㻜 3㻜㻘65㻜㻘㻥53㻌 5㻣㻚㻣 䕦㻌㻜㻚5

（෌ᥖ）ᅵ㻌㻌ᮌ㻌㻌計 2㻤5㻘㻣5㻣㻌 4㻤㻚㻣 1㻜㻚5 22㻘4㻥1㻘㻜㻤㻥㻌 42㻚3 6㻚4

資料）ᅜᅵ஺㏻┬「ᘓタ⥲合統計年ᗘሗ」

⾲2-2-4䚷✀㢮別ᘓタᢞ資㢠（௧࿴ඖ年ᗘ）

青森県 ඲䚷䚷ᅜ

 

  

බඹᕤ஦をᕤ஦✀㢮別にみると、全体の74.0％を༨めるᅵᮌᕤ஦では、ࠕ㐨㊰ࠖの割合が31.3％

と最も高ࡃ、次いでࠕ἞山࣭἞Ỉ࣭⅏ᐖ᚟ᪧࠖが13.0％となっており、この2✀㢮でᅵᮌᕤ஦全体

の5割を超えています。 

また、全体の 26.0％を༨めるᘓ⠏ᕤ஦では、㠀ఫᏯやそのタഛᕤ஦で࠶るࠕその他ࠖの割合が

24.4％とᘓ⠏ᕤ஦全体の9割以上となっています。(図2-2-4-3) 
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図2-2-4-3 公共工事種類別建設投資額の構成比（青森県）

令和元年度

公共工事

工事種類別

合計 2,896億円 (※)

資料) 国土交通省「建設総合統計年度報」

※集計方法の違いにより、表2-2-4に示す金額とは異なることに注意

土木工事

74.0%

建築工事

26.0%

 

  

住宅を除く民間建築工事を使途別にみると、「店舗」と「倉庫」の割合が共に27.2％と最も高く、

次いで「工場・作業所」が23.3％、「事務所」が16.5％の順となっています。なお、全国や他の地

域と比べてみると、オフィスビルなどの需要が高い東京圏では、「事務所」の割合が 38.4％と本県

の約2.3倍となっている一方、本県で割合の高い「工場・作業所」が11.2％にとどまるなど、地域

によって特徴があることがわかります。(図2-2-4-4) 
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図2-2-4-4 民間建築工事（非住宅）使途別建設投資額の構成比

(令和元年度）
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資料）国土交通省「建設総合統計年度報」

※「住宅」、「その他」を除く

※東京圏：埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県
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��� Ẹ㛫タഛᢞ㈨のື  ྥ

᪥ᮏᨻ⟇ᢞ㈨㖟行にࡼるタഛᢞ㈨ィ⏬ㄪᰝの⤖ᯝ࠿らᮏ県のẸ間タഛᢞ㈨の≧ἣをみると、平成

27 年ᗘ(2015 年ᗘ)までは大ࡁな増加と減少を⧞り㏉すᏳᐃしない動ࡁとなっていましたが、平成

28年ᗘ(2016年ᗘ)以㝆は比較ⓗᏳᐃした動ࡁとなっています。 

令和2年ᗘ(2020年ᗘ)は๓年ᗘ比0.7％減となっており、こࢀを〇㐀ᴗ、㠀〇㐀ᴗ別にみると、

〇㐀ᴗにおいては、ࠕ⣬࣭ࣉࣝࣃ ㏦⏝ᶵᲔ㍺ࠕࠖ、 ➼ࠖで減少となっているものの、⏕⏘ᛶྥ上や高௜

加౯್化にྥけたᢞ㈨をணᐃするࠕ㟁ẼᶵᲔࠖや◊✲㛤Ⓨの増ᙉのためにタഛᢞ㈨をしたࠕ㣗ရࠖ

などが増加にᐤ୚し、๓年ᗘ比41.3％増と3年㐃⥆の増加となっています。一方、㠀〇㐀ᴗにおい

ては、Ᏻ全ᑐ⟇ᕤ஦などにࡼりࠕ㟁ຊ࣭ࠖࢫ࢞が増加した一方、✵ ᪑ᐈࣝࢼ࣑࣮ࢱの増ᨵಟなど

が一᭹したࠕ㐠㍺ࠖが大ࡃࡁ減少したことや、新ᆺࢼࣟࢥのᙳ㡪でタഛᢞ㈨にៅ㔜なጼໃがみらࢀ

ることなど࠿ら๓年ᗘ比24.6％減と2年㐃⥆の減少となっています。 (図2-2-4-5) 

また、㐠㍺ᴗなどにおけるタഛᢞ㈨ᑐ㇟の1つとして㈌≀⮬動㌴が࠶りますが、ᮏ県の㈌≀㌴Ⓩ

㘓ྎ (ᩘ新㌴)の᥎⛣をみると、このとこࡰ࡯ࢁᶓࡤいで᥎⛣していますが、令和ඖ年ᗘ(2019年ᗘ)

はᾘ㈝⛯率ᘬࡁ上ࡆ๓の㥑け㎸み㟂せも࠶ったため、増加幅がやや大ࡃࡁなっています。 

令和2年(2020年)のⓏ㘓ྎᩘは、୺に令和ඖ年(2019年)10᭶のᾘ㈝⛯率ᘬࡁ上ࡆにࡼる཯動減

がᙳ㡪し、ᬑ通㈌≀㌴が1�311ྎ、ᑠᆺ㈌≀㌴が1�928ྎで、合ィでは๓年比18.6％減の3�239ྎ

となっています。(図2-2-4-6) 
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図2-2-4-6 ㈌≀㌴Ⓩ㘓ྎᩘの᥎移(青森県)
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新タఫᏯ╔ᕤ戸ᩘは、所ᚓ、地౯、ᘓ⠏㈝、㔠฼などにᙳ㡪ࢀࡉる࠿࡯、ᾘ㈝⛯率のᘬࡁ上ࡆや

ఫᏯ࣮ࣟࣥ減⛯のᐇ᪋などᨻᗓの᪋⟇でも増減します。一方、ྛ✀ᘓᮦの㟂せ動ྥや、ᐙල࣭ᐙ㟁

㢮などのᾘ㈝動ྥ、࠶るいはᘓタにᦠࢃるᢏ⾡⪅➼の㞠⏝などከࡃのศ㔝にᙳ㡪をཬࡰすこと࠿ら、

今ᚋのᬒẼの先行ࡁをุ᩿するᬒẼ動ྥᣦᩘの先行⣔ิのᣦᶆとしても᥇⏝ࢀࡉています。 

 

ձ ᪂タఫᏯ╔ᕤᡞᩘの᥎⛣ 

ᮏ県の新タఫᏯ╔ᕤ戸ᩘは、平成25年(2013年)のᾘ㈝⛯率ᘬࡁ上ࡆ๓の㥑け㎸み㟂せと平成26

年(2014年)の཯動減のᙳ㡪を㝖ࡃと、᪥㖟のࢫࢼ࢖࣐㔠฼ᨻ⟇などをཷけた低㔠฼の㛗ᮇ化や、⛯

図2-2-4-5㻌 Ẹ㛫タഛᢞ資㢠の増減率の᥎移㻌 (青森県)㻌
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資料) 国土交通省「建設総合統計年度報」

※集計方法の違いにより、表2-2-4に示す金額とは異なることに注意
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住宅を除く民間建築工事を使途別にみると、「店舗」と「倉庫」の割合が共に27.2％と最も高く、
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の約2.3倍となっている一方、本県で割合の高い「工場・作業所」が11.2％にとどまるなど、地域

によって特徴があることがわかります。(図2-2-4-4) 
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制改正の影響による相続税の節税対策等によりアパートなど貸家を建築する動きが活発化したこと

から平成28年(2016年)までは増加傾向にありました。しかし、平成30年(2018年)以降は減少傾向

が続いています。 

なお、東京圏の新設住宅着工戸数も、本県とほぼ同様の推移となりました。 

令和2年(2020年)の新設住宅着工戸数は、令和元年(2019年)の消費税率引き上げによる反動減や

新型コロナの影響から、本県では対前年比8.1％減の5,671 戸、東京圏では対前年比8.2％減の28

万3,460戸となり、ともに3年連続で前年を下回っています。(図2-2-4-7) 
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図2-2-4-7 新設住宅着工戸数の推移
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資料）国土交通省「建築着工統計調査」 ※東京圏：埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県  

 

② 新設住宅着工戸数の利用関係別内訳 

令和2年(2020年)の新設住宅着工戸数の利用関係別構成比を本県と東京圏で比較すると、本県は

持家が全体の 61.0％を占めているのに対し、東京圏は土地が狭く地価が高いため、持家よりもアパ

ートなどの貸家やマンションなどの分譲住宅の割合が高くなっています。(図2-2-4-8) 
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資料)国土交通省「建築着工統計調査」

※東京圏：埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県

(％)

 

持家：建築主が自分で居住する目的で建築するもの

貸家：建築主が賃貸する目的で建築するもの

給与住宅：会社、官公署等がその社員等を居住させる目的で建築するもの

分譲住宅：建て売り又は分譲の目的で建築するもの

 

� ௻ᴗಽ⏘のື  ྥ

��� ௻ᴗಽ⏘௳ᩘཬࡧ㈇മ⥲㢠の᥎⛣ 

ᮏ県の௻ᴗಽ⏘௳ (ᩘ㈇മ㢠1�000 ୓෇以上)は、࣮ࣜࢡࢵࣙࢩ࣐ࣥᚋの平成21年(2009 年)以㝆

ᴫࡡ減少ഴྥで᥎⛣しています。令和2年(2020年)は新ᆺࢼࣟࢥのឤᰁᣑ大にక࠺行ᨻなどのྛ✀

ᨭ᥼⟇にࡼり、ಽ⏘௳ᩘはᢚえらࢀ、平成29年(2017年)、平成30年(2018年)と୪ࢇで㐣ཤ最少の

44௳となりました。 

また、㈇മ⥲㢠は、平成25年(2013年)以㝆、100൨෇๓ᚋでᶓࡤいのഴྥが⥆いています。令和

2 年(2020 年)は㈇മ㢠が10 ൨෇を超える大ᆺಽ⏘は๓年ྠᵝ2 ௳にとどまり、㈇മ⥲㢠は๓年比

26.4％減で㐣ཤ3␒┠に少ない70൨8�600୓෇となりました。 

ಽ⏘௳ᩘをᴗ✀別にみると、平成22 年(2010 年)まで最もከ࠿ったᘓタᴗは減少ഴྥに࠶る一方

で、ࢫࣅ࣮ࢧᴗ➼(ࢫࣅ࣮ࢧᴗ、୙動⏘ᴗ、᝟ሗ通ಙᴗ➼)はẖ年10௳以上ಽ⏘しており、全体に༨

める割合が高ࡃなっています。令和2年(2020年)は、ᘓタᴗが6௳で๓年比50.0％減、ᑠ኎ᴗが4

௳で 69.2％減と大ࡃࡁ減少している一方、新ᆺࢼࣟࢥのᙳ㡪にࡼりࢫࣅ࣮ࢧᴗ➼は18 ௳と๓年୪

みとなっており、全体に༨める割合は高ࡃなっています。(図2-2-5-1) 
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資料)䞞ᮾிၟᕤ䝸䝃䞊䝏「青森県௻ᴗಽ産≧ἣ」

(௳) (൨෇)

 

 

��� ཎᅉูಽ⏘௳ᩘの᥎⛣ 

 ಽ⏘௳ᩘをཎᅉ別にみると、㈍኎୙᣺にࡼるಽ⏘௳ᩘが⥲ࡌてከࡃ、平成25 年(2013 年)以㝆は

᪤ のしࢃᐤせ(㉥Ꮠ⣼✚)もከい≧ἣとなっています。一方、ᨺₔ⤒Ⴀにࡼるಽ⏘は、㏆年ではᩘ

௳⛬ᗘにとどまっています。令和2年(2020年)は、㈍኎୙᣺にࡼるものが27௳で全体の61.4％、

次いでᨺₔ⤒Ⴀにࡼるものが5௳で全体の11.4％となっています。また、᪤ のしࢃᐤせ(㉥Ꮠ⣼

✚)は2௳で๓年に比࡭大ࡃࡁ減少しています。 
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ートなどの貸家やマンションなどの分譲住宅の割合が高くなっています。(図2-2-4-8) 
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図2-2-4-8 新設住宅着工利用関係別構成比(令和2年)
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資料)国土交通省「建築着工統計調査」

※東京圏：埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県

(％)

 

持家：建築主が自分で居住する目的で建築するもの

貸家：建築主が賃貸する目的で建築するもの

給与住宅：会社、官公署等がその社員等を居住させる目的で建築するもの

分譲住宅：建て売り又は分譲の目的で建築するもの

 

� ௻ᴗಽ⏘のື  ྥ

��� ௻ᴗಽ⏘௳ᩘཬࡧ㈇മ⥲㢠の᥎⛣ 

ᮏ県の௻ᴗಽ⏘௳ (ᩘ㈇മ㢠1�000 ୓෇以上)は、࣮ࣜࢡࢵࣙࢩ࣐ࣥᚋの平成21年(2009 年)以㝆

ᴫࡡ減少ഴྥで᥎⛣しています。令和2年(2020年)は新ᆺࢼࣟࢥのឤᰁᣑ大にక࠺行ᨻなどのྛ✀

ᨭ᥼⟇にࡼり、ಽ⏘௳ᩘはᢚえらࢀ、平成29年(2017年)、平成30年(2018年)と୪ࢇで㐣ཤ最少の

44௳となりました。 

また、㈇മ⥲㢠は、平成25年(2013年)以㝆、100൨෇๓ᚋでᶓࡤいのഴྥが⥆いています。令和

2 年(2020 年)は㈇മ㢠が10 ൨෇を超える大ᆺಽ⏘は๓年ྠᵝ2 ௳にとどまり、㈇മ⥲㢠は๓年比

26.4％減で㐣ཤ3␒┠に少ない70൨8�600୓෇となりました。 

ಽ⏘௳ᩘをᴗ✀別にみると、平成22 年(2010 年)まで最もከ࠿ったᘓタᴗは減少ഴྥに࠶る一方

で、ࢫࣅ࣮ࢧᴗ➼(ࢫࣅ࣮ࢧᴗ、୙動⏘ᴗ、᝟ሗ通ಙᴗ➼)はẖ年10௳以上ಽ⏘しており、全体に༨

める割合が高ࡃなっています。令和2年(2020年)は、ᘓタᴗが6௳で๓年比50.0％減、ᑠ኎ᴗが4

௳で 69.2％減と大ࡃࡁ減少している一方、新ᆺࢼࣟࢥのᙳ㡪にࡼりࢫࣅ࣮ࢧᴗ➼は18 ௳と๓年୪

みとなっており、全体に༨める割合は高ࡃなっています。(図2-2-5-1) 

21
9 13

5 3 9 8 7 10 4 7 10 7

34

12 8
15 7

8 5
14 11

14 7
13

4

40

44
32

21

17
12

10
7 8

8
5

12

6

32

25

14
23

12
17 29 18 13

12
15

19

18

6

9

10
8

14 5

10

4 7
5 7

5

7

2

3

2
1

4 2

4

2
1

3

2

2

71 

0

100

200

300

400

500

600

0

20

40

60

80

100

120

140

160

H20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 2年

図2-2-5-1㻌㻌ᴗ✀別௻ᴗಽ産௳ᩘཬ䜃㈇മ⥲㢠の᥎移

༺኎ᴗ ᑠ኎ᴗ

ᘓタᴗ 䝃䞊䝡䝇ᴗ➼

〇㐀ᴗ ㎰䡡ᯘ䡡⁺䡡㖔ᴗ

㈇മ⥲㢠（ྑ┠┒）

資料)䞞ᮾிၟᕤ䝸䝃䞊䝏「青森県௻ᴗಽ産≧ἣ」

(௳) (൨෇)

 

 

��� ཎᅉูಽ⏘௳ᩘの᥎⛣ 

 ಽ⏘௳ᩘをཎᅉ別にみると、㈍኎୙᣺にࡼるಽ⏘௳ᩘが⥲ࡌてከࡃ、平成25 年(2013 年)以㝆は

᪤ のしࢃᐤせ(㉥Ꮠ⣼✚)もከい≧ἣとなっています。一方、ᨺₔ⤒Ⴀにࡼるಽ⏘は、㏆年ではᩘ

௳⛬ᗘにとどまっています。令和2年(2020年)は、㈍኎୙᣺にࡼるものが27௳で全体の61.4％、

次いでᨺₔ⤒Ⴀにࡼるものが5௳で全体の11.4％となっています。また、᪤ のしࢃᐤせ(㉥Ꮠ⣼

✚)は2௳で๓年に比࡭大ࡃࡁ減少しています。 
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なお、᪤ のしࢃᐤせ(㉥Ꮠ⣼✚)、㈍኎୙᣺、኎᥃㔠➼回཰㞴を合ࢃせた୙ἣᆺಽ⏘の全体に༨

める割合は、平成24年(2012年)に54.4％まで低ୗしましたが、そのᚋは70％๓ᚋで᥎⛣しており、

令和2年(2020年)は᪤ のしࢃᐤせにࡼるಽ⏘が少な࠿ったために68.2％と、㐣ཤ10年で3␒┠

に少ない割合となりました。(図2-2-5-2) 
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図2-2-5-2 ಽ産ཎᅉ別௳ᩘの᥎移

ᨺₔ⤒Ⴀ 㐣少資ᮏ ௚♫ಽ産のవἼ
᪤ の䛧䜟ᐤ䛫(㉥Ꮠ⣼✚) ಙ⏝ᛶపୗ ㈍኎୙᣺
኎᥃㔠➼ᅇ཰㞴 タഛᢞ資㐣኱ 䛭の௚
୙ἣᆺಽ産の割合(ྑ┠┒)

資料）䞞ᮾிၟᕤ䝸䝃䞊䝏「青森県௻ᴗಽ産≧ἣ」

（௳） （䠂）

 

 

�3� ఇᗫᴗ࣭ゎᩓ௳ᩘの≧ἣ  

ᮏ県௻ᴗのఇᗫᴗ࣭ゎᩓ௳ᩘをみると、⤒Ⴀ⪅の高齢化とᚋ⥅⪅୙㊊にࡼり平成28 年(2016 年)

り、平成30年(2018年)に㐣ཤ最高の464௳となりました。令和ඖ年(2019年)は࠶ら増加ഴྥに࠿

293௳と一㌿して大幅な減少となりましたが、令和2年(2020年)は先行ࡁの୙㏱᫂ឤ࠿ら෌ࡧ増加

し、๓年比16.0％増の340௳と、㐣ཤ最低となった௻ᴗಽ⏘௳ᩘとはᑐ↷ⓗな動ࡁとなっています。 

 こࢀを⏘ᴗ別にみると、平成26年(2014年)まではᘓタᴗが全体の⣙3ศの1を༨め、次いでᑠ

኎ᴗやࢫࣅ࣮ࢧᴗ他となっていましたが、平成27 年(2015 年)以㝆は、ࢫࣅ࣮ࢧᴗ他の割合が年ࠎ

高ࡃなっています。令和2年(2020年)は、๓年に比࡭〇㐀ᴗと᝟ሗ通ಙᴗ以外のᴗ✀が増加してお

り、ࢫࣅ࣮ࢧᴗ他が最ከの97௳で๓年比1.0％増、次いでᘓタᴗが74௳でྠ21.3％増、ᑠ኎ᴗが

61௳でྠ19.6％増となっています。(図2-2-5-3) 
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図2-2-5-3 ఇᗫᴗ䞉ゎᩓ௳ᩘの産ᴗ別᥎移

㎰䞉ᯘ䞉 ⁺䞉㖔ᴗ ᘓタᴗ 〇㐀ᴗ
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資料)䞞ᮾிၟᕤ䝸䝃䞊䝏青森ᨭᗑ

䈜「ఇᗫᴗ䞉ゎᩓ」䛿ಽ産(ἲⓗᩚ⌮䚸⚾ⓗᩚ⌮)以እ䛷஦ᴗά動䜢೵Ṇ䛧䛯䜒の䜢䛔䛖

䈜㉥Ꮠ䛿合計௳ᩘ

340
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251

349

383
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��� ୰ᑠ௻ᴗ෌⏕ᨭ᥼の≧ἣ 

 中ᑠ௻ᴗの෌⏕ᨭ᥼の≧ἣをみると、㟷᳃県⏘ᴗ᚟⯆┦ㄯ࣮ࢱࣥࢭと㟷᳃県中ᑠ௻ᴗ෌⏕ᨭ᥼༠

㆟఍が令和ඖ年ᗘ(2019年ᗘ)にཷけ௜けた❆口┦ㄯ௳ᩘは、๓年ᗘࡼり14௳ከい35௳となってい

ます。また、令和ඖ年ᗘ(2019 年ᗘ)に෌⏕ィ⏬⟇ᐃᨭ᥼が᏶஢した௳ᩘは12 ௳、෌⏕ᨭ᥼が᏶஢

した௻ᴗにࡼる令和ඖ年ᗘ(2019年ᗘ)の㞠⏝☜ಖ⪅ᩘは325人で、平成15年ᗘ(2003年ᗘ)࠿らの

⣼ィでは1୓739人となっています。(図2-2-5-4) 
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図2-2-5-4㻌୰ᑠ௻ᴗ෌生ᨭ᥼の≧ἣ

෌生ᨭ᥼༠㆟఍ཷ௜௳ᩘ(ᕥ┠┒)
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෌生ᨭ᥼䛜᏶஢䛧䛯௻ᴗ䛻䜘䜛㞠⏝☜ಖ⪅
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(2㻜)

(16)

(31)
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(2㻜) (34)

(௳) (人)

資料)青森県୰ᑠ௻ᴗ෌生ᨭ᥼༠㆟఍

䈜䜹䝑䝁ෆのᩘ್䛿෌生ᨭ᥼༠㆟఍᱌௳(ෆᩘ)

(25)
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なお、᪤ のしࢃᐤせ(㉥Ꮠ⣼✚)、㈍኎୙᣺、኎᥃㔠➼回཰㞴を合ࢃせた୙ἣᆺಽ⏘の全体に༨

める割合は、平成24年(2012年)に54.4％まで低ୗしましたが、そのᚋは70％๓ᚋで᥎⛣しており、

令和2年(2020年)は᪤ のしࢃᐤせにࡼるಽ⏘が少な࠿ったために68.2％と、㐣ཤ10年で3␒┠

に少ない割合となりました。(図2-2-5-2) 
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資料）䞞ᮾிၟᕤ䝸䝃䞊䝏「青森県௻ᴗಽ産≧ἣ」

（௳） （䠂）

 

 

�3� ఇᗫᴗ࣭ゎᩓ௳ᩘの≧ἣ  

ᮏ県௻ᴗのఇᗫᴗ࣭ゎᩓ௳ᩘをみると、⤒Ⴀ⪅の高齢化とᚋ⥅⪅୙㊊にࡼり平成28 年(2016 年)

り、平成30年(2018年)に㐣ཤ最高の464௳となりました。令和ඖ年(2019年)は࠶ら増加ഴྥに࠿

293௳と一㌿して大幅な減少となりましたが、令和2年(2020年)は先行ࡁの୙㏱᫂ឤ࠿ら෌ࡧ増加

し、๓年比16.0％増の340௳と、㐣ཤ最低となった௻ᴗಽ⏘௳ᩘとはᑐ↷ⓗな動ࡁとなっています。 

 こࢀを⏘ᴗ別にみると、平成26年(2014年)まではᘓタᴗが全体の⣙3ศの1を༨め、次いでᑠ

኎ᴗやࢫࣅ࣮ࢧᴗ他となっていましたが、平成27 年(2015 年)以㝆は、ࢫࣅ࣮ࢧᴗ他の割合が年ࠎ

高ࡃなっています。令和2年(2020年)は、๓年に比࡭〇㐀ᴗと᝟ሗ通ಙᴗ以外のᴗ✀が増加してお

り、ࢫࣅ࣮ࢧᴗ他が最ከの97௳で๓年比1.0％増、次いでᘓタᴗが74௳でྠ21.3％増、ᑠ኎ᴗが

61௳でྠ19.6％増となっています。(図2-2-5-3) 
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��� ୰ᑠ௻ᴗ෌⏕ᨭ᥼の≧ἣ 

 中ᑠ௻ᴗの෌⏕ᨭ᥼の≧ἣをみると、㟷᳃県⏘ᴗ᚟⯆┦ㄯ࣮ࢱࣥࢭと㟷᳃県中ᑠ௻ᴗ෌⏕ᨭ᥼༠

㆟఍が令和ඖ年ᗘ(2019年ᗘ)にཷけ௜けた❆口┦ㄯ௳ᩘは、๓年ᗘࡼり14௳ከい35௳となってい

ます。また、令和ඖ年ᗘ(2019 年ᗘ)に෌⏕ィ⏬⟇ᐃᨭ᥼が᏶஢した௳ᩘは12 ௳、෌⏕ᨭ᥼が᏶஢

した௻ᴗにࡼる令和ඖ年ᗘ(2019年ᗘ)の㞠⏝☜ಖ⪅ᩘは325人で、平成15年ᗘ(2003年ᗘ)࠿らの

⣼ィでは1୓739人となっています。(図2-2-5-4) 
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� 㔠⼥のື  ྥ

��� 㔠⼥ᶵ㛵㈚ฟ㔠ṧ㧗の᥎⛣ 

㈚ฟ㔠ṧ高は、೉りᡭで࠶る௻ᴗやಶ人の㈨㔠㟂せの動ྥや㈨㔠を⼥㈨するഃで࠶る㖟行の㈚ฟ

態ᗘにࡼりኚ化します。一⯡ⓗには、௻ᴗなどがタഛᢞ㈨を✚ᴟⓗに行࠺ᬒẼ回᚟ᮇに増加し、ᬒ

Ẽᚋ㏥ᮇには㐠㌿㈨㔠の☜ಖがඃ先ࢀࡉるため減少するഴྥに࠶るといࢀࢃていますが、௻ᴗがⓎ
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が増加し、ྠ年11᭶には๓年比2.9％増の3඙1�527൨෇となっています。 
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⌮⏤で㈚ฟ㔠が増加しましたが、増加幅はᮏ県と比較して大ࡃࡁ、ྠ 年11᭶には๓年比6.1％増の
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県内㔠⼥ᶵ㛵の㈚ฟ㔠ṧ高を㈚ฟ先のᴗ✀別にみると、地方බඹᅋ体が25.4％と最もከࡃ、次い

で୙動⏘࣭≀ရ㈤㈚ᴗの9.6％、ྛ✀ࢫࣅ࣮ࢧᴗの8.5％となっています。(図2-2-6-2) 
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す。 (図2-2-6-3) 
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ಙ⏝ಖド༠఍ಖドമົṧ高の᥎⛣をみると、ᮏ県では、平成25 年(2013 年)以㝆減少が⥆いてい

ましたが、令和ඖ年(2019年)にᗏをᡴࡕ、令和2年(2020年)は๓年比1.3％増の1�743൨෇となっ

ています。 

一方、全ᅜは、平成23年(2011年)以㝆減少ഴྥが⥆いており、令和2年(2020年)では๓年比1.2％

減の20඙8�053൨෇となっていますが、減少幅は⦰ᑠしています。(図2-2-6-4) 
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ᮏ県のಙ⏝ಖド༠఍のಖドᢎㅙ㢠を᭶別に๓年ྠ᭶比でみると、令和2年(2020年)2᭶までは、࢖࣐

ら๓年ྠ᭶࠿り、ྠ年5᭶ࡼのᙳ㡪にࢼࣟࢥの間でኚ動していましたが、新ᆺ％5ࢫࣛࣉら࠿％20ࢫࢼ

に比࡭て大ࡃࡁ上᪼し、ྠ年6᭶には310൨9�900୓෇で๓年の⣙5ಸとなりました。そのᚋの増加幅

はⴠࡁ╔ࡕつつ࠶りますが、ྠ 年12᭶は๓年比50％増の118൨1�300୓෇となっています。(図2-2-6-5)  
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�3� ௻ᴗの㔠⼥⎔ቃ 

௻ᴗ㔠⼥ุ᩿㹂㹇࠿ら௻ᴗの㔠⼥⎔ቃをみると、ᮏ県௻ᴗの㈨㔠⧞りุ᩿㹂㹇は、ᴫࢫࣛࣉࡡ 5

と5ࢫࢼ࢖࣐の間でᨵၿとᝏ化を⧞り㏉す≧ἣが⥆ࡁましたが、平成30年(2018年)3᭶ᮇにࢼ࢖࣐

、ら࠿のᙳ㡪ࢼࣟࢥました。令和2年(2020年)にධると新ᆺࡁで᥎⛣してࢫࣛࣉ2となったᚋはࢫ

ྠ年6᭶ᮇに2ࢫࢼ࢖࣐にᝏ化しましたが、そのᚋはᨵၿし、ྠ 年12᭶ᮇには2ࢫࣛࣉとなるなど、

ᑠ幅な動ࡁが⥆いています。 

一方、全ᅜ(中ᑠ௻ᴗ)の㈨㔠⧞りุ᩿㹂㹇はሀㄪに᥎⛣し、平成30年(2018年)6᭶ᮇにはࢫࣛࣉ

13までᨵၿしました。そのᚋはᶓࡤいで᥎⛣していましたが、令和2年(2020年)にධるとᛴ⃭にᝏ

化し、6᭶ᮇは1ࢫࢼ࢖࣐にᝏ化しましたが、そのᚋはᨵၿし、ྠ 年12᭶ᮇには4ࢫࣛࣉとなって

います。(図2-2-6-6) 
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次に、ᮏ県௻ᴗ࠿らみた㔠⼥ᶵ㛵の㈚ฟ態ᗘุ᩿㹂㹇は、ᨵၿの動ࡁが⥆いており、平成 31 年

(2019年)3᭶ᮇ以㝆はᴫࢺࣥ࢖࣏10ࡡを超えて᥎⛣しています。令和2年(2020年)にධると、新

ᆺࢼࣟࢥにࡼる௻ᴗや⤒῭࡬のᝏᙳ㡪を㣗いṆめるため、ᅜにࡼって⼥㈨ไᗘがᣑ඘ࢀࡉたことな

ど࠿ら㈚ฟ態ᗘは⦆和し、ྠ年12᭶ᮇには16ࢺࣥ࢖࣏となっています。 

一方、全ᅜ中ᑠ௻ᴗ࠿らみた㔠⼥ᶵ㛵の㈚ฟ態ᗘは、ᮏ県ࡼりも高いỈ‽でᨵၿの動ࡁが⥆いた

ᚋ、平成28年(2016年)3᭶ᮇ以㝆は20ࢫࣛࣉ๓ᚋで᥎⛣しており、ᮏ県に比࡭て㈚ฟ態ᗘが㠀ᖖ

に⦆い≧ἣに࠶ります。令和2年(2020年)にධって࠿らも、ࡰ࡯ᶓࡤいの≧ἣが⥆いており、ྠ 年

12᭶ᮇには19ࢺࣥ࢖࣏となっています。(図2-2-6-7) 
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 県内௻ᴗの㈨㔠⧞りุ᩿がᨵၿしている⫼ᬒには、㈚ฟ㔠฼の低ୗが࠶ります。 

 県内の㖟行ཬࡧಙ⏝㔠ᗜの㈚ฟ⣙ᐃ平均㔠฼は、平成19年(2007年)10᭶の2.495％をࢡ࣮ࣆに

低ୗし、平成28 年(2016 年)に᪥ᮏ㖟行にࡼってᑟධࢀࡉたࢫࢼ࢖࣐㔠฼௜ࡁ㔞ⓗ࣭㉁ⓗ㔠⼥⦆和

にࡼりࡉらに低ୗを⥆けています。令和2年(2020年)10᭶は1.036％と、๓年ྠ᭶比で5.3％の減

少となっています。 

 なお、全ᅜの㖟行をみても、平成19年(2007年)7᭶の1.826％をࢡ࣮ࣆに、ᑠ้みな上᪼と低ୗ

を⧞り㏉しながらも低ୗഴྥとなっており、平成25 年(2013 年)に 1％を割り㎸ࡔࢇᚋ、令和2年

(2020年)12᭶には0.647％となっています。(図2-2-6-8) 

90



 

726.4

105.8

21.5

417.5

50.0

-100

0

100

200

300

400

500

600

700

800

1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11

H28 29 30 31 R1 2年

(䠂）

資料)㻌青森県ಙ⏝ಖド༠఍䚸（୍♫）඲ᅜಙ⏝ಖド༠఍㐃合఍

図2-2-6-5 ಙ⏝ಖド༠఍のಖドᢎㅙ㢠の᥎移(๓年ྠ᭶ẚ）

඲ᅜ 青森県

 

�3� ௻ᴗの㔠⼥⎔ቃ 
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、ら࠿のᙳ㡪ࢼࣟࢥました。令和2年(2020年)にධると新ᆺࡁで᥎⛣してࢫࣛࣉ2となったᚋはࢫ

ྠ年6᭶ᮇに2ࢫࢼ࢖࣐にᝏ化しましたが、そのᚋはᨵၿし、ྠ 年12᭶ᮇには2ࢫࣛࣉとなるなど、

ᑠ幅な動ࡁが⥆いています。 

一方、全ᅜ(中ᑠ௻ᴗ)の㈨㔠⧞りุ᩿㹂㹇はሀㄪに᥎⛣し、平成30年(2018年)6᭶ᮇにはࢫࣛࣉ

13までᨵၿしました。そのᚋはᶓࡤいで᥎⛣していましたが、令和2年(2020年)にධるとᛴ⃭にᝏ

化し、6᭶ᮇは1ࢫࢼ࢖࣐にᝏ化しましたが、そのᚋはᨵၿし、ྠ 年12᭶ᮇには4ࢫࣛࣉとなって

います。(図2-2-6-6) 
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次に、ᮏ県௻ᴗ࠿らみた㔠⼥ᶵ㛵の㈚ฟ態ᗘุ᩿㹂㹇は、ᨵၿの動ࡁが⥆いており、平成 31 年

(2019年)3᭶ᮇ以㝆はᴫࢺࣥ࢖࣏10ࡡを超えて᥎⛣しています。令和2年(2020年)にධると、新

ᆺࢼࣟࢥにࡼる௻ᴗや⤒῭࡬のᝏᙳ㡪を㣗いṆめるため、ᅜにࡼって⼥㈨ไᗘがᣑ඘ࢀࡉたことな

ど࠿ら㈚ฟ態ᗘは⦆和し、ྠ年12᭶ᮇには16ࢺࣥ࢖࣏となっています。 

一方、全ᅜ中ᑠ௻ᴗ࠿らみた㔠⼥ᶵ㛵の㈚ฟ態ᗘは、ᮏ県ࡼりも高いỈ‽でᨵၿの動ࡁが⥆いた

ᚋ、平成28年(2016年)3᭶ᮇ以㝆は20ࢫࣛࣉ๓ᚋで᥎⛣しており、ᮏ県に比࡭て㈚ฟ態ᗘが㠀ᖖ

に⦆い≧ἣに࠶ります。令和2年(2020年)にධって࠿らも、ࡰ࡯ᶓࡤいの≧ἣが⥆いており、ྠ 年

12᭶ᮇには19ࢺࣥ࢖࣏となっています。(図2-2-6-7) 
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 県内௻ᴗの㈨㔠⧞りุ᩿がᨵၿしている⫼ᬒには、㈚ฟ㔠฼の低ୗが࠶ります。 

 県内の㖟行ཬࡧಙ⏝㔠ᗜの㈚ฟ⣙ᐃ平均㔠฼は、平成19年(2007年)10᭶の2.495％をࢡ࣮ࣆに

低ୗし、平成28 年(2016 年)に᪥ᮏ㖟行にࡼってᑟධࢀࡉたࢫࢼ࢖࣐㔠฼௜ࡁ㔞ⓗ࣭㉁ⓗ㔠⼥⦆和

にࡼりࡉらに低ୗを⥆けています。令和2年(2020年)10᭶は1.036％と、๓年ྠ᭶比で5.3％の減

少となっています。 

 なお、全ᅜの㖟行をみても、平成19年(2007年)7᭶の1.826％をࢡ࣮ࣆに、ᑠ้みな上᪼と低ୗ

を⧞り㏉しながらも低ୗഴྥとなっており、平成25 年(2013 年)に 1％を割り㎸ࡔࢇᚋ、令和2年

(2020年)12᭶には0.647％となっています。(図2-2-6-8) 
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資料）᪥ᮏ㖟⾜  

��� 㡸㈚⋡の᥎⛣ 

ᮏ県の㔠⼥ᶵ㛵の㡸㔠ṧ高と㈚ฟ㔠ṧ高の᥎⛣をみると、㡸㔠ṧ高は平成20 年(2008 年)以㝆増

加ഴྥで᥎⛣しています。令和2年(2020年)は大幅に増加し、ྠ 年12᭶には๓年ྠ᭶比7.3％増の

5඙6�262൨෇となっています。こࢀは、1人10୓෇の特別ᐃ㢠⤥௜㔠や新ᆺࢼࣟࢥᑐ⟇として中

ᑠ௻ᴗなどにᨭ⤥するࠕᣢ⥆化⤥௜㔠ࠖなどがᨭ⤥ࢀࡉたことにࡼり、その一部が㡸㔠にまࢃった

ためと⪃えらࢀます。 

一方、㈚ฟ㔠ṧ高は、平成24年(2012年)まで減少ഴྥに࠶りましたが、平成25年(2013年)に増

加に㌿ࡌています。平成30年(2018年)以㝆はᶓࡤいで᥎⛣していましたが、令和2年(2020年)は

新ᆺ࡬ࢼࣟࢥのᑐᛂのため、ᅜにࡼって⼥㈨ไᗘがᣑ඘したことなど࠿ら増加し、ྠ 年12᭶には๓

年ྠ᭶比2.4％増の3඙1�503൨෇となっています。(図2-2-6-9) 

 こࢀらの⤖ᯝ、ᮏ県の㔠⼥ᶵ㛵の㡸㈚率(㔠⼥ᶵ㛵の㡸㔠ṧ高にᑐする㈚ฟ㔠ṧ高の割合)は、平

成25年(2013年)6᭶の54.5％をᗏに、⦆や࠿な上᪼ഴྥが⥆いていましたが、平成30年(2018年)

ᚋ半࠿ら低ୗഴྥとなり、令和2年(2020年)12᭶には56.0％となりました。 

 一方、全ᅜの㔠⼥ᶵ㛵(㖟行)の㡸㈚率は⦆や࠿な低ୗഴྥが⥆いたᚋ、平成30 年(2018 年)࠿ら

低ୗഴྥࡧらは෌࠿いで᥎⛣していましたが、ᐇ㉁㡸㔠が増加した令和2年(2020年)5᭶ࡤᶓࡰ࡯

に㌿ࡌ、ྠ年12᭶には59.2％となりました。(図2-2-6-10) 
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 また、県内㔠⼥ᶵ㛵の中ᑠ௻ᴗ➼にᑐする㈚ฟ先௳ᩘとṧ高の᥎⛣をみると、㈚ฟ先௳ᩘが減少

ഴྥとなっているのにᑐし、㈚ฟ㔠ṧ高は大ࡃࡁఙࡧてࡁました。令和2年(2020年)では㈚ฟ先௳

ᩘが増加に㌿ࡌ、ྠ 3᭶ᮎの㈚ฟ先௳ᩘは๓年ྠ᭶比0.9％増の28୓2�099௳となり、㈚ฟ㔠ṧ高

は๓年ྠ᭶比3.3％増の2඙4�861൨෇となっています。(図2-2-6-11) 
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図2-2-6-11 ୰ᑠ௻ᴗ➼ྥ䛡㈚ฟඛ௳ᩘ䞉ṧ㧗（3᭶ᮎ⌧ᅾ䚸青森県）
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䈜県ෆ䛻ᮏᗑ䜢᭷䛩䜛㖟⾜䚸ಙ⏝㔠ᗜ䚸ಙ⏝⤌合の合計䚹ྛ年3᭶ᮎ
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ᮏ県の㔠⼥ᶵ㛵の㡸㔠ṧ高と㈚ฟ㔠ṧ高の᥎⛣をみると、㡸㔠ṧ高は平成20 年(2008 年)以㝆増

加ഴྥで᥎⛣しています。令和2年(2020年)は大幅に増加し、ྠ 年12᭶には๓年ྠ᭶比7.3％増の

5඙6�262൨෇となっています。こࢀは、1人10୓෇の特別ᐃ㢠⤥௜㔠や新ᆺࢼࣟࢥᑐ⟇として中

ᑠ௻ᴗなどにᨭ⤥するࠕᣢ⥆化⤥௜㔠ࠖなどがᨭ⤥ࢀࡉたことにࡼり、その一部が㡸㔠にまࢃった

ためと⪃えらࢀます。 

一方、㈚ฟ㔠ṧ高は、平成24年(2012年)まで減少ഴྥに࠶りましたが、平成25年(2013年)に増

加に㌿ࡌています。平成30年(2018年)以㝆はᶓࡤいで᥎⛣していましたが、令和2年(2020年)は

新ᆺ࡬ࢼࣟࢥのᑐᛂのため、ᅜにࡼって⼥㈨ไᗘがᣑ඘したことなど࠿ら増加し、ྠ 年12᭶には๓

年ྠ᭶比2.4％増の3඙1�503൨෇となっています。(図2-2-6-9) 

 こࢀらの⤖ᯝ、ᮏ県の㔠⼥ᶵ㛵の㡸㈚率(㔠⼥ᶵ㛵の㡸㔠ṧ高にᑐする㈚ฟ㔠ṧ高の割合)は、平
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� 青森県の人口の᥎⛣ 

 㟷᳃県の人口21は、᫛和58年(1983年)の152୓9༓人をࢡ࣮ࣆに減少が⥆いており、令和2年(2020

年)には123୓715人となりました。年齢3༊ศ別では、15歳ᮍ‶人口(年少人口)と15㹼64歳人口

(⏕⏘年齢人口)の割合が低ࡃなる一方で、65 歳以上人口(⪁年人口)の割合が高まっています。(図

2-3-1) 

 大㒔市ᅪではⱝ年ᒙを中ᚰに全ᅜ࠿ら人口が㞟中する一方、地方では人口減少と高齢化がྠ᫬に

進行するഴྥがみらࢀ、平成21年(2009年)࠿ら令和ඖ年(2019年)までの10年間のᮏ県の人口増減

率は9.6ࢫࢼ࢖࣐％と、⛅田県(11.9ࢫࢼ࢖࣐％)に次いで全ᅜで2␒┠に大ࡁい減少率となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、65 歳以上人口(⪁年人口)割合を㒔㐨ᗓ県別にみると、全ᅜⓗに超高齢♫఍となっており、

令和ඖ年(2019年)のᮏ県の65歳以上人口(⪁年人口)割合は33.3％と、全ᅜで7␒┠に高ࡃなって

います。(図2-3-2)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         
21ここでい࠺人口は、᥎ィ人口。᥎ィ人口は、最新のᅜໃㄪᰝ人口をࢫ࣮࣋に、ฟ⏕⪅ᩘ、Ṛஸ⪅ᩘ、㌿ධ⪅ᩘ、㌿

ฟ⪅ᩘを加減して⟬ฟしたもので、ẖ年10᭶1᪥⌧ᅾの≧ἣをその年の᥎ィ人口としてྲྀりᢅっている。 
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また、ᅜ❧♫఍ಖ㞀࣭人口ၥ㢟◊✲所がまとめたࠕ᪥ᮏの地域別ᑗ᮶᥎ィ人口(平成30年(2018

年)3᭶᥎ィ)について (ࠖ以ୗࠕᑗ᮶᥎ィ人口 とࠖい࠺。)にࡤࢀࡼ、ᮏ県のᑗ᮶᥎ィ人口は、令和7

年(2025年)᫬Ⅼで115୓7༓人(平成27年(2015年)比㸸15ࢫࢼ࢖࣐୓1༓人)、令和17年(2035

年)᫬Ⅼでは᫛和10年(1935年)ᅜໃㄪᰝ以᮶、100年ࡪりに100୓人をୗ回る99୓4༓人(平成27

年(2015年)比㸸31ࢫࢼ࢖࣐୓4༓人)となっており、全ᅜに比࡭て人口減少のࢻ࣮ࣆࢫが㏿いため、

全ᅜに༨める割合も低ୗしていࡃことがぢ㎸まࢀています。(図2-3-3) 
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 ᑗ᮶᥎ィ人口を年齢3༊ศ別にみると、15歳ᮍ‶人口(年少人口)と15㹼64歳人口(⏕⏘年齢人口)

の割合は減少していࡃ一方、65歳以上人口(⪁年人口)の割合はᛴ㏿に増加し、令和27年(2045年)

には、15㹼64歳人口(⏕⏘年齢人口)の割合を上回ります。 (図2-3-4)  
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� 青森県の人口ືែ 

次に、ᮏ県の人口動態を、⮬↛動態(ฟ⏕⪅ᩘ㸫Ṛஸ⪅ )ᩘと、♫఍動態(㌿ධ⪅ᩘ㸫㌿ฟ⪅ )ᩘの

2つのഃ㠃࠿らみてみます。 

令和2年(2020年)の人口動態をみると、1᭶࠿ら12᭶までの⣼ィは1୓5�629人の減少となり、

令和ඖ年(2019年)の1୓6�844人࠿ら減少幅が1�215人⦰ᑠしました。この5年間の᭶別の動ࡁを

みると、౛年に比3࡭᭶のⴠࡕ㎸みがᑠࡃࡉ、そのまま᥎⛣しています。 (図2-3-5) 

また、᫛和54年࠿らの人口増減ᩘの᥎⛣をみると、平成22年(2010年)には、⮬↛動態の減少ᩘ

が♫఍動態の減少ᩘを上回り、こࢀ以㝆は、人口減少に༨める⮬↛動態の割合が高ࡃなっています。

(図2-3-6)  
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図2-3-5 人口動態の᥎移(᭶別⣼計）
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令和ඖ年(2019年)10᭶࠿ら令和2年(2020年)9᭶の⮬↛動態は、ฟ⏕⪅ᩘが7�005人、Ṛஸ⪅ᩘ

が1୓7�941人で࠶り、⮬↛増減ᩘは1୓936人の減少と、減少ᩘが年ࠎ増加しています。 (図2-3-7) 

また、ฟ⏕ᩘཬࡧṚஸᩘの᥎⛣をཌ⏕ປാ┬のࠕ人口動態⤫ィࠖでみると、ฟ⏕ᩘは減少ഴྥ、

Ṛஸᩘは増加ഴྥに࠶ります。こࢀは、15㹼49歳のዪᛶ人口の減少や高齢化の進行などが⫼ᬒに࠶

り、このഴྥは今ᚋも⥆ࡃとぢ㎸まࢀます。(図2-3-8) 
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令和ඖ年(2019年)10᭶࠿ら令和2年(2020年)9᭶の♫఍動態は、県外࠿らの㌿ධ⪅ᩘが1୓8�483

人、県外࡬の㌿ฟ⪅ᩘが2୓3�123人で࠶り、♫఍増減ᩘは4�640人の減少となりました。♫఍動

態の減少ᩘは、新ᆺࢼࣟࢥのᙳ㡪をཷけ㌿ฟධがᢚไࢀࡉ、⦰ᑠしています。 (図2-3-9) 

県外との㌿ฟධの≧ἣを年齢別にみると、㌿ฟ超㐣となっている年齢がከࡃなっていますが、特

に18歳、20歳、22歳の㌿ฟ超㐣が㝿❧っています。(図2-3-10) 

 年齢別の♫఍動態の᥎⛣をみると、平成24年(2012年)以㝆、15㹼24歳の㌿ฟ超㐣ᩘは4�500人

๓ᚋで᥎⛣してࡁましたが、令和ඖ年(2019年)10᭶࠿ら令和2年(2020年)9᭶の㌿ฟ超㐣ᩘは4�034

人と大幅に⦰ᑠしました。一方、25㹼64歳の㌿ฟ超㐣ᩘは500㹼1�400人ྎで᥎⛣し、15㹼24歳に

比࡭ると幅が大ࡃࡁ、その年の♫఍動態に大ࡁなᙳ㡪を୚えています。(図2-3-11) 
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� 青森県の人口ືែ 

次に、ᮏ県の人口動態を、⮬↛動態(ฟ⏕⪅ᩘ㸫Ṛஸ⪅ )ᩘと、♫఍動態(㌿ධ⪅ᩘ㸫㌿ฟ⪅ )ᩘの

2つのഃ㠃࠿らみてみます。 

令和2年(2020年)の人口動態をみると、1᭶࠿ら12᭶までの⣼ィは1୓5�629人の減少となり、

令和ඖ年(2019年)の1୓6�844人࠿ら減少幅が1�215人⦰ᑠしました。この5年間の᭶別の動ࡁを

みると、౛年に比3࡭᭶のⴠࡕ㎸みがᑠࡃࡉ、そのまま᥎⛣しています。 (図2-3-5) 

また、᫛和54年࠿らの人口増減ᩘの᥎⛣をみると、平成22年(2010年)には、⮬↛動態の減少ᩘ

が♫఍動態の減少ᩘを上回り、こࢀ以㝆は、人口減少に༨める⮬↛動態の割合が高ࡃなっています。

(図2-3-6)  
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令和ඖ年(2019年)10᭶࠿ら令和2年(2020年)9᭶の⮬↛動態は、ฟ⏕⪅ᩘが7�005人、Ṛஸ⪅ᩘ

が1୓7�941人で࠶り、⮬↛増減ᩘは1୓936人の減少と、減少ᩘが年ࠎ増加しています。 (図2-3-7) 

また、ฟ⏕ᩘཬࡧṚஸᩘの᥎⛣をཌ⏕ປാ┬のࠕ人口動態⤫ィࠖでみると、ฟ⏕ᩘは減少ഴྥ、

Ṛஸᩘは増加ഴྥに࠶ります。こࢀは、15㹼49歳のዪᛶ人口の減少や高齢化の進行などが⫼ᬒに࠶

り、このഴྥは今ᚋも⥆ࡃとぢ㎸まࢀます。(図2-3-8) 
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令和ඖ年(2019年)10᭶࠿ら令和2年(2020年)9᭶の♫఍動態は、県外࠿らの㌿ධ⪅ᩘが1୓8�483

人、県外࡬の㌿ฟ⪅ᩘが2୓3�123人で࠶り、♫఍増減ᩘは4�640人の減少となりました。♫఍動

態の減少ᩘは、新ᆺࢼࣟࢥのᙳ㡪をཷけ㌿ฟධがᢚไࢀࡉ、⦰ᑠしています。 (図2-3-9) 

県外との㌿ฟධの≧ἣを年齢別にみると、㌿ฟ超㐣となっている年齢がከࡃなっていますが、特

に18歳、20歳、22歳の㌿ฟ超㐣が㝿❧っています。(図2-3-10) 
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๓ᚋで᥎⛣してࡁましたが、令和ඖ年(2019年)10᭶࠿ら令和2年(2020年)9᭶の㌿ฟ超㐣ᩘは4�034

人と大幅に⦰ᑠしました。一方、25㹼64歳の㌿ฟ超㐣ᩘは500㹼1�400人ྎで᥎⛣し、15㹼24歳に

比࡭ると幅が大ࡃࡁ、その年の♫఍動態に大ࡁなᙳ㡪を୚えています。(図2-3-11) 
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資料）県統計分析課「青森県人口移動統計調査」

䈜ྛ年のᩘ್䛿๓年1㻜᭶1᪥～ᙜ年㻥᭶3㻜᪥
 

また、⥲ົ┬のࠕఫẸᇶᮏྎᖒ人口⛣動ሗ࿌ࠖ࠿ら、県外に㌿ฟした人口(1᭶1᪥㹼12᭶31᪥

の合ィ)の᥎⛣をみると、᫛和46年(1971年)の5୓4�711人をࢡ࣮ࣆに減少するഴྥに࠶るものの、

県外࡬の㌿ฟ⪅ᩘが県外࠿らの㌿ධ⪅ᩘを上回る㌿ฟ超㐣の≧ἣが㛗ᮇにࢃたり⥆いています。㌿

ฟ超㐣ᩘが最もከ࠿ったのは、㞟ᅋᑵ⫋などが┒ࡔࢇった高ᗘ⤒῭成㛗ᮇの᫛和37年(1962年)の2

୓322人となっています。 (図2-3-12) 
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図2-3-12 ㌿ධ㉸㐣ᩘの᥎移（青森県）
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資料)⥲ົ┬「ఫẸᇶᮏྎᖒ人口移動ሗ࿌」
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就 職 転 職 転 勤 就 学 退 職 結 婚 離別・死別 介護・看護 施 設 入 所 新築・転宅 その他

総 計 11.5 12.1 34.5 4.9 12.6 3.7 2.2 2.8 0.5 5.4 9.6
 0～14歳 3.0 11.9 39.0 3.4 2.9 3.3 9.6 2.2 0.1 11.2 13.3
15～19歳 8.6 3.7 33.9 31.9 11.5 0.3 0.4 0.4 0.0 1.3 8.0
20～24歳 29.4 11.4 20.2 6.4 16.9 3.0 0.6 0.4 0.0 2.9 8.7
25～29歳 11.0 17.6 35.0 0.8 13.6 8.3 1.0 0.9 0.2 3.7 7.9
30～34歳 8.3 16.3 40.2 1.1 10.5 5.9 2.7 1.3 0.0 5.9 7.7
35～39歳 5.3 13.6 47.6 0.9 8.9 3.3 3.7 2.6 0.3 5.3 8.7
40～44歳 4.8 11.1 54.7 2.5 8.4 3.1 1.9 1.5 0.4 2.9 8.6
45～49歳 3.8 13.3 51.1 0.8 7.4 3.4 2.3 4.9 0.2 4.6 8.2
50～54歳 2.9 13.1 49.3 0.0 9.4 1.8 1.6 6.8 0.5 5.5 8.9
55～59歳 5.9 8.7 31.8 0.3 17.3 0.3 1.4 12.1 0.3 5.9 15.9
60～64歳 4.8 4.8 15.0 0.0 33.9 0.0 1.3 11.9 1.3 11.9 15.0
65～69歳 4.2 4.2 7.2 0.0 27.7 0.6 1.8 13.9 1.2 18.7 20.5
70歳以上 3.4 0.0 2.3 0.6 12.4 0.6 4.0 16.9 16.4 23.7 19.8

資料）県統計分析課「青森県人口移動統計調査」 
※令和元年10月1日～令和2年9月30日

表2-3-13 「県外からの転入」の移動理由

(単位：％)

年 齢
移動理由

(3) 県外からの転入及び県外への転出の移動理由  

本県では、市町村の協力のもと、人口移動統計調査の一環として、転出者及び転入者を対象に移

動理由を調査しています。 

令和元年(2019年)10月から令和2年(2020年)9月までの調査結果から、「県外からの転入」と「県

外への転出」の移動理由の構成比をみると、「県外からの転入」では、転勤が 34.5％で最も多く、

次いで退職が12.6％となっています。また、「県外への転出」では、就職が33.1％で最も多く、次

いで転勤が28.7％となっています。(図2-3-13～14、図・表2-3-1～2) 

 一方、転出超過となっている若年層については、15～19歳における「県外からの転入」では、転

勤(主に親の転勤と推測される)が33.9％で最も多く、次いで就学が31.9％となり、「県外への転出」

では就職が48.6％で最も多く、次いで就学が42.6％となっています。 

また、20～24歳における「県外からの転入」では、就職が29.4％、転勤が20.2％、退職が16.9％

と分散していますが、「県外への転出」では就職が65.8％と大きな割合を占めています。(図2-3-13

～14) 
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図2-3-13 「県外からの転入」の移動理由
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図2-3-11 年齢別♫఍動態の᥎移

15歳未満 15～24歳 25～64歳 65歳以上

（人）

資料）県統計分析課「青森県人口移動統計調査」

䈜ྛ年のᩘ್䛿๓年1㻜᭶1᪥～ᙜ年㻥᭶3㻜᪥
 

また、⥲ົ┬のࠕఫẸᇶᮏྎᖒ人口⛣動ሗ࿌ࠖ࠿ら、県外に㌿ฟした人口(1᭶1᪥㹼12᭶31᪥

の合ィ)の᥎⛣をみると、᫛和46年(1971年)の5୓4�711人をࢡ࣮ࣆに減少するഴྥに࠶るものの、

県外࡬の㌿ฟ⪅ᩘが県外࠿らの㌿ධ⪅ᩘを上回る㌿ฟ超㐣の≧ἣが㛗ᮇにࢃたり⥆いています。㌿

ฟ超㐣ᩘが最もከ࠿ったのは、㞟ᅋᑵ⫋などが┒ࡔࢇった高ᗘ⤒῭成㛗ᮇの᫛和37年(1962年)の2

୓322人となっています。 (図2-3-12) 
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図2-3-12 ㌿ධ㉸㐣ᩘの᥎移（青森県）

௚㒔㐨ᗓ県䜈の㌿ฟ⪅ ௚㒔㐨ᗓ県䛛䜙の㌿ධ⪅ ㌿ධ㉸㐣

資料)⥲ົ┬「ఫẸᇶᮏྎᖒ人口移動ሗ࿌」

(人)

年
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就 職 転 職 転 勤 就 学 退 職 結 婚 離別・死別 介護・看護 施 設 入 所 新築・転宅 その他

総 計 11.5 12.1 34.5 4.9 12.6 3.7 2.2 2.8 0.5 5.4 9.6
 0～14歳 3.0 11.9 39.0 3.4 2.9 3.3 9.6 2.2 0.1 11.2 13.3
15～19歳 8.6 3.7 33.9 31.9 11.5 0.3 0.4 0.4 0.0 1.3 8.0
20～24歳 29.4 11.4 20.2 6.4 16.9 3.0 0.6 0.4 0.0 2.9 8.7
25～29歳 11.0 17.6 35.0 0.8 13.6 8.3 1.0 0.9 0.2 3.7 7.9
30～34歳 8.3 16.3 40.2 1.1 10.5 5.9 2.7 1.3 0.0 5.9 7.7
35～39歳 5.3 13.6 47.6 0.9 8.9 3.3 3.7 2.6 0.3 5.3 8.7
40～44歳 4.8 11.1 54.7 2.5 8.4 3.1 1.9 1.5 0.4 2.9 8.6
45～49歳 3.8 13.3 51.1 0.8 7.4 3.4 2.3 4.9 0.2 4.6 8.2
50～54歳 2.9 13.1 49.3 0.0 9.4 1.8 1.6 6.8 0.5 5.5 8.9
55～59歳 5.9 8.7 31.8 0.3 17.3 0.3 1.4 12.1 0.3 5.9 15.9
60～64歳 4.8 4.8 15.0 0.0 33.9 0.0 1.3 11.9 1.3 11.9 15.0
65～69歳 4.2 4.2 7.2 0.0 27.7 0.6 1.8 13.9 1.2 18.7 20.5
70歳以上 3.4 0.0 2.3 0.6 12.4 0.6 4.0 16.9 16.4 23.7 19.8

資料）県統計分析課「青森県人口移動統計調査」 
※令和元年10月1日～令和2年9月30日

表2-3-13 「県外からの転入」の移動理由

(単位：％)

年 齢
移動理由

(3) 県外からの転入及び県外への転出の移動理由  

本県では、市町村の協力のもと、人口移動統計調査の一環として、転出者及び転入者を対象に移

動理由を調査しています。 

令和元年(2019年)10月から令和2年(2020年)9月までの調査結果から、「県外からの転入」と「県

外への転出」の移動理由の構成比をみると、「県外からの転入」では、転勤が 34.5％で最も多く、

次いで退職が12.6％となっています。また、「県外への転出」では、就職が33.1％で最も多く、次

いで転勤が28.7％となっています。(図2-3-13～14、図・表2-3-1～2) 

 一方、転出超過となっている若年層については、15～19歳における「県外からの転入」では、転

勤(主に親の転勤と推測される)が33.9％で最も多く、次いで就学が31.9％となり、「県外への転出」

では就職が48.6％で最も多く、次いで就学が42.6％となっています。 

また、20～24歳における「県外からの転入」では、就職が29.4％、転勤が20.2％、退職が16.9％

と分散していますが、「県外への転出」では就職が65.8％と大きな割合を占めています。(図2-3-13

～14) 
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図2-3-13 「県外からの転入」の移動理由
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ᑵ ⫋ ㌿ ⫋ ㌿ ໅ ᑵ Ꮫ ㏥ ⫋ ⤖ ፧ 㞳別䞉Ṛ別 ௓ㆤ䞉┳ㆤ ᪋タධᡤ ᪂⠏䞉㌿Ꮿ 䛭の௚

⥲ 計 33.1 11.2 28.7 10.8 2.9 2.6 0.8 1.0 0.2 3.9 4.7
㻌㻜～14歳 1㻚㻤 㻣㻚㻤 62㻚㻜 3㻚6 㻜㻚6 3㻚4 2㻚㻤 1㻚3 㻜㻚㻜 1㻜㻚1 6㻚㻤
15～1㻥歳 4㻤㻚6 1㻚㻤 3㻚1 42㻚6 㻜㻚6 㻜㻚3 㻜㻚㻜 㻜㻚㻜 㻜㻚㻜 㻜㻚㻥 2㻚1
2㻜～24歳 65㻚㻤 㻥㻚3 㻥㻚5 㻣㻚5 2㻚5 1㻚5 㻜㻚1 㻜㻚㻜 㻜㻚㻜 1㻚1 2㻚㻣
25～2㻥歳 1㻤㻚4 21㻚6 3㻣㻚6 1㻚㻥 5㻚㻥 㻣㻚1 㻜㻚5 㻜㻚㻜 㻜㻚㻜 2㻚2 4㻚㻤
3㻜～34歳 1㻜㻚㻤 1㻣㻚6 51㻚㻤 1㻚4 3㻚㻥 4㻚㻥 1㻚1 㻜㻚3 㻜㻚㻜 4㻚2 4㻚㻜
35～3㻥歳 1㻜㻚3 14㻚5 5㻣㻚4 㻜㻚㻤 2㻚㻣 3㻚㻥 1㻚1 㻜㻚1 㻜㻚1 4㻚1 4㻚㻥
4㻜～44歳 㻤㻚5 16㻚6 55㻚3 1㻚3 4㻚㻤 2㻚3 1㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚2 3㻚㻣 5㻚5
45～4㻥歳 㻤㻚2 13㻚1 5㻣㻚5 2㻚1 2㻚㻣 2㻚5 1㻚6 1㻚2 㻜㻚㻜 6㻚2 4㻚㻥
5㻜～54歳 5㻚3 15㻚2 5㻣㻚2 㻜㻚㻤 1㻚㻥 1㻚3 1㻚6 1㻚㻥 㻜㻚3 5㻚6 㻤㻚㻤
55～5㻥歳 㻣㻚㻜 15㻚㻥 44㻚1 㻜㻚㻜 4㻚4 2㻚2 1㻚㻤 3㻚5 㻜㻚㻥 㻥㻚㻣 1㻜㻚6
6㻜～64歳 11.7 13.1 16.8 0.0 15.3 0.0 2.2 4.4 1.5 21.2 13.9
65～6㻥歳 7.3 10.4 4.2 0.0 12.5 1.0 4.2 5.2 2.1 25.0 28.1
㻣㻜歳以上 4㻚㻣 1㻚4 1㻚4 㻜㻚㻜 1㻚㻥 㻜㻚5 1㻚4 2㻣㻚6 㻣㻚㻜 3㻜㻚㻤 23㻚4

資料）県統計分析課「青森県人口移動統計調査」㻌
䈜௧࿴ඖ年1㻜᭶1᪥～௧࿴2年㻥᭶3㻜᪥

⾲2-3-14㻌「県እ䜈の㌿ฟ」の移動⌮⏤

(༢఩䠖䠂)

年 齢
移動⌮⏤
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図2-3-14 「県እ䜈の㌿ฟ」の移動⌮⏤

ᑵ⫋ ㌿⫋ ㌿໅ ᑵᏛ ㏥⫋ ⤖፧ 㞳別䞉Ṛ別 ௓ㆤ䞉┳ㆤ ᪋タධᡤ ᪂⠏䞉㌿Ꮿ 䛭の௚
඲యのᐇᩘ
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⾲2-3-2㻌 「県እ䜈の㌿ฟ」の移動⌮⏤㻌

 

3 青森県の人口構成 

ᡃがᅜの人口ࢻࢵ࣑ࣛࣆは、2つの⭾らみをᣢつᙧとなっています。2つの⭾らみとは、୺として

➨1次࣒࣮ࣈ࣮ࣅ࣋ୡ௦と➨2次࣒࣮ࣈ࣮ࣅ࣋ୡ௦をᣦしていますが、ᮏ県の人口ࢻࢵ࣑ࣛࣆにお

いては、全ᅜに比࡭ると➨2次࣒࣮ࣈ࣮ࣅ࣋ୡ௦の⭾らみが࠶まり┠❧たないᵓ㐀となっています。

こࢀは、ᮏ県の♫఍動態の減少ᩘが大࠿ࡁった平成ึᮇ(1990年௦๓半)に➨2次࣒࣮ࣈ࣮ࣅ࣋ୡ௦

が18歳を㏄え、県外࡬㌿ฟする⪅がከ࠿ったためと⪃えらࢀます。(ͤ๓ฟの図2-3-6をཧ↷) 

また、令和2年(2020年)と᫛和55年(1980年)のᮏ県の人口ࢻࢵ࣑ࣛࣆを比較すると、少子化と

高齢化の進行に加え、人口のከい➨1次࣒࣮ࣈ࣮ࣅ࣋ୡ௦が70歳௦๓半となり、人口ࢻࢵ࣑ࣛࣆの

㔜ᚰが上方ࢻ࢖ࣛࢫ࡬したᙧになっています。(図2-3-15) 
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ᑵ ⫋ ㌿ ⫋ ㌿ ໅ ᑵ Ꮫ ㏥ ⫋ ⤖ ፧ 㞳別䞉Ṛ別 ௓ㆤ䞉┳ㆤ ᪋タධᡤ ᪂⠏䞉㌿Ꮿ 䛭の௚

⥲ 計 33.1 11.2 28.7 10.8 2.9 2.6 0.8 1.0 0.2 3.9 4.7
㻌㻜～14歳 1㻚㻤 㻣㻚㻤 62㻚㻜 3㻚6 㻜㻚6 3㻚4 2㻚㻤 1㻚3 㻜㻚㻜 1㻜㻚1 6㻚㻤
15～1㻥歳 4㻤㻚6 1㻚㻤 3㻚1 42㻚6 㻜㻚6 㻜㻚3 㻜㻚㻜 㻜㻚㻜 㻜㻚㻜 㻜㻚㻥 2㻚1
2㻜～24歳 65㻚㻤 㻥㻚3 㻥㻚5 㻣㻚5 2㻚5 1㻚5 㻜㻚1 㻜㻚㻜 㻜㻚㻜 1㻚1 2㻚㻣
25～2㻥歳 1㻤㻚4 21㻚6 3㻣㻚6 1㻚㻥 5㻚㻥 㻣㻚1 㻜㻚5 㻜㻚㻜 㻜㻚㻜 2㻚2 4㻚㻤
3㻜～34歳 1㻜㻚㻤 1㻣㻚6 51㻚㻤 1㻚4 3㻚㻥 4㻚㻥 1㻚1 㻜㻚3 㻜㻚㻜 4㻚2 4㻚㻜
35～3㻥歳 1㻜㻚3 14㻚5 5㻣㻚4 㻜㻚㻤 2㻚㻣 3㻚㻥 1㻚1 㻜㻚1 㻜㻚1 4㻚1 4㻚㻥
4㻜～44歳 㻤㻚5 16㻚6 55㻚3 1㻚3 4㻚㻤 2㻚3 1㻚㻜 㻜㻚㻤 㻜㻚2 3㻚㻣 5㻚5
45～4㻥歳 㻤㻚2 13㻚1 5㻣㻚5 2㻚1 2㻚㻣 2㻚5 1㻚6 1㻚2 㻜㻚㻜 6㻚2 4㻚㻥
5㻜～54歳 5㻚3 15㻚2 5㻣㻚2 㻜㻚㻤 1㻚㻥 1㻚3 1㻚6 1㻚㻥 㻜㻚3 5㻚6 㻤㻚㻤
55～5㻥歳 㻣㻚㻜 15㻚㻥 44㻚1 㻜㻚㻜 4㻚4 2㻚2 1㻚㻤 3㻚5 㻜㻚㻥 㻥㻚㻣 1㻜㻚6
6㻜～64歳 11.7 13.1 16.8 0.0 15.3 0.0 2.2 4.4 1.5 21.2 13.9
65～6㻥歳 7.3 10.4 4.2 0.0 12.5 1.0 4.2 5.2 2.1 25.0 28.1
㻣㻜歳以上 4㻚㻣 1㻚4 1㻚4 㻜㻚㻜 1㻚㻥 㻜㻚5 1㻚4 2㻣㻚6 㻣㻚㻜 3㻜㻚㻤 23㻚4

資料）県統計分析課「青森県人口移動統計調査」㻌
䈜௧࿴ඖ年1㻜᭶1᪥～௧࿴2年㻥᭶3㻜᪥

⾲2-3-14㻌「県እ䜈の㌿ฟ」の移動⌮⏤

(༢఩䠖䠂)

年 齢
移動⌮⏤
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（ 22㻣人）

（ 㻥6人）

（ 1㻘4㻣㻜人）

（ 214人）

（ 㻤㻜㻜人）

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⾲2-3-2㻌 「県እ䜈の㌿ฟ」の移動⌮⏤㻌

 

3 青森県の人口構成 

ᡃがᅜの人口ࢻࢵ࣑ࣛࣆは、2つの⭾らみをᣢつᙧとなっています。2つの⭾らみとは、୺として

➨1次࣒࣮ࣈ࣮ࣅ࣋ୡ௦と➨2次࣒࣮ࣈ࣮ࣅ࣋ୡ௦をᣦしていますが、ᮏ県の人口ࢻࢵ࣑ࣛࣆにお

いては、全ᅜに比࡭ると➨2次࣒࣮ࣈ࣮ࣅ࣋ୡ௦の⭾らみが࠶まり┠❧たないᵓ㐀となっています。

こࢀは、ᮏ県の♫఍動態の減少ᩘが大࠿ࡁった平成ึᮇ(1990年௦๓半)に➨2次࣒࣮ࣈ࣮ࣅ࣋ୡ௦

が18歳を㏄え、県外࡬㌿ฟする⪅がከ࠿ったためと⪃えらࢀます。(ͤ๓ฟの図2-3-6をཧ↷) 

また、令和2年(2020年)と᫛和55年(1980年)のᮏ県の人口ࢻࢵ࣑ࣛࣆを比較すると、少子化と

高齢化の進行に加え、人口のከい➨1次࣒࣮ࣈ࣮ࣅ࣋ୡ௦が70歳௦๓半となり、人口ࢻࢵ࣑ࣛࣆの

㔜ᚰが上方ࢻ࢖ࣛࢫ࡬したᙧになっています。(図2-3-15) 
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1�3 

 

 

 

 

 にࡵࡌࡣ

 

令和ඖ年�2�1� 年�12 ᭶、中ᅜෆ㝣㒊の†໭┬Ṋ₎ᕷにおいてཎᅉとなる⑓ཎ体が≉ᐃされてい

ない⫵⅖のᝈ⪅が多ᩘሗ࿌され、令和2年�2�2�年�1᭶にୡ⏺保೺機㛵�㹕㹆㹍�は新型のコロナ࢘

�㹁㹍㹔㹇㹂�1�感染⑕ࢫル࢖࢘が᳨ฟされたことをබ⾲しました。この新型コロナࢫル࢖�は▐く

㛫にୡ⏺中に拡ᩓし、多くのᅜや地域で㠀ᖖ事ែᐉゝや㒔ᕷᑒ㙐�ロ࢘ࢲࢡࢵ �ࣥな࡝、経済にとっ

て㠀ᖖに影響の大きいᥐ置が取られました。 

わがᅜにおいても、令和2年�2�2�年��᭶�᪥にᮾி㒔をጞめとした�㒔ᗓ県を対㇟༊域とした

⥭ᛴ事ែᐉゝがⓎฟされ、�᭶1�᪥には対㇟༊域が඲ᅜに拡大されました。 

新型コロナは、ୡ⏺、わがᅜ、ࡦいては本県経済にも大きな影響をཬࡰしました。本❶では新型

コロナが本県経済に与えた影響について明らかにしていきます。 

 

 

� ឤᰁᣑ኱ࡢ≧ἣ 

はじめに、ୡ⏺඲体の新型コロナの感染拡大の状況についてみると、令和3年�2�21年�2᭶ᮎ現

ᅾで⣼ィの感染⪅ᩘは1൨ 1���� ୓人、Ṛஸ⪅ᩘは2�� ୓人となっています�⡿ジࣙࣥ࢟ࣉ࣭࣍ࢬ

 㸦ᅗ3�1�1㸧。�࡭大Ꮫㄪࢫࣥ

ᅜ࣭地域ูに感染⪅ᩘのෆヂをみると、࣓࢝ࣜ࢔が最も多く2�8�1୓人、ḟいで、ࢻࣥ࢖�1�111

୓人�、ࣛࣈジル�1����୓人�な࡝となっています。�ᅗ3�1�2� 

 

わがᅜの感染状況をみると、令和2年�2�2�年�1᭶1�᪥に初めての感染⪅がⓎ⾲�1᭶1�᪥に確

ㄆ�されて௨㝆、令和3年�2�21年�2᭶ᮎ現ᅾで⣼ィの感染⪅ᩘは�2୓8����人、Ṛஸ⪅ᩘは��88�

人となっています。この㛫の感染⪅ᩘの推⛣をみると、令和2年�2�2�年��᭶から�᭶にかけての

⥭ᛴ事ែᐉゝのⓎฟや新しい生活様式�➨2㡯ཧ↷�のᐃ╔な࡝のຠᯝにより、⛅口までは一ᐃ⛬度

の抑え込みにᡂຌしていました。しかし、同年11᭶௨㝆は感染⪅がᛴ⃭にቑຍし、感染拡大にṑ止

めがかからない状況となったことから、令和3年�2�21年�1᭶�᪥、≉に感染⪅ᩘが多い㤳㒔ᅪの

1㒔3県を対㇟༊域とした⥭ᛴ事ែᐉゝが෌ࡧⓎฟされ、同13᪥には対㇟༊域が11㒔ᗓ県に拡大

されました。�ᅗ3�1�3� 
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(୓ே)

䈜⡿ 䝆䝵ン䝈・䝩䝥䜻ンス大ᏛのⓎ⾲䜢䜒とにసᡂ(௧࿴3年2月28᪥᫬Ⅼ)

ὀ)トルコ䛜大ᖜに㞟ィ䜢ぢ┤した䛣とにより、12月10᪥䛿␗ᖖ್になっ䛶いる
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➨㸯⠇ ឤᰁᣑ኱ࡢ≧ἣ࡜᪂࠸ࡋ⏕άᵝᘧ 

 

 
新型コロナウイルス感染症による本県経済への影響 第 3 章 

䈜⡿ 䝆䝵ン䝈・䝩䝥䜻ンス大ᏛのⓎ⾲䜢䜒とに⣼ィ感染者䛜ከい20のᅜ・ᆅᇦに䛴い䛶⾲♧ 
(௧࿴3年2月28᪥᫬Ⅼ) 

 

次に、市町村別の人口動態について、令和2年(2020年)と平成22年(2010年)を比較すると、こ

の10年間で人口が増加したのは六戸町とおいらせ町で、その他の市町村では人口が減少しています。

特に、農山漁村地域や半島先端部では大幅な減少となっており、今別町、外ヶ浜町、風間浦村、佐

井村、深浦町、鰺ヶ沢町、大間町、中泊町、大鰐町、田子町、新郷村、三戸町、東通村では、20％

を超える減少率となっています。全体として、10％を超える減少率となったのは 40 市町村中、28

市町村となっています。 

また、令和2年(2020年)における65歳以上人口の割合をみると、県平均の33.9％を上回ったの

は32 市町村となっており、中でも今別町の56.0％を始め、外ヶ浜町、新郷村、深浦町、佐井村、

風間浦村、鰺ヶ沢町、田子町、中泊町、大鰐町、蓬田村、七戸町、三戸町、平内町、五戸町、南部

町で40％を上回るなど、人口減少率が高い地域での高齢化の進行が顕著となっています。一方、65

歳以上人口の割合が最も低いのは六ヶ所村で26.2％、次いで三沢市の27.1％、おいらせ町の27.9％

となっています。(図2-3-16) 

 

図2-3-16 市町村別の人口動態

15歳未満人口（年少人口）の割合（R2）人口増減率（R2/H22）

15～64歳人口（生産年齢人口）の割合(R2) 65歳以上人口（老年人口）の割合（R2）

資料）県統計分析課「青森県人口移動統計調査」
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